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北海道農業における気候変動への適応対策
北海道開発局
農業水産部
農業整備課  課長

畔 津　知 朗

　2021年11月に英国で、国連気候変動枠組条約第26回締結国会議（COP26）

が開催され、「グラスゴー気候合意」が採択された。2015年に採択されたパリ協

定では、「異常気象など気候変動による悪影響を最小限に抑えるために、気温上

昇幅を、2℃を下回る水準を目標とし、さらに1.5℃に抑えるべき。」とした。これに

対して、今回の合意では、さらに一歩踏み込み、2100年の世界平均気温の上昇

を産業革命前に比べて1.5℃に抑え、石炭火力発電を段階的に削減することが

明記された。

　文部科学省と気象庁がまとめた『日本の気候変動2020』によると、日本国内に

おいて以下の変化が観測されている。①年平均気温は、100年当たり1.24℃の

割合で上昇している。②大雨や短時間強雨の発生頻度が増加し、降雨日数が減

少している。③日本海側での年最深積雪が減少している。④日本付近の台風の

強度が最大となる緯度が北上している。そして、このままで行くと、21世紀末には、

年平均気温は4.5℃上昇し、大雨や短時間強雨の発生頻度や強さが増加する一

方で、雨の降る日数は減少する。北海道内陸部の一部地域を除き、降雪・積雪が

減少することなどが予測されている。

　北海道においても、極端な気候や自然災害が頻発している。2016年夏には、

北海道に4つの台風が上陸・接近し、大きな人的・物的被害が発生した。ジャガ

イモの品薄や価格の高騰、一部のポテトチップスが販売休止となるポテチショッ

クが発生し、社会問題にまで発展した。2021年夏には、7月の北海道の平均降

水量は平年比約2割に留まるなど記録的な小雨となり、畑作物を中心に干ばつ

被害が発生した。9月の東京都中央卸売市場における北海道産のジャガイモの

入荷量は、前年同月比約2割減、単位重量当たり平均価格は約1.6倍となるなど

の影響が出た。特に道東では、6月から7月にかけて、平年を大きく下回る降水量

と7月の気温上昇が重なり、タマネギやジャガイモが4～5割減産となる地域も発

生した。

　農業は気候変動や自然災害の影響を受けやすい産業であることから、関係者

は率先して温室効果ガスの削減に取り組んでいく必要がある。それと同時に、気

温の上昇・下降や大雨・小雨・少雪など、気候変動や営農状況の変化への備えを

強化していく必要がある。

　このような状況を踏まえ、北海道開発局では、気候変動や営農状況の変化に

対応した排水改良や畑地かんがい、用水改良を目的とする国営かんがい排水事

業等を展開している。降雨状況の変化に対応した排水改良事業では、2021年に

常呂川下流地区及び新川二期地区を着工し、現在は空知・上川・十勝・オホーツ

ク地域などで地区調査等を進めている。畑地かんがい事業では、2017年に芽室

川西地区及び網走川中央地区を、2020年には中後志地区、大原二期地区、北

見二期地区を着工し、現在は十勝地域で地域整備方向検討調査を進めている。

これらの畑地かんがい事業は、既存の水源の中で、気象条件や土壌条件、営農

状況等の変化に伴う水需要の変化から生まれる農業用水を有効活用して新たな

畑地かんがい用水を確保している。

　近年を振り返ると、昭和期に実施された大型国営かんがい排水事業が2000

年頃を境に徐々に完了し、国営農地再編整備事業が増加してきた。そして、これ

らの農地再編整備事業も徐々に完了を迎える。今後は、上述の排水改良事業や

畑地かんがい事業、本稿では省略するが老朽化した農業用用排水施設を適期に

更新する用水改良事業が増加する傾向である。気温・日照・降水量・降雪量の多

寡に対応した農業用用排水施設の機能の強化や大地震に備えた耐震化など、気

候変動や自然災害に対して今後も引き続き備えていく必要がある。

巻　　　 頭　　　 言
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　2021年11月に英国で、国連気候変動枠組条約第26回締結国会議（COP26）

が開催され、「グラスゴー気候合意」が採択された。2015年に採択されたパリ協

定では、「異常気象など気候変動による悪影響を最小限に抑えるために、気温上

昇幅を、2℃を下回る水準を目標とし、さらに1.5℃に抑えるべき。」とした。これに

対して、今回の合意では、さらに一歩踏み込み、2100年の世界平均気温の上昇

を産業革命前に比べて1.5℃に抑え、石炭火力発電を段階的に削減することが

明記された。

　文部科学省と気象庁がまとめた『日本の気候変動2020』によると、日本国内に

おいて以下の変化が観測されている。①年平均気温は、100年当たり1.24℃の

割合で上昇している。②大雨や短時間強雨の発生頻度が増加し、降雨日数が減

少している。③日本海側での年最深積雪が減少している。④日本付近の台風の

強度が最大となる緯度が北上している。そして、このままで行くと、21世紀末には、

年平均気温は4.5℃上昇し、大雨や短時間強雨の発生頻度や強さが増加する一

方で、雨の降る日数は減少する。北海道内陸部の一部地域を除き、降雪・積雪が

減少することなどが予測されている。

　北海道においても、極端な気候や自然災害が頻発している。2016年夏には、

北海道に4つの台風が上陸・接近し、大きな人的・物的被害が発生した。ジャガ

イモの品薄や価格の高騰、一部のポテトチップスが販売休止となるポテチショッ

クが発生し、社会問題にまで発展した。2021年夏には、7月の北海道の平均降

水量は平年比約2割に留まるなど記録的な小雨となり、畑作物を中心に干ばつ

被害が発生した。9月の東京都中央卸売市場における北海道産のジャガイモの

入荷量は、前年同月比約2割減、単位重量当たり平均価格は約1.6倍となるなど

の影響が出た。特に道東では、6月から7月にかけて、平年を大きく下回る降水量

と7月の気温上昇が重なり、タマネギやジャガイモが4～5割減産となる地域も発

生した。

　農業は気候変動や自然災害の影響を受けやすい産業であることから、関係者

は率先して温室効果ガスの削減に取り組んでいく必要がある。それと同時に、気

温の上昇・下降や大雨・小雨・少雪など、気候変動や営農状況の変化への備えを

強化していく必要がある。

　このような状況を踏まえ、北海道開発局では、気候変動や営農状況の変化に

対応した排水改良や畑地かんがい、用水改良を目的とする国営かんがい排水事

業等を展開している。降雨状況の変化に対応した排水改良事業では、2021年に

常呂川下流地区及び新川二期地区を着工し、現在は空知・上川・十勝・オホーツ

ク地域などで地区調査等を進めている。畑地かんがい事業では、2017年に芽室

川西地区及び網走川中央地区を、2020年には中後志地区、大原二期地区、北

見二期地区を着工し、現在は十勝地域で地域整備方向検討調査を進めている。

これらの畑地かんがい事業は、既存の水源の中で、気象条件や土壌条件、営農

状況等の変化に伴う水需要の変化から生まれる農業用水を有効活用して新たな

畑地かんがい用水を確保している。

　近年を振り返ると、昭和期に実施された大型国営かんがい排水事業が2000

年頃を境に徐々に完了し、国営農地再編整備事業が増加してきた。そして、これ

らの農地再編整備事業も徐々に完了を迎える。今後は、上述の排水改良事業や

畑地かんがい事業、本稿では省略するが老朽化した農業用用排水施設を適期に

更新する用水改良事業が増加する傾向である。気温・日照・降水量・降雪量の多

寡に対応した農業用用排水施設の機能の強化や大地震に備えた耐震化など、気

候変動や自然災害に対して今後も引き続き備えていく必要がある。
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新しい動き

新　し　い　動　き

設計基準・計画基準の改定について
北海道開発局　農業水産部　農業設計課　課長補佐

有 安　建 也 （技術士）

１ はじめに
 
　本稿は、土地改良事業計画設計基準及び運用・解説
設計（以下「設計基準」と呼びます。）と土地改良事業計画
設計基準及び運用・解説  計画（以下「計画基準」と呼び
ます。）の改定について紹介するものです。令和 3年 6月に
施行された設計基準「パイプライン」、現在改定作業中の
計画基準「農地地すべり防止対策」、設計基準「頭首工」
の主な改定箇所等について以下に記載します。

 ２ 設計基準と計画基準

　設計基準は、国営土地改良事業の実施に当たり、施設
の設計を行う際に遵守しなければならない基本的な事項
等を定めたものです。
　計画基準は、土地改良事業の適正かつ効率的な実施
が図られるよう、一貫した考え方の下で効率的に事業計
画を作成するために必要となる調査・計画の基本的事項、
配慮すべき事項等を定めた技術基準です。
　設計基準・計画基準は、図－1に示すとおり、「基準書」
と「技術書」で構成され、遵守しなければならない事項で

ある「基準本文」と「基準の運用」、遵守しなければならな
い事項以外の事項である「基準及び運用の解説」「技術
書」で構成されます。

 ３ 設計基準「パイプライン」

（１）改正の背景及び必要性
　本基準は、昭和48年3月に「水路工（その2）パイプライ
ン」として「水路工」から独立する形で制定され、昭和51年
12月の一部改定を経て、昭和52年10月及び昭和62年3
月に全面改定されました。
　平成10年3月には、パイプライン工事の実績が蓄積され
たことや技術の発達、社会情勢の変化に伴う水利用の環
境変化等に対応すべく、全面改定されるとともに「基準書」
と「技術書」に区分した再編が行われました。
　その後、平成13年の土地改良法の一部改正により「環境
との調和への配慮」が土地改良事業の実施の際に求めら
れていること、兵庫県南部地震の教訓を踏まえた「土地改
良施設 耐震設計の手引き（平成16年3月）」がとりまとめら
れたこと、農業水利施設の更新に着目した設計を行う必要
があることから、平成21年3月に一部改定が行われました。
　前回の改定から12年が経過し、その間に発生した東北
地方太平洋沖地震等の被災の経験、パイプラインの要求
性能（管材の長期特性、流速係数C値）への対応、施設の
長寿命化の観点、技術の進展等から改定を行い、令和3
年6月30日付けで施行されました。

（２）検討経緯
　本基準の改定については、令和2年9月に食料・
農業・農村政策審議会から技術小委員会に付託さ
れ、2回の調査審議を経て、令和3年3月に同審議
会へ技術小委員から結果の報告がなされました。
なお、改定に当たっては、パイプラインに関する専門的な
知識を有する学識経験者等を構成員とする設計基準「パ
イプライン」改定検討委員会を設置し、改定原案の検討を
行いました。
　なお、検討に当たっては、基準を事業現場で活用している
技術者に査読を依頼するとともに、農林水産省のホームペ
ージを通じて広く国民から意見・情報の募集を行うことによ
り、改定に対する意見・要望等を反映することに努めました。

（３）本基準の主要改定項目
　主要改定内容は次のとおりです。
　　１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　　２）パイプラインの要求性能
　　３）保全技術の充実
　　４）新技術の取り込み

１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　東北地方太平洋沖地震、熊本地震及び北海道胆振東
部地震の地震被害状況を踏まえ、被災事例と設計上の留
意点や液状化に対する留意点について追記しました。特
に被災事例の多い構造的要因によるウィークポイントにつ
いて、屈曲部の地震応答対策の充実を図りました。また、
重要度に応じた耐震対策は、重要度Ａ種及び重要度Ｂ 
種のウィークポイントでは対策を行うことを基本とし、重要
度Ｃ種のウィークポイントは地域の状況に応じて判断する
ことを記載し、重要度の高いＡ種及びＢ種の耐震対策の
促進を図りました。
　パイプラインの基礎材について、液状化の発生防止・被
害軽減対策として、密度改善、砕石などの礫材料の使用、
固化処理土（流動化処理土、ソイルセメント）の使用を追
記しました。また、固化処理土を使用できるように記載の
充実を図りました。
　土地改良事業設計指針「耐震設計」が平成27年5月に
制定されており、多数の関連技術基準類の改定が行われ
ていることから、これらの改定動向に対応し、パイプライン
の耐震設計についても最新の考え方に沿った内容に見直
しました。

〔対策例〕 鎖構造継手による屈曲部の耐震性向上工法
　管路屈曲部の適切な範囲に鎖構造継手を用いることで、
曲管変位に追従できる耐震工法の研究が行われています。
　参考となる文献は、官民連携新技術研究開発事業「液
状化地盤におけるパイプラインの耐震性向上技術に関す
る研究開発」があります。この耐震工法は、管路屈曲部に
伸縮・屈曲性と離脱防止性能を備えた鎖構造継手を配置
することで、屈曲部に生じる変位に追従し、継手離脱を生
じない管路構造を構築するものであり、鎖構造継手を用
いる範囲（耐震化範囲）は、想定する曲管変位をもとに定
められます。

２）パイプラインの要求性能
　1995年以降大量に施工されたパイプラインの供用年
数が2０年程度過ぎた頃から国営造成パイプラインの突
発事故が増加する傾向を踏まえ、事故率の高い樹脂系管
種について、管材の長期特性を見込んだ構造設計の考え
方を導入しました。長期特性の導入に当たっては、ISO規
格や下水道及び海外の設計事例にならい、供用50年後
の安全性を確保することを目標とし、具体的には、ヤング
係数として短期だけでなく長期の値を設定し、長期的な性
能の照査を行うこととしました。長期のヤング係数につい
ては、官民連携新技術研究開発事業の成果を参考にし、
暫定的にクリープ係数0.8を設定し、短期ヤング係数にク
リープ係数0.8を乗じて値を低減したものを用いることとし図－１　設計基準における構成及び内容

ました。また、ダグタイル鋳鉄管，鋼管，硬質ポリ塩化ビニル
管，ポリエチレン管、ガラス繊維強化ポリエチレン管につい
ては，内圧クリープ試験により長期引張強度を設定し、安
全率は管種（金属管・樹脂管）を問わずに統一し、許容応
力を求めることとしました。

　長期特性の設計への導入は、パイプラインの安全性を
向上させることが目的であり、現在も研究が進められてい
る分野であることから、改定検討委員会の指導・助言の
下、現時点で得られている知見を基に、今般の改定では暫
定値として導入することとしました。
　パイプラインの安全性向上は今後も永きにわたって重
要な課題となることから、引き続き技術開発による性能・品
質管理の向上及び、多くの現場データに基づいた持続的
な研究・開発の成果が得られることが期待されます。この
ため、暫定値の精度を上げていくなど、管材の長期特性を
踏まえた構造設計の考え方については、今後も段階的に
整備・充実を図っていきます。
　また、新規格管種等、水理諸元の実証試験が実施され
た管種について、水理解析に用いる流速係数C値の暫定
値を示しました。これについても、供用後の流速係数の計
測を継続して進め、今回設定した値の妥当性について検
証します。

３）保全技術の充実
　農業水利施設のストックマネジメントの一環として、施
設の長寿命化に資するため、農業水利施設の機能保全の
手引き「パイプライン」が平成2８年８月に制定されました。
また、施設の長寿命化対策の主となる管更生工法につい
て、「農業水利施設の補修・補強工事に関するマニュアル
（パイプライン編）案」が作成されています。
　技術書「補修・補強」の章題を「保全管理」に改め、ライ

フサイクルコストの観点から、同手引きやマニュアル案の
内容にも留意し、記述内容の再整理を行うとともに充実
を図りました。また、パイプラインの長寿命化を図りライフ
サイクルコストを低減させるための考え方について記載し
ました。

４）新技術の取り込み
　パイプラインの設計・施工について、新管種の規格化、
ダクタイル鋳鉄管の曲げ配管等、官民連携新技術研究開
発事業などにより開発された多くの新技術が導入されて
いることを踏まえ、これらの技術の活用を検討する際に必
要な技術的な内容について記載しました。
　農業用パイプラインで使用している管種について、今回
「ガラス繊維強化ポリエチレン管」を追加し、これまでの６
種類（①コンクリート管、②ダクタイル鋳鉄管、③鋼管、④
硬質ポリ塩化ビニル管、⑤ポリエチレン管、⑥強化プラス
チック複合管）から７種類となりました。
　新たに追加されたガラス繊維強化ポリエチレン管の特
性は、「軽量、耐衝撃性、耐食性が大きい。電食のおそれが
ない。内面が平滑で摩擦抵抗が小さい。一体管路である
ため水密性が高い。管は可とう性に富み、軟弱地盤の管路
にも適する。」とされています。
　流速係数Ｃについては、新規格管として、ALW形ダクタ
イル鋳鉄管の暫定標準値をC=140、ガラス繊維強化ポリ
エチレン管については、ポリエチレン管と同等の流速計数
としています。また、鋼管（水道用エポキシ塗装管）について
は、呼び径800mm以上については、暫定標準値として
C=150を適用してよいこととなりました。

（４）改定内容に関する補足
１）ALW形ダクタイル鋳鉄管の流速計数について
　北海道開発局では、事務連絡「管種検討におけるＡＬ
Ｗ形ダクタイル鋳鉄管の取り扱いについて（平成29年12
月22日付け、農業設計課課長補佐）」により、ＡＬＷ管を検
討管種に加え、先行事例を対象とした試験結果、技術資

料等をもとに、当面の間、ＡＬＷ管の流速計数（Ｃ値）は
150を適用するものとしていました。しかし、今回の設計基
準の見直しにより、ＡＬＷ管の流速計数について、暫定標
準値Ｃ＝140と定められました。
　この流速係数の差は、設計基準における基準値につい
ては、従来、管の実内径を基本として設定されており、新規
格管の流速係数も、試験結果値等に基づき、実内径を用
いて算出した値を用いることとして、暫定標準値をＣ＝140
としたものです。
　一方で、日本ダクタイル鉄管協会技術資料等にあるＣ＝
150については、同じ試験結果ではありますが、呼び径を
用いて算出した流速係数が記載されているため、差が生じ
ることとなっています。

 ４ 計画基準「農地地すべり防止対策」

　本基準は、地すべり等防止法（昭和33年3月31日法律
第30号）に基づく農地保全に係る地すべり対策事業（農
地地すべり対策事業）に関する計画の作成に当たり必要
となる調査計画手法の基本的事項を定めるものです。
　本基準は、農地地すべり対策事業に係る計画基準「地
スベリ防止事業」を昭和42年11月に制定し、その後、計画
設計技術の知見や新たに開発された調査手法、社会情勢
の変化等に対応すべく2回の改定を実施（直近では平成
16年3月に改定）しています。
　前回の改定後、約16年が経過し、農地地すべりを取り
巻く社会情勢（事業環境、関連施策、技術動向等）が大き
く変化しています。また、現場情勢も変化（自然災害リスク
の高まり等）しています。このような状況を踏まえ、以下の
方針に基づき改定を予定しています。

（１）事業計画作成、事業の流れに関する内容
　維持管理及び長寿命化対策までを含めた事業全体の
流れを明示します。
　全体フローを提示し、計画段階において、後の概成や維
持管理及び長寿命化対策を考慮することを記述します。

（２）維持管理及び長寿命化対策に関する内容
　地すべり防止区域としての維持管理を行うことを示した
上で、地すべり防止施設の長期的かつ安定的な機能発現
を目指していくことを記述します。

　維持管理の内容に、機能診断や維持管理及び長寿命
化の考え方を記述します。（参考文献：「地すべり防止施設
の個別施設計画（長寿命化計画）策定の手引き（平成２９
年3月）」）
　維持管理の内容に、地すべり防止区域としての維持管
理の基本的な考え方として、保全対象や地すべりリスク
を考慮した効率的な管理方法が重要であることを記述
します。

（３）概成に関する内容
　農地地すべり対策事業における概成の考え方、概成判
定の手順、概成判定方針の設定、概成の判定について記
述します。

（４）改定スケジュール
　令和3年度中に、技術小委員会で審議を終了し、農業農
村振興整備部会へ結果を報告した上で、令和3年度内の
改定を予定しています。

 ５ 設計基準「頭首工」

　本基準は、昭和27年に制定して以降、3度の改定を経
て、平成20年3月に現行基準に改定しています。
　前回（平成20年）の改定から13年が経過し、改定以降、
平成23年3月に発生した東日本大震災を踏まえ、耐震設
計に関する他の基準類が改定されています。また、令和2
年3月に策定された「食料・農業・農村基本計画」や令和3
年3月策定の「土地改良長期計画」では、農業水利施設の
戦略的な保全管理が位置付けられるなど、頭首工の設計
においても効果的な耐震化や機能保全が重要になってい
ます。このような状況を踏まえ、以下の方針に基づき改定
を予定しています。

（１）耐震化技術に関する内容の追加・改定
　現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容が中心
となっており、既設頭首工の耐震性能照査に関する記載
が不足しているため、地域の農業用水等の取入口として重
要な役割を担っている既設頭首工について、重要度に応
じた耐震性能照査及び耐震化対策の実施に関する基準
書・技術書の内容を検討しています。
　基準書・技術書に「既設頭首工の耐震性能照査」を新

たに設け、既設頭首工における耐震性能照査にかかる基
本方針、耐震性能照査手法、耐震補強などについての記
載を追加します。
 その際、耐震性能照査手法については、令和２年度に
改定された国土交通省『河川構造物の耐震性能照査指
針』などの関係基準・指針の最新の考え方を技術書に反
映します。

（２）機能保全技術に関する内容の追加
　老朽化が進行する既存の頭首工の機能を将来にわた
って安定的に発揮させるためには、機能診断と機能の発
揮状況の評価に基づく、適切な補修・補強対策の選定が
重要です。
　一方、現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容
が中心であり、機能保全に関する記載が不足しているた
め、頭首工が特つ機能と性能の整理、頭首工における補
修・補強対策の留意事項を分かりやすく記載することが重
要です。
　「保全管理」の項目を基準書及び技術書に新たに設け、
既設頭首工の耐震性能照査も念頭にした機能診断方法
及び性能評価手法の検討、エプロンや護床工などの頭首
工特有の部位についての性能評価手法の検討、頭首工に
おけるストックマネジメントの概念や保全管理の考え方を
追加します。
　併せて、堆砂や河床低下などの頭首工特有の性能低下
とその対策について技術書に記載します。

（３）その他関係基準類の内容反映などによる改定
　現行基準の改定（平成20年3月）以降、関係法令や関
係基準類が制定・改定されているため、必要な内容を技術
書に反映し、整合を図ります。

　維持管理の中で行われる浮遊塵芥対策に関して、目
的に適った対策（装置）の選定が容易となるよう、近年開
発された対策（装置）などの特徴を整理し、技術書に追
記します。
 近年、頭首工ゲートに採用されている「鋼製起伏堰（ゴム
袋体支持式）」（SR堰）の特徴と留意点を技術書に記載し
ます。

（４）改定スケジュール
　令和3年度に農業農村振興整備部会において、技術小
委員会への付託を行い、技術小委員会で審議した後、令
和4年度に、農業農村振興整備部会へ結果を報告し、令
和4年度上半期の改定を予定しています。

 ６　おわりに

　令和3年6月に改定された設計基準「パイプライン」、今
後改定が予定されている、計画基準「農地地すべり防止
対策」、設計基準「頭首工」について紹介しました。
　農林水産省では、耐震対策、新技術なども含め社会情
勢の変化に合わせて、基準の改定を順次進めています。基
準の改定では、パブリックコメントなど誰でも意見を出せる
タイミングがあります。今回記載した内容についても、農林
水産省のホームページなどで確認できるものがほとんどで
あり、改訂後の基準はホームページで全文が確認できま
す。今回の投稿を通じ、少しでも基準を身近に感じてもら
え、基準の構成や、改定内容を数多くの人に理解頂けまし
たら幸いです。なお、今後の計画基準や設計基準の改定内
容や改定スケジュールは変更となることがありますので、内
容等については改訂後に改めて確認をお願いします。

図－2　設計基準「パイプライン」の改定範囲
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新しい動き

１ はじめに
 
　本稿は、土地改良事業計画設計基準及び運用・解説
設計（以下「設計基準」と呼びます。）と土地改良事業計画
設計基準及び運用・解説  計画（以下「計画基準」と呼び
ます。）の改定について紹介するものです。令和 3年 6月に
施行された設計基準「パイプライン」、現在改定作業中の
計画基準「農地地すべり防止対策」、設計基準「頭首工」
の主な改定箇所等について以下に記載します。

 ２ 設計基準と計画基準

　設計基準は、国営土地改良事業の実施に当たり、施設
の設計を行う際に遵守しなければならない基本的な事項
等を定めたものです。
　計画基準は、土地改良事業の適正かつ効率的な実施
が図られるよう、一貫した考え方の下で効率的に事業計
画を作成するために必要となる調査・計画の基本的事項、
配慮すべき事項等を定めた技術基準です。
　設計基準・計画基準は、図－1に示すとおり、「基準書」
と「技術書」で構成され、遵守しなければならない事項で

ある「基準本文」と「基準の運用」、遵守しなければならな
い事項以外の事項である「基準及び運用の解説」「技術
書」で構成されます。

 ３ 設計基準「パイプライン」

（１）改正の背景及び必要性
　本基準は、昭和48年3月に「水路工（その2）パイプライ
ン」として「水路工」から独立する形で制定され、昭和51年
12月の一部改定を経て、昭和52年10月及び昭和62年3
月に全面改定されました。
　平成10年3月には、パイプライン工事の実績が蓄積され
たことや技術の発達、社会情勢の変化に伴う水利用の環
境変化等に対応すべく、全面改定されるとともに「基準書」
と「技術書」に区分した再編が行われました。
　その後、平成13年の土地改良法の一部改正により「環境
との調和への配慮」が土地改良事業の実施の際に求めら
れていること、兵庫県南部地震の教訓を踏まえた「土地改
良施設 耐震設計の手引き（平成16年3月）」がとりまとめら
れたこと、農業水利施設の更新に着目した設計を行う必要
があることから、平成21年3月に一部改定が行われました。
　前回の改定から12年が経過し、その間に発生した東北
地方太平洋沖地震等の被災の経験、パイプラインの要求
性能（管材の長期特性、流速係数C値）への対応、施設の
長寿命化の観点、技術の進展等から改定を行い、令和3
年6月30日付けで施行されました。

（２）検討経緯
　本基準の改定については、令和2年9月に食料・
農業・農村政策審議会から技術小委員会に付託さ
れ、2回の調査審議を経て、令和3年3月に同審議
会へ技術小委員から結果の報告がなされました。
なお、改定に当たっては、パイプラインに関する専門的な
知識を有する学識経験者等を構成員とする設計基準「パ
イプライン」改定検討委員会を設置し、改定原案の検討を
行いました。
　なお、検討に当たっては、基準を事業現場で活用している
技術者に査読を依頼するとともに、農林水産省のホームペ
ージを通じて広く国民から意見・情報の募集を行うことによ
り、改定に対する意見・要望等を反映することに努めました。

（３）本基準の主要改定項目
　主要改定内容は次のとおりです。
　　１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　　２）パイプラインの要求性能
　　３）保全技術の充実
　　４）新技術の取り込み

１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　東北地方太平洋沖地震、熊本地震及び北海道胆振東
部地震の地震被害状況を踏まえ、被災事例と設計上の留
意点や液状化に対する留意点について追記しました。特
に被災事例の多い構造的要因によるウィークポイントにつ
いて、屈曲部の地震応答対策の充実を図りました。また、
重要度に応じた耐震対策は、重要度Ａ種及び重要度Ｂ 
種のウィークポイントでは対策を行うことを基本とし、重要
度Ｃ種のウィークポイントは地域の状況に応じて判断する
ことを記載し、重要度の高いＡ種及びＢ種の耐震対策の
促進を図りました。
　パイプラインの基礎材について、液状化の発生防止・被
害軽減対策として、密度改善、砕石などの礫材料の使用、
固化処理土（流動化処理土、ソイルセメント）の使用を追
記しました。また、固化処理土を使用できるように記載の
充実を図りました。
　土地改良事業設計指針「耐震設計」が平成27年5月に
制定されており、多数の関連技術基準類の改定が行われ
ていることから、これらの改定動向に対応し、パイプライン
の耐震設計についても最新の考え方に沿った内容に見直
しました。

〔対策例〕 鎖構造継手による屈曲部の耐震性向上工法
　管路屈曲部の適切な範囲に鎖構造継手を用いることで、
曲管変位に追従できる耐震工法の研究が行われています。
　参考となる文献は、官民連携新技術研究開発事業「液
状化地盤におけるパイプラインの耐震性向上技術に関す
る研究開発」があります。この耐震工法は、管路屈曲部に
伸縮・屈曲性と離脱防止性能を備えた鎖構造継手を配置
することで、屈曲部に生じる変位に追従し、継手離脱を生
じない管路構造を構築するものであり、鎖構造継手を用
いる範囲（耐震化範囲）は、想定する曲管変位をもとに定
められます。

２）パイプラインの要求性能
　1995年以降大量に施工されたパイプラインの供用年
数が2０年程度過ぎた頃から国営造成パイプラインの突
発事故が増加する傾向を踏まえ、事故率の高い樹脂系管
種について、管材の長期特性を見込んだ構造設計の考え
方を導入しました。長期特性の導入に当たっては、ISO規
格や下水道及び海外の設計事例にならい、供用50年後
の安全性を確保することを目標とし、具体的には、ヤング
係数として短期だけでなく長期の値を設定し、長期的な性
能の照査を行うこととしました。長期のヤング係数につい
ては、官民連携新技術研究開発事業の成果を参考にし、
暫定的にクリープ係数0.8を設定し、短期ヤング係数にク
リープ係数0.8を乗じて値を低減したものを用いることとし

ました。また、ダグタイル鋳鉄管，鋼管，硬質ポリ塩化ビニル
管，ポリエチレン管、ガラス繊維強化ポリエチレン管につい
ては，内圧クリープ試験により長期引張強度を設定し、安
全率は管種（金属管・樹脂管）を問わずに統一し、許容応
力を求めることとしました。

　長期特性の設計への導入は、パイプラインの安全性を
向上させることが目的であり、現在も研究が進められてい
る分野であることから、改定検討委員会の指導・助言の
下、現時点で得られている知見を基に、今般の改定では暫
定値として導入することとしました。
　パイプラインの安全性向上は今後も永きにわたって重
要な課題となることから、引き続き技術開発による性能・品
質管理の向上及び、多くの現場データに基づいた持続的
な研究・開発の成果が得られることが期待されます。この
ため、暫定値の精度を上げていくなど、管材の長期特性を
踏まえた構造設計の考え方については、今後も段階的に
整備・充実を図っていきます。
　また、新規格管種等、水理諸元の実証試験が実施され
た管種について、水理解析に用いる流速係数C値の暫定
値を示しました。これについても、供用後の流速係数の計
測を継続して進め、今回設定した値の妥当性について検
証します。

３）保全技術の充実
　農業水利施設のストックマネジメントの一環として、施
設の長寿命化に資するため、農業水利施設の機能保全の
手引き「パイプライン」が平成2８年８月に制定されました。
また、施設の長寿命化対策の主となる管更生工法につい
て、「農業水利施設の補修・補強工事に関するマニュアル
（パイプライン編）案」が作成されています。
　技術書「補修・補強」の章題を「保全管理」に改め、ライ

フサイクルコストの観点から、同手引きやマニュアル案の
内容にも留意し、記述内容の再整理を行うとともに充実
を図りました。また、パイプラインの長寿命化を図りライフ
サイクルコストを低減させるための考え方について記載し
ました。

４）新技術の取り込み
　パイプラインの設計・施工について、新管種の規格化、
ダクタイル鋳鉄管の曲げ配管等、官民連携新技術研究開
発事業などにより開発された多くの新技術が導入されて
いることを踏まえ、これらの技術の活用を検討する際に必
要な技術的な内容について記載しました。
　農業用パイプラインで使用している管種について、今回
「ガラス繊維強化ポリエチレン管」を追加し、これまでの６
種類（①コンクリート管、②ダクタイル鋳鉄管、③鋼管、④
硬質ポリ塩化ビニル管、⑤ポリエチレン管、⑥強化プラス
チック複合管）から７種類となりました。
　新たに追加されたガラス繊維強化ポリエチレン管の特
性は、「軽量、耐衝撃性、耐食性が大きい。電食のおそれが
ない。内面が平滑で摩擦抵抗が小さい。一体管路である
ため水密性が高い。管は可とう性に富み、軟弱地盤の管路
にも適する。」とされています。
　流速係数Ｃについては、新規格管として、ALW形ダクタ
イル鋳鉄管の暫定標準値をC=140、ガラス繊維強化ポリ
エチレン管については、ポリエチレン管と同等の流速計数
としています。また、鋼管（水道用エポキシ塗装管）について
は、呼び径800mm以上については、暫定標準値として
C=150を適用してよいこととなりました。

（４）改定内容に関する補足
１）ALW形ダクタイル鋳鉄管の流速計数について
　北海道開発局では、事務連絡「管種検討におけるＡＬ
Ｗ形ダクタイル鋳鉄管の取り扱いについて（平成29年12
月22日付け、農業設計課課長補佐）」により、ＡＬＷ管を検
討管種に加え、先行事例を対象とした試験結果、技術資

料等をもとに、当面の間、ＡＬＷ管の流速計数（Ｃ値）は
150を適用するものとしていました。しかし、今回の設計基
準の見直しにより、ＡＬＷ管の流速計数について、暫定標
準値Ｃ＝140と定められました。
　この流速係数の差は、設計基準における基準値につい
ては、従来、管の実内径を基本として設定されており、新規
格管の流速係数も、試験結果値等に基づき、実内径を用
いて算出した値を用いることとして、暫定標準値をＣ＝140
としたものです。
　一方で、日本ダクタイル鉄管協会技術資料等にあるＣ＝
150については、同じ試験結果ではありますが、呼び径を
用いて算出した流速係数が記載されているため、差が生じ
ることとなっています。

 ４ 計画基準「農地地すべり防止対策」

　本基準は、地すべり等防止法（昭和33年3月31日法律
第30号）に基づく農地保全に係る地すべり対策事業（農
地地すべり対策事業）に関する計画の作成に当たり必要
となる調査計画手法の基本的事項を定めるものです。
　本基準は、農地地すべり対策事業に係る計画基準「地
スベリ防止事業」を昭和42年11月に制定し、その後、計画
設計技術の知見や新たに開発された調査手法、社会情勢
の変化等に対応すべく2回の改定を実施（直近では平成
16年3月に改定）しています。
　前回の改定後、約16年が経過し、農地地すべりを取り
巻く社会情勢（事業環境、関連施策、技術動向等）が大き
く変化しています。また、現場情勢も変化（自然災害リスク
の高まり等）しています。このような状況を踏まえ、以下の
方針に基づき改定を予定しています。

（１）事業計画作成、事業の流れに関する内容
　維持管理及び長寿命化対策までを含めた事業全体の
流れを明示します。
　全体フローを提示し、計画段階において、後の概成や維
持管理及び長寿命化対策を考慮することを記述します。

（２）維持管理及び長寿命化対策に関する内容
　地すべり防止区域としての維持管理を行うことを示した
上で、地すべり防止施設の長期的かつ安定的な機能発現
を目指していくことを記述します。

　維持管理の内容に、機能診断や維持管理及び長寿命
化の考え方を記述します。（参考文献：「地すべり防止施設
の個別施設計画（長寿命化計画）策定の手引き（平成２９
年3月）」）
　維持管理の内容に、地すべり防止区域としての維持管
理の基本的な考え方として、保全対象や地すべりリスク
を考慮した効率的な管理方法が重要であることを記述
します。

（３）概成に関する内容
　農地地すべり対策事業における概成の考え方、概成判
定の手順、概成判定方針の設定、概成の判定について記
述します。

（４）改定スケジュール
　令和3年度中に、技術小委員会で審議を終了し、農業農
村振興整備部会へ結果を報告した上で、令和3年度内の
改定を予定しています。

 ５ 設計基準「頭首工」

　本基準は、昭和27年に制定して以降、3度の改定を経
て、平成20年3月に現行基準に改定しています。
　前回（平成20年）の改定から13年が経過し、改定以降、
平成23年3月に発生した東日本大震災を踏まえ、耐震設
計に関する他の基準類が改定されています。また、令和2
年3月に策定された「食料・農業・農村基本計画」や令和3
年3月策定の「土地改良長期計画」では、農業水利施設の
戦略的な保全管理が位置付けられるなど、頭首工の設計
においても効果的な耐震化や機能保全が重要になってい
ます。このような状況を踏まえ、以下の方針に基づき改定
を予定しています。

（１）耐震化技術に関する内容の追加・改定
　現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容が中心
となっており、既設頭首工の耐震性能照査に関する記載
が不足しているため、地域の農業用水等の取入口として重
要な役割を担っている既設頭首工について、重要度に応
じた耐震性能照査及び耐震化対策の実施に関する基準
書・技術書の内容を検討しています。
　基準書・技術書に「既設頭首工の耐震性能照査」を新

たに設け、既設頭首工における耐震性能照査にかかる基
本方針、耐震性能照査手法、耐震補強などについての記
載を追加します。
 その際、耐震性能照査手法については、令和２年度に
改定された国土交通省『河川構造物の耐震性能照査指
針』などの関係基準・指針の最新の考え方を技術書に反
映します。

（２）機能保全技術に関する内容の追加
　老朽化が進行する既存の頭首工の機能を将来にわた
って安定的に発揮させるためには、機能診断と機能の発
揮状況の評価に基づく、適切な補修・補強対策の選定が
重要です。
　一方、現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容
が中心であり、機能保全に関する記載が不足しているた
め、頭首工が特つ機能と性能の整理、頭首工における補
修・補強対策の留意事項を分かりやすく記載することが重
要です。
　「保全管理」の項目を基準書及び技術書に新たに設け、
既設頭首工の耐震性能照査も念頭にした機能診断方法
及び性能評価手法の検討、エプロンや護床工などの頭首
工特有の部位についての性能評価手法の検討、頭首工に
おけるストックマネジメントの概念や保全管理の考え方を
追加します。
　併せて、堆砂や河床低下などの頭首工特有の性能低下
とその対策について技術書に記載します。

（３）その他関係基準類の内容反映などによる改定
　現行基準の改定（平成20年3月）以降、関係法令や関
係基準類が制定・改定されているため、必要な内容を技術
書に反映し、整合を図ります。

　維持管理の中で行われる浮遊塵芥対策に関して、目
的に適った対策（装置）の選定が容易となるよう、近年開
発された対策（装置）などの特徴を整理し、技術書に追
記します。
 近年、頭首工ゲートに採用されている「鋼製起伏堰（ゴム
袋体支持式）」（SR堰）の特徴と留意点を技術書に記載し
ます。

（４）改定スケジュール
　令和3年度に農業農村振興整備部会において、技術小
委員会への付託を行い、技術小委員会で審議した後、令
和4年度に、農業農村振興整備部会へ結果を報告し、令
和4年度上半期の改定を予定しています。

 ６　おわりに

　令和3年6月に改定された設計基準「パイプライン」、今
後改定が予定されている、計画基準「農地地すべり防止
対策」、設計基準「頭首工」について紹介しました。
　農林水産省では、耐震対策、新技術なども含め社会情
勢の変化に合わせて、基準の改定を順次進めています。基
準の改定では、パブリックコメントなど誰でも意見を出せる
タイミングがあります。今回記載した内容についても、農林
水産省のホームページなどで確認できるものがほとんどで
あり、改訂後の基準はホームページで全文が確認できま
す。今回の投稿を通じ、少しでも基準を身近に感じてもら
え、基準の構成や、改定内容を数多くの人に理解頂けまし
たら幸いです。なお、今後の計画基準や設計基準の改定内
容や改定スケジュールは変更となることがありますので、内
容等については改訂後に改めて確認をお願いします。

表－1

図－3　鎖構造継ぎ手
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新しい動き

１ はじめに
 
　本稿は、土地改良事業計画設計基準及び運用・解説
設計（以下「設計基準」と呼びます。）と土地改良事業計画
設計基準及び運用・解説  計画（以下「計画基準」と呼び
ます。）の改定について紹介するものです。令和 3年 6月に
施行された設計基準「パイプライン」、現在改定作業中の
計画基準「農地地すべり防止対策」、設計基準「頭首工」
の主な改定箇所等について以下に記載します。

 ２ 設計基準と計画基準

　設計基準は、国営土地改良事業の実施に当たり、施設
の設計を行う際に遵守しなければならない基本的な事項
等を定めたものです。
　計画基準は、土地改良事業の適正かつ効率的な実施
が図られるよう、一貫した考え方の下で効率的に事業計
画を作成するために必要となる調査・計画の基本的事項、
配慮すべき事項等を定めた技術基準です。
　設計基準・計画基準は、図－1に示すとおり、「基準書」
と「技術書」で構成され、遵守しなければならない事項で

ある「基準本文」と「基準の運用」、遵守しなければならな
い事項以外の事項である「基準及び運用の解説」「技術
書」で構成されます。

 ３ 設計基準「パイプライン」

（１）改正の背景及び必要性
　本基準は、昭和48年3月に「水路工（その2）パイプライ
ン」として「水路工」から独立する形で制定され、昭和51年
12月の一部改定を経て、昭和52年10月及び昭和62年3
月に全面改定されました。
　平成10年3月には、パイプライン工事の実績が蓄積され
たことや技術の発達、社会情勢の変化に伴う水利用の環
境変化等に対応すべく、全面改定されるとともに「基準書」
と「技術書」に区分した再編が行われました。
　その後、平成13年の土地改良法の一部改正により「環境
との調和への配慮」が土地改良事業の実施の際に求めら
れていること、兵庫県南部地震の教訓を踏まえた「土地改
良施設 耐震設計の手引き（平成16年3月）」がとりまとめら
れたこと、農業水利施設の更新に着目した設計を行う必要
があることから、平成21年3月に一部改定が行われました。
　前回の改定から12年が経過し、その間に発生した東北
地方太平洋沖地震等の被災の経験、パイプラインの要求
性能（管材の長期特性、流速係数C値）への対応、施設の
長寿命化の観点、技術の進展等から改定を行い、令和3
年6月30日付けで施行されました。

（２）検討経緯
　本基準の改定については、令和2年9月に食料・
農業・農村政策審議会から技術小委員会に付託さ
れ、2回の調査審議を経て、令和3年3月に同審議
会へ技術小委員から結果の報告がなされました。
なお、改定に当たっては、パイプラインに関する専門的な
知識を有する学識経験者等を構成員とする設計基準「パ
イプライン」改定検討委員会を設置し、改定原案の検討を
行いました。
　なお、検討に当たっては、基準を事業現場で活用している
技術者に査読を依頼するとともに、農林水産省のホームペ
ージを通じて広く国民から意見・情報の募集を行うことによ
り、改定に対する意見・要望等を反映することに努めました。

（３）本基準の主要改定項目
　主要改定内容は次のとおりです。
　　１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　　２）パイプラインの要求性能
　　３）保全技術の充実
　　４）新技術の取り込み

１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　東北地方太平洋沖地震、熊本地震及び北海道胆振東
部地震の地震被害状況を踏まえ、被災事例と設計上の留
意点や液状化に対する留意点について追記しました。特
に被災事例の多い構造的要因によるウィークポイントにつ
いて、屈曲部の地震応答対策の充実を図りました。また、
重要度に応じた耐震対策は、重要度Ａ種及び重要度Ｂ 
種のウィークポイントでは対策を行うことを基本とし、重要
度Ｃ種のウィークポイントは地域の状況に応じて判断する
ことを記載し、重要度の高いＡ種及びＢ種の耐震対策の
促進を図りました。
　パイプラインの基礎材について、液状化の発生防止・被
害軽減対策として、密度改善、砕石などの礫材料の使用、
固化処理土（流動化処理土、ソイルセメント）の使用を追
記しました。また、固化処理土を使用できるように記載の
充実を図りました。
　土地改良事業設計指針「耐震設計」が平成27年5月に
制定されており、多数の関連技術基準類の改定が行われ
ていることから、これらの改定動向に対応し、パイプライン
の耐震設計についても最新の考え方に沿った内容に見直
しました。

〔対策例〕 鎖構造継手による屈曲部の耐震性向上工法
　管路屈曲部の適切な範囲に鎖構造継手を用いることで、
曲管変位に追従できる耐震工法の研究が行われています。
　参考となる文献は、官民連携新技術研究開発事業「液
状化地盤におけるパイプラインの耐震性向上技術に関す
る研究開発」があります。この耐震工法は、管路屈曲部に
伸縮・屈曲性と離脱防止性能を備えた鎖構造継手を配置
することで、屈曲部に生じる変位に追従し、継手離脱を生
じない管路構造を構築するものであり、鎖構造継手を用
いる範囲（耐震化範囲）は、想定する曲管変位をもとに定
められます。

２）パイプラインの要求性能
　1995年以降大量に施工されたパイプラインの供用年
数が2０年程度過ぎた頃から国営造成パイプラインの突
発事故が増加する傾向を踏まえ、事故率の高い樹脂系管
種について、管材の長期特性を見込んだ構造設計の考え
方を導入しました。長期特性の導入に当たっては、ISO規
格や下水道及び海外の設計事例にならい、供用50年後
の安全性を確保することを目標とし、具体的には、ヤング
係数として短期だけでなく長期の値を設定し、長期的な性
能の照査を行うこととしました。長期のヤング係数につい
ては、官民連携新技術研究開発事業の成果を参考にし、
暫定的にクリープ係数0.8を設定し、短期ヤング係数にク
リープ係数0.8を乗じて値を低減したものを用いることとし

ました。また、ダグタイル鋳鉄管，鋼管，硬質ポリ塩化ビニル
管，ポリエチレン管、ガラス繊維強化ポリエチレン管につい
ては，内圧クリープ試験により長期引張強度を設定し、安
全率は管種（金属管・樹脂管）を問わずに統一し、許容応
力を求めることとしました。

　長期特性の設計への導入は、パイプラインの安全性を
向上させることが目的であり、現在も研究が進められてい
る分野であることから、改定検討委員会の指導・助言の
下、現時点で得られている知見を基に、今般の改定では暫
定値として導入することとしました。
　パイプラインの安全性向上は今後も永きにわたって重
要な課題となることから、引き続き技術開発による性能・品
質管理の向上及び、多くの現場データに基づいた持続的
な研究・開発の成果が得られることが期待されます。この
ため、暫定値の精度を上げていくなど、管材の長期特性を
踏まえた構造設計の考え方については、今後も段階的に
整備・充実を図っていきます。
　また、新規格管種等、水理諸元の実証試験が実施され
た管種について、水理解析に用いる流速係数C値の暫定
値を示しました。これについても、供用後の流速係数の計
測を継続して進め、今回設定した値の妥当性について検
証します。

３）保全技術の充実
　農業水利施設のストックマネジメントの一環として、施
設の長寿命化に資するため、農業水利施設の機能保全の
手引き「パイプライン」が平成2８年８月に制定されました。
また、施設の長寿命化対策の主となる管更生工法につい
て、「農業水利施設の補修・補強工事に関するマニュアル
（パイプライン編）案」が作成されています。
　技術書「補修・補強」の章題を「保全管理」に改め、ライ

フサイクルコストの観点から、同手引きやマニュアル案の
内容にも留意し、記述内容の再整理を行うとともに充実
を図りました。また、パイプラインの長寿命化を図りライフ
サイクルコストを低減させるための考え方について記載し
ました。

４）新技術の取り込み
　パイプラインの設計・施工について、新管種の規格化、
ダクタイル鋳鉄管の曲げ配管等、官民連携新技術研究開
発事業などにより開発された多くの新技術が導入されて
いることを踏まえ、これらの技術の活用を検討する際に必
要な技術的な内容について記載しました。
　農業用パイプラインで使用している管種について、今回
「ガラス繊維強化ポリエチレン管」を追加し、これまでの６
種類（①コンクリート管、②ダクタイル鋳鉄管、③鋼管、④
硬質ポリ塩化ビニル管、⑤ポリエチレン管、⑥強化プラス
チック複合管）から７種類となりました。
　新たに追加されたガラス繊維強化ポリエチレン管の特
性は、「軽量、耐衝撃性、耐食性が大きい。電食のおそれが
ない。内面が平滑で摩擦抵抗が小さい。一体管路である
ため水密性が高い。管は可とう性に富み、軟弱地盤の管路
にも適する。」とされています。
　流速係数Ｃについては、新規格管として、ALW形ダクタ
イル鋳鉄管の暫定標準値をC=140、ガラス繊維強化ポリ
エチレン管については、ポリエチレン管と同等の流速計数
としています。また、鋼管（水道用エポキシ塗装管）について
は、呼び径800mm以上については、暫定標準値として
C=150を適用してよいこととなりました。

（４）改定内容に関する補足
１）ALW形ダクタイル鋳鉄管の流速計数について
　北海道開発局では、事務連絡「管種検討におけるＡＬ
Ｗ形ダクタイル鋳鉄管の取り扱いについて（平成29年12
月22日付け、農業設計課課長補佐）」により、ＡＬＷ管を検
討管種に加え、先行事例を対象とした試験結果、技術資

料等をもとに、当面の間、ＡＬＷ管の流速計数（Ｃ値）は
150を適用するものとしていました。しかし、今回の設計基
準の見直しにより、ＡＬＷ管の流速計数について、暫定標
準値Ｃ＝140と定められました。
　この流速係数の差は、設計基準における基準値につい
ては、従来、管の実内径を基本として設定されており、新規
格管の流速係数も、試験結果値等に基づき、実内径を用
いて算出した値を用いることとして、暫定標準値をＣ＝140
としたものです。
　一方で、日本ダクタイル鉄管協会技術資料等にあるＣ＝
150については、同じ試験結果ではありますが、呼び径を
用いて算出した流速係数が記載されているため、差が生じ
ることとなっています。

 ４ 計画基準「農地地すべり防止対策」

　本基準は、地すべり等防止法（昭和33年3月31日法律
第30号）に基づく農地保全に係る地すべり対策事業（農
地地すべり対策事業）に関する計画の作成に当たり必要
となる調査計画手法の基本的事項を定めるものです。
　本基準は、農地地すべり対策事業に係る計画基準「地
スベリ防止事業」を昭和42年11月に制定し、その後、計画
設計技術の知見や新たに開発された調査手法、社会情勢
の変化等に対応すべく2回の改定を実施（直近では平成
16年3月に改定）しています。
　前回の改定後、約16年が経過し、農地地すべりを取り
巻く社会情勢（事業環境、関連施策、技術動向等）が大き
く変化しています。また、現場情勢も変化（自然災害リスク
の高まり等）しています。このような状況を踏まえ、以下の
方針に基づき改定を予定しています。

（１）事業計画作成、事業の流れに関する内容
　維持管理及び長寿命化対策までを含めた事業全体の
流れを明示します。
　全体フローを提示し、計画段階において、後の概成や維
持管理及び長寿命化対策を考慮することを記述します。

（２）維持管理及び長寿命化対策に関する内容
　地すべり防止区域としての維持管理を行うことを示した
上で、地すべり防止施設の長期的かつ安定的な機能発現
を目指していくことを記述します。

　維持管理の内容に、機能診断や維持管理及び長寿命
化の考え方を記述します。（参考文献：「地すべり防止施設
の個別施設計画（長寿命化計画）策定の手引き（平成２９
年3月）」）
　維持管理の内容に、地すべり防止区域としての維持管
理の基本的な考え方として、保全対象や地すべりリスク
を考慮した効率的な管理方法が重要であることを記述
します。

（３）概成に関する内容
　農地地すべり対策事業における概成の考え方、概成判
定の手順、概成判定方針の設定、概成の判定について記
述します。

（４）改定スケジュール
　令和3年度中に、技術小委員会で審議を終了し、農業農
村振興整備部会へ結果を報告した上で、令和3年度内の
改定を予定しています。

 ５ 設計基準「頭首工」

　本基準は、昭和27年に制定して以降、3度の改定を経
て、平成20年3月に現行基準に改定しています。
　前回（平成20年）の改定から13年が経過し、改定以降、
平成23年3月に発生した東日本大震災を踏まえ、耐震設
計に関する他の基準類が改定されています。また、令和2
年3月に策定された「食料・農業・農村基本計画」や令和3
年3月策定の「土地改良長期計画」では、農業水利施設の
戦略的な保全管理が位置付けられるなど、頭首工の設計
においても効果的な耐震化や機能保全が重要になってい
ます。このような状況を踏まえ、以下の方針に基づき改定
を予定しています。

（１）耐震化技術に関する内容の追加・改定
　現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容が中心
となっており、既設頭首工の耐震性能照査に関する記載
が不足しているため、地域の農業用水等の取入口として重
要な役割を担っている既設頭首工について、重要度に応
じた耐震性能照査及び耐震化対策の実施に関する基準
書・技術書の内容を検討しています。
　基準書・技術書に「既設頭首工の耐震性能照査」を新

たに設け、既設頭首工における耐震性能照査にかかる基
本方針、耐震性能照査手法、耐震補強などについての記
載を追加します。
 その際、耐震性能照査手法については、令和２年度に
改定された国土交通省『河川構造物の耐震性能照査指
針』などの関係基準・指針の最新の考え方を技術書に反
映します。

（２）機能保全技術に関する内容の追加
　老朽化が進行する既存の頭首工の機能を将来にわた
って安定的に発揮させるためには、機能診断と機能の発
揮状況の評価に基づく、適切な補修・補強対策の選定が
重要です。
　一方、現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容
が中心であり、機能保全に関する記載が不足しているた
め、頭首工が特つ機能と性能の整理、頭首工における補
修・補強対策の留意事項を分かりやすく記載することが重
要です。
　「保全管理」の項目を基準書及び技術書に新たに設け、
既設頭首工の耐震性能照査も念頭にした機能診断方法
及び性能評価手法の検討、エプロンや護床工などの頭首
工特有の部位についての性能評価手法の検討、頭首工に
おけるストックマネジメントの概念や保全管理の考え方を
追加します。
　併せて、堆砂や河床低下などの頭首工特有の性能低下
とその対策について技術書に記載します。

（３）その他関係基準類の内容反映などによる改定
　現行基準の改定（平成20年3月）以降、関係法令や関
係基準類が制定・改定されているため、必要な内容を技術
書に反映し、整合を図ります。

　維持管理の中で行われる浮遊塵芥対策に関して、目
的に適った対策（装置）の選定が容易となるよう、近年開
発された対策（装置）などの特徴を整理し、技術書に追
記します。
 近年、頭首工ゲートに採用されている「鋼製起伏堰（ゴム
袋体支持式）」（SR堰）の特徴と留意点を技術書に記載し
ます。

（４）改定スケジュール
　令和3年度に農業農村振興整備部会において、技術小
委員会への付託を行い、技術小委員会で審議した後、令
和4年度に、農業農村振興整備部会へ結果を報告し、令
和4年度上半期の改定を予定しています。

 ６　おわりに

　令和3年6月に改定された設計基準「パイプライン」、今
後改定が予定されている、計画基準「農地地すべり防止
対策」、設計基準「頭首工」について紹介しました。
　農林水産省では、耐震対策、新技術なども含め社会情
勢の変化に合わせて、基準の改定を順次進めています。基
準の改定では、パブリックコメントなど誰でも意見を出せる
タイミングがあります。今回記載した内容についても、農林
水産省のホームページなどで確認できるものがほとんどで
あり、改訂後の基準はホームページで全文が確認できま
す。今回の投稿を通じ、少しでも基準を身近に感じてもら
え、基準の構成や、改定内容を数多くの人に理解頂けまし
たら幸いです。なお、今後の計画基準や設計基準の改定内
容や改定スケジュールは変更となることがありますので、内
容等については改訂後に改めて確認をお願いします。

写真－1　パイプラインの突発事故

写真－2　ＡＬＷ管等の新規管種の登場
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新しい動き

１ はじめに
 
　本稿は、土地改良事業計画設計基準及び運用・解説
設計（以下「設計基準」と呼びます。）と土地改良事業計画
設計基準及び運用・解説  計画（以下「計画基準」と呼び
ます。）の改定について紹介するものです。令和 3年 6月に
施行された設計基準「パイプライン」、現在改定作業中の
計画基準「農地地すべり防止対策」、設計基準「頭首工」
の主な改定箇所等について以下に記載します。

 ２ 設計基準と計画基準

　設計基準は、国営土地改良事業の実施に当たり、施設
の設計を行う際に遵守しなければならない基本的な事項
等を定めたものです。
　計画基準は、土地改良事業の適正かつ効率的な実施
が図られるよう、一貫した考え方の下で効率的に事業計
画を作成するために必要となる調査・計画の基本的事項、
配慮すべき事項等を定めた技術基準です。
　設計基準・計画基準は、図－1に示すとおり、「基準書」
と「技術書」で構成され、遵守しなければならない事項で

ある「基準本文」と「基準の運用」、遵守しなければならな
い事項以外の事項である「基準及び運用の解説」「技術
書」で構成されます。

 ３ 設計基準「パイプライン」

（１）改正の背景及び必要性
　本基準は、昭和48年3月に「水路工（その2）パイプライ
ン」として「水路工」から独立する形で制定され、昭和51年
12月の一部改定を経て、昭和52年10月及び昭和62年3
月に全面改定されました。
　平成10年3月には、パイプライン工事の実績が蓄積され
たことや技術の発達、社会情勢の変化に伴う水利用の環
境変化等に対応すべく、全面改定されるとともに「基準書」
と「技術書」に区分した再編が行われました。
　その後、平成13年の土地改良法の一部改正により「環境
との調和への配慮」が土地改良事業の実施の際に求めら
れていること、兵庫県南部地震の教訓を踏まえた「土地改
良施設 耐震設計の手引き（平成16年3月）」がとりまとめら
れたこと、農業水利施設の更新に着目した設計を行う必要
があることから、平成21年3月に一部改定が行われました。
　前回の改定から12年が経過し、その間に発生した東北
地方太平洋沖地震等の被災の経験、パイプラインの要求
性能（管材の長期特性、流速係数C値）への対応、施設の
長寿命化の観点、技術の進展等から改定を行い、令和3
年6月30日付けで施行されました。

（２）検討経緯
　本基準の改定については、令和2年9月に食料・
農業・農村政策審議会から技術小委員会に付託さ
れ、2回の調査審議を経て、令和3年3月に同審議
会へ技術小委員から結果の報告がなされました。
なお、改定に当たっては、パイプラインに関する専門的な
知識を有する学識経験者等を構成員とする設計基準「パ
イプライン」改定検討委員会を設置し、改定原案の検討を
行いました。
　なお、検討に当たっては、基準を事業現場で活用している
技術者に査読を依頼するとともに、農林水産省のホームペ
ージを通じて広く国民から意見・情報の募集を行うことによ
り、改定に対する意見・要望等を反映することに努めました。

（３）本基準の主要改定項目
　主要改定内容は次のとおりです。
　　１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　　２）パイプラインの要求性能
　　３）保全技術の充実
　　４）新技術の取り込み

１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　東北地方太平洋沖地震、熊本地震及び北海道胆振東
部地震の地震被害状況を踏まえ、被災事例と設計上の留
意点や液状化に対する留意点について追記しました。特
に被災事例の多い構造的要因によるウィークポイントにつ
いて、屈曲部の地震応答対策の充実を図りました。また、
重要度に応じた耐震対策は、重要度Ａ種及び重要度Ｂ 
種のウィークポイントでは対策を行うことを基本とし、重要
度Ｃ種のウィークポイントは地域の状況に応じて判断する
ことを記載し、重要度の高いＡ種及びＢ種の耐震対策の
促進を図りました。
　パイプラインの基礎材について、液状化の発生防止・被
害軽減対策として、密度改善、砕石などの礫材料の使用、
固化処理土（流動化処理土、ソイルセメント）の使用を追
記しました。また、固化処理土を使用できるように記載の
充実を図りました。
　土地改良事業設計指針「耐震設計」が平成27年5月に
制定されており、多数の関連技術基準類の改定が行われ
ていることから、これらの改定動向に対応し、パイプライン
の耐震設計についても最新の考え方に沿った内容に見直
しました。

〔対策例〕 鎖構造継手による屈曲部の耐震性向上工法
　管路屈曲部の適切な範囲に鎖構造継手を用いることで、
曲管変位に追従できる耐震工法の研究が行われています。
　参考となる文献は、官民連携新技術研究開発事業「液
状化地盤におけるパイプラインの耐震性向上技術に関す
る研究開発」があります。この耐震工法は、管路屈曲部に
伸縮・屈曲性と離脱防止性能を備えた鎖構造継手を配置
することで、屈曲部に生じる変位に追従し、継手離脱を生
じない管路構造を構築するものであり、鎖構造継手を用
いる範囲（耐震化範囲）は、想定する曲管変位をもとに定
められます。

２）パイプラインの要求性能
　1995年以降大量に施工されたパイプラインの供用年
数が2０年程度過ぎた頃から国営造成パイプラインの突
発事故が増加する傾向を踏まえ、事故率の高い樹脂系管
種について、管材の長期特性を見込んだ構造設計の考え
方を導入しました。長期特性の導入に当たっては、ISO規
格や下水道及び海外の設計事例にならい、供用50年後
の安全性を確保することを目標とし、具体的には、ヤング
係数として短期だけでなく長期の値を設定し、長期的な性
能の照査を行うこととしました。長期のヤング係数につい
ては、官民連携新技術研究開発事業の成果を参考にし、
暫定的にクリープ係数0.8を設定し、短期ヤング係数にク
リープ係数0.8を乗じて値を低減したものを用いることとし

ました。また、ダグタイル鋳鉄管，鋼管，硬質ポリ塩化ビニル
管，ポリエチレン管、ガラス繊維強化ポリエチレン管につい
ては，内圧クリープ試験により長期引張強度を設定し、安
全率は管種（金属管・樹脂管）を問わずに統一し、許容応
力を求めることとしました。

　長期特性の設計への導入は、パイプラインの安全性を
向上させることが目的であり、現在も研究が進められてい
る分野であることから、改定検討委員会の指導・助言の
下、現時点で得られている知見を基に、今般の改定では暫
定値として導入することとしました。
　パイプラインの安全性向上は今後も永きにわたって重
要な課題となることから、引き続き技術開発による性能・品
質管理の向上及び、多くの現場データに基づいた持続的
な研究・開発の成果が得られることが期待されます。この
ため、暫定値の精度を上げていくなど、管材の長期特性を
踏まえた構造設計の考え方については、今後も段階的に
整備・充実を図っていきます。
　また、新規格管種等、水理諸元の実証試験が実施され
た管種について、水理解析に用いる流速係数C値の暫定
値を示しました。これについても、供用後の流速係数の計
測を継続して進め、今回設定した値の妥当性について検
証します。

３）保全技術の充実
　農業水利施設のストックマネジメントの一環として、施
設の長寿命化に資するため、農業水利施設の機能保全の
手引き「パイプライン」が平成2８年８月に制定されました。
また、施設の長寿命化対策の主となる管更生工法につい
て、「農業水利施設の補修・補強工事に関するマニュアル
（パイプライン編）案」が作成されています。
　技術書「補修・補強」の章題を「保全管理」に改め、ライ

フサイクルコストの観点から、同手引きやマニュアル案の
内容にも留意し、記述内容の再整理を行うとともに充実
を図りました。また、パイプラインの長寿命化を図りライフ
サイクルコストを低減させるための考え方について記載し
ました。

４）新技術の取り込み
　パイプラインの設計・施工について、新管種の規格化、
ダクタイル鋳鉄管の曲げ配管等、官民連携新技術研究開
発事業などにより開発された多くの新技術が導入されて
いることを踏まえ、これらの技術の活用を検討する際に必
要な技術的な内容について記載しました。
　農業用パイプラインで使用している管種について、今回
「ガラス繊維強化ポリエチレン管」を追加し、これまでの６
種類（①コンクリート管、②ダクタイル鋳鉄管、③鋼管、④
硬質ポリ塩化ビニル管、⑤ポリエチレン管、⑥強化プラス
チック複合管）から７種類となりました。
　新たに追加されたガラス繊維強化ポリエチレン管の特
性は、「軽量、耐衝撃性、耐食性が大きい。電食のおそれが
ない。内面が平滑で摩擦抵抗が小さい。一体管路である
ため水密性が高い。管は可とう性に富み、軟弱地盤の管路
にも適する。」とされています。
　流速係数Ｃについては、新規格管として、ALW形ダクタ
イル鋳鉄管の暫定標準値をC=140、ガラス繊維強化ポリ
エチレン管については、ポリエチレン管と同等の流速計数
としています。また、鋼管（水道用エポキシ塗装管）について
は、呼び径800mm以上については、暫定標準値として
C=150を適用してよいこととなりました。

（４）改定内容に関する補足
１）ALW形ダクタイル鋳鉄管の流速計数について
　北海道開発局では、事務連絡「管種検討におけるＡＬ
Ｗ形ダクタイル鋳鉄管の取り扱いについて（平成29年12
月22日付け、農業設計課課長補佐）」により、ＡＬＷ管を検
討管種に加え、先行事例を対象とした試験結果、技術資

料等をもとに、当面の間、ＡＬＷ管の流速計数（Ｃ値）は
150を適用するものとしていました。しかし、今回の設計基
準の見直しにより、ＡＬＷ管の流速計数について、暫定標
準値Ｃ＝140と定められました。
　この流速係数の差は、設計基準における基準値につい
ては、従来、管の実内径を基本として設定されており、新規
格管の流速係数も、試験結果値等に基づき、実内径を用
いて算出した値を用いることとして、暫定標準値をＣ＝140
としたものです。
　一方で、日本ダクタイル鉄管協会技術資料等にあるＣ＝
150については、同じ試験結果ではありますが、呼び径を
用いて算出した流速係数が記載されているため、差が生じ
ることとなっています。

 ４ 計画基準「農地地すべり防止対策」

　本基準は、地すべり等防止法（昭和33年3月31日法律
第30号）に基づく農地保全に係る地すべり対策事業（農
地地すべり対策事業）に関する計画の作成に当たり必要
となる調査計画手法の基本的事項を定めるものです。
　本基準は、農地地すべり対策事業に係る計画基準「地
スベリ防止事業」を昭和42年11月に制定し、その後、計画
設計技術の知見や新たに開発された調査手法、社会情勢
の変化等に対応すべく2回の改定を実施（直近では平成
16年3月に改定）しています。
　前回の改定後、約16年が経過し、農地地すべりを取り
巻く社会情勢（事業環境、関連施策、技術動向等）が大き
く変化しています。また、現場情勢も変化（自然災害リスク
の高まり等）しています。このような状況を踏まえ、以下の
方針に基づき改定を予定しています。

（１）事業計画作成、事業の流れに関する内容
　維持管理及び長寿命化対策までを含めた事業全体の
流れを明示します。
　全体フローを提示し、計画段階において、後の概成や維
持管理及び長寿命化対策を考慮することを記述します。

（２）維持管理及び長寿命化対策に関する内容
　地すべり防止区域としての維持管理を行うことを示した
上で、地すべり防止施設の長期的かつ安定的な機能発現
を目指していくことを記述します。

　維持管理の内容に、機能診断や維持管理及び長寿命
化の考え方を記述します。（参考文献：「地すべり防止施設
の個別施設計画（長寿命化計画）策定の手引き（平成２９
年3月）」）
　維持管理の内容に、地すべり防止区域としての維持管
理の基本的な考え方として、保全対象や地すべりリスク
を考慮した効率的な管理方法が重要であることを記述
します。

（３）概成に関する内容
　農地地すべり対策事業における概成の考え方、概成判
定の手順、概成判定方針の設定、概成の判定について記
述します。

（４）改定スケジュール
　令和3年度中に、技術小委員会で審議を終了し、農業農
村振興整備部会へ結果を報告した上で、令和3年度内の
改定を予定しています。

 ５ 設計基準「頭首工」

　本基準は、昭和27年に制定して以降、3度の改定を経
て、平成20年3月に現行基準に改定しています。
　前回（平成20年）の改定から13年が経過し、改定以降、
平成23年3月に発生した東日本大震災を踏まえ、耐震設
計に関する他の基準類が改定されています。また、令和2
年3月に策定された「食料・農業・農村基本計画」や令和3
年3月策定の「土地改良長期計画」では、農業水利施設の
戦略的な保全管理が位置付けられるなど、頭首工の設計
においても効果的な耐震化や機能保全が重要になってい
ます。このような状況を踏まえ、以下の方針に基づき改定
を予定しています。

（１）耐震化技術に関する内容の追加・改定
　現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容が中心
となっており、既設頭首工の耐震性能照査に関する記載
が不足しているため、地域の農業用水等の取入口として重
要な役割を担っている既設頭首工について、重要度に応
じた耐震性能照査及び耐震化対策の実施に関する基準
書・技術書の内容を検討しています。
　基準書・技術書に「既設頭首工の耐震性能照査」を新

たに設け、既設頭首工における耐震性能照査にかかる基
本方針、耐震性能照査手法、耐震補強などについての記
載を追加します。
 その際、耐震性能照査手法については、令和２年度に
改定された国土交通省『河川構造物の耐震性能照査指
針』などの関係基準・指針の最新の考え方を技術書に反
映します。

（２）機能保全技術に関する内容の追加
　老朽化が進行する既存の頭首工の機能を将来にわた
って安定的に発揮させるためには、機能診断と機能の発
揮状況の評価に基づく、適切な補修・補強対策の選定が
重要です。
　一方、現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容
が中心であり、機能保全に関する記載が不足しているた
め、頭首工が特つ機能と性能の整理、頭首工における補
修・補強対策の留意事項を分かりやすく記載することが重
要です。
　「保全管理」の項目を基準書及び技術書に新たに設け、
既設頭首工の耐震性能照査も念頭にした機能診断方法
及び性能評価手法の検討、エプロンや護床工などの頭首
工特有の部位についての性能評価手法の検討、頭首工に
おけるストックマネジメントの概念や保全管理の考え方を
追加します。
　併せて、堆砂や河床低下などの頭首工特有の性能低下
とその対策について技術書に記載します。

（３）その他関係基準類の内容反映などによる改定
　現行基準の改定（平成20年3月）以降、関係法令や関
係基準類が制定・改定されているため、必要な内容を技術
書に反映し、整合を図ります。

　維持管理の中で行われる浮遊塵芥対策に関して、目
的に適った対策（装置）の選定が容易となるよう、近年開
発された対策（装置）などの特徴を整理し、技術書に追
記します。
 近年、頭首工ゲートに採用されている「鋼製起伏堰（ゴム
袋体支持式）」（SR堰）の特徴と留意点を技術書に記載し
ます。

（４）改定スケジュール
　令和3年度に農業農村振興整備部会において、技術小
委員会への付託を行い、技術小委員会で審議した後、令
和4年度に、農業農村振興整備部会へ結果を報告し、令
和4年度上半期の改定を予定しています。

 ６　おわりに

　令和3年6月に改定された設計基準「パイプライン」、今
後改定が予定されている、計画基準「農地地すべり防止
対策」、設計基準「頭首工」について紹介しました。
　農林水産省では、耐震対策、新技術なども含め社会情
勢の変化に合わせて、基準の改定を順次進めています。基
準の改定では、パブリックコメントなど誰でも意見を出せる
タイミングがあります。今回記載した内容についても、農林
水産省のホームページなどで確認できるものがほとんどで
あり、改訂後の基準はホームページで全文が確認できま
す。今回の投稿を通じ、少しでも基準を身近に感じてもら
え、基準の構成や、改定内容を数多くの人に理解頂けまし
たら幸いです。なお、今後の計画基準や設計基準の改定内
容や改定スケジュールは変更となることがありますので、内
容等については改訂後に改めて確認をお願いします。
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新しい動き

１ はじめに
 
　本稿は、土地改良事業計画設計基準及び運用・解説
設計（以下「設計基準」と呼びます。）と土地改良事業計画
設計基準及び運用・解説  計画（以下「計画基準」と呼び
ます。）の改定について紹介するものです。令和 3年 6月に
施行された設計基準「パイプライン」、現在改定作業中の
計画基準「農地地すべり防止対策」、設計基準「頭首工」
の主な改定箇所等について以下に記載します。

 ２ 設計基準と計画基準

　設計基準は、国営土地改良事業の実施に当たり、施設
の設計を行う際に遵守しなければならない基本的な事項
等を定めたものです。
　計画基準は、土地改良事業の適正かつ効率的な実施
が図られるよう、一貫した考え方の下で効率的に事業計
画を作成するために必要となる調査・計画の基本的事項、
配慮すべき事項等を定めた技術基準です。
　設計基準・計画基準は、図－1に示すとおり、「基準書」
と「技術書」で構成され、遵守しなければならない事項で

ある「基準本文」と「基準の運用」、遵守しなければならな
い事項以外の事項である「基準及び運用の解説」「技術
書」で構成されます。

 ３ 設計基準「パイプライン」

（１）改正の背景及び必要性
　本基準は、昭和48年3月に「水路工（その2）パイプライ
ン」として「水路工」から独立する形で制定され、昭和51年
12月の一部改定を経て、昭和52年10月及び昭和62年3
月に全面改定されました。
　平成10年3月には、パイプライン工事の実績が蓄積され
たことや技術の発達、社会情勢の変化に伴う水利用の環
境変化等に対応すべく、全面改定されるとともに「基準書」
と「技術書」に区分した再編が行われました。
　その後、平成13年の土地改良法の一部改正により「環境
との調和への配慮」が土地改良事業の実施の際に求めら
れていること、兵庫県南部地震の教訓を踏まえた「土地改
良施設 耐震設計の手引き（平成16年3月）」がとりまとめら
れたこと、農業水利施設の更新に着目した設計を行う必要
があることから、平成21年3月に一部改定が行われました。
　前回の改定から12年が経過し、その間に発生した東北
地方太平洋沖地震等の被災の経験、パイプラインの要求
性能（管材の長期特性、流速係数C値）への対応、施設の
長寿命化の観点、技術の進展等から改定を行い、令和3
年6月30日付けで施行されました。

（２）検討経緯
　本基準の改定については、令和2年9月に食料・
農業・農村政策審議会から技術小委員会に付託さ
れ、2回の調査審議を経て、令和3年3月に同審議
会へ技術小委員から結果の報告がなされました。
なお、改定に当たっては、パイプラインに関する専門的な
知識を有する学識経験者等を構成員とする設計基準「パ
イプライン」改定検討委員会を設置し、改定原案の検討を
行いました。
　なお、検討に当たっては、基準を事業現場で活用している
技術者に査読を依頼するとともに、農林水産省のホームペ
ージを通じて広く国民から意見・情報の募集を行うことによ
り、改定に対する意見・要望等を反映することに努めました。

（３）本基準の主要改定項目
　主要改定内容は次のとおりです。
　　１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　　２）パイプラインの要求性能
　　３）保全技術の充実
　　４）新技術の取り込み

１）パイプライン設計における耐震設計の充実
　東北地方太平洋沖地震、熊本地震及び北海道胆振東
部地震の地震被害状況を踏まえ、被災事例と設計上の留
意点や液状化に対する留意点について追記しました。特
に被災事例の多い構造的要因によるウィークポイントにつ
いて、屈曲部の地震応答対策の充実を図りました。また、
重要度に応じた耐震対策は、重要度Ａ種及び重要度Ｂ 
種のウィークポイントでは対策を行うことを基本とし、重要
度Ｃ種のウィークポイントは地域の状況に応じて判断する
ことを記載し、重要度の高いＡ種及びＢ種の耐震対策の
促進を図りました。
　パイプラインの基礎材について、液状化の発生防止・被
害軽減対策として、密度改善、砕石などの礫材料の使用、
固化処理土（流動化処理土、ソイルセメント）の使用を追
記しました。また、固化処理土を使用できるように記載の
充実を図りました。
　土地改良事業設計指針「耐震設計」が平成27年5月に
制定されており、多数の関連技術基準類の改定が行われ
ていることから、これらの改定動向に対応し、パイプライン
の耐震設計についても最新の考え方に沿った内容に見直
しました。

〔対策例〕 鎖構造継手による屈曲部の耐震性向上工法
　管路屈曲部の適切な範囲に鎖構造継手を用いることで、
曲管変位に追従できる耐震工法の研究が行われています。
　参考となる文献は、官民連携新技術研究開発事業「液
状化地盤におけるパイプラインの耐震性向上技術に関す
る研究開発」があります。この耐震工法は、管路屈曲部に
伸縮・屈曲性と離脱防止性能を備えた鎖構造継手を配置
することで、屈曲部に生じる変位に追従し、継手離脱を生
じない管路構造を構築するものであり、鎖構造継手を用
いる範囲（耐震化範囲）は、想定する曲管変位をもとに定
められます。

２）パイプラインの要求性能
　1995年以降大量に施工されたパイプラインの供用年
数が2０年程度過ぎた頃から国営造成パイプラインの突
発事故が増加する傾向を踏まえ、事故率の高い樹脂系管
種について、管材の長期特性を見込んだ構造設計の考え
方を導入しました。長期特性の導入に当たっては、ISO規
格や下水道及び海外の設計事例にならい、供用50年後
の安全性を確保することを目標とし、具体的には、ヤング
係数として短期だけでなく長期の値を設定し、長期的な性
能の照査を行うこととしました。長期のヤング係数につい
ては、官民連携新技術研究開発事業の成果を参考にし、
暫定的にクリープ係数0.8を設定し、短期ヤング係数にク
リープ係数0.8を乗じて値を低減したものを用いることとし

ました。また、ダグタイル鋳鉄管，鋼管，硬質ポリ塩化ビニル
管，ポリエチレン管、ガラス繊維強化ポリエチレン管につい
ては，内圧クリープ試験により長期引張強度を設定し、安
全率は管種（金属管・樹脂管）を問わずに統一し、許容応
力を求めることとしました。

　長期特性の設計への導入は、パイプラインの安全性を
向上させることが目的であり、現在も研究が進められてい
る分野であることから、改定検討委員会の指導・助言の
下、現時点で得られている知見を基に、今般の改定では暫
定値として導入することとしました。
　パイプラインの安全性向上は今後も永きにわたって重
要な課題となることから、引き続き技術開発による性能・品
質管理の向上及び、多くの現場データに基づいた持続的
な研究・開発の成果が得られることが期待されます。この
ため、暫定値の精度を上げていくなど、管材の長期特性を
踏まえた構造設計の考え方については、今後も段階的に
整備・充実を図っていきます。
　また、新規格管種等、水理諸元の実証試験が実施され
た管種について、水理解析に用いる流速係数C値の暫定
値を示しました。これについても、供用後の流速係数の計
測を継続して進め、今回設定した値の妥当性について検
証します。

３）保全技術の充実
　農業水利施設のストックマネジメントの一環として、施
設の長寿命化に資するため、農業水利施設の機能保全の
手引き「パイプライン」が平成2８年８月に制定されました。
また、施設の長寿命化対策の主となる管更生工法につい
て、「農業水利施設の補修・補強工事に関するマニュアル
（パイプライン編）案」が作成されています。
　技術書「補修・補強」の章題を「保全管理」に改め、ライ

フサイクルコストの観点から、同手引きやマニュアル案の
内容にも留意し、記述内容の再整理を行うとともに充実
を図りました。また、パイプラインの長寿命化を図りライフ
サイクルコストを低減させるための考え方について記載し
ました。

４）新技術の取り込み
　パイプラインの設計・施工について、新管種の規格化、
ダクタイル鋳鉄管の曲げ配管等、官民連携新技術研究開
発事業などにより開発された多くの新技術が導入されて
いることを踏まえ、これらの技術の活用を検討する際に必
要な技術的な内容について記載しました。
　農業用パイプラインで使用している管種について、今回
「ガラス繊維強化ポリエチレン管」を追加し、これまでの６
種類（①コンクリート管、②ダクタイル鋳鉄管、③鋼管、④
硬質ポリ塩化ビニル管、⑤ポリエチレン管、⑥強化プラス
チック複合管）から７種類となりました。
　新たに追加されたガラス繊維強化ポリエチレン管の特
性は、「軽量、耐衝撃性、耐食性が大きい。電食のおそれが
ない。内面が平滑で摩擦抵抗が小さい。一体管路である
ため水密性が高い。管は可とう性に富み、軟弱地盤の管路
にも適する。」とされています。
　流速係数Ｃについては、新規格管として、ALW形ダクタ
イル鋳鉄管の暫定標準値をC=140、ガラス繊維強化ポリ
エチレン管については、ポリエチレン管と同等の流速計数
としています。また、鋼管（水道用エポキシ塗装管）について
は、呼び径800mm以上については、暫定標準値として
C=150を適用してよいこととなりました。

（４）改定内容に関する補足
１）ALW形ダクタイル鋳鉄管の流速計数について
　北海道開発局では、事務連絡「管種検討におけるＡＬ
Ｗ形ダクタイル鋳鉄管の取り扱いについて（平成29年12
月22日付け、農業設計課課長補佐）」により、ＡＬＷ管を検
討管種に加え、先行事例を対象とした試験結果、技術資

料等をもとに、当面の間、ＡＬＷ管の流速計数（Ｃ値）は
150を適用するものとしていました。しかし、今回の設計基
準の見直しにより、ＡＬＷ管の流速計数について、暫定標
準値Ｃ＝140と定められました。
　この流速係数の差は、設計基準における基準値につい
ては、従来、管の実内径を基本として設定されており、新規
格管の流速係数も、試験結果値等に基づき、実内径を用
いて算出した値を用いることとして、暫定標準値をＣ＝140
としたものです。
　一方で、日本ダクタイル鉄管協会技術資料等にあるＣ＝
150については、同じ試験結果ではありますが、呼び径を
用いて算出した流速係数が記載されているため、差が生じ
ることとなっています。

 ４ 計画基準「農地地すべり防止対策」

　本基準は、地すべり等防止法（昭和33年3月31日法律
第30号）に基づく農地保全に係る地すべり対策事業（農
地地すべり対策事業）に関する計画の作成に当たり必要
となる調査計画手法の基本的事項を定めるものです。
　本基準は、農地地すべり対策事業に係る計画基準「地
スベリ防止事業」を昭和42年11月に制定し、その後、計画
設計技術の知見や新たに開発された調査手法、社会情勢
の変化等に対応すべく2回の改定を実施（直近では平成
16年3月に改定）しています。
　前回の改定後、約16年が経過し、農地地すべりを取り
巻く社会情勢（事業環境、関連施策、技術動向等）が大き
く変化しています。また、現場情勢も変化（自然災害リスク
の高まり等）しています。このような状況を踏まえ、以下の
方針に基づき改定を予定しています。

（１）事業計画作成、事業の流れに関する内容
　維持管理及び長寿命化対策までを含めた事業全体の
流れを明示します。
　全体フローを提示し、計画段階において、後の概成や維
持管理及び長寿命化対策を考慮することを記述します。

（２）維持管理及び長寿命化対策に関する内容
　地すべり防止区域としての維持管理を行うことを示した
上で、地すべり防止施設の長期的かつ安定的な機能発現
を目指していくことを記述します。

　維持管理の内容に、機能診断や維持管理及び長寿命
化の考え方を記述します。（参考文献：「地すべり防止施設
の個別施設計画（長寿命化計画）策定の手引き（平成２９
年3月）」）
　維持管理の内容に、地すべり防止区域としての維持管
理の基本的な考え方として、保全対象や地すべりリスク
を考慮した効率的な管理方法が重要であることを記述
します。

（３）概成に関する内容
　農地地すべり対策事業における概成の考え方、概成判
定の手順、概成判定方針の設定、概成の判定について記
述します。

（４）改定スケジュール
　令和3年度中に、技術小委員会で審議を終了し、農業農
村振興整備部会へ結果を報告した上で、令和3年度内の
改定を予定しています。

 ５ 設計基準「頭首工」

　本基準は、昭和27年に制定して以降、3度の改定を経
て、平成20年3月に現行基準に改定しています。
　前回（平成20年）の改定から13年が経過し、改定以降、
平成23年3月に発生した東日本大震災を踏まえ、耐震設
計に関する他の基準類が改定されています。また、令和2
年3月に策定された「食料・農業・農村基本計画」や令和3
年3月策定の「土地改良長期計画」では、農業水利施設の
戦略的な保全管理が位置付けられるなど、頭首工の設計
においても効果的な耐震化や機能保全が重要になってい
ます。このような状況を踏まえ、以下の方針に基づき改定
を予定しています。

（１）耐震化技術に関する内容の追加・改定
　現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容が中心
となっており、既設頭首工の耐震性能照査に関する記載
が不足しているため、地域の農業用水等の取入口として重
要な役割を担っている既設頭首工について、重要度に応
じた耐震性能照査及び耐震化対策の実施に関する基準
書・技術書の内容を検討しています。
　基準書・技術書に「既設頭首工の耐震性能照査」を新

たに設け、既設頭首工における耐震性能照査にかかる基
本方針、耐震性能照査手法、耐震補強などについての記
載を追加します。
 その際、耐震性能照査手法については、令和２年度に
改定された国土交通省『河川構造物の耐震性能照査指
針』などの関係基準・指針の最新の考え方を技術書に反
映します。

（２）機能保全技術に関する内容の追加
　老朽化が進行する既存の頭首工の機能を将来にわた
って安定的に発揮させるためには、機能診断と機能の発
揮状況の評価に基づく、適切な補修・補強対策の選定が
重要です。
　一方、現行基準は、新設頭首工の設計を想定した内容
が中心であり、機能保全に関する記載が不足しているた
め、頭首工が特つ機能と性能の整理、頭首工における補
修・補強対策の留意事項を分かりやすく記載することが重
要です。
　「保全管理」の項目を基準書及び技術書に新たに設け、
既設頭首工の耐震性能照査も念頭にした機能診断方法
及び性能評価手法の検討、エプロンや護床工などの頭首
工特有の部位についての性能評価手法の検討、頭首工に
おけるストックマネジメントの概念や保全管理の考え方を
追加します。
　併せて、堆砂や河床低下などの頭首工特有の性能低下
とその対策について技術書に記載します。

（３）その他関係基準類の内容反映などによる改定
　現行基準の改定（平成20年3月）以降、関係法令や関
係基準類が制定・改定されているため、必要な内容を技術
書に反映し、整合を図ります。

　維持管理の中で行われる浮遊塵芥対策に関して、目
的に適った対策（装置）の選定が容易となるよう、近年開
発された対策（装置）などの特徴を整理し、技術書に追
記します。
 近年、頭首工ゲートに採用されている「鋼製起伏堰（ゴム
袋体支持式）」（SR堰）の特徴と留意点を技術書に記載し
ます。

（４）改定スケジュール
　令和3年度に農業農村振興整備部会において、技術小
委員会への付託を行い、技術小委員会で審議した後、令
和4年度に、農業農村振興整備部会へ結果を報告し、令
和4年度上半期の改定を予定しています。

 ６　おわりに

　令和3年6月に改定された設計基準「パイプライン」、今
後改定が予定されている、計画基準「農地地すべり防止
対策」、設計基準「頭首工」について紹介しました。
　農林水産省では、耐震対策、新技術なども含め社会情
勢の変化に合わせて、基準の改定を順次進めています。基
準の改定では、パブリックコメントなど誰でも意見を出せる
タイミングがあります。今回記載した内容についても、農林
水産省のホームページなどで確認できるものがほとんどで
あり、改訂後の基準はホームページで全文が確認できま
す。今回の投稿を通じ、少しでも基準を身近に感じてもら
え、基準の構成や、改定内容を数多くの人に理解頂けまし
たら幸いです。なお、今後の計画基準や設計基準の改定内
容や改定スケジュールは変更となることがありますので、内
容等については改訂後に改めて確認をお願いします。



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

鉄筋コンクリート開水路の補修・補強工法の適用性評価
～ 積雪寒冷地における施工後10ヵ年のモニタリング調査結果 ～

松本　康宏

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁
c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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表-1　幹線用水路の施設諸元

b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

写真-1　現況水路全景

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁
c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

図-1　試験施工区間の現況標準断面

表-2　対策工法区間のスパン単位の自然環境条件（立地環境）と劣化状況

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁
c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

写真-2　日陰ゾーンの水路全景

写真-3　日陰ゾーンの劣化状況
天端部の軽微なスケーリング 目地付近の欠損

写真-4　日射ゾーンの水路全景

写真-5　日射ゾーンの劣化状況
天端部及び目地付近のスケーリング欠損と鉄筋露出

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁
c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

図-2　スパン割り平面図及び対策工法位置図

写真-6　凍害対策工法完成時写真

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁

c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

図-3　側壁打換工法（A）概要図

図-4　ひび割れ補修（B-1）及び断面補修工法（B-2）概要図

図-5　表面含浸工法（C-1）概要図

図-6　PW工法（C-2）概要図

図-7　無機系保護工法（D-1、2、3）概要図

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）

（ポリマーセメント
モルタル）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁
c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

図-8　高耐久性埋設型枠工法（E-1）概要図

表-3　モニタリング調査時期と実施項目

写真-7　近接目視調査による変状例

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁

c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

表-4　コンクリート強度推定試験結果と強度推移

表-5　付着強度推試験結果

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁
c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

図-9　打撃力波形

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

写真-8　採取コアの目視調査 (⑥スパン )凍害亀裂

写真-9　室内試験状況

図-10　機械インピーダンスによる指標値分布 (水路展開図 )

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁

c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

表-6　コア抜きによる室内試験結果

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

写真-10　計測機器設置状況 写真-11　水路の積雪状況 (⑮スパン )

図-11　機器配置図

図-12　積雪測定図 (⑮スパン )
積雪初期（12月） 厳冬期（2月）

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁
c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

表-7　凍結融解サイクル発生日数

表-8　外気温と凍害対策工法の表面温度

表-9　凍害対策補修工法の 10年目の評価

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　近年、国で造成された基幹農業水利施設の老朽化の
進行が問題であり、施設の長寿命化に向けた補修・補強
の必要性が求められている。その一方で積雪寒冷地にお
ける凍害対策工法（補修・補強工法）の施工実績は少な
く、同一条件下での対凍害工法の長期的な有効性の検証
実績も乏しい状況である。そこでストックマネジメント技術
高度化事業では、現場打ち鉄筋コンクリート開水路の長
寿命化を図るため、同一の時期に同じ環境で補修・補強
工法を試験施工し、施設の診断、劣化予測、評価手法の
確立や対策工法の有効性及び耐久性の検証等を行うこ
とを目的として、モニタリング調査を実施している。
　本稿は、積雪寒冷地で試験施工した現場打ち鉄筋コン
クリート開水路の補修・補強工法において、10年間の計5
回（平成22年、平成23年、平成24年、平成26年、令和元
年）にわたって実施したモニタリング調査結果と当該水路
の環境条件を把握するため実施した補足調査（水路躯体
の温度とひずみ量及び雪庇調査）の結果をもとに10年目
の積雪寒冷地における開水路補修・補強工法の対凍害
性の適用性について報告するものである。

　2.試験施工施設

（１） 施設の概要
　モニタリング調査を実施した幹線用水路は、国営直轄
かんがい排水事業により、昭和40年から昭和44年にか
けて築造され、昭和45年に供用開始されている。水路構
造は、開水路（現場打ちコンクリート）や管水路、トンネル
などの複合形式水路（表-1）であり、北海道上川総合振
興局管内中部の旭川市、上川郡東神楽町、同郡美瑛町に
位置する美瑛川支流辺別川沿いに拓けた水田及び畑地
帯を受益としている。

　しかし、美瑛町に位置する開水路区間の現場打ち鉄筋
コンクリート（写真-1）は、標準耐用年数の40年程度を経
過（平成20年時点）しており、平成20年の調査段階におい
て、凍害による気中部の天端及び側壁部のひび割れ、鉄
筋露出、欠損が著しく、目地部からの漏水の発生も確認さ
れ、それらに伴うコンクリート強度の低下、中性化及び鉄
筋腐食の進行により凍害によるコンクリートの脆弱化が
確認された。

　このため、ストックマネジメント技術高度化事業により、
平成21年にダム直下に位置する開水路区間SP150～
SP341.24のL=191.24mについて長寿命化に向けた対
策工法として、適用可能な各種補修及び補強工法の試験
施工を実施した。（図-１）

（２） 対策前の施設劣化状況
　平成20年度に試験施工前の現地調査を行っており、そ
の内容について以降に整理する。
　試験施工区間（全20スパン）の立地環境は、中低木の広
葉樹林の南斜面中腹に建設された半切半盛の開水路とな
っており、区間により南面に位置する樹林帯の有無によって、
大きく2つの立地環境に分けられる。表-2に示す通り、日陰
ゾーン（①～⑥スパン）には、南面（左岸側）に高中木の広葉
樹（落葉樹）の林帯が存在し、完全に落葉する厳冬期以外
の期間は日射が遮られやすい環境となっており、日射ゾーン

（⑦～⑳スパン）には、南面に林帯がなく開放された空間の
ため、通年日射の影響を受けやすい環境となっている。その
立地環境の違いにより、施設の劣化状況に違いが見られる。
　次項に2つのゾーンの特徴について説明する。

１）  「日陰ゾーン」の劣化の特徴
　日陰環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易い環境であるものの日射
の影響は少なく、温度較差が小さい環境と考えられる。
　このため、凍結融解といった繰り返し作用の影響
は小さく、写真-2、3のとおり天端部及び側壁部の目
地付近にスケーリングを伴う欠損が部分的に見受け
られるが、主に閉塞的なひび割れや軽度なスケーリ
ングであり、日射を受けやすい区間と比べると躯体の
損傷は軽微な状況であった。

２）  「日射ゾーン」の劣化の特徴
　日射環境は、晩秋の降雪時期や春先の融雪時期に
躯体部が湿潤状態になり易く、日射の影響による温度
較差も大きいため、左右の天端部及び右内面の側壁
部では凍結融解作用が生じ易い。左側も地上から側
壁が突出している構造により躯体の温度変化が著し
いものと推察され、写真-4、5のとおり左天端等の側
壁端部の凍害の影響が著しく、ひび割れ、スケーリン
グ、崩壊、鉄筋露出が確認される状況であった。

　３．対策工法の検討

　積雪寒冷地における現場打ちコンクリート水路の補修・
補強工法は、各対策工法の有効性の指標とするため、近接
目視調査により健全性が高いと想定されたスパンを対照
スパン（不施工：①スパン）として設け、平成21年に試験施
工を実施した。

（１） 選定方針と劣化状況に応じた対策工法の適用
　凍害対策工法の選定方針及び適用範囲について以下
にまとめる。
・施工後の経年的状況が対比確認できるように、水路
区間をスパン単位で分割（①～⑳スパン）し、多くの
補修工法及び補強工法を選定、施工する。

・凍害に対する耐久性の向上、力学的安全性の性能回
復といった要求性能を目的とする工法を選定する。

・極力新工法や独自工法、最先端の技術（複合材料や
複合構造）を使用した工法を採用し、従来工法（側壁
打換工法）に比べ、コスト及び適用性の面で有用な工
法を選定する。

・劣化グレードの低い区間については、簡易的な補修
工法（表面含浸や表面薄塗布）の保護効果における
延命化の有効性検証を行う。

（２） 対策工法の選定
　対策区間の開水路におけるコンクリートの凍害劣化グ
レードには、日射の影響によって、軽度な進展期から重度
の劣化期まで劣化条件に幅がある。
　このため、前項で整理した選定方針と各スパンの劣化
条件を踏まえつつ、対凍害対策としての補修工法及び補
強工法の選定を行った。
　健全性が高い①スパンについては、各対策工法の対照
スパンとして不施工とし、進展期-1や進展期-2といった
比較的軽度な劣化グレードスパンにおいては、耐久性能
の回復・向上を目的とした補修工法である断面修復工法

とひび割れ補修工法を併用した部分的な補修や表面含浸
工法、表面薄塗工法（PW工法）を選定した。また、加速期
や劣化期といった劣化グレードが重度のスパンにおいて
は、耐久性能の回復・向上と構造的耐力の回復を期待で
きる補修・補強工法を選定し、当時の最先端技術（複合材
料や複合構造）工法である無機系表面保護工法（高耐久
性PCM工法、レジンモルタル工法、靭性モルタル工法）と
高耐久性埋設型枠工法を選定した。また、無機系表面保
護工法及び高耐久性埋設型枠工法の対照スパンとして従
来工法である側壁打換工法を選定した。スパン別の劣化
状況に応じた凍害対策工法を図-2及び写真-6に示す。

（３） 対策工法の概要
１） 側壁打換工法（補強工法）
　構造的耐力の回復を目的に凍害劣化が著しい側
壁上部面（気中部）1.5mの内で凍害劣化が著しい
0.80mを在来工法で部分打換えし、表面保護工と
の対照スパンとして選定した。 
【採用スパン】日陰ゾーン：③の両側壁、日射ゾーン
⑫、⑬の両側壁

２） ひび割れ補修及び断面修復工法（補修工法）
　部分的に発生した凍害劣化部の耐久性能の回復
と向上を目的に実施した。ひび割れ補修工法は、凍
害等で発生したひび割れへの補修対策を行い、その
有効性を検証する。また、流水作用を受ける部分で
の注入工法及びUカット充填工法、エフロレッセンス
対策としての防水処理の有効性を検証する。
　断面修復工法については、凍害等で発生した断面
欠損崩壊部の補修対策を行い、ポリマーセメントモ
ルタルによる断面修復工法の付着性やひび割れ抵抗
性の有効性を検証する。
【採用スパン】日陰ゾーン：②、④、⑤の両側壁、日射ゾ
ーン：⑦の両側壁、⑥、⑧、⑳の左側壁

３） 表面含浸工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、表面の含浸（ケイ
酸ナトリウム系を2回浸透）による材料強化・浸透阻
止・ひび割れ閉塞（0.2mm以下のひび割れを対象）

の機能の有効性と施工性を検証する。
【採用スパン】:日陰ゾーン⑥の右側壁、日射ゾーン⑧
の右側壁

４） PW工法（補修工法）
　凍害により脆弱化しているコンクリートの耐久性
能の回復と向上を目的に実施し、凍害を受けるコン
クリート面に付着力の高いポリマーセメントモルタル
の薄層工（t=2mm）を施工することにより、コンクリ
ート表面の保護・耐摩耗性・浸透阻止機能の有効性
と施工性を検証する。
【採用スパン】日射ゾーン:⑰、⑱、⑲の両側壁、⑳の
右側壁

５） 無機系保護工法（補修・補強工法）
　構造的耐力の回復及び凍害により劣化が著しい
スパンにおけるコンクリートの耐久性能の回復と向
上を目的として無機系表面保護材料を用いた3工法 
（高耐久性PCM工法、レジンモルタル工法、靱性モ 
ルタルライニング工法）を選定した。

a）無機系保護工法（高耐久性 PCM工法）
　短繊維で補強した高耐久性PCM
（ポリマーセメントモルタル）を使用し
て、対凍害性等の耐久性への有効性と
施工性を検証する。【採用スパン】日射
ゾーン：⑪の両側壁
b）無機系保護工法（レジンモルタル工法）
　現場打ちで任意形状に樹脂モルタ
ルを施工し、ひび割れの抑制、対凍害
性等の耐久性への有効性と施工性を
検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑨、⑩の両側壁

c）無機系保護工法（靱性モルタルライニング工法）
　高靱性繊維補強セメント複合材料を使用し、ひ
び割れの抑制、対凍害性等の耐久性への有効性
と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾーン：
⑮、⑯の両側壁

６） 高耐久性埋設型枠工法（補修・補強工法）
　埋設型枠を使った工法で対凍害性等の耐久性へ
の有効性と施工性を検証する。【採用スパン】日射ゾ
ーン：⑭の両側壁

　４．凍害対策工法のモニタリング調査

（１） モニタリング調査時期と実施項目
　凍害対策工法のモニタリング調査は、構造体の状態を
直接的に確認する調査と環境条件の把握を目的とした補
足調査の大きく2つに区分して実施した。調査時期と調査
項目については、表-3のとおりである。

（２） モニタリング調査結果
１） 構造体に対する直接的調査
　調査結果について、令和元年まで継続的に実施し
た調査項目を整理する。
a）近接目視調査
　近接目視調査は、各工法のスパン単位に通水時
と落水時の水路状態を目視により確認するもので
あり、通水時においては、流水状況及び漏水等の
有無について確認を行った。落水後については、目
視・触診、打診等によるひび割れ（長さ・深さ）、浮き
等の劣化の確認や簡易な器具で定量測定を行い、
変状を把握してスケッチ図を作成した。
　調査の結果、写真-7のとおり部分的補修工法・
表面含浸工法・高耐久性埋設型枠工法を中心に、
水路天端部の浮き・剥離やPW工法の塗膜の剥離
といった経年的な劣化の進行が見られ、特に日射
の影響を受け易い天端や右側壁に凍害と見られる
変状が顕著に確認された。
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b）コンクリート強度推定試験
　コンクリート強度推定試験は、リバウンドハンマー
によりコンクリート表面を打撃し、反発度を測定する
ことでコンクリートの強度を推定する手法である。
　コンクリートの設計強度21.0N/mm2を基準値
として経年的に強度低下の傾向の有無について確
認した。
　調査の結果、表-4のとおり不施工・表面含浸工
法・PW工法の区間の強度は、初年度調査時から
強度不足が確認されており、調査当初から強度低
下部が潜在していた可能性が考えられる。その他
の工法については、経年的なコンクリート強度の低
下もなく問題はないと推察される。

c）付着強度試験
　付着強度試験は、アタッチメントを補修材に貼付
けアタッチメント周辺に母材に達するまで切込みを
入れ、建研式引張試験機によりアタッチメントを引
張剥がすことで表面被覆工及び母材付近の付着
特性（強度）を測定する手法である。
　付着強度の判定基準強度は、補修材料のポリマ
ーセメントモルタル系における1.0N/mm2を基準
値として経年的に強度低下の傾向の有無について
確認した。
　調査の結果、表-5のとおり平成22年以降の調
査実施地点において基準強度を若干下回ったの
は表面含浸工法とレジンモルタル工法であるが、
全体的に経年的な測定値の低下傾向もないため
問題はないと推察される。

d）ひび割れ・剥離・空洞化調査（機械インピーダンス法）
　機械インピーダンス法は、コンクリートテスターを
用いて、衝撃加速度計を内蔵したハンマーでコンクリ
ートを打撃したときの打撃力の時間波形を測定・解
析することにより、簡便かつ迅速にコンクリートの圧
縮強度推定や、表面近傍（表面から50mm程度）の
浮きや剥離の検知及び劣化度合い（塑性化）を検知
するコンクリート専用の非破壊検査手法である。本
調査では、水路天端部から側壁部を対象に横断方
向に30cm×縦断方向に50cmのメッシュ間隔で打
撃して面的劣化状況を確認した。機械インピーダン
ス法の判定では、STR（圧縮強度）及びIndex（表面
劣化指標値）の両方の値が健全範囲にない場合、
STAT（浮き・剥離）といった劣化として評価した。
　本調査のSTR（圧縮強度）の評価指標は、設計
強度の21.0N/mm2を基準に強度判定を行った。
　Index（表面劣化指標値）は、図-9に示すように
前半と後半の速度比（VR/VA）をとることで表面劣
化度合いを評価でき、VR>VAのように押し戻す時
間が長くなる（図-10のVR領域がVA領域より
1.25倍以上に大きくなる）と表面劣化の進行の疑
いがあり、VR<VAのように押している時間が長くな
る（図-9のVR領域がVA領域より0.9倍以下に小
さくなる）と浮き・剥離の進行が疑われる。
　STAT（浮き・剥離）は、骨材の浮き・剥離が生じ
ている場合には、波形の立ち上りなどの途中に小さ
なピーク（ローカルピーク）が発生する。この小さな
ピークの数（1以上）で浮きや剥離を評価した。
　調査の結果、図-10に示すとおり3項目（STR、
Index、STAT）ともに、無補修部の流水部や表面含
浸工法（⑥スパン）及びPW工法（⑰スパン）に劣化
の反応の相関性が見られることから、浮き・剥離と
いった劣化の進行が疑われ、日射の影響を受け易

い天端や右岸側壁にややその傾向が強く見られる。
また、レジンモルタル工法（⑨スパン）については、全
体的にSTRの低下が確認されたが、IndexやSTAT
の指標値は、全体的に健全であり、目視調査やコン
クリート強度試験においても問題ない結果であっ
た。これは、レジンモルタル材料の劣化の可能性も
しくは、機械インピーダンス測定における物理的な
被覆材料の特性の影響の可能性等が考えられる。

e)コア抜きによる室内試験
　施工後10年目となる令和元年度調査において、
凍害対策補修工法からコンクリートコアを12試料
採取し（φ100×L=150mm以上（躯体の貫通を回
避))目視調査を実施した後、室内試験にて圧縮強
度試験、静弾性係数試験、中性化深さ試験を行っ
た（写真-8、9）。本調査の圧縮強度試験の評価指
標は、設計強度であるσck=21.0N/mm2を基準に
強度判定し、静弾性係数試験の評価指標は、設計
基準強度に則した2.35N/mm2を基準に評価を行
った。また、中性化深さ試験については、中性化残
り深さを10mmを基準に評価を行った。
　調査の結果、表-6のとおりすべての供試体で設
計基準強度（21.0N/mm2)を上回り、静弾性係数に

ついても表面含浸工法の右岸側壁気中部で僅かに
設計基準強度を下回る程度であり、特に凍害の影
響に問題はないと考えられる。中性化深さについても
進行はほとんど見られない状況であり問題はない。

2）水路環境把握のための補足調査
a）躯体温度・ひずみ計測
　観測機器（温度計・ひずみ計)は、平成21年の凍害
対策試験工事の際に、凍害対策工法であるレジンモ
ルタル工法（⑩スパン)高耐久性PCM工法（⑪スパン)
靭性モルタル工法（⑮スパン)の3工法と比較工法であ
る側壁打換工法（⑫スパン)の計4スパンに設置したも
のである。温度計測は、スパンの延長方向1/2の両側
壁の位置に設置し、図-11のとおり表面温度（外側側
壁表面（O測点)、内側側壁表面（I測点))と躯体内部温
度（C測点)を計測した。ひずみ計は、温度計測機器の
上流側の両側壁の位置に設置し、外側側壁表面（O
測点)、内側側壁表面（I測点)に設置した。計測期間
は、平成22年3月から平成27年3月まで計測し、各測
定点の温度とひずみの最大値・最小値より、計測した
ひずみ量がコンクリートの温度変化に対する設計値
（10μm/1°C)を許容値とした場合に、許容値内の実
測ひずみ量となっているのか確認を行った。

　その結果、5年間（H22年度からH26年度)の計
測値は、ひずみ量すべての期間でひずみ量（X・Y)
が許容値（10μm/1°C)以内となっており問題はな
いことが確認された。
b)雪庇調査
　雪庇調査は、水路で形成される雪庇状況の確認
と水路側壁への融雪水の滴り状況を確認するため
12月～3月の期間に任意の位置で2断面の積雪状
況の確認と雪庇形状を計測しスケッチ図の作成を
行った。
　4年間（H24年度からH26年度、令和元年)の
降雪期間の気象状況は、水路周辺の最大積雪深
が80cm程度で西方向と南南東方向からの風（水

路の左側から吹く風)が最も多く吹く環境であった。
そのため、左側壁側に雪庇が形成されやすい環境で
あるが、右側が高台の林帯となっている影響から、図
-12のとおり風が吹き上がり雪庇が発達しにくい環
境であることが確認された。

　また、写真-11のように天端に積雪がある場合、特に
日射ゾーンに位置する右側壁内面については、日射の
影響を受け易く、日中の暖かい時間帯に融雪水が滴る
状況となっていることから、凍結融解作用を最も受ける
箇所であり、試験施工前の現況水路の劣化が著しかっ
た部位と一致することが確認された。

c)凍結・融解サイクル日数の確認
　当該水路の位置する環境は、道内の各地域の気
象条件から見ても凍害危険度が最も高く、気温較差
も著しい地域環境である。これを踏まえ、気象庁で公
表されている美瑛町の観測データから主な劣化要

因である凍害状況に着目し、試験施工年の平成21
年から平成26年までの5か年間の気象データ（気温
状況、最深積雪、日降水量)を整理し、凍結融解頻度
を確認した。凍結、融解サイクル発生日数の条件は、
最高気温がプラス気温で最低気温がマイナス気温と
なる日を凍結融解日数としてカウントし、対象月範囲
は、プラスとマイナス気温が発生しやすい10月～5月
の間とした。
　また、試験施工期間と施工前の状況の比較を行う
ため試験施工前の30ヵ年の凍結、融解サイクル発生
日数についても比較対象に整理した。
　その結果、表-7のとおり試験施工後の5年間は、
過去30か年の77日をやや上回る気象条件であった
ことが確認された。

　また、美瑛観測所の気温データと継続的に計
測している凍害対策工法の表面温度観測デー
タを比較し、外気温とコンクリート表面温度の違
いを確認した。比較するに当たり観測データにつ
いては、莫大な時間ごと観測データであるため、
直近5カ年の気象データの中から各年の気温較
差が最も大きい日を抽出し、その日と同じ観測デ
ータ値の最高気温と最低気温を照合した。
　その結果、表-8のとおり4月や5月のような日
中の気温がプラスとなる時間帯が多い場合（春

や秋)では、外気温がマイナスに転じても躯体が蓄熱
されている影響から、各工法ともに表面温度は 6～
7°C外気温よりも高く、凍結するまでには至っていな
い状況であった。このことは、気温が終日マイナスの
日であっても表面は温まりやすいため、日射による融
解作用が働きやすいものと示唆される。

　５．凍害対策工法の対凍害性に対する
　　 適用性評価

　施工から10ヵ年（平成21年～令和元年)が経過し、各
工法ともにひび割れや浮きといった目視上の変状や強度
の経年的な低下が確認されるものの、10年目の段階にお
いては、水利施設としての機能は全ての工法で維持されて
いる。表-9に示すとおり、施工前の劣化程度が重度で
あったスパンに採用した無機系保護工法の3工法（レジン

モルタル工法、高耐久性PCM工法、靱性モルタル工
法)においては、日射の影響による凍結融解作用が著
しいと考えられる条件下でありながら、各モニタリング
調査の結果に問題なく、対凍害性に有効な工法で
あったものと評価できる。また、劣化程度が軽微で
あったスパンに採用した表面含浸工法（⑥、⑧スパン
に採用)やPW工法（⑰～⑳スパンに採用)について
は、選定目的であった2工法に共通する材料強化・凍
害因子の浸透阻止やPW工法の塗膜の付着性といっ
た要求性能が達成されていない状況であり、対凍害
性に有効な工法ではなかったと評価される。

　この2工法の変状は、劣化が軽微であったスパンに施工し
ていることが共通点である。推測となるが、目視等では施工
前のスパンの劣化は軽微と判断されたものの、目視では判断
できない表面劣化の影響により、当該工法はなじまなかった
可能性が考えられる。こうした変状は、凍害対策工法の比較
対照工法として施工した断面補修工法にも見らており、目視
により健全と思われる断面部まで劣化部を除去した後、ポリ
マーセメントモルタルにて断面補修を実施したにもかかわら
ず、10年目調査では、付着面で剥離・剥落している状況であ
った。以上から、コンクリートの表面劣化の判断は、目視では
判断できない内部的な劣化進行の影響を考慮する必要が
あると考えられ、安全を考慮した脆弱部の除去を行うこと
が、補修工法の耐久性を高めるために不可欠である。

　６．まとめ

　平成21年度時点の最先端技術を取り入れた各凍害対
策工法について、10年間のモニタリング調査に携わること
ができたことにより、環境条件の違いにおける劣化への影
響や対凍害性に有効な材料の知識、コンクリートの脆弱
部を判断する知識など、診断技術を活用する上で有効な
経験と多くの知識を得ることできたことに深く感謝する。
　積雪寒冷地の厳しい自然条件下において経過10年目
段階であるが、対凍害性に有効（総合評価AA)と実証され
た無機系保護材料（PCM、靱性モルタル)について今後の
工法選定の参考になれば幸いである。

（株式会社 農土コンサル　RCCM）



　1.はじめに

　金子頭首工は、前歴事業である国営幌向川土地改良
事業（S47～H2）により改修・整備されたものの、整備後
約30年が経過し、経年的な劣化や水管理施設の老朽化
等が顕著なため、国営かんがい排水事業幌向川二期地
区1)（以下、「本地区」という）にてコンクリート構造物やゲ
ート設備にかかる改修工事を実施する計画である。本稿
は、基幹水利施設である金子頭首工について、長寿命化
を図るための補修・補強計画、所要の耐震性能を確保す
る耐震対策、環境との調和に配慮した施工計画等の、改
修計画にかかる設計事例を報告するものである。

　2.地区の概要

　本地区は、北海道中央部に位置し（図-1）、岩見沢市に
広がる2,059haの農業地帯において、農業用水の安定供
給及び維持管理費用の軽減を図るため、ダム、頭首工及
び用水路等の整備を行うものである。本地区では、水稲を
主体に水田の畑利用による小麦、豆類等の畑作物、たまね
ぎ、はくさい等の野菜類を組み合わせた農業経営が展開

されており、はくさいやかぼちゃ等の高収益作物の生産拡
大等による収益力向上に向けた取組を更に推進している。
　本地区内の農業用水は、国営幌向川土地改良事業（S47
～H2）等により造成された農業用用水施設により配水され
ているが、近年の水稲栽培技術や作付作物等の変化に伴
い水需要が変化している。また、地区内の農業用用水施設
の一部は、経年的な劣化や凍害によるコンクリートのひび割
れの発生、水管理施設の老朽化等により維持管理に多大な
費用を要している。このため、本地区では、水需要の変化に
対応した用水再編を行うことにより、農業用水の安定供給と
維持管理費用の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業
経営の安定に資するものとして、平成30年度に着工された。

　3.施設概要

　本地区の基幹的農業水利施設である金子頭首工は、
一級河川石狩川水系幌向川に築造されたフィクスドタイプ
の複合堰である。金子頭首工は、昭和22年に固定堰の頭
首工が築造されたとされ、その後、国営美唄土地改良事
業（S26～S57）及び国営幌向川土地改良事業（S47～
H2）により固定堰の嵩上げや取水工等の改修・整備が行
われている。また、昭和44年には河川堤防が整備されるな
ど、河川改修工事も実施されている。表-1に金子頭首工
の基本諸元を示す。

　金子頭首工は、左岸側に固定堰、右岸側に土砂吐1門
を有する構造で、左岸側は急峻な山地地形であるが、右

岸側は高水敷及び堤防からなる有堤区間となっている。
金子頭首工では、計画最大取水量Q=1.541m3/sを右岸
側の取水口より取水し、高水敷に埋設された導水暗渠か
ら取水樋門を経て堤防を横断した後、パイプラインにより
受益地へ送水されている。（写真-1）

　金子頭首工については、経年による劣化や、凍害等によ
るコンクリートのひび割れ、断面欠損、鉄筋露出、流水によ
るエプロンの摩耗・欠損、コンクリート擁壁の倒壊等といっ
た顕著な劣化が確認されているほか、ゲートや管理橋等
の施設機械設備において鋼製部材の劣化・腐食・破断と
いった状態が確認されている。このような状況を踏まえ、本
事業計画における金子頭首工改修計画は、土木施設のひ
び割れ補修・断面修復・表面被覆等の補修工事を行うと
ともに、施設機械設備の塗装塗替・部品交換・電気設備
更新を行うほか、土砂吐については耐震補強（水平プレス
トレス導入工法）が計画されている。このような事業計画に
対し、本設計においては、既往の機能診断結果に加え、新
たに実施した現地調査結果や施設管理者への聞き取り
等を基に改修計画の再検討を行うほか、土砂吐に対して
必要とされる耐震性能について整理したうえで、改めて耐
震性能照査を行って耐震補強の妥当性の検証及び対策
工法の再検討を行うことで、合理的な改修計画の策定を
図るものとした。

　4.改修計画の検討

（１）土木施設
　土木施設の改修計画は、既存資料の検討を行うととも
に、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改修計
画の再検討を行った。現地調査では、土木施設の劣化は

ひび割れや断面欠損・目地部の劣化等、部分的な劣化が
中心であることが確認されたが、かぶり不足が要因と判断
される鉄筋露出箇所も多数確認された。また、それ以外の
大きな劣化としては、下流エプロンの洗掘が挙げられ、コン
クリート部材の一部流出も確認されている。また、左岸護
岸工について、倒壊している状況にあるため、速やかに対
策を講じる必要があると判断された。
　これらの状況を踏まえ、金子頭首工土木施設の改修工
法は表-2のとおり決定した。

　堰柱や取水工については、一般的なひび割れ補修や断
面修復工により補修が可能であるが、エプロン部について
は、流水による摩耗・洗掘が顕著であるほか、部材自体が
流出しているため、パネル工法の採用も困難な状況であ
る。また、河床部の岩盤についても洗堀が進行している状
況が確認されていることから、コンクリートによる復旧を行
うこととした。（写真-2）

　また、既に倒壊している左岸護岸工についても、壁高が
３m程度で１バレルのみのため、改築することとした。
　管理橋下部工（橋台）については、アルカリ骨材反応に
よるひび割れと想定される劣化が確認された。従って、橋
台工への対策工法としては、将来的なアルカリ骨材反応
を抑制する観点から、内部の空隙を閉塞して水分を確実

に遮断することが可能なひび割れ注入工法を採用するほ
か、コンクリート躯体の劣化膨張抑制を図る観点から、表
面被覆工法の下塗りとして含浸機能を有する亜硝酸リチ
ウムを塗布する工法を採用した。（写真-3）

（２）施設機械設備
　施設機械設備の改修計画は、既存資料の検討を行うと
ともに、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改
修計画の再検討を行った。現地調査の結果、鋼材の塗膜
が劣化しているもののほか、管理橋手摺等では既に腐食・
欠損が著しい箇所も確認され、手摺の機能を果たしてい
ない箇所も確認された。また、開閉装置や水管理施設につ
いては、既に耐用年数を超過しており、部品の調達も困難
な状況となっている。これらの状況を踏まえ、金子頭首工
施設機械設備の改修工法は表-3のとおり決定した。

　金子頭首工には、土砂吐ゲート・取水ゲート・樋門ゲー
トが設置され、いずれのゲートも、扉体については塗装の
劣化が見受けられるものの、鋼材の発錆・腐食には至って
いないことから、塗装塗替により機能回復が可能と判断さ
れた。ただし、塗膜により防食された鋼構造物では定期的
な塗替塗装が必要となるが、古い塗装系では旧塗膜中に
鉛、クロム、PCB等の有害物質が含まれている場合があ

り、これらは、拡散して周囲に影響を及ぼさないように安全
に回収する必要がある。
　塗膜中に有害物質が含まれている場合には、塗膜除去
作業に伴う粉塵発生の抑制や作業場外への漏洩に特に
留意する必要がある。このことを踏まえ、既存塗膜を採取
したうえで含有量試験・溶出量試験を行った。含有量試
験・溶出量試験の結果、基準値を上回る鉛含有量・クロム
含有量・鉛溶出量が確認された。（写真-4・表-4）

　このことを踏まえ、本工事においては、塗膜除去作業時
の飛散防止を図り、有害物質を含む旧塗膜を安全かつ効
率的に確実に除去する塗膜剥離剤処理工法とし（図-2）、

環境対応型現場塗膜除去技術であるインバイロワン工法
を採用することとした。インバイロワン工法は、安全性の高
い高級アルコール系溶剤を使用して塗膜を軟化させて剥
離除去する工法である。
　また、腐食や欠損が顕著な管理橋手摺や耐用年数を超
過している開閉装置・電気設備についてはいずれも更新
する計画とした。

　5.耐震性能照査

（１）耐震性能照査の基本
　金子頭首工の耐震性能照査は、『土地改良事業計画設
計基準 設計「頭首工」』2）（以下、『設計基準』という）に準
拠して実施した。本施設は、固定堰を有する複合堰である
ため、「地震による被災の可能性が小さく、また被災した場
合でも治水上の影響が極めて小さいと考えられるもの」と
される重要度B種に該当する施設である。従って、原則レ
ベル１地震動を考慮することとなり、レベル１地震動に対
しては、「健全性を損なわない」こととされており、降伏状態
を超えるような損傷を生じないことを意味するものである。

（２）土砂吐構造の概要
　土砂吐は、土砂吐ゲートとして鋼製ローラゲート１門を
有する可動部で、堰柱構造はゲートを引き上げた状態で支
持する門柱部と、ゲート全閉時に水位を保持する堰柱部か
ら成っており、門柱部は１本柱構造、左岸堰柱部は下流方
向基部に向かって部材厚を増加させたテーパーを有する
構造となっているが、右岸堰柱は高水敷から直接土圧が作
用する抗土圧構造とするため、堰柱から張出した土留壁と
一体構造となっている。また、堰柱上部間にはコンクリート
の操作台が左右岸の堰柱と連結され、堰柱下部間には床
版が結合されており、全体でボックス構造を成している。さ
らに、操作台の上部には上屋が配置されている。（写真-5）

（３）堰柱のモデル化
　一般に、既設頭首工は築造当時の旧『設計基準』によっ
て設計されているものであり、現行の『設計基準』を基に耐
震性能照査を行うと、安全性が確保できないことがある。
ただし、新設の頭首工の設計では、安全側の配慮から必
ずしも考慮されていない構造モデル・部材の断面定数・荷
重条件等について、既設頭首工においてその効果が確実

に見込める場合には、これを考慮し、いたずらに安全側の
条件設定をすることで耐震性能を過小評価しないように
することが重要である。
　このことを踏まえ、既設土砂吐の耐震性能照査では、堰
柱構造の断面性能を忠実に再現するモデル化が重要であ
ると考え、下流方向基部に向かって部材厚を増加させたテ
ーパー構造や直接土圧が作用する土留壁、堰柱に作用す
るゲート・開閉装置重量・上屋重量等の作用荷重を適切に
考慮するものとした。そのため、構造物の骨組を構成する部
材の結合点である節点と部材の形状、質量等の要素を点と
して与えたフレームモデルによることとし、耐震性能を堰軸
方向と流心方向の２方向にについて照査することから３次
元モデルを作成するものとした。なお、モデル化に当たって
は、堰柱・頂版・床版ともに弾性梁要素としてモデル化した。
　作成するフレームモデル（要素構成）には、各要素に鉄
筋コンクリート及び配置鉄筋を反映させた物性値を考慮
することにより、レベル１地震動加震時における部材の線
形性を反映させるものとし、この特性は、剛域を除く全要
素（部材）で見込むものとした。これは、堰柱構造が堰柱部
から門柱部で急激に断面性能が変化し、どの位置の要素
が危険になるかを確認できるように配慮するためである。

幌向川二期地区における頭首工改修設計事例の紹介

見目　宏文

　金子頭首工は、既存資料及び機能診断結果から判断
し、鉄筋コンクリートをσck=21N/mm2、使用鉄筋を丸鋼
（SR235）として物性値を設定した。
　フレームモデルは、テーパー構造を反映するため、階段
状のモデルとし、作用するゲート荷重はゲート位置を反映
できるように質量点として与えるほか、作用位置が確定して
いる開閉装置や上屋等の荷重は節点荷重として与えた。
　堰柱のモデル化については、部材の鉛直方向で断片化
し、各要素の重心位置を節点として、その連続性を示した
フレームモデルを図-4に、各要素に付随させている情報
を図化したソリッドモデルを図-5に示す。

（４）耐震性能照査
　『設計基準』によると、レベル１地震動に対する耐震性
能照査は、部材応力を弾性域に留めるため許容応力度法

により行い、部材設計では、実応力が許容応力度以下に
なるようにするとしている。この時に作用させる設計地震力
は、固有周期を考慮する震度法によるものとしている。
　金子頭首工の土砂吐は、頂版・堰柱・床版と、各々複雑
な形状になっているため、複雑な振動特性を有すると判断
される。このため、本設計においては固有値解析を行って
固有周期を算定するものとした。
　固有値解析の結果、土砂吐の固有周期は、単純な振
動特性である一次振動モードが卓越する結果となった
が、ボックス構造であるため、固有周期は比較的短い周
期となった。参考までに表-５に堰軸方向の固有値解析
結果を示す。固有値解析の結果、固有周期は、堰軸方向
でT=0.067sec、水流方向でT=0.033secとなった。
　従って、設計水平震度は、固有周期から算定される設
計水平震度の標準値に地域別補正係数を考慮して、堰軸
方向でKh=0.14、水流方向でKh=0.15となった。

（５）レベル1地震動に対する耐震性能照査
　土砂吐の耐震性能については、前述のフレームモデル
に土圧、静水圧、揚圧力や地震時土圧、地震時慣性力等
の荷重条件を見込んだ上でフレーム計算を行い、発生す
る断面力が許容応力度内であることを照査した。構造計
算の結果は、表-６に示すとおりである。
　曲げ応力度は、最大でもσs=101.74N/mm2であり、
許容応力度のσsa=210N/mm2を下回る結果となった。
また、せん断応力度も、最大でτ=0.18N/mm2であり、
τa=0.36N/mm2を下回った結果となった。このことから、

土砂吐は、レベル1地震動に対する耐震性能を有している
と判断される。（図-６、７）
　一般的な構造計算においては、安全側の観点から、この
ような構造の場合では、有効断面を矩形換算して計算す
る手法が採られることが多い。一方、既設構造物に対する
耐震性能照査では、既存の施設の断面性能を適切に判
断することが重要になるため、複雑な構造形状を反映した
フレームモデルを作成して耐震性能照査を行うことによ
り、適切に耐震性能を評価できたものと考えられる。

（６）耐震補強工法の必要性について
　以上の検討結果より、土砂吐については耐震補強工法
が不要と判断した。このことにより、大幅なコスト縮減が可
能となった。

　6.施工計画

（１）工事期間
　工事期間は、非出水期の11月から２月までの４ヶ月間と
した。

（２）仮設計画
　仮締切計画は、既設頭首工の補修・補強工事であるこ
とから、既存施設への影響が生じない計画とする必要が
ある。本工事は、治水上の影響に配慮し、堤防開削を行わ
ない半川締切による仮締切を計画する。仮締切水位の算
定は、堤防開削を行わない場合として、金子頭首工地点に
おける工事期間中（11月～２月）の過去５ヶ年の最大流量
を仮締切対象流量として不等流計算により頭首工地点水
位を算定するものとし、この水位を基に仮締切構造の検討
を行った。
　仮締切構造の検討においては、周辺の自然環境への影
響に配慮し、鋼矢板等の騒音・振動が発生する仮締切構
造を避け、大型土のう締切によるものとした。さらに、大型
土のうや土砂による進入路構築による水質悪化防止の観
点から、仮締切内の排水には沈殿槽を設置し、現況河川
水の濁度を上回る濁水が直接河川へ流出することを防止
することした。なお、濁水が水槽内で滞留する時間が短い
ことを踏まえ、濾過装置としてヤシマット等のフィルター材
設置を計画した。(図-8、図-9)
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図-1　幌向川二期地区の位置

（３）施工計画
　施工に当たっては、土木工事は現場での補修工事作業
となるが、施設機械工事については、土砂吐ゲートや取水
ゲート等の小型ゲートに対し、扉体を取り外して近傍に設
けた施工ヤードにて塗装塗替えや水密ゴムの交換を行う
こととした。これにより、塗膜除去時の飛散防止となり、河
川環境の悪化を防止することができることとなる。また、可
能な限り、土木工事と施設機械工事を分離することで、狭
隘な現場条件である当現場において、工事が錯綜すること
が無いように配慮したものである。

　7.おわりに

　頭首工については、施設の長寿命化の観点から補修・
補強による改修計画が中心となっているが、近年は国土
強靭化の観点から所要の耐震性能を確保する必要が生
じている。このような場合に、既設頭首工の構造的特徴を
把握したうえで、耐震性能を適切に把握することで、改修
工事費に大きく影響することになると考えられる。今後も、
補修・補強工事に併せて耐震補強の要否検討が必要な
事例も多くなると想定されるが、今回の設計例を活用し、
経済的な改修計画を立案する必要があると考えられる。
　さらに、既設頭首工は、既に成立した自然環境内に位置
していることから、改修工事に当たっても周辺環境への影
響を可能な限り抑制することが重要であると考えられる。

表-1　金子頭首工諸元
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　1.はじめに

　金子頭首工は、前歴事業である国営幌向川土地改良
事業（S47～H2）により改修・整備されたものの、整備後
約30年が経過し、経年的な劣化や水管理施設の老朽化
等が顕著なため、国営かんがい排水事業幌向川二期地
区1)（以下、「本地区」という）にてコンクリート構造物やゲ
ート設備にかかる改修工事を実施する計画である。本稿
は、基幹水利施設である金子頭首工について、長寿命化
を図るための補修・補強計画、所要の耐震性能を確保す
る耐震対策、環境との調和に配慮した施工計画等の、改
修計画にかかる設計事例を報告するものである。

　2.地区の概要

　本地区は、北海道中央部に位置し（図-1）、岩見沢市に
広がる2,059haの農業地帯において、農業用水の安定供
給及び維持管理費用の軽減を図るため、ダム、頭首工及
び用水路等の整備を行うものである。本地区では、水稲を
主体に水田の畑利用による小麦、豆類等の畑作物、たまね
ぎ、はくさい等の野菜類を組み合わせた農業経営が展開

されており、はくさいやかぼちゃ等の高収益作物の生産拡
大等による収益力向上に向けた取組を更に推進している。
　本地区内の農業用水は、国営幌向川土地改良事業（S47
～H2）等により造成された農業用用水施設により配水され
ているが、近年の水稲栽培技術や作付作物等の変化に伴
い水需要が変化している。また、地区内の農業用用水施設
の一部は、経年的な劣化や凍害によるコンクリートのひび割
れの発生、水管理施設の老朽化等により維持管理に多大な
費用を要している。このため、本地区では、水需要の変化に
対応した用水再編を行うことにより、農業用水の安定供給と
維持管理費用の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業
経営の安定に資するものとして、平成30年度に着工された。

　3.施設概要

　本地区の基幹的農業水利施設である金子頭首工は、
一級河川石狩川水系幌向川に築造されたフィクスドタイプ
の複合堰である。金子頭首工は、昭和22年に固定堰の頭
首工が築造されたとされ、その後、国営美唄土地改良事
業（S26～S57）及び国営幌向川土地改良事業（S47～
H2）により固定堰の嵩上げや取水工等の改修・整備が行
われている。また、昭和44年には河川堤防が整備されるな
ど、河川改修工事も実施されている。表-1に金子頭首工
の基本諸元を示す。

　金子頭首工は、左岸側に固定堰、右岸側に土砂吐1門
を有する構造で、左岸側は急峻な山地地形であるが、右

岸側は高水敷及び堤防からなる有堤区間となっている。
金子頭首工では、計画最大取水量Q=1.541m3/sを右岸
側の取水口より取水し、高水敷に埋設された導水暗渠か
ら取水樋門を経て堤防を横断した後、パイプラインにより
受益地へ送水されている。（写真-1）

　金子頭首工については、経年による劣化や、凍害等によ
るコンクリートのひび割れ、断面欠損、鉄筋露出、流水によ
るエプロンの摩耗・欠損、コンクリート擁壁の倒壊等といっ
た顕著な劣化が確認されているほか、ゲートや管理橋等
の施設機械設備において鋼製部材の劣化・腐食・破断と
いった状態が確認されている。このような状況を踏まえ、本
事業計画における金子頭首工改修計画は、土木施設のひ
び割れ補修・断面修復・表面被覆等の補修工事を行うと
ともに、施設機械設備の塗装塗替・部品交換・電気設備
更新を行うほか、土砂吐については耐震補強（水平プレス
トレス導入工法）が計画されている。このような事業計画に
対し、本設計においては、既往の機能診断結果に加え、新
たに実施した現地調査結果や施設管理者への聞き取り
等を基に改修計画の再検討を行うほか、土砂吐に対して
必要とされる耐震性能について整理したうえで、改めて耐
震性能照査を行って耐震補強の妥当性の検証及び対策
工法の再検討を行うことで、合理的な改修計画の策定を
図るものとした。

　4.改修計画の検討

（１）土木施設
　土木施設の改修計画は、既存資料の検討を行うととも
に、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改修計
画の再検討を行った。現地調査では、土木施設の劣化は

ひび割れや断面欠損・目地部の劣化等、部分的な劣化が
中心であることが確認されたが、かぶり不足が要因と判断
される鉄筋露出箇所も多数確認された。また、それ以外の
大きな劣化としては、下流エプロンの洗掘が挙げられ、コン
クリート部材の一部流出も確認されている。また、左岸護
岸工について、倒壊している状況にあるため、速やかに対
策を講じる必要があると判断された。
　これらの状況を踏まえ、金子頭首工土木施設の改修工
法は表-2のとおり決定した。

　堰柱や取水工については、一般的なひび割れ補修や断
面修復工により補修が可能であるが、エプロン部について
は、流水による摩耗・洗掘が顕著であるほか、部材自体が
流出しているため、パネル工法の採用も困難な状況であ
る。また、河床部の岩盤についても洗堀が進行している状
況が確認されていることから、コンクリートによる復旧を行
うこととした。（写真-2）

　また、既に倒壊している左岸護岸工についても、壁高が
３m程度で１バレルのみのため、改築することとした。
　管理橋下部工（橋台）については、アルカリ骨材反応に
よるひび割れと想定される劣化が確認された。従って、橋
台工への対策工法としては、将来的なアルカリ骨材反応
を抑制する観点から、内部の空隙を閉塞して水分を確実

に遮断することが可能なひび割れ注入工法を採用するほ
か、コンクリート躯体の劣化膨張抑制を図る観点から、表
面被覆工法の下塗りとして含浸機能を有する亜硝酸リチ
ウムを塗布する工法を採用した。（写真-3）

（２）施設機械設備
　施設機械設備の改修計画は、既存資料の検討を行うと
ともに、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改
修計画の再検討を行った。現地調査の結果、鋼材の塗膜
が劣化しているもののほか、管理橋手摺等では既に腐食・
欠損が著しい箇所も確認され、手摺の機能を果たしてい
ない箇所も確認された。また、開閉装置や水管理施設につ
いては、既に耐用年数を超過しており、部品の調達も困難
な状況となっている。これらの状況を踏まえ、金子頭首工
施設機械設備の改修工法は表-3のとおり決定した。

　金子頭首工には、土砂吐ゲート・取水ゲート・樋門ゲー
トが設置され、いずれのゲートも、扉体については塗装の
劣化が見受けられるものの、鋼材の発錆・腐食には至って
いないことから、塗装塗替により機能回復が可能と判断さ
れた。ただし、塗膜により防食された鋼構造物では定期的
な塗替塗装が必要となるが、古い塗装系では旧塗膜中に
鉛、クロム、PCB等の有害物質が含まれている場合があ

り、これらは、拡散して周囲に影響を及ぼさないように安全
に回収する必要がある。
　塗膜中に有害物質が含まれている場合には、塗膜除去
作業に伴う粉塵発生の抑制や作業場外への漏洩に特に
留意する必要がある。このことを踏まえ、既存塗膜を採取
したうえで含有量試験・溶出量試験を行った。含有量試
験・溶出量試験の結果、基準値を上回る鉛含有量・クロム
含有量・鉛溶出量が確認された。（写真-4・表-4）

　このことを踏まえ、本工事においては、塗膜除去作業時
の飛散防止を図り、有害物質を含む旧塗膜を安全かつ効
率的に確実に除去する塗膜剥離剤処理工法とし（図-2）、

環境対応型現場塗膜除去技術であるインバイロワン工法
を採用することとした。インバイロワン工法は、安全性の高
い高級アルコール系溶剤を使用して塗膜を軟化させて剥
離除去する工法である。
　また、腐食や欠損が顕著な管理橋手摺や耐用年数を超
過している開閉装置・電気設備についてはいずれも更新
する計画とした。

　5.耐震性能照査

（１）耐震性能照査の基本
　金子頭首工の耐震性能照査は、『土地改良事業計画設
計基準 設計「頭首工」』2）（以下、『設計基準』という）に準
拠して実施した。本施設は、固定堰を有する複合堰である
ため、「地震による被災の可能性が小さく、また被災した場
合でも治水上の影響が極めて小さいと考えられるもの」と
される重要度B種に該当する施設である。従って、原則レ
ベル１地震動を考慮することとなり、レベル１地震動に対
しては、「健全性を損なわない」こととされており、降伏状態
を超えるような損傷を生じないことを意味するものである。

（２）土砂吐構造の概要
　土砂吐は、土砂吐ゲートとして鋼製ローラゲート１門を
有する可動部で、堰柱構造はゲートを引き上げた状態で支
持する門柱部と、ゲート全閉時に水位を保持する堰柱部か
ら成っており、門柱部は１本柱構造、左岸堰柱部は下流方
向基部に向かって部材厚を増加させたテーパーを有する
構造となっているが、右岸堰柱は高水敷から直接土圧が作
用する抗土圧構造とするため、堰柱から張出した土留壁と
一体構造となっている。また、堰柱上部間にはコンクリート
の操作台が左右岸の堰柱と連結され、堰柱下部間には床
版が結合されており、全体でボックス構造を成している。さ
らに、操作台の上部には上屋が配置されている。（写真-5）

（３）堰柱のモデル化
　一般に、既設頭首工は築造当時の旧『設計基準』によっ
て設計されているものであり、現行の『設計基準』を基に耐
震性能照査を行うと、安全性が確保できないことがある。
ただし、新設の頭首工の設計では、安全側の配慮から必
ずしも考慮されていない構造モデル・部材の断面定数・荷
重条件等について、既設頭首工においてその効果が確実

に見込める場合には、これを考慮し、いたずらに安全側の
条件設定をすることで耐震性能を過小評価しないように
することが重要である。
　このことを踏まえ、既設土砂吐の耐震性能照査では、堰
柱構造の断面性能を忠実に再現するモデル化が重要であ
ると考え、下流方向基部に向かって部材厚を増加させたテ
ーパー構造や直接土圧が作用する土留壁、堰柱に作用す
るゲート・開閉装置重量・上屋重量等の作用荷重を適切に
考慮するものとした。そのため、構造物の骨組を構成する部
材の結合点である節点と部材の形状、質量等の要素を点と
して与えたフレームモデルによることとし、耐震性能を堰軸
方向と流心方向の２方向にについて照査することから３次
元モデルを作成するものとした。なお、モデル化に当たって
は、堰柱・頂版・床版ともに弾性梁要素としてモデル化した。
　作成するフレームモデル（要素構成）には、各要素に鉄
筋コンクリート及び配置鉄筋を反映させた物性値を考慮
することにより、レベル１地震動加震時における部材の線
形性を反映させるものとし、この特性は、剛域を除く全要
素（部材）で見込むものとした。これは、堰柱構造が堰柱部
から門柱部で急激に断面性能が変化し、どの位置の要素
が危険になるかを確認できるように配慮するためである。

　金子頭首工は、既存資料及び機能診断結果から判断
し、鉄筋コンクリートをσck=21N/mm2、使用鉄筋を丸鋼
（SR235）として物性値を設定した。
　フレームモデルは、テーパー構造を反映するため、階段
状のモデルとし、作用するゲート荷重はゲート位置を反映
できるように質量点として与えるほか、作用位置が確定して
いる開閉装置や上屋等の荷重は節点荷重として与えた。
　堰柱のモデル化については、部材の鉛直方向で断片化
し、各要素の重心位置を節点として、その連続性を示した
フレームモデルを図-4に、各要素に付随させている情報
を図化したソリッドモデルを図-5に示す。

（４）耐震性能照査
　『設計基準』によると、レベル１地震動に対する耐震性
能照査は、部材応力を弾性域に留めるため許容応力度法

により行い、部材設計では、実応力が許容応力度以下に
なるようにするとしている。この時に作用させる設計地震力
は、固有周期を考慮する震度法によるものとしている。
　金子頭首工の土砂吐は、頂版・堰柱・床版と、各々複雑
な形状になっているため、複雑な振動特性を有すると判断
される。このため、本設計においては固有値解析を行って
固有周期を算定するものとした。
　固有値解析の結果、土砂吐の固有周期は、単純な振
動特性である一次振動モードが卓越する結果となった
が、ボックス構造であるため、固有周期は比較的短い周
期となった。参考までに表-５に堰軸方向の固有値解析
結果を示す。固有値解析の結果、固有周期は、堰軸方向
でT=0.067sec、水流方向でT=0.033secとなった。
　従って、設計水平震度は、固有周期から算定される設
計水平震度の標準値に地域別補正係数を考慮して、堰軸
方向でKh=0.14、水流方向でKh=0.15となった。

（５）レベル1地震動に対する耐震性能照査
　土砂吐の耐震性能については、前述のフレームモデル
に土圧、静水圧、揚圧力や地震時土圧、地震時慣性力等
の荷重条件を見込んだ上でフレーム計算を行い、発生す
る断面力が許容応力度内であることを照査した。構造計
算の結果は、表-６に示すとおりである。
　曲げ応力度は、最大でもσs=101.74N/mm2であり、
許容応力度のσsa=210N/mm2を下回る結果となった。
また、せん断応力度も、最大でτ=0.18N/mm2であり、
τa=0.36N/mm2を下回った結果となった。このことから、

土砂吐は、レベル1地震動に対する耐震性能を有している
と判断される。（図-６、７）
　一般的な構造計算においては、安全側の観点から、この
ような構造の場合では、有効断面を矩形換算して計算す
る手法が採られることが多い。一方、既設構造物に対する
耐震性能照査では、既存の施設の断面性能を適切に判
断することが重要になるため、複雑な構造形状を反映した
フレームモデルを作成して耐震性能照査を行うことによ
り、適切に耐震性能を評価できたものと考えられる。

（６）耐震補強工法の必要性について
　以上の検討結果より、土砂吐については耐震補強工法
が不要と判断した。このことにより、大幅なコスト縮減が可
能となった。

　6.施工計画

（１）工事期間
　工事期間は、非出水期の11月から２月までの４ヶ月間と
した。

（２）仮設計画
　仮締切計画は、既設頭首工の補修・補強工事であるこ
とから、既存施設への影響が生じない計画とする必要が
ある。本工事は、治水上の影響に配慮し、堤防開削を行わ
ない半川締切による仮締切を計画する。仮締切水位の算
定は、堤防開削を行わない場合として、金子頭首工地点に
おける工事期間中（11月～２月）の過去５ヶ年の最大流量
を仮締切対象流量として不等流計算により頭首工地点水
位を算定するものとし、この水位を基に仮締切構造の検討
を行った。
　仮締切構造の検討においては、周辺の自然環境への影
響に配慮し、鋼矢板等の騒音・振動が発生する仮締切構
造を避け、大型土のう締切によるものとした。さらに、大型
土のうや土砂による進入路構築による水質悪化防止の観
点から、仮締切内の排水には沈殿槽を設置し、現況河川
水の濁度を上回る濁水が直接河川へ流出することを防止
することした。なお、濁水が水槽内で滞留する時間が短い
ことを踏まえ、濾過装置としてヤシマット等のフィルター材
設置を計画した。(図-8、図-9)
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（３）施工計画
　施工に当たっては、土木工事は現場での補修工事作業
となるが、施設機械工事については、土砂吐ゲートや取水
ゲート等の小型ゲートに対し、扉体を取り外して近傍に設
けた施工ヤードにて塗装塗替えや水密ゴムの交換を行う
こととした。これにより、塗膜除去時の飛散防止となり、河
川環境の悪化を防止することができることとなる。また、可
能な限り、土木工事と施設機械工事を分離することで、狭
隘な現場条件である当現場において、工事が錯綜すること
が無いように配慮したものである。

　7.おわりに

　頭首工については、施設の長寿命化の観点から補修・
補強による改修計画が中心となっているが、近年は国土
強靭化の観点から所要の耐震性能を確保する必要が生
じている。このような場合に、既設頭首工の構造的特徴を
把握したうえで、耐震性能を適切に把握することで、改修
工事費に大きく影響することになると考えられる。今後も、
補修・補強工事に併せて耐震補強の要否検討が必要な
事例も多くなると想定されるが、今回の設計例を活用し、
経済的な改修計画を立案する必要があると考えられる。
　さらに、既設頭首工は、既に成立した自然環境内に位置
していることから、改修工事に当たっても周辺環境への影
響を可能な限り抑制することが重要であると考えられる。

写真-1　金子頭首工全景

表-2　土木施設改修工法

写真-2　エプロン部の洗掘状況
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　1.はじめに

　金子頭首工は、前歴事業である国営幌向川土地改良
事業（S47～H2）により改修・整備されたものの、整備後
約30年が経過し、経年的な劣化や水管理施設の老朽化
等が顕著なため、国営かんがい排水事業幌向川二期地
区1)（以下、「本地区」という）にてコンクリート構造物やゲ
ート設備にかかる改修工事を実施する計画である。本稿
は、基幹水利施設である金子頭首工について、長寿命化
を図るための補修・補強計画、所要の耐震性能を確保す
る耐震対策、環境との調和に配慮した施工計画等の、改
修計画にかかる設計事例を報告するものである。

　2.地区の概要

　本地区は、北海道中央部に位置し（図-1）、岩見沢市に
広がる2,059haの農業地帯において、農業用水の安定供
給及び維持管理費用の軽減を図るため、ダム、頭首工及
び用水路等の整備を行うものである。本地区では、水稲を
主体に水田の畑利用による小麦、豆類等の畑作物、たまね
ぎ、はくさい等の野菜類を組み合わせた農業経営が展開

されており、はくさいやかぼちゃ等の高収益作物の生産拡
大等による収益力向上に向けた取組を更に推進している。
　本地区内の農業用水は、国営幌向川土地改良事業（S47
～H2）等により造成された農業用用水施設により配水され
ているが、近年の水稲栽培技術や作付作物等の変化に伴
い水需要が変化している。また、地区内の農業用用水施設
の一部は、経年的な劣化や凍害によるコンクリートのひび割
れの発生、水管理施設の老朽化等により維持管理に多大な
費用を要している。このため、本地区では、水需要の変化に
対応した用水再編を行うことにより、農業用水の安定供給と
維持管理費用の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業
経営の安定に資するものとして、平成30年度に着工された。

　3.施設概要

　本地区の基幹的農業水利施設である金子頭首工は、
一級河川石狩川水系幌向川に築造されたフィクスドタイプ
の複合堰である。金子頭首工は、昭和22年に固定堰の頭
首工が築造されたとされ、その後、国営美唄土地改良事
業（S26～S57）及び国営幌向川土地改良事業（S47～
H2）により固定堰の嵩上げや取水工等の改修・整備が行
われている。また、昭和44年には河川堤防が整備されるな
ど、河川改修工事も実施されている。表-1に金子頭首工
の基本諸元を示す。

　金子頭首工は、左岸側に固定堰、右岸側に土砂吐1門
を有する構造で、左岸側は急峻な山地地形であるが、右

岸側は高水敷及び堤防からなる有堤区間となっている。
金子頭首工では、計画最大取水量Q=1.541m3/sを右岸
側の取水口より取水し、高水敷に埋設された導水暗渠か
ら取水樋門を経て堤防を横断した後、パイプラインにより
受益地へ送水されている。（写真-1）

　金子頭首工については、経年による劣化や、凍害等によ
るコンクリートのひび割れ、断面欠損、鉄筋露出、流水によ
るエプロンの摩耗・欠損、コンクリート擁壁の倒壊等といっ
た顕著な劣化が確認されているほか、ゲートや管理橋等
の施設機械設備において鋼製部材の劣化・腐食・破断と
いった状態が確認されている。このような状況を踏まえ、本
事業計画における金子頭首工改修計画は、土木施設のひ
び割れ補修・断面修復・表面被覆等の補修工事を行うと
ともに、施設機械設備の塗装塗替・部品交換・電気設備
更新を行うほか、土砂吐については耐震補強（水平プレス
トレス導入工法）が計画されている。このような事業計画に
対し、本設計においては、既往の機能診断結果に加え、新
たに実施した現地調査結果や施設管理者への聞き取り
等を基に改修計画の再検討を行うほか、土砂吐に対して
必要とされる耐震性能について整理したうえで、改めて耐
震性能照査を行って耐震補強の妥当性の検証及び対策
工法の再検討を行うことで、合理的な改修計画の策定を
図るものとした。

　4.改修計画の検討

（１）土木施設
　土木施設の改修計画は、既存資料の検討を行うととも
に、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改修計
画の再検討を行った。現地調査では、土木施設の劣化は

ひび割れや断面欠損・目地部の劣化等、部分的な劣化が
中心であることが確認されたが、かぶり不足が要因と判断
される鉄筋露出箇所も多数確認された。また、それ以外の
大きな劣化としては、下流エプロンの洗掘が挙げられ、コン
クリート部材の一部流出も確認されている。また、左岸護
岸工について、倒壊している状況にあるため、速やかに対
策を講じる必要があると判断された。
　これらの状況を踏まえ、金子頭首工土木施設の改修工
法は表-2のとおり決定した。

　堰柱や取水工については、一般的なひび割れ補修や断
面修復工により補修が可能であるが、エプロン部について
は、流水による摩耗・洗掘が顕著であるほか、部材自体が
流出しているため、パネル工法の採用も困難な状況であ
る。また、河床部の岩盤についても洗堀が進行している状
況が確認されていることから、コンクリートによる復旧を行
うこととした。（写真-2）

　また、既に倒壊している左岸護岸工についても、壁高が
３m程度で１バレルのみのため、改築することとした。
　管理橋下部工（橋台）については、アルカリ骨材反応に
よるひび割れと想定される劣化が確認された。従って、橋
台工への対策工法としては、将来的なアルカリ骨材反応
を抑制する観点から、内部の空隙を閉塞して水分を確実

に遮断することが可能なひび割れ注入工法を採用するほ
か、コンクリート躯体の劣化膨張抑制を図る観点から、表
面被覆工法の下塗りとして含浸機能を有する亜硝酸リチ
ウムを塗布する工法を採用した。（写真-3）

（２）施設機械設備
　施設機械設備の改修計画は、既存資料の検討を行うと
ともに、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改
修計画の再検討を行った。現地調査の結果、鋼材の塗膜
が劣化しているもののほか、管理橋手摺等では既に腐食・
欠損が著しい箇所も確認され、手摺の機能を果たしてい
ない箇所も確認された。また、開閉装置や水管理施設につ
いては、既に耐用年数を超過しており、部品の調達も困難
な状況となっている。これらの状況を踏まえ、金子頭首工
施設機械設備の改修工法は表-3のとおり決定した。

　金子頭首工には、土砂吐ゲート・取水ゲート・樋門ゲー
トが設置され、いずれのゲートも、扉体については塗装の
劣化が見受けられるものの、鋼材の発錆・腐食には至って
いないことから、塗装塗替により機能回復が可能と判断さ
れた。ただし、塗膜により防食された鋼構造物では定期的
な塗替塗装が必要となるが、古い塗装系では旧塗膜中に
鉛、クロム、PCB等の有害物質が含まれている場合があ

り、これらは、拡散して周囲に影響を及ぼさないように安全
に回収する必要がある。
　塗膜中に有害物質が含まれている場合には、塗膜除去
作業に伴う粉塵発生の抑制や作業場外への漏洩に特に
留意する必要がある。このことを踏まえ、既存塗膜を採取
したうえで含有量試験・溶出量試験を行った。含有量試
験・溶出量試験の結果、基準値を上回る鉛含有量・クロム
含有量・鉛溶出量が確認された。（写真-4・表-4）

　このことを踏まえ、本工事においては、塗膜除去作業時
の飛散防止を図り、有害物質を含む旧塗膜を安全かつ効
率的に確実に除去する塗膜剥離剤処理工法とし（図-2）、

環境対応型現場塗膜除去技術であるインバイロワン工法
を採用することとした。インバイロワン工法は、安全性の高
い高級アルコール系溶剤を使用して塗膜を軟化させて剥
離除去する工法である。
　また、腐食や欠損が顕著な管理橋手摺や耐用年数を超
過している開閉装置・電気設備についてはいずれも更新
する計画とした。

　5.耐震性能照査

（１）耐震性能照査の基本
　金子頭首工の耐震性能照査は、『土地改良事業計画設
計基準 設計「頭首工」』2）（以下、『設計基準』という）に準
拠して実施した。本施設は、固定堰を有する複合堰である
ため、「地震による被災の可能性が小さく、また被災した場
合でも治水上の影響が極めて小さいと考えられるもの」と
される重要度B種に該当する施設である。従って、原則レ
ベル１地震動を考慮することとなり、レベル１地震動に対
しては、「健全性を損なわない」こととされており、降伏状態
を超えるような損傷を生じないことを意味するものである。

（２）土砂吐構造の概要
　土砂吐は、土砂吐ゲートとして鋼製ローラゲート１門を
有する可動部で、堰柱構造はゲートを引き上げた状態で支
持する門柱部と、ゲート全閉時に水位を保持する堰柱部か
ら成っており、門柱部は１本柱構造、左岸堰柱部は下流方
向基部に向かって部材厚を増加させたテーパーを有する
構造となっているが、右岸堰柱は高水敷から直接土圧が作
用する抗土圧構造とするため、堰柱から張出した土留壁と
一体構造となっている。また、堰柱上部間にはコンクリート
の操作台が左右岸の堰柱と連結され、堰柱下部間には床
版が結合されており、全体でボックス構造を成している。さ
らに、操作台の上部には上屋が配置されている。（写真-5）

（３）堰柱のモデル化
　一般に、既設頭首工は築造当時の旧『設計基準』によっ
て設計されているものであり、現行の『設計基準』を基に耐
震性能照査を行うと、安全性が確保できないことがある。
ただし、新設の頭首工の設計では、安全側の配慮から必
ずしも考慮されていない構造モデル・部材の断面定数・荷
重条件等について、既設頭首工においてその効果が確実

に見込める場合には、これを考慮し、いたずらに安全側の
条件設定をすることで耐震性能を過小評価しないように
することが重要である。
　このことを踏まえ、既設土砂吐の耐震性能照査では、堰
柱構造の断面性能を忠実に再現するモデル化が重要であ
ると考え、下流方向基部に向かって部材厚を増加させたテ
ーパー構造や直接土圧が作用する土留壁、堰柱に作用す
るゲート・開閉装置重量・上屋重量等の作用荷重を適切に
考慮するものとした。そのため、構造物の骨組を構成する部
材の結合点である節点と部材の形状、質量等の要素を点と
して与えたフレームモデルによることとし、耐震性能を堰軸
方向と流心方向の２方向にについて照査することから３次
元モデルを作成するものとした。なお、モデル化に当たって
は、堰柱・頂版・床版ともに弾性梁要素としてモデル化した。
　作成するフレームモデル（要素構成）には、各要素に鉄
筋コンクリート及び配置鉄筋を反映させた物性値を考慮
することにより、レベル１地震動加震時における部材の線
形性を反映させるものとし、この特性は、剛域を除く全要
素（部材）で見込むものとした。これは、堰柱構造が堰柱部
から門柱部で急激に断面性能が変化し、どの位置の要素
が危険になるかを確認できるように配慮するためである。

　金子頭首工は、既存資料及び機能診断結果から判断
し、鉄筋コンクリートをσck=21N/mm2、使用鉄筋を丸鋼
（SR235）として物性値を設定した。
　フレームモデルは、テーパー構造を反映するため、階段
状のモデルとし、作用するゲート荷重はゲート位置を反映
できるように質量点として与えるほか、作用位置が確定して
いる開閉装置や上屋等の荷重は節点荷重として与えた。
　堰柱のモデル化については、部材の鉛直方向で断片化
し、各要素の重心位置を節点として、その連続性を示した
フレームモデルを図-4に、各要素に付随させている情報
を図化したソリッドモデルを図-5に示す。

（４）耐震性能照査
　『設計基準』によると、レベル１地震動に対する耐震性
能照査は、部材応力を弾性域に留めるため許容応力度法

により行い、部材設計では、実応力が許容応力度以下に
なるようにするとしている。この時に作用させる設計地震力
は、固有周期を考慮する震度法によるものとしている。
　金子頭首工の土砂吐は、頂版・堰柱・床版と、各々複雑
な形状になっているため、複雑な振動特性を有すると判断
される。このため、本設計においては固有値解析を行って
固有周期を算定するものとした。
　固有値解析の結果、土砂吐の固有周期は、単純な振
動特性である一次振動モードが卓越する結果となった
が、ボックス構造であるため、固有周期は比較的短い周
期となった。参考までに表-５に堰軸方向の固有値解析
結果を示す。固有値解析の結果、固有周期は、堰軸方向
でT=0.067sec、水流方向でT=0.033secとなった。
　従って、設計水平震度は、固有周期から算定される設
計水平震度の標準値に地域別補正係数を考慮して、堰軸
方向でKh=0.14、水流方向でKh=0.15となった。

（５）レベル1地震動に対する耐震性能照査
　土砂吐の耐震性能については、前述のフレームモデル
に土圧、静水圧、揚圧力や地震時土圧、地震時慣性力等
の荷重条件を見込んだ上でフレーム計算を行い、発生す
る断面力が許容応力度内であることを照査した。構造計
算の結果は、表-６に示すとおりである。
　曲げ応力度は、最大でもσs=101.74N/mm2であり、
許容応力度のσsa=210N/mm2を下回る結果となった。
また、せん断応力度も、最大でτ=0.18N/mm2であり、
τa=0.36N/mm2を下回った結果となった。このことから、

土砂吐は、レベル1地震動に対する耐震性能を有している
と判断される。（図-６、７）
　一般的な構造計算においては、安全側の観点から、この
ような構造の場合では、有効断面を矩形換算して計算す
る手法が採られることが多い。一方、既設構造物に対する
耐震性能照査では、既存の施設の断面性能を適切に判
断することが重要になるため、複雑な構造形状を反映した
フレームモデルを作成して耐震性能照査を行うことによ
り、適切に耐震性能を評価できたものと考えられる。

（６）耐震補強工法の必要性について
　以上の検討結果より、土砂吐については耐震補強工法
が不要と判断した。このことにより、大幅なコスト縮減が可
能となった。

　6.施工計画

（１）工事期間
　工事期間は、非出水期の11月から２月までの４ヶ月間と
した。

（２）仮設計画
　仮締切計画は、既設頭首工の補修・補強工事であるこ
とから、既存施設への影響が生じない計画とする必要が
ある。本工事は、治水上の影響に配慮し、堤防開削を行わ
ない半川締切による仮締切を計画する。仮締切水位の算
定は、堤防開削を行わない場合として、金子頭首工地点に
おける工事期間中（11月～２月）の過去５ヶ年の最大流量
を仮締切対象流量として不等流計算により頭首工地点水
位を算定するものとし、この水位を基に仮締切構造の検討
を行った。
　仮締切構造の検討においては、周辺の自然環境への影
響に配慮し、鋼矢板等の騒音・振動が発生する仮締切構
造を避け、大型土のう締切によるものとした。さらに、大型
土のうや土砂による進入路構築による水質悪化防止の観
点から、仮締切内の排水には沈殿槽を設置し、現況河川
水の濁度を上回る濁水が直接河川へ流出することを防止
することした。なお、濁水が水槽内で滞留する時間が短い
ことを踏まえ、濾過装置としてヤシマット等のフィルター材
設置を計画した。(図-8、図-9)
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写真-3　橋台劣化状況

（３）施工計画
　施工に当たっては、土木工事は現場での補修工事作業
となるが、施設機械工事については、土砂吐ゲートや取水
ゲート等の小型ゲートに対し、扉体を取り外して近傍に設
けた施工ヤードにて塗装塗替えや水密ゴムの交換を行う
こととした。これにより、塗膜除去時の飛散防止となり、河
川環境の悪化を防止することができることとなる。また、可
能な限り、土木工事と施設機械工事を分離することで、狭
隘な現場条件である当現場において、工事が錯綜すること
が無いように配慮したものである。

　7.おわりに

　頭首工については、施設の長寿命化の観点から補修・
補強による改修計画が中心となっているが、近年は国土
強靭化の観点から所要の耐震性能を確保する必要が生
じている。このような場合に、既設頭首工の構造的特徴を
把握したうえで、耐震性能を適切に把握することで、改修
工事費に大きく影響することになると考えられる。今後も、
補修・補強工事に併せて耐震補強の要否検討が必要な
事例も多くなると想定されるが、今回の設計例を活用し、
経済的な改修計画を立案する必要があると考えられる。
　さらに、既設頭首工は、既に成立した自然環境内に位置
していることから、改修工事に当たっても周辺環境への影
響を可能な限り抑制することが重要であると考えられる。

表-3　施設機械改修工法

図-2　塗膜除去工法の選定の流れ

表-4　塗膜採取状況

写真-4　塗膜採取状況
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　1.はじめに

　金子頭首工は、前歴事業である国営幌向川土地改良
事業（S47～H2）により改修・整備されたものの、整備後
約30年が経過し、経年的な劣化や水管理施設の老朽化
等が顕著なため、国営かんがい排水事業幌向川二期地
区1)（以下、「本地区」という）にてコンクリート構造物やゲ
ート設備にかかる改修工事を実施する計画である。本稿
は、基幹水利施設である金子頭首工について、長寿命化
を図るための補修・補強計画、所要の耐震性能を確保す
る耐震対策、環境との調和に配慮した施工計画等の、改
修計画にかかる設計事例を報告するものである。

　2.地区の概要

　本地区は、北海道中央部に位置し（図-1）、岩見沢市に
広がる2,059haの農業地帯において、農業用水の安定供
給及び維持管理費用の軽減を図るため、ダム、頭首工及
び用水路等の整備を行うものである。本地区では、水稲を
主体に水田の畑利用による小麦、豆類等の畑作物、たまね
ぎ、はくさい等の野菜類を組み合わせた農業経営が展開

されており、はくさいやかぼちゃ等の高収益作物の生産拡
大等による収益力向上に向けた取組を更に推進している。
　本地区内の農業用水は、国営幌向川土地改良事業（S47
～H2）等により造成された農業用用水施設により配水され
ているが、近年の水稲栽培技術や作付作物等の変化に伴
い水需要が変化している。また、地区内の農業用用水施設
の一部は、経年的な劣化や凍害によるコンクリートのひび割
れの発生、水管理施設の老朽化等により維持管理に多大な
費用を要している。このため、本地区では、水需要の変化に
対応した用水再編を行うことにより、農業用水の安定供給と
維持管理費用の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業
経営の安定に資するものとして、平成30年度に着工された。

　3.施設概要

　本地区の基幹的農業水利施設である金子頭首工は、
一級河川石狩川水系幌向川に築造されたフィクスドタイプ
の複合堰である。金子頭首工は、昭和22年に固定堰の頭
首工が築造されたとされ、その後、国営美唄土地改良事
業（S26～S57）及び国営幌向川土地改良事業（S47～
H2）により固定堰の嵩上げや取水工等の改修・整備が行
われている。また、昭和44年には河川堤防が整備されるな
ど、河川改修工事も実施されている。表-1に金子頭首工
の基本諸元を示す。

　金子頭首工は、左岸側に固定堰、右岸側に土砂吐1門
を有する構造で、左岸側は急峻な山地地形であるが、右

岸側は高水敷及び堤防からなる有堤区間となっている。
金子頭首工では、計画最大取水量Q=1.541m3/sを右岸
側の取水口より取水し、高水敷に埋設された導水暗渠か
ら取水樋門を経て堤防を横断した後、パイプラインにより
受益地へ送水されている。（写真-1）

　金子頭首工については、経年による劣化や、凍害等によ
るコンクリートのひび割れ、断面欠損、鉄筋露出、流水によ
るエプロンの摩耗・欠損、コンクリート擁壁の倒壊等といっ
た顕著な劣化が確認されているほか、ゲートや管理橋等
の施設機械設備において鋼製部材の劣化・腐食・破断と
いった状態が確認されている。このような状況を踏まえ、本
事業計画における金子頭首工改修計画は、土木施設のひ
び割れ補修・断面修復・表面被覆等の補修工事を行うと
ともに、施設機械設備の塗装塗替・部品交換・電気設備
更新を行うほか、土砂吐については耐震補強（水平プレス
トレス導入工法）が計画されている。このような事業計画に
対し、本設計においては、既往の機能診断結果に加え、新
たに実施した現地調査結果や施設管理者への聞き取り
等を基に改修計画の再検討を行うほか、土砂吐に対して
必要とされる耐震性能について整理したうえで、改めて耐
震性能照査を行って耐震補強の妥当性の検証及び対策
工法の再検討を行うことで、合理的な改修計画の策定を
図るものとした。

　4.改修計画の検討

（１）土木施設
　土木施設の改修計画は、既存資料の検討を行うととも
に、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改修計
画の再検討を行った。現地調査では、土木施設の劣化は

ひび割れや断面欠損・目地部の劣化等、部分的な劣化が
中心であることが確認されたが、かぶり不足が要因と判断
される鉄筋露出箇所も多数確認された。また、それ以外の
大きな劣化としては、下流エプロンの洗掘が挙げられ、コン
クリート部材の一部流出も確認されている。また、左岸護
岸工について、倒壊している状況にあるため、速やかに対
策を講じる必要があると判断された。
　これらの状況を踏まえ、金子頭首工土木施設の改修工
法は表-2のとおり決定した。

　堰柱や取水工については、一般的なひび割れ補修や断
面修復工により補修が可能であるが、エプロン部について
は、流水による摩耗・洗掘が顕著であるほか、部材自体が
流出しているため、パネル工法の採用も困難な状況であ
る。また、河床部の岩盤についても洗堀が進行している状
況が確認されていることから、コンクリートによる復旧を行
うこととした。（写真-2）

　また、既に倒壊している左岸護岸工についても、壁高が
３m程度で１バレルのみのため、改築することとした。
　管理橋下部工（橋台）については、アルカリ骨材反応に
よるひび割れと想定される劣化が確認された。従って、橋
台工への対策工法としては、将来的なアルカリ骨材反応
を抑制する観点から、内部の空隙を閉塞して水分を確実

に遮断することが可能なひび割れ注入工法を採用するほ
か、コンクリート躯体の劣化膨張抑制を図る観点から、表
面被覆工法の下塗りとして含浸機能を有する亜硝酸リチ
ウムを塗布する工法を採用した。（写真-3）

（２）施設機械設備
　施設機械設備の改修計画は、既存資料の検討を行うと
ともに、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改
修計画の再検討を行った。現地調査の結果、鋼材の塗膜
が劣化しているもののほか、管理橋手摺等では既に腐食・
欠損が著しい箇所も確認され、手摺の機能を果たしてい
ない箇所も確認された。また、開閉装置や水管理施設につ
いては、既に耐用年数を超過しており、部品の調達も困難
な状況となっている。これらの状況を踏まえ、金子頭首工
施設機械設備の改修工法は表-3のとおり決定した。

　金子頭首工には、土砂吐ゲート・取水ゲート・樋門ゲー
トが設置され、いずれのゲートも、扉体については塗装の
劣化が見受けられるものの、鋼材の発錆・腐食には至って
いないことから、塗装塗替により機能回復が可能と判断さ
れた。ただし、塗膜により防食された鋼構造物では定期的
な塗替塗装が必要となるが、古い塗装系では旧塗膜中に
鉛、クロム、PCB等の有害物質が含まれている場合があ

り、これらは、拡散して周囲に影響を及ぼさないように安全
に回収する必要がある。
　塗膜中に有害物質が含まれている場合には、塗膜除去
作業に伴う粉塵発生の抑制や作業場外への漏洩に特に
留意する必要がある。このことを踏まえ、既存塗膜を採取
したうえで含有量試験・溶出量試験を行った。含有量試
験・溶出量試験の結果、基準値を上回る鉛含有量・クロム
含有量・鉛溶出量が確認された。（写真-4・表-4）

　このことを踏まえ、本工事においては、塗膜除去作業時
の飛散防止を図り、有害物質を含む旧塗膜を安全かつ効
率的に確実に除去する塗膜剥離剤処理工法とし（図-2）、

環境対応型現場塗膜除去技術であるインバイロワン工法
を採用することとした。インバイロワン工法は、安全性の高
い高級アルコール系溶剤を使用して塗膜を軟化させて剥
離除去する工法である。
　また、腐食や欠損が顕著な管理橋手摺や耐用年数を超
過している開閉装置・電気設備についてはいずれも更新
する計画とした。

　5.耐震性能照査

（１）耐震性能照査の基本
　金子頭首工の耐震性能照査は、『土地改良事業計画設
計基準 設計「頭首工」』2）（以下、『設計基準』という）に準
拠して実施した。本施設は、固定堰を有する複合堰である
ため、「地震による被災の可能性が小さく、また被災した場
合でも治水上の影響が極めて小さいと考えられるもの」と
される重要度B種に該当する施設である。従って、原則レ
ベル１地震動を考慮することとなり、レベル１地震動に対
しては、「健全性を損なわない」こととされており、降伏状態
を超えるような損傷を生じないことを意味するものである。

（２）土砂吐構造の概要
　土砂吐は、土砂吐ゲートとして鋼製ローラゲート１門を
有する可動部で、堰柱構造はゲートを引き上げた状態で支
持する門柱部と、ゲート全閉時に水位を保持する堰柱部か
ら成っており、門柱部は１本柱構造、左岸堰柱部は下流方
向基部に向かって部材厚を増加させたテーパーを有する
構造となっているが、右岸堰柱は高水敷から直接土圧が作
用する抗土圧構造とするため、堰柱から張出した土留壁と
一体構造となっている。また、堰柱上部間にはコンクリート
の操作台が左右岸の堰柱と連結され、堰柱下部間には床
版が結合されており、全体でボックス構造を成している。さ
らに、操作台の上部には上屋が配置されている。（写真-5）

（３）堰柱のモデル化
　一般に、既設頭首工は築造当時の旧『設計基準』によっ
て設計されているものであり、現行の『設計基準』を基に耐
震性能照査を行うと、安全性が確保できないことがある。
ただし、新設の頭首工の設計では、安全側の配慮から必
ずしも考慮されていない構造モデル・部材の断面定数・荷
重条件等について、既設頭首工においてその効果が確実

に見込める場合には、これを考慮し、いたずらに安全側の
条件設定をすることで耐震性能を過小評価しないように
することが重要である。
　このことを踏まえ、既設土砂吐の耐震性能照査では、堰
柱構造の断面性能を忠実に再現するモデル化が重要であ
ると考え、下流方向基部に向かって部材厚を増加させたテ
ーパー構造や直接土圧が作用する土留壁、堰柱に作用す
るゲート・開閉装置重量・上屋重量等の作用荷重を適切に
考慮するものとした。そのため、構造物の骨組を構成する部
材の結合点である節点と部材の形状、質量等の要素を点と
して与えたフレームモデルによることとし、耐震性能を堰軸
方向と流心方向の２方向にについて照査することから３次
元モデルを作成するものとした。なお、モデル化に当たって
は、堰柱・頂版・床版ともに弾性梁要素としてモデル化した。
　作成するフレームモデル（要素構成）には、各要素に鉄
筋コンクリート及び配置鉄筋を反映させた物性値を考慮
することにより、レベル１地震動加震時における部材の線
形性を反映させるものとし、この特性は、剛域を除く全要
素（部材）で見込むものとした。これは、堰柱構造が堰柱部
から門柱部で急激に断面性能が変化し、どの位置の要素
が危険になるかを確認できるように配慮するためである。

　金子頭首工は、既存資料及び機能診断結果から判断
し、鉄筋コンクリートをσck=21N/mm2、使用鉄筋を丸鋼
（SR235）として物性値を設定した。
　フレームモデルは、テーパー構造を反映するため、階段
状のモデルとし、作用するゲート荷重はゲート位置を反映
できるように質量点として与えるほか、作用位置が確定して
いる開閉装置や上屋等の荷重は節点荷重として与えた。
　堰柱のモデル化については、部材の鉛直方向で断片化
し、各要素の重心位置を節点として、その連続性を示した
フレームモデルを図-4に、各要素に付随させている情報
を図化したソリッドモデルを図-5に示す。

（４）耐震性能照査
　『設計基準』によると、レベル１地震動に対する耐震性
能照査は、部材応力を弾性域に留めるため許容応力度法

により行い、部材設計では、実応力が許容応力度以下に
なるようにするとしている。この時に作用させる設計地震力
は、固有周期を考慮する震度法によるものとしている。
　金子頭首工の土砂吐は、頂版・堰柱・床版と、各々複雑
な形状になっているため、複雑な振動特性を有すると判断
される。このため、本設計においては固有値解析を行って
固有周期を算定するものとした。
　固有値解析の結果、土砂吐の固有周期は、単純な振
動特性である一次振動モードが卓越する結果となった
が、ボックス構造であるため、固有周期は比較的短い周
期となった。参考までに表-５に堰軸方向の固有値解析
結果を示す。固有値解析の結果、固有周期は、堰軸方向
でT=0.067sec、水流方向でT=0.033secとなった。
　従って、設計水平震度は、固有周期から算定される設
計水平震度の標準値に地域別補正係数を考慮して、堰軸
方向でKh=0.14、水流方向でKh=0.15となった。

（５）レベル1地震動に対する耐震性能照査
　土砂吐の耐震性能については、前述のフレームモデル
に土圧、静水圧、揚圧力や地震時土圧、地震時慣性力等
の荷重条件を見込んだ上でフレーム計算を行い、発生す
る断面力が許容応力度内であることを照査した。構造計
算の結果は、表-６に示すとおりである。
　曲げ応力度は、最大でもσs=101.74N/mm2であり、
許容応力度のσsa=210N/mm2を下回る結果となった。
また、せん断応力度も、最大でτ=0.18N/mm2であり、
τa=0.36N/mm2を下回った結果となった。このことから、

土砂吐は、レベル1地震動に対する耐震性能を有している
と判断される。（図-６、７）
　一般的な構造計算においては、安全側の観点から、この
ような構造の場合では、有効断面を矩形換算して計算す
る手法が採られることが多い。一方、既設構造物に対する
耐震性能照査では、既存の施設の断面性能を適切に判
断することが重要になるため、複雑な構造形状を反映した
フレームモデルを作成して耐震性能照査を行うことによ
り、適切に耐震性能を評価できたものと考えられる。

（６）耐震補強工法の必要性について
　以上の検討結果より、土砂吐については耐震補強工法
が不要と判断した。このことにより、大幅なコスト縮減が可
能となった。

　6.施工計画

（１）工事期間
　工事期間は、非出水期の11月から２月までの４ヶ月間と
した。

（２）仮設計画
　仮締切計画は、既設頭首工の補修・補強工事であるこ
とから、既存施設への影響が生じない計画とする必要が
ある。本工事は、治水上の影響に配慮し、堤防開削を行わ
ない半川締切による仮締切を計画する。仮締切水位の算
定は、堤防開削を行わない場合として、金子頭首工地点に
おける工事期間中（11月～２月）の過去５ヶ年の最大流量
を仮締切対象流量として不等流計算により頭首工地点水
位を算定するものとし、この水位を基に仮締切構造の検討
を行った。
　仮締切構造の検討においては、周辺の自然環境への影
響に配慮し、鋼矢板等の騒音・振動が発生する仮締切構
造を避け、大型土のう締切によるものとした。さらに、大型
土のうや土砂による進入路構築による水質悪化防止の観
点から、仮締切内の排水には沈殿槽を設置し、現況河川
水の濁度を上回る濁水が直接河川へ流出することを防止
することした。なお、濁水が水槽内で滞留する時間が短い
ことを踏まえ、濾過装置としてヤシマット等のフィルター材
設置を計画した。(図-8、図-9)
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（３）施工計画
　施工に当たっては、土木工事は現場での補修工事作業
となるが、施設機械工事については、土砂吐ゲートや取水
ゲート等の小型ゲートに対し、扉体を取り外して近傍に設
けた施工ヤードにて塗装塗替えや水密ゴムの交換を行う
こととした。これにより、塗膜除去時の飛散防止となり、河
川環境の悪化を防止することができることとなる。また、可
能な限り、土木工事と施設機械工事を分離することで、狭
隘な現場条件である当現場において、工事が錯綜すること
が無いように配慮したものである。

　7.おわりに

　頭首工については、施設の長寿命化の観点から補修・
補強による改修計画が中心となっているが、近年は国土
強靭化の観点から所要の耐震性能を確保する必要が生
じている。このような場合に、既設頭首工の構造的特徴を
把握したうえで、耐震性能を適切に把握することで、改修
工事費に大きく影響することになると考えられる。今後も、
補修・補強工事に併せて耐震補強の要否検討が必要な
事例も多くなると想定されるが、今回の設計例を活用し、
経済的な改修計画を立案する必要があると考えられる。
　さらに、既設頭首工は、既に成立した自然環境内に位置
していることから、改修工事に当たっても周辺環境への影
響を可能な限り抑制することが重要であると考えられる。

写真-5　金子頭首工土砂吐（下流側より撮影）

図-3　要素の設定例（堰柱部）
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　1.はじめに

　金子頭首工は、前歴事業である国営幌向川土地改良
事業（S47～H2）により改修・整備されたものの、整備後
約30年が経過し、経年的な劣化や水管理施設の老朽化
等が顕著なため、国営かんがい排水事業幌向川二期地
区1)（以下、「本地区」という）にてコンクリート構造物やゲ
ート設備にかかる改修工事を実施する計画である。本稿
は、基幹水利施設である金子頭首工について、長寿命化
を図るための補修・補強計画、所要の耐震性能を確保す
る耐震対策、環境との調和に配慮した施工計画等の、改
修計画にかかる設計事例を報告するものである。

　2.地区の概要

　本地区は、北海道中央部に位置し（図-1）、岩見沢市に
広がる2,059haの農業地帯において、農業用水の安定供
給及び維持管理費用の軽減を図るため、ダム、頭首工及
び用水路等の整備を行うものである。本地区では、水稲を
主体に水田の畑利用による小麦、豆類等の畑作物、たまね
ぎ、はくさい等の野菜類を組み合わせた農業経営が展開

されており、はくさいやかぼちゃ等の高収益作物の生産拡
大等による収益力向上に向けた取組を更に推進している。
　本地区内の農業用水は、国営幌向川土地改良事業（S47
～H2）等により造成された農業用用水施設により配水され
ているが、近年の水稲栽培技術や作付作物等の変化に伴
い水需要が変化している。また、地区内の農業用用水施設
の一部は、経年的な劣化や凍害によるコンクリートのひび割
れの発生、水管理施設の老朽化等により維持管理に多大な
費用を要している。このため、本地区では、水需要の変化に
対応した用水再編を行うことにより、農業用水の安定供給と
維持管理費用の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業
経営の安定に資するものとして、平成30年度に着工された。

　3.施設概要

　本地区の基幹的農業水利施設である金子頭首工は、
一級河川石狩川水系幌向川に築造されたフィクスドタイプ
の複合堰である。金子頭首工は、昭和22年に固定堰の頭
首工が築造されたとされ、その後、国営美唄土地改良事
業（S26～S57）及び国営幌向川土地改良事業（S47～
H2）により固定堰の嵩上げや取水工等の改修・整備が行
われている。また、昭和44年には河川堤防が整備されるな
ど、河川改修工事も実施されている。表-1に金子頭首工
の基本諸元を示す。

　金子頭首工は、左岸側に固定堰、右岸側に土砂吐1門
を有する構造で、左岸側は急峻な山地地形であるが、右

岸側は高水敷及び堤防からなる有堤区間となっている。
金子頭首工では、計画最大取水量Q=1.541m3/sを右岸
側の取水口より取水し、高水敷に埋設された導水暗渠か
ら取水樋門を経て堤防を横断した後、パイプラインにより
受益地へ送水されている。（写真-1）

　金子頭首工については、経年による劣化や、凍害等によ
るコンクリートのひび割れ、断面欠損、鉄筋露出、流水によ
るエプロンの摩耗・欠損、コンクリート擁壁の倒壊等といっ
た顕著な劣化が確認されているほか、ゲートや管理橋等
の施設機械設備において鋼製部材の劣化・腐食・破断と
いった状態が確認されている。このような状況を踏まえ、本
事業計画における金子頭首工改修計画は、土木施設のひ
び割れ補修・断面修復・表面被覆等の補修工事を行うと
ともに、施設機械設備の塗装塗替・部品交換・電気設備
更新を行うほか、土砂吐については耐震補強（水平プレス
トレス導入工法）が計画されている。このような事業計画に
対し、本設計においては、既往の機能診断結果に加え、新
たに実施した現地調査結果や施設管理者への聞き取り
等を基に改修計画の再検討を行うほか、土砂吐に対して
必要とされる耐震性能について整理したうえで、改めて耐
震性能照査を行って耐震補強の妥当性の検証及び対策
工法の再検討を行うことで、合理的な改修計画の策定を
図るものとした。

　4.改修計画の検討

（１）土木施設
　土木施設の改修計画は、既存資料の検討を行うととも
に、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改修計
画の再検討を行った。現地調査では、土木施設の劣化は

ひび割れや断面欠損・目地部の劣化等、部分的な劣化が
中心であることが確認されたが、かぶり不足が要因と判断
される鉄筋露出箇所も多数確認された。また、それ以外の
大きな劣化としては、下流エプロンの洗掘が挙げられ、コン
クリート部材の一部流出も確認されている。また、左岸護
岸工について、倒壊している状況にあるため、速やかに対
策を講じる必要があると判断された。
　これらの状況を踏まえ、金子頭首工土木施設の改修工
法は表-2のとおり決定した。

　堰柱や取水工については、一般的なひび割れ補修や断
面修復工により補修が可能であるが、エプロン部について
は、流水による摩耗・洗掘が顕著であるほか、部材自体が
流出しているため、パネル工法の採用も困難な状況であ
る。また、河床部の岩盤についても洗堀が進行している状
況が確認されていることから、コンクリートによる復旧を行
うこととした。（写真-2）

　また、既に倒壊している左岸護岸工についても、壁高が
３m程度で１バレルのみのため、改築することとした。
　管理橋下部工（橋台）については、アルカリ骨材反応に
よるひび割れと想定される劣化が確認された。従って、橋
台工への対策工法としては、将来的なアルカリ骨材反応
を抑制する観点から、内部の空隙を閉塞して水分を確実

に遮断することが可能なひび割れ注入工法を採用するほ
か、コンクリート躯体の劣化膨張抑制を図る観点から、表
面被覆工法の下塗りとして含浸機能を有する亜硝酸リチ
ウムを塗布する工法を採用した。（写真-3）

（２）施設機械設備
　施設機械設備の改修計画は、既存資料の検討を行うと
ともに、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改
修計画の再検討を行った。現地調査の結果、鋼材の塗膜
が劣化しているもののほか、管理橋手摺等では既に腐食・
欠損が著しい箇所も確認され、手摺の機能を果たしてい
ない箇所も確認された。また、開閉装置や水管理施設につ
いては、既に耐用年数を超過しており、部品の調達も困難
な状況となっている。これらの状況を踏まえ、金子頭首工
施設機械設備の改修工法は表-3のとおり決定した。

　金子頭首工には、土砂吐ゲート・取水ゲート・樋門ゲー
トが設置され、いずれのゲートも、扉体については塗装の
劣化が見受けられるものの、鋼材の発錆・腐食には至って
いないことから、塗装塗替により機能回復が可能と判断さ
れた。ただし、塗膜により防食された鋼構造物では定期的
な塗替塗装が必要となるが、古い塗装系では旧塗膜中に
鉛、クロム、PCB等の有害物質が含まれている場合があ

り、これらは、拡散して周囲に影響を及ぼさないように安全
に回収する必要がある。
　塗膜中に有害物質が含まれている場合には、塗膜除去
作業に伴う粉塵発生の抑制や作業場外への漏洩に特に
留意する必要がある。このことを踏まえ、既存塗膜を採取
したうえで含有量試験・溶出量試験を行った。含有量試
験・溶出量試験の結果、基準値を上回る鉛含有量・クロム
含有量・鉛溶出量が確認された。（写真-4・表-4）

　このことを踏まえ、本工事においては、塗膜除去作業時
の飛散防止を図り、有害物質を含む旧塗膜を安全かつ効
率的に確実に除去する塗膜剥離剤処理工法とし（図-2）、

環境対応型現場塗膜除去技術であるインバイロワン工法
を採用することとした。インバイロワン工法は、安全性の高
い高級アルコール系溶剤を使用して塗膜を軟化させて剥
離除去する工法である。
　また、腐食や欠損が顕著な管理橋手摺や耐用年数を超
過している開閉装置・電気設備についてはいずれも更新
する計画とした。

　5.耐震性能照査

（１）耐震性能照査の基本
　金子頭首工の耐震性能照査は、『土地改良事業計画設
計基準 設計「頭首工」』2）（以下、『設計基準』という）に準
拠して実施した。本施設は、固定堰を有する複合堰である
ため、「地震による被災の可能性が小さく、また被災した場
合でも治水上の影響が極めて小さいと考えられるもの」と
される重要度B種に該当する施設である。従って、原則レ
ベル１地震動を考慮することとなり、レベル１地震動に対
しては、「健全性を損なわない」こととされており、降伏状態
を超えるような損傷を生じないことを意味するものである。

（２）土砂吐構造の概要
　土砂吐は、土砂吐ゲートとして鋼製ローラゲート１門を
有する可動部で、堰柱構造はゲートを引き上げた状態で支
持する門柱部と、ゲート全閉時に水位を保持する堰柱部か
ら成っており、門柱部は１本柱構造、左岸堰柱部は下流方
向基部に向かって部材厚を増加させたテーパーを有する
構造となっているが、右岸堰柱は高水敷から直接土圧が作
用する抗土圧構造とするため、堰柱から張出した土留壁と
一体構造となっている。また、堰柱上部間にはコンクリート
の操作台が左右岸の堰柱と連結され、堰柱下部間には床
版が結合されており、全体でボックス構造を成している。さ
らに、操作台の上部には上屋が配置されている。（写真-5）

（３）堰柱のモデル化
　一般に、既設頭首工は築造当時の旧『設計基準』によっ
て設計されているものであり、現行の『設計基準』を基に耐
震性能照査を行うと、安全性が確保できないことがある。
ただし、新設の頭首工の設計では、安全側の配慮から必
ずしも考慮されていない構造モデル・部材の断面定数・荷
重条件等について、既設頭首工においてその効果が確実

に見込める場合には、これを考慮し、いたずらに安全側の
条件設定をすることで耐震性能を過小評価しないように
することが重要である。
　このことを踏まえ、既設土砂吐の耐震性能照査では、堰
柱構造の断面性能を忠実に再現するモデル化が重要であ
ると考え、下流方向基部に向かって部材厚を増加させたテ
ーパー構造や直接土圧が作用する土留壁、堰柱に作用す
るゲート・開閉装置重量・上屋重量等の作用荷重を適切に
考慮するものとした。そのため、構造物の骨組を構成する部
材の結合点である節点と部材の形状、質量等の要素を点と
して与えたフレームモデルによることとし、耐震性能を堰軸
方向と流心方向の２方向にについて照査することから３次
元モデルを作成するものとした。なお、モデル化に当たって
は、堰柱・頂版・床版ともに弾性梁要素としてモデル化した。
　作成するフレームモデル（要素構成）には、各要素に鉄
筋コンクリート及び配置鉄筋を反映させた物性値を考慮
することにより、レベル１地震動加震時における部材の線
形性を反映させるものとし、この特性は、剛域を除く全要
素（部材）で見込むものとした。これは、堰柱構造が堰柱部
から門柱部で急激に断面性能が変化し、どの位置の要素
が危険になるかを確認できるように配慮するためである。

　金子頭首工は、既存資料及び機能診断結果から判断
し、鉄筋コンクリートをσck=21N/mm2、使用鉄筋を丸鋼
（SR235）として物性値を設定した。
　フレームモデルは、テーパー構造を反映するため、階段
状のモデルとし、作用するゲート荷重はゲート位置を反映
できるように質量点として与えるほか、作用位置が確定して
いる開閉装置や上屋等の荷重は節点荷重として与えた。
　堰柱のモデル化については、部材の鉛直方向で断片化
し、各要素の重心位置を節点として、その連続性を示した
フレームモデルを図-4に、各要素に付随させている情報
を図化したソリッドモデルを図-5に示す。

（４）耐震性能照査
　『設計基準』によると、レベル１地震動に対する耐震性
能照査は、部材応力を弾性域に留めるため許容応力度法

により行い、部材設計では、実応力が許容応力度以下に
なるようにするとしている。この時に作用させる設計地震力
は、固有周期を考慮する震度法によるものとしている。
　金子頭首工の土砂吐は、頂版・堰柱・床版と、各々複雑
な形状になっているため、複雑な振動特性を有すると判断
される。このため、本設計においては固有値解析を行って
固有周期を算定するものとした。
　固有値解析の結果、土砂吐の固有周期は、単純な振
動特性である一次振動モードが卓越する結果となった
が、ボックス構造であるため、固有周期は比較的短い周
期となった。参考までに表-５に堰軸方向の固有値解析
結果を示す。固有値解析の結果、固有周期は、堰軸方向
でT=0.067sec、水流方向でT=0.033secとなった。
　従って、設計水平震度は、固有周期から算定される設
計水平震度の標準値に地域別補正係数を考慮して、堰軸
方向でKh=0.14、水流方向でKh=0.15となった。

（５）レベル1地震動に対する耐震性能照査
　土砂吐の耐震性能については、前述のフレームモデル
に土圧、静水圧、揚圧力や地震時土圧、地震時慣性力等
の荷重条件を見込んだ上でフレーム計算を行い、発生す
る断面力が許容応力度内であることを照査した。構造計
算の結果は、表-６に示すとおりである。
　曲げ応力度は、最大でもσs=101.74N/mm2であり、
許容応力度のσsa=210N/mm2を下回る結果となった。
また、せん断応力度も、最大でτ=0.18N/mm2であり、
τa=0.36N/mm2を下回った結果となった。このことから、

土砂吐は、レベル1地震動に対する耐震性能を有している
と判断される。（図-６、７）
　一般的な構造計算においては、安全側の観点から、この
ような構造の場合では、有効断面を矩形換算して計算す
る手法が採られることが多い。一方、既設構造物に対する
耐震性能照査では、既存の施設の断面性能を適切に判
断することが重要になるため、複雑な構造形状を反映した
フレームモデルを作成して耐震性能照査を行うことによ
り、適切に耐震性能を評価できたものと考えられる。

（６）耐震補強工法の必要性について
　以上の検討結果より、土砂吐については耐震補強工法
が不要と判断した。このことにより、大幅なコスト縮減が可
能となった。

　6.施工計画

（１）工事期間
　工事期間は、非出水期の11月から２月までの４ヶ月間と
した。

（２）仮設計画
　仮締切計画は、既設頭首工の補修・補強工事であるこ
とから、既存施設への影響が生じない計画とする必要が
ある。本工事は、治水上の影響に配慮し、堤防開削を行わ
ない半川締切による仮締切を計画する。仮締切水位の算
定は、堤防開削を行わない場合として、金子頭首工地点に
おける工事期間中（11月～２月）の過去５ヶ年の最大流量
を仮締切対象流量として不等流計算により頭首工地点水
位を算定するものとし、この水位を基に仮締切構造の検討
を行った。
　仮締切構造の検討においては、周辺の自然環境への影
響に配慮し、鋼矢板等の騒音・振動が発生する仮締切構
造を避け、大型土のう締切によるものとした。さらに、大型
土のうや土砂による進入路構築による水質悪化防止の観
点から、仮締切内の排水には沈殿槽を設置し、現況河川
水の濁度を上回る濁水が直接河川へ流出することを防止
することした。なお、濁水が水槽内で滞留する時間が短い
ことを踏まえ、濾過装置としてヤシマット等のフィルター材
設置を計画した。(図-8、図-9)
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（３）施工計画
　施工に当たっては、土木工事は現場での補修工事作業
となるが、施設機械工事については、土砂吐ゲートや取水
ゲート等の小型ゲートに対し、扉体を取り外して近傍に設
けた施工ヤードにて塗装塗替えや水密ゴムの交換を行う
こととした。これにより、塗膜除去時の飛散防止となり、河
川環境の悪化を防止することができることとなる。また、可
能な限り、土木工事と施設機械工事を分離することで、狭
隘な現場条件である当現場において、工事が錯綜すること
が無いように配慮したものである。

　7.おわりに

　頭首工については、施設の長寿命化の観点から補修・
補強による改修計画が中心となっているが、近年は国土
強靭化の観点から所要の耐震性能を確保する必要が生
じている。このような場合に、既設頭首工の構造的特徴を
把握したうえで、耐震性能を適切に把握することで、改修
工事費に大きく影響することになると考えられる。今後も、
補修・補強工事に併せて耐震補強の要否検討が必要な
事例も多くなると想定されるが、今回の設計例を活用し、
経済的な改修計画を立案する必要があると考えられる。
　さらに、既設頭首工は、既に成立した自然環境内に位置
していることから、改修工事に当たっても周辺環境への影
響を可能な限り抑制することが重要であると考えられる。

表-5　固有値解析結果（堰軸方向）

図-4　土砂吐フレームモデル

図-5　土砂吐のソリッドモデル
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　1.はじめに

　金子頭首工は、前歴事業である国営幌向川土地改良
事業（S47～H2）により改修・整備されたものの、整備後
約30年が経過し、経年的な劣化や水管理施設の老朽化
等が顕著なため、国営かんがい排水事業幌向川二期地
区1)（以下、「本地区」という）にてコンクリート構造物やゲ
ート設備にかかる改修工事を実施する計画である。本稿
は、基幹水利施設である金子頭首工について、長寿命化
を図るための補修・補強計画、所要の耐震性能を確保す
る耐震対策、環境との調和に配慮した施工計画等の、改
修計画にかかる設計事例を報告するものである。

　2.地区の概要

　本地区は、北海道中央部に位置し（図-1）、岩見沢市に
広がる2,059haの農業地帯において、農業用水の安定供
給及び維持管理費用の軽減を図るため、ダム、頭首工及
び用水路等の整備を行うものである。本地区では、水稲を
主体に水田の畑利用による小麦、豆類等の畑作物、たまね
ぎ、はくさい等の野菜類を組み合わせた農業経営が展開

されており、はくさいやかぼちゃ等の高収益作物の生産拡
大等による収益力向上に向けた取組を更に推進している。
　本地区内の農業用水は、国営幌向川土地改良事業（S47
～H2）等により造成された農業用用水施設により配水され
ているが、近年の水稲栽培技術や作付作物等の変化に伴
い水需要が変化している。また、地区内の農業用用水施設
の一部は、経年的な劣化や凍害によるコンクリートのひび割
れの発生、水管理施設の老朽化等により維持管理に多大な
費用を要している。このため、本地区では、水需要の変化に
対応した用水再編を行うことにより、農業用水の安定供給と
維持管理費用の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業
経営の安定に資するものとして、平成30年度に着工された。

　3.施設概要

　本地区の基幹的農業水利施設である金子頭首工は、
一級河川石狩川水系幌向川に築造されたフィクスドタイプ
の複合堰である。金子頭首工は、昭和22年に固定堰の頭
首工が築造されたとされ、その後、国営美唄土地改良事
業（S26～S57）及び国営幌向川土地改良事業（S47～
H2）により固定堰の嵩上げや取水工等の改修・整備が行
われている。また、昭和44年には河川堤防が整備されるな
ど、河川改修工事も実施されている。表-1に金子頭首工
の基本諸元を示す。

　金子頭首工は、左岸側に固定堰、右岸側に土砂吐1門
を有する構造で、左岸側は急峻な山地地形であるが、右

岸側は高水敷及び堤防からなる有堤区間となっている。
金子頭首工では、計画最大取水量Q=1.541m3/sを右岸
側の取水口より取水し、高水敷に埋設された導水暗渠か
ら取水樋門を経て堤防を横断した後、パイプラインにより
受益地へ送水されている。（写真-1）

　金子頭首工については、経年による劣化や、凍害等によ
るコンクリートのひび割れ、断面欠損、鉄筋露出、流水によ
るエプロンの摩耗・欠損、コンクリート擁壁の倒壊等といっ
た顕著な劣化が確認されているほか、ゲートや管理橋等
の施設機械設備において鋼製部材の劣化・腐食・破断と
いった状態が確認されている。このような状況を踏まえ、本
事業計画における金子頭首工改修計画は、土木施設のひ
び割れ補修・断面修復・表面被覆等の補修工事を行うと
ともに、施設機械設備の塗装塗替・部品交換・電気設備
更新を行うほか、土砂吐については耐震補強（水平プレス
トレス導入工法）が計画されている。このような事業計画に
対し、本設計においては、既往の機能診断結果に加え、新
たに実施した現地調査結果や施設管理者への聞き取り
等を基に改修計画の再検討を行うほか、土砂吐に対して
必要とされる耐震性能について整理したうえで、改めて耐
震性能照査を行って耐震補強の妥当性の検証及び対策
工法の再検討を行うことで、合理的な改修計画の策定を
図るものとした。

　4.改修計画の検討

（１）土木施設
　土木施設の改修計画は、既存資料の検討を行うととも
に、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改修計
画の再検討を行った。現地調査では、土木施設の劣化は

ひび割れや断面欠損・目地部の劣化等、部分的な劣化が
中心であることが確認されたが、かぶり不足が要因と判断
される鉄筋露出箇所も多数確認された。また、それ以外の
大きな劣化としては、下流エプロンの洗掘が挙げられ、コン
クリート部材の一部流出も確認されている。また、左岸護
岸工について、倒壊している状況にあるため、速やかに対
策を講じる必要があると判断された。
　これらの状況を踏まえ、金子頭首工土木施設の改修工
法は表-2のとおり決定した。

　堰柱や取水工については、一般的なひび割れ補修や断
面修復工により補修が可能であるが、エプロン部について
は、流水による摩耗・洗掘が顕著であるほか、部材自体が
流出しているため、パネル工法の採用も困難な状況であ
る。また、河床部の岩盤についても洗堀が進行している状
況が確認されていることから、コンクリートによる復旧を行
うこととした。（写真-2）

　また、既に倒壊している左岸護岸工についても、壁高が
３m程度で１バレルのみのため、改築することとした。
　管理橋下部工（橋台）については、アルカリ骨材反応に
よるひび割れと想定される劣化が確認された。従って、橋
台工への対策工法としては、将来的なアルカリ骨材反応
を抑制する観点から、内部の空隙を閉塞して水分を確実

に遮断することが可能なひび割れ注入工法を採用するほ
か、コンクリート躯体の劣化膨張抑制を図る観点から、表
面被覆工法の下塗りとして含浸機能を有する亜硝酸リチ
ウムを塗布する工法を採用した。（写真-3）

（２）施設機械設備
　施設機械設備の改修計画は、既存資料の検討を行うと
ともに、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改
修計画の再検討を行った。現地調査の結果、鋼材の塗膜
が劣化しているもののほか、管理橋手摺等では既に腐食・
欠損が著しい箇所も確認され、手摺の機能を果たしてい
ない箇所も確認された。また、開閉装置や水管理施設につ
いては、既に耐用年数を超過しており、部品の調達も困難
な状況となっている。これらの状況を踏まえ、金子頭首工
施設機械設備の改修工法は表-3のとおり決定した。

　金子頭首工には、土砂吐ゲート・取水ゲート・樋門ゲー
トが設置され、いずれのゲートも、扉体については塗装の
劣化が見受けられるものの、鋼材の発錆・腐食には至って
いないことから、塗装塗替により機能回復が可能と判断さ
れた。ただし、塗膜により防食された鋼構造物では定期的
な塗替塗装が必要となるが、古い塗装系では旧塗膜中に
鉛、クロム、PCB等の有害物質が含まれている場合があ

り、これらは、拡散して周囲に影響を及ぼさないように安全
に回収する必要がある。
　塗膜中に有害物質が含まれている場合には、塗膜除去
作業に伴う粉塵発生の抑制や作業場外への漏洩に特に
留意する必要がある。このことを踏まえ、既存塗膜を採取
したうえで含有量試験・溶出量試験を行った。含有量試
験・溶出量試験の結果、基準値を上回る鉛含有量・クロム
含有量・鉛溶出量が確認された。（写真-4・表-4）

　このことを踏まえ、本工事においては、塗膜除去作業時
の飛散防止を図り、有害物質を含む旧塗膜を安全かつ効
率的に確実に除去する塗膜剥離剤処理工法とし（図-2）、

環境対応型現場塗膜除去技術であるインバイロワン工法
を採用することとした。インバイロワン工法は、安全性の高
い高級アルコール系溶剤を使用して塗膜を軟化させて剥
離除去する工法である。
　また、腐食や欠損が顕著な管理橋手摺や耐用年数を超
過している開閉装置・電気設備についてはいずれも更新
する計画とした。

　5.耐震性能照査

（１）耐震性能照査の基本
　金子頭首工の耐震性能照査は、『土地改良事業計画設
計基準 設計「頭首工」』2）（以下、『設計基準』という）に準
拠して実施した。本施設は、固定堰を有する複合堰である
ため、「地震による被災の可能性が小さく、また被災した場
合でも治水上の影響が極めて小さいと考えられるもの」と
される重要度B種に該当する施設である。従って、原則レ
ベル１地震動を考慮することとなり、レベル１地震動に対
しては、「健全性を損なわない」こととされており、降伏状態
を超えるような損傷を生じないことを意味するものである。

（２）土砂吐構造の概要
　土砂吐は、土砂吐ゲートとして鋼製ローラゲート１門を
有する可動部で、堰柱構造はゲートを引き上げた状態で支
持する門柱部と、ゲート全閉時に水位を保持する堰柱部か
ら成っており、門柱部は１本柱構造、左岸堰柱部は下流方
向基部に向かって部材厚を増加させたテーパーを有する
構造となっているが、右岸堰柱は高水敷から直接土圧が作
用する抗土圧構造とするため、堰柱から張出した土留壁と
一体構造となっている。また、堰柱上部間にはコンクリート
の操作台が左右岸の堰柱と連結され、堰柱下部間には床
版が結合されており、全体でボックス構造を成している。さ
らに、操作台の上部には上屋が配置されている。（写真-5）

（３）堰柱のモデル化
　一般に、既設頭首工は築造当時の旧『設計基準』によっ
て設計されているものであり、現行の『設計基準』を基に耐
震性能照査を行うと、安全性が確保できないことがある。
ただし、新設の頭首工の設計では、安全側の配慮から必
ずしも考慮されていない構造モデル・部材の断面定数・荷
重条件等について、既設頭首工においてその効果が確実

に見込める場合には、これを考慮し、いたずらに安全側の
条件設定をすることで耐震性能を過小評価しないように
することが重要である。
　このことを踏まえ、既設土砂吐の耐震性能照査では、堰
柱構造の断面性能を忠実に再現するモデル化が重要であ
ると考え、下流方向基部に向かって部材厚を増加させたテ
ーパー構造や直接土圧が作用する土留壁、堰柱に作用す
るゲート・開閉装置重量・上屋重量等の作用荷重を適切に
考慮するものとした。そのため、構造物の骨組を構成する部
材の結合点である節点と部材の形状、質量等の要素を点と
して与えたフレームモデルによることとし、耐震性能を堰軸
方向と流心方向の２方向にについて照査することから３次
元モデルを作成するものとした。なお、モデル化に当たって
は、堰柱・頂版・床版ともに弾性梁要素としてモデル化した。
　作成するフレームモデル（要素構成）には、各要素に鉄
筋コンクリート及び配置鉄筋を反映させた物性値を考慮
することにより、レベル１地震動加震時における部材の線
形性を反映させるものとし、この特性は、剛域を除く全要
素（部材）で見込むものとした。これは、堰柱構造が堰柱部
から門柱部で急激に断面性能が変化し、どの位置の要素
が危険になるかを確認できるように配慮するためである。

　金子頭首工は、既存資料及び機能診断結果から判断
し、鉄筋コンクリートをσck=21N/mm2、使用鉄筋を丸鋼
（SR235）として物性値を設定した。
　フレームモデルは、テーパー構造を反映するため、階段
状のモデルとし、作用するゲート荷重はゲート位置を反映
できるように質量点として与えるほか、作用位置が確定して
いる開閉装置や上屋等の荷重は節点荷重として与えた。
　堰柱のモデル化については、部材の鉛直方向で断片化
し、各要素の重心位置を節点として、その連続性を示した
フレームモデルを図-4に、各要素に付随させている情報
を図化したソリッドモデルを図-5に示す。

（４）耐震性能照査
　『設計基準』によると、レベル１地震動に対する耐震性
能照査は、部材応力を弾性域に留めるため許容応力度法

により行い、部材設計では、実応力が許容応力度以下に
なるようにするとしている。この時に作用させる設計地震力
は、固有周期を考慮する震度法によるものとしている。
　金子頭首工の土砂吐は、頂版・堰柱・床版と、各々複雑
な形状になっているため、複雑な振動特性を有すると判断
される。このため、本設計においては固有値解析を行って
固有周期を算定するものとした。
　固有値解析の結果、土砂吐の固有周期は、単純な振
動特性である一次振動モードが卓越する結果となった
が、ボックス構造であるため、固有周期は比較的短い周
期となった。参考までに表-５に堰軸方向の固有値解析
結果を示す。固有値解析の結果、固有周期は、堰軸方向
でT=0.067sec、水流方向でT=0.033secとなった。
　従って、設計水平震度は、固有周期から算定される設
計水平震度の標準値に地域別補正係数を考慮して、堰軸
方向でKh=0.14、水流方向でKh=0.15となった。

（５）レベル1地震動に対する耐震性能照査
　土砂吐の耐震性能については、前述のフレームモデル
に土圧、静水圧、揚圧力や地震時土圧、地震時慣性力等
の荷重条件を見込んだ上でフレーム計算を行い、発生す
る断面力が許容応力度内であることを照査した。構造計
算の結果は、表-６に示すとおりである。
　曲げ応力度は、最大でもσs=101.74N/mm2であり、
許容応力度のσsa=210N/mm2を下回る結果となった。
また、せん断応力度も、最大でτ=0.18N/mm2であり、
τa=0.36N/mm2を下回った結果となった。このことから、

土砂吐は、レベル1地震動に対する耐震性能を有している
と判断される。（図-６、７）
　一般的な構造計算においては、安全側の観点から、この
ような構造の場合では、有効断面を矩形換算して計算す
る手法が採られることが多い。一方、既設構造物に対する
耐震性能照査では、既存の施設の断面性能を適切に判
断することが重要になるため、複雑な構造形状を反映した
フレームモデルを作成して耐震性能照査を行うことによ
り、適切に耐震性能を評価できたものと考えられる。

（６）耐震補強工法の必要性について
　以上の検討結果より、土砂吐については耐震補強工法
が不要と判断した。このことにより、大幅なコスト縮減が可
能となった。

　6.施工計画

（１）工事期間
　工事期間は、非出水期の11月から２月までの４ヶ月間と
した。

（２）仮設計画
　仮締切計画は、既設頭首工の補修・補強工事であるこ
とから、既存施設への影響が生じない計画とする必要が
ある。本工事は、治水上の影響に配慮し、堤防開削を行わ
ない半川締切による仮締切を計画する。仮締切水位の算
定は、堤防開削を行わない場合として、金子頭首工地点に
おける工事期間中（11月～２月）の過去５ヶ年の最大流量
を仮締切対象流量として不等流計算により頭首工地点水
位を算定するものとし、この水位を基に仮締切構造の検討
を行った。
　仮締切構造の検討においては、周辺の自然環境への影
響に配慮し、鋼矢板等の騒音・振動が発生する仮締切構
造を避け、大型土のう締切によるものとした。さらに、大型
土のうや土砂による進入路構築による水質悪化防止の観
点から、仮締切内の排水には沈殿槽を設置し、現況河川
水の濁度を上回る濁水が直接河川へ流出することを防止
することした。なお、濁水が水槽内で滞留する時間が短い
ことを踏まえ、濾過装置としてヤシマット等のフィルター材
設置を計画した。(図-8、図-9)
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（３）施工計画
　施工に当たっては、土木工事は現場での補修工事作業
となるが、施設機械工事については、土砂吐ゲートや取水
ゲート等の小型ゲートに対し、扉体を取り外して近傍に設
けた施工ヤードにて塗装塗替えや水密ゴムの交換を行う
こととした。これにより、塗膜除去時の飛散防止となり、河
川環境の悪化を防止することができることとなる。また、可
能な限り、土木工事と施設機械工事を分離することで、狭
隘な現場条件である当現場において、工事が錯綜すること
が無いように配慮したものである。

　7.おわりに

　頭首工については、施設の長寿命化の観点から補修・
補強による改修計画が中心となっているが、近年は国土
強靭化の観点から所要の耐震性能を確保する必要が生
じている。このような場合に、既設頭首工の構造的特徴を
把握したうえで、耐震性能を適切に把握することで、改修
工事費に大きく影響することになると考えられる。今後も、
補修・補強工事に併せて耐震補強の要否検討が必要な
事例も多くなると想定されるが、今回の設計例を活用し、
経済的な改修計画を立案する必要があると考えられる。
　さらに、既設頭首工は、既に成立した自然環境内に位置
していることから、改修工事に当たっても周辺環境への影
響を可能な限り抑制することが重要であると考えられる。

表-6　耐震性能照査結果

図-6　曲げモーメント図

図-7　せん断力図
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　1.はじめに

　金子頭首工は、前歴事業である国営幌向川土地改良
事業（S47～H2）により改修・整備されたものの、整備後
約30年が経過し、経年的な劣化や水管理施設の老朽化
等が顕著なため、国営かんがい排水事業幌向川二期地
区1)（以下、「本地区」という）にてコンクリート構造物やゲ
ート設備にかかる改修工事を実施する計画である。本稿
は、基幹水利施設である金子頭首工について、長寿命化
を図るための補修・補強計画、所要の耐震性能を確保す
る耐震対策、環境との調和に配慮した施工計画等の、改
修計画にかかる設計事例を報告するものである。

　2.地区の概要

　本地区は、北海道中央部に位置し（図-1）、岩見沢市に
広がる2,059haの農業地帯において、農業用水の安定供
給及び維持管理費用の軽減を図るため、ダム、頭首工及
び用水路等の整備を行うものである。本地区では、水稲を
主体に水田の畑利用による小麦、豆類等の畑作物、たまね
ぎ、はくさい等の野菜類を組み合わせた農業経営が展開

されており、はくさいやかぼちゃ等の高収益作物の生産拡
大等による収益力向上に向けた取組を更に推進している。
　本地区内の農業用水は、国営幌向川土地改良事業（S47
～H2）等により造成された農業用用水施設により配水され
ているが、近年の水稲栽培技術や作付作物等の変化に伴
い水需要が変化している。また、地区内の農業用用水施設
の一部は、経年的な劣化や凍害によるコンクリートのひび割
れの発生、水管理施設の老朽化等により維持管理に多大な
費用を要している。このため、本地区では、水需要の変化に
対応した用水再編を行うことにより、農業用水の安定供給と
維持管理費用の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業
経営の安定に資するものとして、平成30年度に着工された。

　3.施設概要

　本地区の基幹的農業水利施設である金子頭首工は、
一級河川石狩川水系幌向川に築造されたフィクスドタイプ
の複合堰である。金子頭首工は、昭和22年に固定堰の頭
首工が築造されたとされ、その後、国営美唄土地改良事
業（S26～S57）及び国営幌向川土地改良事業（S47～
H2）により固定堰の嵩上げや取水工等の改修・整備が行
われている。また、昭和44年には河川堤防が整備されるな
ど、河川改修工事も実施されている。表-1に金子頭首工
の基本諸元を示す。

　金子頭首工は、左岸側に固定堰、右岸側に土砂吐1門
を有する構造で、左岸側は急峻な山地地形であるが、右

岸側は高水敷及び堤防からなる有堤区間となっている。
金子頭首工では、計画最大取水量Q=1.541m3/sを右岸
側の取水口より取水し、高水敷に埋設された導水暗渠か
ら取水樋門を経て堤防を横断した後、パイプラインにより
受益地へ送水されている。（写真-1）

　金子頭首工については、経年による劣化や、凍害等によ
るコンクリートのひび割れ、断面欠損、鉄筋露出、流水によ
るエプロンの摩耗・欠損、コンクリート擁壁の倒壊等といっ
た顕著な劣化が確認されているほか、ゲートや管理橋等
の施設機械設備において鋼製部材の劣化・腐食・破断と
いった状態が確認されている。このような状況を踏まえ、本
事業計画における金子頭首工改修計画は、土木施設のひ
び割れ補修・断面修復・表面被覆等の補修工事を行うと
ともに、施設機械設備の塗装塗替・部品交換・電気設備
更新を行うほか、土砂吐については耐震補強（水平プレス
トレス導入工法）が計画されている。このような事業計画に
対し、本設計においては、既往の機能診断結果に加え、新
たに実施した現地調査結果や施設管理者への聞き取り
等を基に改修計画の再検討を行うほか、土砂吐に対して
必要とされる耐震性能について整理したうえで、改めて耐
震性能照査を行って耐震補強の妥当性の検証及び対策
工法の再検討を行うことで、合理的な改修計画の策定を
図るものとした。

　4.改修計画の検討

（１）土木施設
　土木施設の改修計画は、既存資料の検討を行うととも
に、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改修計
画の再検討を行った。現地調査では、土木施設の劣化は

ひび割れや断面欠損・目地部の劣化等、部分的な劣化が
中心であることが確認されたが、かぶり不足が要因と判断
される鉄筋露出箇所も多数確認された。また、それ以外の
大きな劣化としては、下流エプロンの洗掘が挙げられ、コン
クリート部材の一部流出も確認されている。また、左岸護
岸工について、倒壊している状況にあるため、速やかに対
策を講じる必要があると判断された。
　これらの状況を踏まえ、金子頭首工土木施設の改修工
法は表-2のとおり決定した。

　堰柱や取水工については、一般的なひび割れ補修や断
面修復工により補修が可能であるが、エプロン部について
は、流水による摩耗・洗掘が顕著であるほか、部材自体が
流出しているため、パネル工法の採用も困難な状況であ
る。また、河床部の岩盤についても洗堀が進行している状
況が確認されていることから、コンクリートによる復旧を行
うこととした。（写真-2）

　また、既に倒壊している左岸護岸工についても、壁高が
３m程度で１バレルのみのため、改築することとした。
　管理橋下部工（橋台）については、アルカリ骨材反応に
よるひび割れと想定される劣化が確認された。従って、橋
台工への対策工法としては、将来的なアルカリ骨材反応
を抑制する観点から、内部の空隙を閉塞して水分を確実

に遮断することが可能なひび割れ注入工法を採用するほ
か、コンクリート躯体の劣化膨張抑制を図る観点から、表
面被覆工法の下塗りとして含浸機能を有する亜硝酸リチ
ウムを塗布する工法を採用した。（写真-3）

（２）施設機械設備
　施設機械設備の改修計画は、既存資料の検討を行うと
ともに、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改
修計画の再検討を行った。現地調査の結果、鋼材の塗膜
が劣化しているもののほか、管理橋手摺等では既に腐食・
欠損が著しい箇所も確認され、手摺の機能を果たしてい
ない箇所も確認された。また、開閉装置や水管理施設につ
いては、既に耐用年数を超過しており、部品の調達も困難
な状況となっている。これらの状況を踏まえ、金子頭首工
施設機械設備の改修工法は表-3のとおり決定した。

　金子頭首工には、土砂吐ゲート・取水ゲート・樋門ゲー
トが設置され、いずれのゲートも、扉体については塗装の
劣化が見受けられるものの、鋼材の発錆・腐食には至って
いないことから、塗装塗替により機能回復が可能と判断さ
れた。ただし、塗膜により防食された鋼構造物では定期的
な塗替塗装が必要となるが、古い塗装系では旧塗膜中に
鉛、クロム、PCB等の有害物質が含まれている場合があ

り、これらは、拡散して周囲に影響を及ぼさないように安全
に回収する必要がある。
　塗膜中に有害物質が含まれている場合には、塗膜除去
作業に伴う粉塵発生の抑制や作業場外への漏洩に特に
留意する必要がある。このことを踏まえ、既存塗膜を採取
したうえで含有量試験・溶出量試験を行った。含有量試
験・溶出量試験の結果、基準値を上回る鉛含有量・クロム
含有量・鉛溶出量が確認された。（写真-4・表-4）

　このことを踏まえ、本工事においては、塗膜除去作業時
の飛散防止を図り、有害物質を含む旧塗膜を安全かつ効
率的に確実に除去する塗膜剥離剤処理工法とし（図-2）、

環境対応型現場塗膜除去技術であるインバイロワン工法
を採用することとした。インバイロワン工法は、安全性の高
い高級アルコール系溶剤を使用して塗膜を軟化させて剥
離除去する工法である。
　また、腐食や欠損が顕著な管理橋手摺や耐用年数を超
過している開閉装置・電気設備についてはいずれも更新
する計画とした。

　5.耐震性能照査

（１）耐震性能照査の基本
　金子頭首工の耐震性能照査は、『土地改良事業計画設
計基準 設計「頭首工」』2）（以下、『設計基準』という）に準
拠して実施した。本施設は、固定堰を有する複合堰である
ため、「地震による被災の可能性が小さく、また被災した場
合でも治水上の影響が極めて小さいと考えられるもの」と
される重要度B種に該当する施設である。従って、原則レ
ベル１地震動を考慮することとなり、レベル１地震動に対
しては、「健全性を損なわない」こととされており、降伏状態
を超えるような損傷を生じないことを意味するものである。

（２）土砂吐構造の概要
　土砂吐は、土砂吐ゲートとして鋼製ローラゲート１門を
有する可動部で、堰柱構造はゲートを引き上げた状態で支
持する門柱部と、ゲート全閉時に水位を保持する堰柱部か
ら成っており、門柱部は１本柱構造、左岸堰柱部は下流方
向基部に向かって部材厚を増加させたテーパーを有する
構造となっているが、右岸堰柱は高水敷から直接土圧が作
用する抗土圧構造とするため、堰柱から張出した土留壁と
一体構造となっている。また、堰柱上部間にはコンクリート
の操作台が左右岸の堰柱と連結され、堰柱下部間には床
版が結合されており、全体でボックス構造を成している。さ
らに、操作台の上部には上屋が配置されている。（写真-5）

（３）堰柱のモデル化
　一般に、既設頭首工は築造当時の旧『設計基準』によっ
て設計されているものであり、現行の『設計基準』を基に耐
震性能照査を行うと、安全性が確保できないことがある。
ただし、新設の頭首工の設計では、安全側の配慮から必
ずしも考慮されていない構造モデル・部材の断面定数・荷
重条件等について、既設頭首工においてその効果が確実

に見込める場合には、これを考慮し、いたずらに安全側の
条件設定をすることで耐震性能を過小評価しないように
することが重要である。
　このことを踏まえ、既設土砂吐の耐震性能照査では、堰
柱構造の断面性能を忠実に再現するモデル化が重要であ
ると考え、下流方向基部に向かって部材厚を増加させたテ
ーパー構造や直接土圧が作用する土留壁、堰柱に作用す
るゲート・開閉装置重量・上屋重量等の作用荷重を適切に
考慮するものとした。そのため、構造物の骨組を構成する部
材の結合点である節点と部材の形状、質量等の要素を点と
して与えたフレームモデルによることとし、耐震性能を堰軸
方向と流心方向の２方向にについて照査することから３次
元モデルを作成するものとした。なお、モデル化に当たって
は、堰柱・頂版・床版ともに弾性梁要素としてモデル化した。
　作成するフレームモデル（要素構成）には、各要素に鉄
筋コンクリート及び配置鉄筋を反映させた物性値を考慮
することにより、レベル１地震動加震時における部材の線
形性を反映させるものとし、この特性は、剛域を除く全要
素（部材）で見込むものとした。これは、堰柱構造が堰柱部
から門柱部で急激に断面性能が変化し、どの位置の要素
が危険になるかを確認できるように配慮するためである。

　金子頭首工は、既存資料及び機能診断結果から判断
し、鉄筋コンクリートをσck=21N/mm2、使用鉄筋を丸鋼
（SR235）として物性値を設定した。
　フレームモデルは、テーパー構造を反映するため、階段
状のモデルとし、作用するゲート荷重はゲート位置を反映
できるように質量点として与えるほか、作用位置が確定して
いる開閉装置や上屋等の荷重は節点荷重として与えた。
　堰柱のモデル化については、部材の鉛直方向で断片化
し、各要素の重心位置を節点として、その連続性を示した
フレームモデルを図-4に、各要素に付随させている情報
を図化したソリッドモデルを図-5に示す。

（４）耐震性能照査
　『設計基準』によると、レベル１地震動に対する耐震性
能照査は、部材応力を弾性域に留めるため許容応力度法

により行い、部材設計では、実応力が許容応力度以下に
なるようにするとしている。この時に作用させる設計地震力
は、固有周期を考慮する震度法によるものとしている。
　金子頭首工の土砂吐は、頂版・堰柱・床版と、各々複雑
な形状になっているため、複雑な振動特性を有すると判断
される。このため、本設計においては固有値解析を行って
固有周期を算定するものとした。
　固有値解析の結果、土砂吐の固有周期は、単純な振
動特性である一次振動モードが卓越する結果となった
が、ボックス構造であるため、固有周期は比較的短い周
期となった。参考までに表-５に堰軸方向の固有値解析
結果を示す。固有値解析の結果、固有周期は、堰軸方向
でT=0.067sec、水流方向でT=0.033secとなった。
　従って、設計水平震度は、固有周期から算定される設
計水平震度の標準値に地域別補正係数を考慮して、堰軸
方向でKh=0.14、水流方向でKh=0.15となった。

（５）レベル1地震動に対する耐震性能照査
　土砂吐の耐震性能については、前述のフレームモデル
に土圧、静水圧、揚圧力や地震時土圧、地震時慣性力等
の荷重条件を見込んだ上でフレーム計算を行い、発生す
る断面力が許容応力度内であることを照査した。構造計
算の結果は、表-６に示すとおりである。
　曲げ応力度は、最大でもσs=101.74N/mm2であり、
許容応力度のσsa=210N/mm2を下回る結果となった。
また、せん断応力度も、最大でτ=0.18N/mm2であり、
τa=0.36N/mm2を下回った結果となった。このことから、

土砂吐は、レベル1地震動に対する耐震性能を有している
と判断される。（図-６、７）
　一般的な構造計算においては、安全側の観点から、この
ような構造の場合では、有効断面を矩形換算して計算す
る手法が採られることが多い。一方、既設構造物に対する
耐震性能照査では、既存の施設の断面性能を適切に判
断することが重要になるため、複雑な構造形状を反映した
フレームモデルを作成して耐震性能照査を行うことによ
り、適切に耐震性能を評価できたものと考えられる。

（６）耐震補強工法の必要性について
　以上の検討結果より、土砂吐については耐震補強工法
が不要と判断した。このことにより、大幅なコスト縮減が可
能となった。

　6.施工計画

（１）工事期間
　工事期間は、非出水期の11月から２月までの４ヶ月間と
した。

（２）仮設計画
　仮締切計画は、既設頭首工の補修・補強工事であるこ
とから、既存施設への影響が生じない計画とする必要が
ある。本工事は、治水上の影響に配慮し、堤防開削を行わ
ない半川締切による仮締切を計画する。仮締切水位の算
定は、堤防開削を行わない場合として、金子頭首工地点に
おける工事期間中（11月～２月）の過去５ヶ年の最大流量
を仮締切対象流量として不等流計算により頭首工地点水
位を算定するものとし、この水位を基に仮締切構造の検討
を行った。
　仮締切構造の検討においては、周辺の自然環境への影
響に配慮し、鋼矢板等の騒音・振動が発生する仮締切構
造を避け、大型土のう締切によるものとした。さらに、大型
土のうや土砂による進入路構築による水質悪化防止の観
点から、仮締切内の排水には沈殿槽を設置し、現況河川
水の濁度を上回る濁水が直接河川へ流出することを防止
することした。なお、濁水が水槽内で滞留する時間が短い
ことを踏まえ、濾過装置としてヤシマット等のフィルター材
設置を計画した。(図-8、図-9)
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（３）施工計画
　施工に当たっては、土木工事は現場での補修工事作業
となるが、施設機械工事については、土砂吐ゲートや取水
ゲート等の小型ゲートに対し、扉体を取り外して近傍に設
けた施工ヤードにて塗装塗替えや水密ゴムの交換を行う
こととした。これにより、塗膜除去時の飛散防止となり、河
川環境の悪化を防止することができることとなる。また、可
能な限り、土木工事と施設機械工事を分離することで、狭
隘な現場条件である当現場において、工事が錯綜すること
が無いように配慮したものである。

　7.おわりに

　頭首工については、施設の長寿命化の観点から補修・
補強による改修計画が中心となっているが、近年は国土
強靭化の観点から所要の耐震性能を確保する必要が生
じている。このような場合に、既設頭首工の構造的特徴を
把握したうえで、耐震性能を適切に把握することで、改修
工事費に大きく影響することになると考えられる。今後も、
補修・補強工事に併せて耐震補強の要否検討が必要な
事例も多くなると想定されるが、今回の設計例を活用し、
経済的な改修計画を立案する必要があると考えられる。
　さらに、既設頭首工は、既に成立した自然環境内に位置
していることから、改修工事に当たっても周辺環境への影
響を可能な限り抑制することが重要であると考えられる。

図-8　第1期仮設計画

図-9　第2期仮設計画
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　1.はじめに

　金子頭首工は、前歴事業である国営幌向川土地改良
事業（S47～H2）により改修・整備されたものの、整備後
約30年が経過し、経年的な劣化や水管理施設の老朽化
等が顕著なため、国営かんがい排水事業幌向川二期地
区1)（以下、「本地区」という）にてコンクリート構造物やゲ
ート設備にかかる改修工事を実施する計画である。本稿
は、基幹水利施設である金子頭首工について、長寿命化
を図るための補修・補強計画、所要の耐震性能を確保す
る耐震対策、環境との調和に配慮した施工計画等の、改
修計画にかかる設計事例を報告するものである。

　2.地区の概要

　本地区は、北海道中央部に位置し（図-1）、岩見沢市に
広がる2,059haの農業地帯において、農業用水の安定供
給及び維持管理費用の軽減を図るため、ダム、頭首工及
び用水路等の整備を行うものである。本地区では、水稲を
主体に水田の畑利用による小麦、豆類等の畑作物、たまね
ぎ、はくさい等の野菜類を組み合わせた農業経営が展開

されており、はくさいやかぼちゃ等の高収益作物の生産拡
大等による収益力向上に向けた取組を更に推進している。
　本地区内の農業用水は、国営幌向川土地改良事業（S47
～H2）等により造成された農業用用水施設により配水され
ているが、近年の水稲栽培技術や作付作物等の変化に伴
い水需要が変化している。また、地区内の農業用用水施設
の一部は、経年的な劣化や凍害によるコンクリートのひび割
れの発生、水管理施設の老朽化等により維持管理に多大な
費用を要している。このため、本地区では、水需要の変化に
対応した用水再編を行うことにより、農業用水の安定供給と
維持管理費用の軽減を図り、農業生産性の向上及び農業
経営の安定に資するものとして、平成30年度に着工された。

　3.施設概要

　本地区の基幹的農業水利施設である金子頭首工は、
一級河川石狩川水系幌向川に築造されたフィクスドタイプ
の複合堰である。金子頭首工は、昭和22年に固定堰の頭
首工が築造されたとされ、その後、国営美唄土地改良事
業（S26～S57）及び国営幌向川土地改良事業（S47～
H2）により固定堰の嵩上げや取水工等の改修・整備が行
われている。また、昭和44年には河川堤防が整備されるな
ど、河川改修工事も実施されている。表-1に金子頭首工
の基本諸元を示す。

　金子頭首工は、左岸側に固定堰、右岸側に土砂吐1門
を有する構造で、左岸側は急峻な山地地形であるが、右

岸側は高水敷及び堤防からなる有堤区間となっている。
金子頭首工では、計画最大取水量Q=1.541m3/sを右岸
側の取水口より取水し、高水敷に埋設された導水暗渠か
ら取水樋門を経て堤防を横断した後、パイプラインにより
受益地へ送水されている。（写真-1）

　金子頭首工については、経年による劣化や、凍害等によ
るコンクリートのひび割れ、断面欠損、鉄筋露出、流水によ
るエプロンの摩耗・欠損、コンクリート擁壁の倒壊等といっ
た顕著な劣化が確認されているほか、ゲートや管理橋等
の施設機械設備において鋼製部材の劣化・腐食・破断と
いった状態が確認されている。このような状況を踏まえ、本
事業計画における金子頭首工改修計画は、土木施設のひ
び割れ補修・断面修復・表面被覆等の補修工事を行うと
ともに、施設機械設備の塗装塗替・部品交換・電気設備
更新を行うほか、土砂吐については耐震補強（水平プレス
トレス導入工法）が計画されている。このような事業計画に
対し、本設計においては、既往の機能診断結果に加え、新
たに実施した現地調査結果や施設管理者への聞き取り
等を基に改修計画の再検討を行うほか、土砂吐に対して
必要とされる耐震性能について整理したうえで、改めて耐
震性能照査を行って耐震補強の妥当性の検証及び対策
工法の再検討を行うことで、合理的な改修計画の策定を
図るものとした。

　4.改修計画の検討

（１）土木施設
　土木施設の改修計画は、既存資料の検討を行うととも
に、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改修計
画の再検討を行った。現地調査では、土木施設の劣化は

ひび割れや断面欠損・目地部の劣化等、部分的な劣化が
中心であることが確認されたが、かぶり不足が要因と判断
される鉄筋露出箇所も多数確認された。また、それ以外の
大きな劣化としては、下流エプロンの洗掘が挙げられ、コン
クリート部材の一部流出も確認されている。また、左岸護
岸工について、倒壊している状況にあるため、速やかに対
策を講じる必要があると判断された。
　これらの状況を踏まえ、金子頭首工土木施設の改修工
法は表-2のとおり決定した。

　堰柱や取水工については、一般的なひび割れ補修や断
面修復工により補修が可能であるが、エプロン部について
は、流水による摩耗・洗掘が顕著であるほか、部材自体が
流出しているため、パネル工法の採用も困難な状況であ
る。また、河床部の岩盤についても洗堀が進行している状
況が確認されていることから、コンクリートによる復旧を行
うこととした。（写真-2）

　また、既に倒壊している左岸護岸工についても、壁高が
３m程度で１バレルのみのため、改築することとした。
　管理橋下部工（橋台）については、アルカリ骨材反応に
よるひび割れと想定される劣化が確認された。従って、橋
台工への対策工法としては、将来的なアルカリ骨材反応
を抑制する観点から、内部の空隙を閉塞して水分を確実

に遮断することが可能なひび割れ注入工法を採用するほ
か、コンクリート躯体の劣化膨張抑制を図る観点から、表
面被覆工法の下塗りとして含浸機能を有する亜硝酸リチ
ウムを塗布する工法を採用した。（写真-3）

（２）施設機械設備
　施設機械設備の改修計画は、既存資料の検討を行うと
ともに、現地調査や施設管理者への聞き取りを実施し改
修計画の再検討を行った。現地調査の結果、鋼材の塗膜
が劣化しているもののほか、管理橋手摺等では既に腐食・
欠損が著しい箇所も確認され、手摺の機能を果たしてい
ない箇所も確認された。また、開閉装置や水管理施設につ
いては、既に耐用年数を超過しており、部品の調達も困難
な状況となっている。これらの状況を踏まえ、金子頭首工
施設機械設備の改修工法は表-3のとおり決定した。

　金子頭首工には、土砂吐ゲート・取水ゲート・樋門ゲー
トが設置され、いずれのゲートも、扉体については塗装の
劣化が見受けられるものの、鋼材の発錆・腐食には至って
いないことから、塗装塗替により機能回復が可能と判断さ
れた。ただし、塗膜により防食された鋼構造物では定期的
な塗替塗装が必要となるが、古い塗装系では旧塗膜中に
鉛、クロム、PCB等の有害物質が含まれている場合があ

り、これらは、拡散して周囲に影響を及ぼさないように安全
に回収する必要がある。
　塗膜中に有害物質が含まれている場合には、塗膜除去
作業に伴う粉塵発生の抑制や作業場外への漏洩に特に
留意する必要がある。このことを踏まえ、既存塗膜を採取
したうえで含有量試験・溶出量試験を行った。含有量試
験・溶出量試験の結果、基準値を上回る鉛含有量・クロム
含有量・鉛溶出量が確認された。（写真-4・表-4）

　このことを踏まえ、本工事においては、塗膜除去作業時
の飛散防止を図り、有害物質を含む旧塗膜を安全かつ効
率的に確実に除去する塗膜剥離剤処理工法とし（図-2）、

環境対応型現場塗膜除去技術であるインバイロワン工法
を採用することとした。インバイロワン工法は、安全性の高
い高級アルコール系溶剤を使用して塗膜を軟化させて剥
離除去する工法である。
　また、腐食や欠損が顕著な管理橋手摺や耐用年数を超
過している開閉装置・電気設備についてはいずれも更新
する計画とした。

　5.耐震性能照査

（１）耐震性能照査の基本
　金子頭首工の耐震性能照査は、『土地改良事業計画設
計基準 設計「頭首工」』2）（以下、『設計基準』という）に準
拠して実施した。本施設は、固定堰を有する複合堰である
ため、「地震による被災の可能性が小さく、また被災した場
合でも治水上の影響が極めて小さいと考えられるもの」と
される重要度B種に該当する施設である。従って、原則レ
ベル１地震動を考慮することとなり、レベル１地震動に対
しては、「健全性を損なわない」こととされており、降伏状態
を超えるような損傷を生じないことを意味するものである。

（２）土砂吐構造の概要
　土砂吐は、土砂吐ゲートとして鋼製ローラゲート１門を
有する可動部で、堰柱構造はゲートを引き上げた状態で支
持する門柱部と、ゲート全閉時に水位を保持する堰柱部か
ら成っており、門柱部は１本柱構造、左岸堰柱部は下流方
向基部に向かって部材厚を増加させたテーパーを有する
構造となっているが、右岸堰柱は高水敷から直接土圧が作
用する抗土圧構造とするため、堰柱から張出した土留壁と
一体構造となっている。また、堰柱上部間にはコンクリート
の操作台が左右岸の堰柱と連結され、堰柱下部間には床
版が結合されており、全体でボックス構造を成している。さ
らに、操作台の上部には上屋が配置されている。（写真-5）

（３）堰柱のモデル化
　一般に、既設頭首工は築造当時の旧『設計基準』によっ
て設計されているものであり、現行の『設計基準』を基に耐
震性能照査を行うと、安全性が確保できないことがある。
ただし、新設の頭首工の設計では、安全側の配慮から必
ずしも考慮されていない構造モデル・部材の断面定数・荷
重条件等について、既設頭首工においてその効果が確実

に見込める場合には、これを考慮し、いたずらに安全側の
条件設定をすることで耐震性能を過小評価しないように
することが重要である。
　このことを踏まえ、既設土砂吐の耐震性能照査では、堰
柱構造の断面性能を忠実に再現するモデル化が重要であ
ると考え、下流方向基部に向かって部材厚を増加させたテ
ーパー構造や直接土圧が作用する土留壁、堰柱に作用す
るゲート・開閉装置重量・上屋重量等の作用荷重を適切に
考慮するものとした。そのため、構造物の骨組を構成する部
材の結合点である節点と部材の形状、質量等の要素を点と
して与えたフレームモデルによることとし、耐震性能を堰軸
方向と流心方向の２方向にについて照査することから３次
元モデルを作成するものとした。なお、モデル化に当たって
は、堰柱・頂版・床版ともに弾性梁要素としてモデル化した。
　作成するフレームモデル（要素構成）には、各要素に鉄
筋コンクリート及び配置鉄筋を反映させた物性値を考慮
することにより、レベル１地震動加震時における部材の線
形性を反映させるものとし、この特性は、剛域を除く全要
素（部材）で見込むものとした。これは、堰柱構造が堰柱部
から門柱部で急激に断面性能が変化し、どの位置の要素
が危険になるかを確認できるように配慮するためである。

　金子頭首工は、既存資料及び機能診断結果から判断
し、鉄筋コンクリートをσck=21N/mm2、使用鉄筋を丸鋼
（SR235）として物性値を設定した。
　フレームモデルは、テーパー構造を反映するため、階段
状のモデルとし、作用するゲート荷重はゲート位置を反映
できるように質量点として与えるほか、作用位置が確定して
いる開閉装置や上屋等の荷重は節点荷重として与えた。
　堰柱のモデル化については、部材の鉛直方向で断片化
し、各要素の重心位置を節点として、その連続性を示した
フレームモデルを図-4に、各要素に付随させている情報
を図化したソリッドモデルを図-5に示す。

（４）耐震性能照査
　『設計基準』によると、レベル１地震動に対する耐震性
能照査は、部材応力を弾性域に留めるため許容応力度法

により行い、部材設計では、実応力が許容応力度以下に
なるようにするとしている。この時に作用させる設計地震力
は、固有周期を考慮する震度法によるものとしている。
　金子頭首工の土砂吐は、頂版・堰柱・床版と、各々複雑
な形状になっているため、複雑な振動特性を有すると判断
される。このため、本設計においては固有値解析を行って
固有周期を算定するものとした。
　固有値解析の結果、土砂吐の固有周期は、単純な振
動特性である一次振動モードが卓越する結果となった
が、ボックス構造であるため、固有周期は比較的短い周
期となった。参考までに表-５に堰軸方向の固有値解析
結果を示す。固有値解析の結果、固有周期は、堰軸方向
でT=0.067sec、水流方向でT=0.033secとなった。
　従って、設計水平震度は、固有周期から算定される設
計水平震度の標準値に地域別補正係数を考慮して、堰軸
方向でKh=0.14、水流方向でKh=0.15となった。

（５）レベル1地震動に対する耐震性能照査
　土砂吐の耐震性能については、前述のフレームモデル
に土圧、静水圧、揚圧力や地震時土圧、地震時慣性力等
の荷重条件を見込んだ上でフレーム計算を行い、発生す
る断面力が許容応力度内であることを照査した。構造計
算の結果は、表-６に示すとおりである。
　曲げ応力度は、最大でもσs=101.74N/mm2であり、
許容応力度のσsa=210N/mm2を下回る結果となった。
また、せん断応力度も、最大でτ=0.18N/mm2であり、
τa=0.36N/mm2を下回った結果となった。このことから、

土砂吐は、レベル1地震動に対する耐震性能を有している
と判断される。（図-６、７）
　一般的な構造計算においては、安全側の観点から、この
ような構造の場合では、有効断面を矩形換算して計算す
る手法が採られることが多い。一方、既設構造物に対する
耐震性能照査では、既存の施設の断面性能を適切に判
断することが重要になるため、複雑な構造形状を反映した
フレームモデルを作成して耐震性能照査を行うことによ
り、適切に耐震性能を評価できたものと考えられる。

（６）耐震補強工法の必要性について
　以上の検討結果より、土砂吐については耐震補強工法
が不要と判断した。このことにより、大幅なコスト縮減が可
能となった。

　6.施工計画

（１）工事期間
　工事期間は、非出水期の11月から２月までの４ヶ月間と
した。

（２）仮設計画
　仮締切計画は、既設頭首工の補修・補強工事であるこ
とから、既存施設への影響が生じない計画とする必要が
ある。本工事は、治水上の影響に配慮し、堤防開削を行わ
ない半川締切による仮締切を計画する。仮締切水位の算
定は、堤防開削を行わない場合として、金子頭首工地点に
おける工事期間中（11月～２月）の過去５ヶ年の最大流量
を仮締切対象流量として不等流計算により頭首工地点水
位を算定するものとし、この水位を基に仮締切構造の検討
を行った。
　仮締切構造の検討においては、周辺の自然環境への影
響に配慮し、鋼矢板等の騒音・振動が発生する仮締切構
造を避け、大型土のう締切によるものとした。さらに、大型
土のうや土砂による進入路構築による水質悪化防止の観
点から、仮締切内の排水には沈殿槽を設置し、現況河川
水の濁度を上回る濁水が直接河川へ流出することを防止
することした。なお、濁水が水槽内で滞留する時間が短い
ことを踏まえ、濾過装置としてヤシマット等のフィルター材
設置を計画した。(図-8、図-9)
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（３）施工計画
　施工に当たっては、土木工事は現場での補修工事作業
となるが、施設機械工事については、土砂吐ゲートや取水
ゲート等の小型ゲートに対し、扉体を取り外して近傍に設
けた施工ヤードにて塗装塗替えや水密ゴムの交換を行う
こととした。これにより、塗膜除去時の飛散防止となり、河
川環境の悪化を防止することができることとなる。また、可
能な限り、土木工事と施設機械工事を分離することで、狭
隘な現場条件である当現場において、工事が錯綜すること
が無いように配慮したものである。

　7.おわりに

　頭首工については、施設の長寿命化の観点から補修・
補強による改修計画が中心となっているが、近年は国土
強靭化の観点から所要の耐震性能を確保する必要が生
じている。このような場合に、既設頭首工の構造的特徴を
把握したうえで、耐震性能を適切に把握することで、改修
工事費に大きく影響することになると考えられる。今後も、
補修・補強工事に併せて耐震補強の要否検討が必要な
事例も多くなると想定されるが、今回の設計例を活用し、
経済的な改修計画を立案する必要があると考えられる。
　さらに、既設頭首工は、既に成立した自然環境内に位置
していることから、改修工事に当たっても周辺環境への影
響を可能な限り抑制することが重要であると考えられる。

　8.謝辞

　本稿は、札幌開発建設部岩見沢農業事務所より御発
注いただきました業務成果から報告したものです。本稿を
まとめるにあたり、ご協力いただいた札幌開発建設部岩見
沢農業事務所の関係各位に心よりお礼申し上げます。
　最後に本稿提出の機会を与えて下さいました北海道土
地改良設計技術協会に感謝申し上げます。
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

図-1　伊達市の位置

図-2　新伊達市（伊達市と旧大滝村）

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

写真-1　伊達市（大滝地区除く）の全景

図-3　伊達市の気候
（2008~2020年の平均・気象庁データ）

写真-2　高級カレイ「マツカワ」（ブランド名：王鰈）

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

写真-3　馬を使った畜力農耕による開墾（Web：伊達野菜）

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

図-4　畑地の野菜作付率推移（伊達市調べ）

写真-4　現在の伊達市の都市近郊型農業（Web：伊達野菜）

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」
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（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

図-5　地域卸売り（室蘭開発建設部調べ）

図-6　主要品目の野菜の収穫時期（Web：伊達野菜）

写真-5　多品種多品目の伊達野菜

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

図-7　たまねぎの播種・収穫時期の比較

表-1　伊達型越冬たまねぎの優位性

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

（伊達市調べ）

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

図-8　国営緊急農地再編整備事業 伊達地区 計画平面図･土地利用計画図
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せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探図-10　伊達市の代表的な遺跡

写真-6　北黄金貝塚の竪穴住居

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

写真-7　有珠善光寺（(Web：伊達市教育委員会）

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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この人に聞く

　 １．はじめに

　令和３年４月に、伊達市において、地域の農業生産
体制の強化に向けて、国営緊急農地再編整備事業「伊
達地区」が着工しました。地区は、噴火湾（内浦湾）の
北東岸に面した伊達市の丘陵地にあり、二級河川長
流川（オサルガワ）の両岸に広がっています。地区内
およびその周辺は、伊達野菜の産地になっています。
また、伊達市は、北黄金（キタコガネ）貝塚や有珠モシ
リ遺跡など、古くからの遺跡が残っていることでも
有名です。
　今回は、伊達地区の着工にあたり、菊谷市長に、伊達
地区の事業のほか、伊達の“まち”や“農業”、“遺跡”、
“まちづくり”など、幅広く語っていただきました。

　 ２．伊達市の概要

（１）沿革
　伊達市の市名は、仙台藩主・伊達氏の分家である亘
理伊達（ワタリダテ）氏の家臣らが明治３年４月に宮城

県南部の亘理町から集団で入植し開拓したことに由来
します。明治33年７月に周辺の６村が合わさって伊達
村が誕生し、大正14年８月に伊達町になり、昭和47年
４月には伊達市になりました。そして、平成18年３月
に、伊達市は、内陸部の旧大滝村を、壮瞥町を挟んで飛
び地編入で合併し、新たな伊達市になりました。人口は
約３万３千人（令和３年11月30日時点）です。

菊谷市長：「旧大滝村との合併は財政的にすごいメ
リットがありました。伊達は大滝を補ってあげられた
し、伊達も財政的な恩恵を受けられました。結果はと
てもよかったのではないかと思っています。」

（２）自然
　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区（旧伊達市）は、四
季を通じて温暖な気候であり、霜も北海道内で最も遅
く11月でも積雪がほとんど見られないことから、「北
の湘南」と呼ばれています。伊達地区の北西には活火山
である有珠山があり、繰り返されてきた噴火により、水
はけの良い砂壌質の火山灰性土壌となっています。
　市役所やJR伊達紋別駅のある市街地の西方には、長

流川が北北東から南南西へと噴火湾に向かって流下し
ていて、西岸には沖積土の平地が形成されています。

菊谷市長：「沿岸部の伊達地区は、地理的な条件がすご
く良いのです。南西向きで、南が開けていて、山が屏風の
ように風を遮ってくれます。海辺から５㎞くらいの間に
農地が広がっていて、海辺へと緩やかに傾斜していま
す。有珠山の恵みは火山灰なのですが、そのおかげで水
はけが良いのです。雨が少なく日照時間は長いですが、
かといってまったくの日照りではない、ほどほどのま
ちです。農業環境としてはとても適した地域です。」

（３）産業
　伊達市の産業の中心は農業と水産業です。なかで
も、農業は、いち早く西洋式農法などの新しい知識や
技術を積極的に導入し、伊達市の基幹産業として発
展してきました。現在は、豪雪地帯で冷涼な気候の大

滝地区（旧大滝村）が加わり、畑作を中心
に稲作・花き栽培や酪農・畜産が組み合
わさった複合経営の都市近郊型農業が展
開されています。とりわけ野菜は年間を
通して多品種多品目が栽培されており、
キャベツ、レタス、はくさい、ブロッコ
リーをはじめとして多くの品種が道内
トップクラスの生産量を誇っています。
水産業は、ホタテガイの養殖を中心に、サ
ケ（秋サケ）、スケトウダラ、カレイなどを
獲る沿岸での漁業が行われています。最
近では、幻の魚と言われる高級カレイ「マ
ツカワ」の栽培漁業（卵のふ化から稚魚に
なるまでを飼育管理する漁業）にも取り
組んでいます。

（４）遺跡
　伊達地区は、古くから、温暖な気候と噴火湾の海の
幸と山の幸に恵まれ、人が住み着いていました。その
痕跡が遺跡として残っています。そうした遺跡の一つ
である北黄金貝塚を構成資産の一つとした「北海道・
北東北の縄文遺跡群」が、令和３年７月27日に、ユネス
コの世界遺産（文化遺産）に正式に登録されました。発
掘された考古遺跡のみで構成されたものとしては、国
内初の世界遺産です。

　 ３．伊達市の農業

（１）入植
　伊達市の農業は、亘理伊達家の15代領主伊達邦成
（クニシゲ）の家臣ら約250名が明治３年４月に入植し

たことから始まりました（邦成自身も明治４年２月に
入植）。明治14年までの間に、家臣ら、総勢約2,700名が
移住してきました。
菊谷市長：「当時、武士の集団移住というのは稀有で、
事情がありました。亘理伊達家は仙台藩一門の筆頭の
家来でしたが、戊辰戦争に負けて24,350石あった領
地が58石に減らされました。とうてい受け入れること
ができず、集団移住になったということです。主従で
結束して、皆で移住してきました。当時の亘理周辺か
ら相当数が来ました。亘理町は、伊達市の姉妹都市な
ので訪問しますが、「北海道に行った人はいわゆる“偉
い人”、残った下々が我々だから、北海道は親だ」と言
われます。団結力というか、そういう感覚で姉妹都市
としてのお付き合いができています。」

（２）苦難
　伊達地区の北西は有珠山に面していて、その麓の伊
達地区西端には有珠湾がありますが、当時、この有珠
湾に面した地域（有珠町）には、多くのアイヌの人々が
住んでいました。入植者は、こうした地域を避けて、未
開拓の原野から開拓を始めました。アイヌの人々に対
して、常に礼節を重んじること、騙したり馬を無断で
使用したりしないこと、住宅にみだりに立ち入らない
ことといった規則をつくり、皆で忠実に守りました。
争いは一切なく、アイヌの人々からは、天候や土地の
状態、山菜などの食べ物を教えてもらったり、開拓の
手助けをしてもらったりしました。
　しかし、原野の開墾はとても厳しい試練が伴うもの
で、思うように作物の収穫ができず、食糧の手配も困
難な状態に陥りました。
菊谷市長：「明治３年に入植しましたが、翌年の入植は
失敗しました。人は早くに来たが、種などを積み込んだ
手配船の到着が大変遅れ、播種の適期に間に合いませ
んでした。その年はとても貧乏で野草でも食べました。
　しかし、その次の年の明治５年に日本で初めて「学
制」が発布されたのですが、その年の９月には学校（官
設学校）をつくったのです。官立有珠郷学校（ゴウガッ
コウ）（現在の伊達小学校）です。官立の学校は、北海道
では明治４年に開設された札幌の資生館、函館学校が
最初であり、その翌年には伊達にも官立の学校ができ
た訳です。先の２校が官吏の養成を目的としたもので
あったのに対し、本校は移住した子弟の教育のために

つくられたものです。非常に貧困な中でも、殿様と家来
という主従関係が学校をつくるまでに至ったというの
はすごいことです。邦成は教育がいかに大事かという
ことをよく知っていて、それがよかったと思います。」

（３）開墾の進展
　邦成は、西洋農具の払い下げと技師の派遣を開拓使
に申請し、明治７年５月に家畜に農機具を引かせる畜
力農耕を導入しました。民間では最初の「西洋農具を
使った開墾」でした。特にプラウは、当時、北海道内に
ある約半数が伊達で使われたことから、プラウ耕の先
進地として他の開拓地の先駆けになりました。結果、
人力の何倍もの速さで土を耕すことができて開墾が
進み、畑が急速に広がりました。明治８～９年以降、自
給作物を作る農業から商品作物を作る農業へと移行
していきました。

（４）開田
　明治20年代後半からは水稲栽培への機運が高まり、
明治30年代前半に開田が進みました。明治41年春に長
流川から導水する用水路が完成してからは、開田が
いっそう急速に進み、畑作をしのぐ勢いで稲作が広が
りました。長流川の西岸に広がる平地が米の穀倉地帯
になりました。

（５）野菜栽培
　大正時代から昭和時代初期にかけては、隣接する製
鉄のまち室蘭の人口増加に伴い野菜の栽培が徐々に
広がっていきました。昭和30年代に入ると、伊達内外
の消費人口の増加、食生活の変化による需要増、ト

ラックの普及、道路網の充実による輸送条件の改善な
どにより野菜の商品価値が急速に高まります。伊達内
の生産販売体制が整備された昭和38年以降、野菜作付
面積が急激に増加しました。促成栽培などによる野菜
の端境期出荷への取り組みも始まり、ビニールハウス
の数も急速に増えました。

菊谷市長：「伊達は恵まれていたのですよね。野菜中
心になってきて、私が市議会議員になった昭和58年
頃、キャベツを本州に送るという話がありました。「北
ひかり」という品種のキャベツでした。東京の市場は
一定の量を一定の期間出荷し続けることを求めてき
ます。６月から９月まで１日20～30箱こなさないと
市場から相手にされないので、そうした一定量出荷を
行いますが、価格は６月に出すのと９月に出すのでは
違います。そこで、その価格差分の補給金を生産者に
交付し生産者が受け取る価格をある程度均すという
価格安定制度を市でつくりました。ところが、その後
すぐに群馬県嬬恋村（ツマゴイムラ）の高原キャベツ
が出てきて、東京への出荷は３～４年でダメになって
しまいました。東京までトラックですぐに運ぶことの
できる群馬とでは、北海道の物流コストが圧倒的に違
いすぎ、また、夏は本州に持っていくのに時間がかか
ると腐ってしまいます。その上、葉物野菜は、嵩が大き
くて、単位面積当たりの生産単価が一番安いときてい
ます。北海道から本州に夏に出荷するというのはすご
いリスクでした。
　しかし、大雨などで産地が被災したときには、伊達
はそういった被害はあまり受けない地域なので、逆に
儲かります。１軒の農家でキャベツが１日で100万円
売れたというようなこともありました。その頃は、野

菜は２年に１作当たればそれでよいという意味で、農
家の人は「野菜は博打農業だ」とよく言っていました。
　伊達はもともと「春の早出し野菜」で有名でした。気候
が良いため、道内産の一番走りが伊達だったのです。」

（６）現在の伊達市の農業
　現在の伊達市の農業は、四季を通じて温暖な気候の
伊達地区に冷涼な気候の大滝地区が加わったことに
より多様化し、先に述べた通り、畑作を中心に稲作・
花き栽培や酪農・畜産が組み合わさった複合経営の
都市近郊型農業が展開されています。平成24年２月時
点で、米、畑作物、花きの出荷額は年間43.8億円で、そ
のうち６割を野菜が占めています。酪農・畜産は大滝
地区において盛んで出荷額は年間47.5億円です。

　野菜は、キャベツ、レタス、長いも、カリフラワー、ブ
ロッコリー、ホウレンソウ、長ねぎ、トマトなどが重点
作物として栽培されています。白菜、キャベツ、ねぎ、
レタスが高い生産性を誇っています。また、工芸作物
であるタデ科植物の藍は、北海道が徳島県に次ぐ全国
第２位の生産量を誇ります。伊達市はその北海道の唯
一の生産地であり、全国の生産量の約３割を担ってい
ます。伊達市の藍は、阿波（現在の徳島県）から明治16
年に入植した団体により長流川流域で栽培を開始し
たのが発端となっています。
　花きは、グラジオラスやトルコギキョウ、デルフィ
ニウム、スターチスなどが道内有数の生産量を誇って
います。特にグラジオラスは、作付面積で北海道の３
分の２を占めています。
　米は、「上長和米（カミナガワマイ）」のブランドで販
売されています。
　また、最近では、ワイン用のブドウの試験栽培が、比

較的降水量が少なくフランスのシャンパーニュ地方
に似た気候や水はけの良い有珠山の火山灰を含んだ
土壌という地の利を活かして、関内（セキナイ）地区の
市有地で行われています。令和元年５月に苗木が植え
られ、令和３年10月４日に初収穫がされました。収穫
されたブドウは岩見沢市のワイナリーに運ばれ、令和
４年７月頃にスパークリングワインとして販売され
る予定です。

　４．伊達野菜

（１）伊達野菜
　四季を通じて温暖な気候に恵まれた伊達地区で栽
培され出荷される野菜は、北海道内では特に“伊達野
菜”のブランドで親しまれています。冬も温暖で積雪
が少ないため、伊達地区では冬でも野菜の栽培が行わ
れていて、北海道内において数少ない通年出荷の産地
になっています。

（２）多品種多品目野菜と冬野菜
　伊達地区の春野菜は、北海道内では最も早く５月中
旬頃から出荷が始まります。キャベツ、白菜、ブロッコ
リー、レタスなどです。府県産から道内産に切り替わ
るまでの早期出荷分を担います。

　冬はハウスで栽培が行われます。ほうれん草、水菜、
チンゲン菜、わさび菜などです。栽培されている野菜
は多種多様で、約70品目にも及びます。１年中、収穫、
出荷が行われていますので、いつでも新鮮な旬の野菜
を手に入れることができます。最近は、伊達の新たな
特産である越冬たまねぎ「えったま333」の栽培も広
がってきています。

菊谷市長：「初めて市長になった平成11年頃は、コス
トなどを考えて、野菜についてはまず物流の量を重視
しようとしました。ところが、伊達は、野菜の集荷に関
しては、農家の出荷先になる個々の青果業者が強い。
物流でまとまった量を確保しようとしても思うよう
にいかない。そこで、方向転換して、今度は、野菜の種
類が多いということを重視しました。新規就農の人方
も皆、他ではやらない野菜を作る。だから、伊達は、今、
野菜の種類が多い（「多品種多品目野菜」）ということ
を売り物にしています。
　それと、もう一つ、「冬野菜」の取り組みを行っていま
す。近郊を含め200万人以上の札幌の市場を、冬は伊達
産の野菜で占めようという取り組みです。冬の野菜は
概ね本州から入荷しているので、そこに道内からは伊
達が入荷する。先ほど述べたキャベツの逆です。本州か
ら入荷する野菜は、時間が経っているので、味も鮮度も
伊達にはかなわない。物流コストもと言いたいですが、
冬は道内の物流コストは高いです。本州の４倍にもな

るそうです。戦略として、これをどうやって抑えるかを
考えていかなければなりません。現在、少しずつ取り組
んでいます。冬野菜には、市で補助金を出して、冬野菜
用のハウスを作らせました。約100棟に1/2の補助を行
いました。そうして出荷した冬野菜は結構売れて、市場
からは量が足りないと言われています。
　我々の考え方は、将来における効果をしっかりと見
据え、「補助」からまちがより輝くための「投資」へと発
想の転換を図ることなのです。出した補助金は市民税
で返ってきます。道の駅「だて歴史の杜」を市が平成23
年に建てましたが、以降、農業所得者からの税金（市民
税）が増えました。補助金というと出して終わりのよ
うに感じますが、実際には建てるのに要した以上の額
が税金で返ってきています。したがって、補助ではな
く、投資になっているのです。これからも必要なこと
はやっていこうと考えています。」

（３）越冬たまねぎ「えったま333」
　越冬たまねぎを栽培しているのは、北海道内では伊
達のみです。通常の北海道産のたまねぎは春（２～３
月）に種をまき秋（８～ 10月）に収穫しますが、この伊
達産「えったま333（サンサンサン）」は、秋（８～９月）
に種をまき、幼苗のまま越冬させ、夏（６～７月）に収
穫します。「333」は、栽培に要する期間がおよそ333日
ということを表現しています。府県産は３～４月に収
穫されます。このため、「えったま333」が採れる６～７
月はちょうど端境期に当たります。道内産としては、
その年の最初に出回る新たまねぎになります。畑の中
で時間をかけて栄養を蓄えることから、肉が厚く、栄
養価や抗酸化力に優れ、ビタミンＣも豊富です。冬の
間は農薬や化学肥料は使いませんので、低農薬、低化
学肥料での栽培になります。

菊谷市長：「えったま333の魅力は、端境期に高い価格
で出荷できることと手間がほとんど要らないことに
あります。

　春先は、苗を植えても、少し傾斜があると活着が悪
く、雪解けで流れてしまう。えったま333は、播種期が
８～９月なので苗で植える必要はなく、直接種を蒔け
ばよい。その分、手間が大きく省ける。春先の生存率も
上がる。また、冬の間に生長するので、防除の回数もか
なり少なくて済む。収穫も機械でできる。端境期出荷
なので儲けられる。これで、土地改良を行うと、いろい
ろ大変だった部分でさらにコストが下げられます。
　また、えったま333は、栽培の方法も含めて既存の農
産物の見直しになります。伊達野菜にとって新しい挑
戦です。えったま333に挑戦しているのは、比較的若い
生産者が多いです。儲かっているので、活気がありま
す。そうした若い生産者が、このえったま333を通して
客観的にものを見るようになり、これもできないだろ
うかと思ってくれることが大事です。客観的に見てい
くことで、可能性はさらに広がります。そういう意味
で、えったま333は伊達の農業の発展に大きく貢献し
てくれるのではないかと思っています。」

（４）今後の展望
　現在、伊達は、農業者の高齢化が進んでいて、後継者
のいない農家も多い状況です。
菊谷市長：「伊達野菜に関しては、種類を多くと述べ
ましたが、今後はその中でも伊達の柱となる基幹作物
を設けていかなければならない。
　利用しない農地が出てこないようにするには、毎年
20～ 30軒くらいのペースで新規就農者を迎え入れ
る必要があります。新規就農者を迎え入れるときに、
何でも構わないから作りなさいというのでは困るの

で、農協とタイアップして基幹作物を設けていきま
す。自由にやる部分とある程度基幹作物を作る部分と
をはっきりさせて、その上で新規就農してもらいま
す。新規就農者向けの研修施設についても現在検討し
ています。
　来年度（令和４年度）から農地再編（国営緊急農地再
編整備事業）の工事が始まります。農業経営を大規模
化する方向になりますので、それでは農業人口が減っ
てしまう。そこで、この大規模化と併せて施設園芸農
業にも取り組みます。できれば、この施設園芸に若い
夫婦を呼び込みたい。就農して失敗し離農では困るの
で、成功率を高めるため、販路なども含め、新規就農の
ための仕組みづくりに現在取り組んでいます。具体的
には、ICT技術の導入により農業の再現性（指導された
内容を個々の農家が自らの農業で再現することのし
やすさ）を向上させる取り組みを検討しています。
　新規就農者は、20代の年齢の人もいますが、多いの
は30代、40代の人です。今のICTを使う農業では、理系
で、技術系で、30代で大手の会社を辞めて新規に就農
するというのが理想的です。技術系の人、特に研究職
の人は、大学院まで出て会社に入っている。そういう
人は、就農してもある程度自分で考え進歩がありま
す。かつては自由にやって来て就農し失敗する人も多
かったのですが、今は、都会を離れて田舎暮らしをし
たいが仕事がないということで、そこそこの知識や技
術を持った人が来てくれます。努力次第で年収2,000
万円にもなるのでチャンスです。
　伊達が実験場になることで、同じように雪の少ない胆
振・日高地区、道南地区でもこうした稼げる農業が展開
できるようになればと思っています。そうなれば、要す
るコストをよく調べて、北海道のブランド力も活かし
て、良いものを作って輸出していくことができるのでは
ないか。単体では無理なので、まずは伊達が先陣を切り、
できる地域が後に続いて全体の力で取り組んでいくと
いうようなことができればと思い描いています。」

　５．国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」

（１）現況
　この地区は、噴火湾（内浦湾）の北東岸に面した伊達
市の丘陵地にあります。長流川の西岸の大平（オオダイ

ラ）と長和（ナガワ）、東岸の上館山（カミタテヤマ）、関
内西（セキナイニシ）、関内東（セキナイヒガシ）の地区
のうち、畑（普通畑）1,056ha、水田225haの計1,281ha
が事業の受益地になります。受益地は、平地部の長和地
区が水田3/4、畑1/4のほかは、すべて畑です。受益地の
水田の用水は、長流川支流壮瞥川の第１幹線頭首工と
長流川の長流第２頭首工から取水され、用水路で導水
されています。
　この地区では、キャベツ、スイートコーンなどの野
菜を中心に、小麦、てん菜のほか、水稲などを組み合わ
せた農業経営が行われています。ほ場作業を効率化し
て作物の生産コストを低減させること、キャベツなど
の高収益作物の生産を拡大して産地収益力を向上さ
せることが望まれます。しかし、農業者の高齢化が進
んでいて、地区の農地の３割は、耕作者が65歳以上で、
うち2/3は後継者が未定です。また、農地は、小区画な
上に、土壌の条件による排水不良や、一部で石礫過多
などの問題が生じています。
菊谷市長：「伊達は恵まれていたので先に進んでいた
が、それに甘んじてきたという歴史があります。恵ま
れた地域故、今となっては後進地域、いわゆる“先発後
進地域”になってしまいました。土地改良にはほとん
ど手が付けられず、営農機械の大型化は遅れ、大雨が
来ないので畑は傾斜のあるままです。相続を繰り返す
たびに水田や畑の区画は小さくなってきました。農業
が近代化されて農機具が発達しても、生産の方は他の
地域との比較でどんどん落ちてきました。農地再編で
農地の区画を大きくし土地改良を行うことにより、気
候の良さ、土の良さといったもともと伊達が持ってい
るポテンシャルを最大限に活かすことができます。
やっと先発後進地域の呪縛から解放されるのではな
いかと期待しています。」

（２）事業計画
　伊達地区は、地区調査が平成29年４月から令和３年
３月までの４年間行われ、令和３年４月に地区着工に
至りました。この事業により、区画整理（整地、拡大、傾
斜改良）を行って、耕作放棄地を含め農地の土地利用を
計画的に再編し、さらに、担い手への農地の利用集積と
集約を進めます。整備前の現況は、平均で、畑区画が
0.7ha、水田が0.2haですが、整備後には、標準で、畑区
画が225m×225mの5.1haに、水田区画が180m×60m

の1.1haになります。用水路（管水路）や排水路の整備、
暗渠の設置、客土、除礫（石礫破砕）も行います。また、水
田では、地下水位制御システムを導入します。つまり、
用水路からの水を暗渠に流入させ圃場末端の水閘のと
ころで所定の深さでせき止めることで圃場内の地下水
位を制御し地下かんがいを行うことが可能な構造にし
ます。これにより、暗渠が、排水の用途以外にも、水稲直
播栽培で苗をヒタヒタと水に浸していくときや水田の
畑利用で作物に水が欲しいときなどに、地下かんがい
の用途で活用できるようになります。事業の工期は概
ね14年（令和３年度～令和16年度）で、事業費は230億
円を見込んでいます。

【事業概要】
受益面積： 1,281ha（田：225ha、畑：1,056ha）
主要工事： 区画整理1,281ha
　　　　　　用水路工（支線、末端）　62条25.6km
　　　　　　排水路工（支線、末端）　83条47.5km 
　　　　　　暗渠排水工674ha　客土工113ha
　　　　　　石礫破砕工 383ha 

（３）展望
　再編後は、集約された区画の大きな優良農地が確保さ
れることで、ロボット技術や情報通信技術（ICT）を活用
したスマート農業の展開による農作業の省力・軽労化
が期待されます。また、新たな特産である越冬たまねぎ
「えったま333」や需要が増加している加工用キャベツ
（主に外食や中食（コンビニ弁当など）で使われるキャ
ベツ）をはじめとした伊達野菜、地域ブランドである
「上長和米」に対して、生産体制の強化、生産性、収益性
の向上が期待されます。

　６．伊達市の文化を語り継ぐ遺跡

（１）北黄金貝塚
　伊達市のまちづくりを考えるうえで欠かすことの
できないものの一つに、それぞれの時代の文化を語り
継ぐ遺跡があります。噴火湾に面した沿岸部の伊達地
区は、古来、温暖な気候と噴火湾の海の幸と山の幸に
恵まれてきたことから、人が住み着き、その痕跡が遺
跡として残されてきました。
　先に述べた通り、そうした遺跡の一つが、このたび、
ユネスコの世界遺産（文化遺産）に正式登録された「北

海道・北東北の縄文遺跡群」を構成する資産の一つで
ある北黄金貝塚です。北黄金貝塚は、伊達地区の南東部
の北黄金町に位置しています。縄文前期（約7,000 ～
5,500年前）を中心とする集落遺跡です。貝塚のほか、
墓や水場遺構などが見つかっており、豊かな海や山の
幸に恵まれた生活をしていたことがわかっています。

菊谷市長：「縄文時代はわかりにくいですが、内容は
すごくあるので、それを伝えていきたい。採集狩猟民
族である縄文人が住んでいた遺跡が、中心街ではなく
市の両端にあって残せたのがよかった。この地域は、
遺跡と併せて人骨の宝庫でもあります。大学院生のと
きに来て人骨を掘った、日本人類学会に所属する人類
学者の方がとても多いです。」

（２）有珠モシリ遺跡
　伊達地区の西端の有珠湾の出口に位置する小島に
は有珠モシリ遺跡があります。約2,000年前の縄文時
代晩期から続縄文時代にかけての遺跡です。本州の埋
葬風習が見られ、南海産のイモガイ製の腕輪が見つ
かっています。イモガイは沖縄などの暖かい海でのみ
採れる貝で、腕輪は当時九州北部で加工されたもので
す。その一部が青森を経て、伊達まで運ばれてきまし
た。当時、沖縄から九州、北海道までの間に交流があっ
たことがわかる貴重な遺跡となっています。
菊谷市長：「ミレニアムと言われた年、ちょうど2000
年のときの北海道新聞の一面が、有珠モシリ遺跡の出
土品、鹿の角から作ったスプーン型の骨角器（コッカ
クキ）でした。伊達は、縄文の早期、晩期、続縄文から近
世、明治維新に至るまで、その時代ごとにいろいろな
ものが出てきます。」

（３）アイヌ文化
　伊達地区西端の有珠湾に面した有珠町には、先に述
べた通り、アイヌの人々が住み着いていて、大きな村
（コタン）がありました。800年ほど前にはアイヌ文化
が成立したと言われています。江戸時代には、松前藩に
より「有珠会所（有珠場所）」という交易のための施設が
開設されました。この会所で、アイヌの人々は、オット
セイの皮や昆布、干し魚と交換に、和人から米や酒、漆
器、金属器を入手していました。コタンは噴火湾対岸の
駒ケ岳の噴火に伴う山崩れによる津波（1640年）と有
珠山の３度の噴火（1663年、1822年、1853年）では大き
な被害を受けましたが、アイヌの人々は再び元の場所
に戻って生活を続けました。生活は温暖な気候と噴火
湾の海の幸に支えられていました。
　アイヌの人々が住むコタンの近くに、平安時代の
826年に小さな御堂が建てられたのが浄土宗大臼山道
場院（オオウスザンドウジョウイン）善光寺の開基と
されています。1804年に、江戸幕府とゆかりのある三
宗派の蝦夷三官寺の一つに認定され（他の２つは天台
宗様似等樹院と禅宗五山派厚岸国泰寺）、この年、本堂
や客殿が再興されました。

　蝦夷三官寺は、背景に対ロシア政策として幕府によ
る蝦夷地支配を示す狙いがあって、蝦夷地で死亡した
和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教も目的として
いました。ただ、アイヌと和人の文化の接触は比較的
緩やかでした。このため、アイヌ文化の儀礼・祭祀の
独自性、各寺に対する信仰と崇拝の念は保たれたまま
現在に至っています。昭和49年に境内一帯が国指定史
跡「善光寺跡」に指定され、平成30年には蝦夷三官寺が
北海道遺産に選定されました。桜やアジサイなどの花

の名所としても有名です。
菊谷市長：「もともと有珠にはコタンがあって、その
ため古くからお坊さんが随分と立ち寄った形跡があ
ります。アイヌ語で書かれた仏典もあります。日本の
歴史にとって重要なことだと思います。有珠善光寺に
ついて全国の人に知ってもらいたいです。」
　1805年３月には、箱館奉行により有珠町と西隣の虻田
町（現在は旧洞爺村と合併し洞爺湖町になっています）
の４ヶ所に幕府直轄の馬牧場が開設され、北海道におけ
る牧畜の発祥となりました。繁殖で多くの馬が生まれ育
ち、官用への調達のほか、馬市などで民間にも払い下げ
られました。アイヌの人々も馬を持つことになりました。
　明治時代になり、先に述べた通り、伊達地区も開拓
が行われます。入植者とアイヌの人々との間には争い
はなく、平和な世界が続きました。
　平成31年４月にオープンした「だて歴史文化ミュー
ジアム」では、古（イニシエ）から現代に至る伊達の歴
史などについて、文化財、美術工芸品、遺跡出土品など
を展示し紹介しています。

　７．伊達市の“まちづくり”

　菊谷市長は、令和３年度の市政へ臨む基本姿勢を「将
来に希望の持てる“豊かなまち”を創る」とされていま
す。そのために、地域性を活かした力強い産業の育成と
多くの担い手の創出による「産業基盤の強化」、独創性
に富んだ様々な取り組みによる「補助から投資へ」の発
想の転換、市民と一体となって伊達の魅力を再発見・
再認識することでの「市民とともに改革」を重点政策と
して位置づけられています。菊谷市長がイメージされ
る“まちづくり”について語っていただきました。
菊谷市長：「今から15～ 16年前のことです。ある大手
商社の社長さんがやって来て、いきなり「市長さん、世
界の中心になりましょう」と言うのです。最初は何を馬
鹿なことを言っているのだと思いました。世界の中心
と言ったら、経済であればニューヨークなどというふ
うになります。しかし、社長さんが言ったのは、そうい
う意味ではありません。何々だったらどこだという意
味の世界の中心のことです。そういった世界の中心に
なりましょうということで、私も後から考えてみて良
いことだと思いました。自分のまちの良いところを探

せばきっと見つかると思うのです。それが世界の中心
になる。それが何かということを常に模索していくこ
とが“まちづくり”だと思うのです。解答がないのです。
そう簡単には見つかりません。だから頑張れるのです。
　伊達は野菜の種類は世界一と法螺を吹いています
が、実は世界にそういったデータがまったくないから
法螺を吹ける訳で、これだってよいのです。要するに
気は心というか、どんな気構えで伊達の人方が生きて
いくかということが大事なのです。今のところ、伊達
は農業を主体にしていろいろなことに取り組めます。
　世の中には、いろいろな働き方があります。今は、い
つどこで誰が働き手を欲しがっているかという情報を
提供するアプリもあって、その情報の中から探して職
に就くような働き方もあります。その一方で、人と上手
くやれないような人も増えているので、レンタル農園
で働くというような働き方もありだなと思います。農
家のハウスが一棟余っているとします。この一棟をあ
る農家が引き取って、ある程度のものを作って年間
3,000万円稼いでもよいのです。人と上手くやってい
けないのであれば、自分だけでやる、夫婦だけでやる
という働き方もあるのではないかと思うのです。」

　８．おわりに

　噴火湾に面した沿岸部の伊達地区は、人が最初に住
み着いた古から発展し多くの人が住む現在まで7,000
年以上もの月日が流れています。この間、温暖な気候
と豊かな海と山の幸に恵まれ、北方や南方の人々との
交流や異文化との接触がありました。争いのない平和
な世界が維持され、自然と人と文化の共生が続いてき
ました。現在も、温暖な気候に恵まれ、自然との共生の
中、米や畑作物、花きを生産し、１年を通して多種多様
な旬の伊達野菜を出荷し続けています。若手の農業者
が主体となり、新たな特産の栽培に精力的に取り組ん
でいます。国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」によ
る整備が、こうした地域の生産体制のいっそうの強化
に貢献することを心より祈念しています。
　伊達市の菊谷市長には、お忙しいところ、地域の農
業振興を中心に“まちづくり”について語っていただ
き、誠にありがとうございました。伊達市の益々のご
繁栄を祈念いたします。

（取材・広報委員：横川、川口　令和３年10月28日）
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　1. 水土里ネット網走川の概要

（１） 地域の概況
　網走川土地改良区は、本道の東北部に位置し、その
区域は、美幌町、大空町の2町に跨り、オホ－ツク海に
注ぐ一級河川網走川とその支流美幌川の流域によっ
て形成されています。東部は、JR石北線を経て丘陵に
接し、西部は山岳地帯を境とし、南部は津別町に隣接
し、北部は網走湖に面し、地区の中央部を網走川が横
断北流し網走湖に貫流しています。　　
　車で15分の距離にある「女満別空港」は、道東の空
の玄関口として、東京への直行便が就航しています。
また、近くには世界遺産の「知床」や、まりもで有名な
「阿寒湖」、日本最大のカルデラ湖の「屈斜路湖」、大パ

網走川土地改良区
理事長
加 地　 政 幸

土地改良区訪問
地方だより

～おおぞらと美しい幌（むら）のもとで～
　　水と土と里を繋ぎ地域を守る

ノラマが広がる「美幌峠」などの名勝地が多数あり、絶
景スポットとして全国的に知られている地域となっ
ています。

（２） 地域農業の歴史
　地域開発の歴史は、明治30年に鳥取県東伯郡からの
団結移住8戸25名の入植によって美幌原野及び女満別
原野の開拓から始まりました。以降、先人の弛まぬ努
力により開墾が進められ、当初は大小豆等を主要作物
として作付していましたが、畑作のみでは到底収入が
費用を償わざる状態であることから、水稲作に転換す
ることで農家経済の安定を図ろうとしました。明治38
年には、初めて水稲4畝歩の試作に成功し、その後幾多
の冷害凶作等に遭遇しながらも悪条件の中で造田が
進められました。

（３）土地改良区設立の経緯
　地域の稲作への思いは強く、相次ぐ造田と伴に安定
したかんがい用水を確保したいという強い願いによ
り大正12年には「網走川左岸土功組合」が、大正14年に
は「網走川右岸土功組合」が設立されました。その後、
昭和21年には、地区の構成形態、財政状況が類似し、常
に協力して業務の運営にあたっていた両土功組合は、
合併して「網走川土功組合」となりました。昭和24年の
土地改良法の公布により土功組合は、土地改良区に組
織改編を要することとなり、当土功組合は、他の道内
土功組合に先駆けて組織変更を申請し、昭和25年5月4
日許可番号北組第1号の「網走川土地改良区」に改称さ
れました。その後、昭和53年に隣接していた「美幌土地
改良区」を吸収合併して、新生「網走川土地改良区」が
誕生し、現在に至っています。

　２．土地改良事業実施の概要

　当区域で実施してきた農業農村整備事業は、美幌
町、大空町の水田地帯を中心に大正から昭和時代に整

備された、頭首工、用水路、ため池、排水機場、排水路等
を国営事業や道営事業等を活用して、改修・整備を
行ってきました。

 （１）道営かんがい排水事業　網走川地区
　　（道営基幹水利事業　東幹線地区）
　東幹線・西幹線用水路は、共に昭和の初期に掘削さ
れた素掘りの土水路であったため、地区内農家は漏水
による用水不足と維持管理に支障を来たし、その経営
は常に安定に欠けていました。

　このため網走川地区は、用水不足の解消と農業経営
の安定を目的に、昭和42年度から東西両幹線用水路の
整備に着手し、漏水防止と維持管理費の節減及び用水
配分の合理化を図り、昭和62年度に完了しました。
　また、平成7年度から平成16年度には、道営基幹水利
事業東幹線地区により、美幌町市街地約3kmを暗渠化
し、整備した水路上部は親水公園として地域住民の憩
いの場となっています。

網走川土地改良区

　また、老朽化が進んでいる東幹線用水路の整備は、
道営水利施設等保全高度化事業（水利施設整備事業）
東幹線本郷地区の令和6年度事業着手に向け、現在、関
係機関との協議を進めています。

（２）道営温水施設事業　美幌地区
　本地区は、用水不足の解消と農家経営の安定を目的
に昭和41年度に着手しました。用水は、美幌川より取
水していますが、かんがい期間の平均水温が13．1℃
と低く、近隣市町村の平均収量より常に生産量が低
かったことから、本事業により温水ため池を設けて平
均2．5℃の水温上昇を図りました。併せて大正末期に
掘削された素掘りの土水路を整備し、漏水防止と維持
管理費の節減を図りました。本事業は、昭和45年度に
完了しましたが、施設の老朽化や畑地化が進んでいる
ことから、水田かんがいから畑地かんがいへの水利権
の変更及び施設の改修計画について、現在、関係機関
との協議を進めています。

（３）国営かんがい排水事業　網走川下流地区
　本地区は、標高0．5ｍ～3．0ｍの低地であるため、豪
雨時及び融雪期には洪水用のポンプ稼働が必要であ
り、平常時においても特に下流地帯は網走湖平均水位
に左右されやすい地帯であります。この一帯は、常に
内水排除をしなければ耕作出来ない農地であること
から、昭和39年に住吉地域一円の排水を目的として、
排水機場を造成し内水排除を行ってきました。その
後、転作に伴う耕地の沈下、排水路断面の狭小や敷高
などによる排水機能の低下が著しいため、農作物に過
湿被害を与え、営農上大きな支障となっていたことか
ら、平成3年度より本事業は豊住・住吉地区の排水改
良を目的に、豊住排水機場及び排水路3条の新設・改
修を行い、平成14年度に完了しました。
　本事業の実施により、降雨時及び融雪期のたん水被
害等が解消し、ほ場条件が改善されたことから、農作

物の単収が向上するとともに、春先や降雨後の作業が
早期に行え、大型機械での作業も可能となり、農作業
の効率化が図られています。
　また、排水改良により水田の汎用化が図られ、新た
に高収益作物が作付され安定した農業経営の確立に
寄与しています。

（４）国営かんがい排水事業　美女地区
　現況の排水施設は昭和40年代に整備されました
が、土地利用及び降雨形態の変化に伴う流出量の増加
により、排水能力の不足が生じ、周辺農地ではたん水
被害が発生して、効率的な農作業が行えない状況にあ
りました。
　このため、本事業により本郷排水機場及び東幹線排
水路外3条の排水路整備を行い、たん水被害を解消し、
土地生産性の向上及び農作業の効率化により、農業経
営の安定及び地域農業の振興を図りました。

　３．水土里ネット網走川の今後の展望 

（１）国営事業　網走川中央地区の事業推進
１）農業水利施設の維持・保全
　当改良区が管理する農業水利施設は、水田用水が主
体の施設であり、基幹水利施設（頭首工、幹支線用水路、
ため池、揚・排水機）は、地域農業を支える地域資源で
あります。
　このため、当改良区は将来の営農形態を見据えた水利
再編を進めるとともに、平成29年度より実施している
国営かんがい排水事業網走川中央地区や道営事業など
各種農業農村整備事業を活用し、農業水利施設の新設・
更新整備と併せて、農業用水の安定供給に向けて適正
な維持管理と用水管理を進めています。

２）将来の営農形態を見据えた水利再編
　地域の営農は、米の生産調整により水稲栽培から畑
作物への転作が進んでいる中、水田活用の直接支払い
交付金の見直し等によって、今後はさらに水田の畑地
化が予想されることから、組合員からは水田かんがい
から畑地かんがいへの新規地区を含めた水利再編要
望がありました。このため、東幹線・西幹線頭首工掛
かりの地域では、平成28年度に水田かんがい水利の再
編を行い、水田かんがいから汎用田（転作田）へ散水可
能な水利権への変更を行いました。
　西幹線頭首工掛かりでは、水利再編に伴う水利権
余剰水を有効に活用し、1，207haの新規畑地かんが
い水利権（美幌町）を取得して、平成29年度から国営
かんがい排水事業網走川中央地区により水田用水路
の改修及び畑地かんがい施設の新設工事が進められ
ています。
　また、美幌川頭首工の水田かんがい許可面積195．12ha
の内、約160haの水田区域は畑地化が進んだことか
ら、当改良区は平成30年に美幌川地区全組合員29名で
組織する「美幌川地区水利検討委員会」を立ち上げ、将
来の営農形態を見据えた水利再編と余剰水を有効活
用した約400haの新規畑地かんがい水利権の取得に
向け、関係機関と協議を進めています。

（２）国営地区調査「網走川豊住地区」の事業化
　近年の降水量の変化等に伴う流出量の増加により
排水能力が不足し、農地のたん水被害の解消と農業生
産性の向上及び農業経営の安定を図るため、令和2年
度より国営地区調査「網走川豊住地区」が開始され、令
和5年度の事業着手に向け、現在、調査が進められて
います。

（３）地域と連携した農業・農村発展に向けて
　当改良区は、農業水利施設が持つ農業以外の副次的
効果により地域に貢献する多面的機能の理解促進と地
域と共存できる施設利用を目指して、平成14年より21
世紀土地改良区創造運動の推進に取り組んでいます。

１）日本最東端の田んぼの学校
　美幌町、ＪＡびほろ、農業改良普及センター等の協
力を得て、平成12年度から「日本最東端の田んぼの学
校」を開催、平成15年度からは美幌町内の小学校2校が
実施する体験学習に協力して、田植え、観察会、稲刈
り、餅つき等を行い、児童やPTA、教師など一般町民へ
農業農村の魅力を伝えています。

２）温水ため池を核とした農業振興活動
　美幌温水ため池は、昭和45年に人工的に作られた
ため池ですが、造成後、50年以上の長い年月をかけて
創り上げた独特の生態系が形成されたビオトープ空
間となって、数多くの動植物が生息し、準絶滅危惧種

のヤチウグイ・アズマツメクサなどが確認されてい
ます。
　この空間は、美幌博物館学芸員の協力を得て、平成
16年度から町内の小中学校、高校の課外授業の場とし
て活用されており、生態系保全の大切さやため池が造
成された背景、稲作の歴史などを学習する場にもなっ
ています。
　また、豊かな自然に囲まれた美幌温水ため池は、美
しい景観を創り出し、自然とふれあう場として地域住
民にも親しまれ、現在では、町民から地域の財産とし
て大切に守って行く必要があるとの多くの声が寄せ
られ、ため池保全への理解が深まっています。

　【網走川土地改良区の概要】
令和3年5月1日現在　

　許 認 可： 昭和25年5月4日許可番号北組第１号
　地区面積：2，422ha（田1,998ha、畑424ｈa）
　組合員数：196戸
　役 員 数：理事7名、監事2名
　総 代 数：36名
　職 員 数：4名
　主要施設：頭首工：3施設、ため池1ヶ所、
　　　　　　揚水機2施設、 排水機1施設
　　　　　　幹線用水路　  4条　L=45，858ｍ
　　　　　　支線用水路　68条　L=47，011ｍ
　　　　　　排　水　路　  3条　L=12，300ｍ
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地方だより

　1. 水土里ネット網走川の概要

（１） 地域の概況
　網走川土地改良区は、本道の東北部に位置し、その
区域は、美幌町、大空町の2町に跨り、オホ－ツク海に
注ぐ一級河川網走川とその支流美幌川の流域によっ
て形成されています。東部は、JR石北線を経て丘陵に
接し、西部は山岳地帯を境とし、南部は津別町に隣接
し、北部は網走湖に面し、地区の中央部を網走川が横
断北流し網走湖に貫流しています。　　
　車で15分の距離にある「女満別空港」は、道東の空
の玄関口として、東京への直行便が就航しています。
また、近くには世界遺産の「知床」や、まりもで有名な
「阿寒湖」、日本最大のカルデラ湖の「屈斜路湖」、大パ

ノラマが広がる「美幌峠」などの名勝地が多数あり、絶
景スポットとして全国的に知られている地域となっ
ています。

（２） 地域農業の歴史
　地域開発の歴史は、明治30年に鳥取県東伯郡からの
団結移住8戸25名の入植によって美幌原野及び女満別
原野の開拓から始まりました。以降、先人の弛まぬ努
力により開墾が進められ、当初は大小豆等を主要作物
として作付していましたが、畑作のみでは到底収入が
費用を償わざる状態であることから、水稲作に転換す
ることで農家経済の安定を図ろうとしました。明治38
年には、初めて水稲4畝歩の試作に成功し、その後幾多
の冷害凶作等に遭遇しながらも悪条件の中で造田が
進められました。

（３）土地改良区設立の経緯
　地域の稲作への思いは強く、相次ぐ造田と伴に安定
したかんがい用水を確保したいという強い願いによ
り大正12年には「網走川左岸土功組合」が、大正14年に
は「網走川右岸土功組合」が設立されました。その後、
昭和21年には、地区の構成形態、財政状況が類似し、常
に協力して業務の運営にあたっていた両土功組合は、
合併して「網走川土功組合」となりました。昭和24年の
土地改良法の公布により土功組合は、土地改良区に組
織改編を要することとなり、当土功組合は、他の道内
土功組合に先駆けて組織変更を申請し、昭和25年5月4
日許可番号北組第1号の「網走川土地改良区」に改称さ
れました。その後、昭和53年に隣接していた「美幌土地
改良区」を吸収合併して、新生「網走川土地改良区」が
誕生し、現在に至っています。

　２．土地改良事業実施の概要

　当区域で実施してきた農業農村整備事業は、美幌
町、大空町の水田地帯を中心に大正から昭和時代に整

備された、頭首工、用水路、ため池、排水機場、排水路等
を国営事業や道営事業等を活用して、改修・整備を
行ってきました。

 （１）道営かんがい排水事業　網走川地区
　　（道営基幹水利事業　東幹線地区）
　東幹線・西幹線用水路は、共に昭和の初期に掘削さ
れた素掘りの土水路であったため、地区内農家は漏水
による用水不足と維持管理に支障を来たし、その経営
は常に安定に欠けていました。

　このため網走川地区は、用水不足の解消と農業経営
の安定を目的に、昭和42年度から東西両幹線用水路の
整備に着手し、漏水防止と維持管理費の節減及び用水
配分の合理化を図り、昭和62年度に完了しました。
　また、平成7年度から平成16年度には、道営基幹水利
事業東幹線地区により、美幌町市街地約3kmを暗渠化
し、整備した水路上部は親水公園として地域住民の憩
いの場となっています。

　また、老朽化が進んでいる東幹線用水路の整備は、
道営水利施設等保全高度化事業（水利施設整備事業）
東幹線本郷地区の令和6年度事業着手に向け、現在、関
係機関との協議を進めています。

（２）道営温水施設事業　美幌地区
　本地区は、用水不足の解消と農家経営の安定を目的
に昭和41年度に着手しました。用水は、美幌川より取
水していますが、かんがい期間の平均水温が13．1℃
と低く、近隣市町村の平均収量より常に生産量が低
かったことから、本事業により温水ため池を設けて平
均2．5℃の水温上昇を図りました。併せて大正末期に
掘削された素掘りの土水路を整備し、漏水防止と維持
管理費の節減を図りました。本事業は、昭和45年度に
完了しましたが、施設の老朽化や畑地化が進んでいる
ことから、水田かんがいから畑地かんがいへの水利権
の変更及び施設の改修計画について、現在、関係機関
との協議を進めています。

（３）国営かんがい排水事業　網走川下流地区
　本地区は、標高0．5ｍ～3．0ｍの低地であるため、豪
雨時及び融雪期には洪水用のポンプ稼働が必要であ
り、平常時においても特に下流地帯は網走湖平均水位
に左右されやすい地帯であります。この一帯は、常に
内水排除をしなければ耕作出来ない農地であること
から、昭和39年に住吉地域一円の排水を目的として、
排水機場を造成し内水排除を行ってきました。その
後、転作に伴う耕地の沈下、排水路断面の狭小や敷高
などによる排水機能の低下が著しいため、農作物に過
湿被害を与え、営農上大きな支障となっていたことか
ら、平成3年度より本事業は豊住・住吉地区の排水改
良を目的に、豊住排水機場及び排水路3条の新設・改
修を行い、平成14年度に完了しました。
　本事業の実施により、降雨時及び融雪期のたん水被
害等が解消し、ほ場条件が改善されたことから、農作

物の単収が向上するとともに、春先や降雨後の作業が
早期に行え、大型機械での作業も可能となり、農作業
の効率化が図られています。
　また、排水改良により水田の汎用化が図られ、新た
に高収益作物が作付され安定した農業経営の確立に
寄与しています。

（４）国営かんがい排水事業　美女地区
　現況の排水施設は昭和40年代に整備されました
が、土地利用及び降雨形態の変化に伴う流出量の増加
により、排水能力の不足が生じ、周辺農地ではたん水
被害が発生して、効率的な農作業が行えない状況にあ
りました。
　このため、本事業により本郷排水機場及び東幹線排
水路外3条の排水路整備を行い、たん水被害を解消し、
土地生産性の向上及び農作業の効率化により、農業経
営の安定及び地域農業の振興を図りました。

　３．水土里ネット網走川の今後の展望 

（１）国営事業　網走川中央地区の事業推進
１）農業水利施設の維持・保全
　当改良区が管理する農業水利施設は、水田用水が主
体の施設であり、基幹水利施設（頭首工、幹支線用水路、
ため池、揚・排水機）は、地域農業を支える地域資源で
あります。
　このため、当改良区は将来の営農形態を見据えた水利
再編を進めるとともに、平成29年度より実施している
国営かんがい排水事業網走川中央地区や道営事業など
各種農業農村整備事業を活用し、農業水利施設の新設・
更新整備と併せて、農業用水の安定供給に向けて適正
な維持管理と用水管理を進めています。

２）将来の営農形態を見据えた水利再編
　地域の営農は、米の生産調整により水稲栽培から畑
作物への転作が進んでいる中、水田活用の直接支払い
交付金の見直し等によって、今後はさらに水田の畑地
化が予想されることから、組合員からは水田かんがい
から畑地かんがいへの新規地区を含めた水利再編要
望がありました。このため、東幹線・西幹線頭首工掛
かりの地域では、平成28年度に水田かんがい水利の再
編を行い、水田かんがいから汎用田（転作田）へ散水可
能な水利権への変更を行いました。
　西幹線頭首工掛かりでは、水利再編に伴う水利権
余剰水を有効に活用し、1，207haの新規畑地かんが
い水利権（美幌町）を取得して、平成29年度から国営
かんがい排水事業網走川中央地区により水田用水路
の改修及び畑地かんがい施設の新設工事が進められ
ています。
　また、美幌川頭首工の水田かんがい許可面積195．12ha
の内、約160haの水田区域は畑地化が進んだことか
ら、当改良区は平成30年に美幌川地区全組合員29名で
組織する「美幌川地区水利検討委員会」を立ち上げ、将
来の営農形態を見据えた水利再編と余剰水を有効活
用した約400haの新規畑地かんがい水利権の取得に
向け、関係機関と協議を進めています。

（２）国営地区調査「網走川豊住地区」の事業化
　近年の降水量の変化等に伴う流出量の増加により
排水能力が不足し、農地のたん水被害の解消と農業生
産性の向上及び農業経営の安定を図るため、令和2年
度より国営地区調査「網走川豊住地区」が開始され、令
和5年度の事業着手に向け、現在、調査が進められて
います。

（３）地域と連携した農業・農村発展に向けて
　当改良区は、農業水利施設が持つ農業以外の副次的
効果により地域に貢献する多面的機能の理解促進と地
域と共存できる施設利用を目指して、平成14年より21
世紀土地改良区創造運動の推進に取り組んでいます。

１）日本最東端の田んぼの学校
　美幌町、ＪＡびほろ、農業改良普及センター等の協
力を得て、平成12年度から「日本最東端の田んぼの学
校」を開催、平成15年度からは美幌町内の小学校2校が
実施する体験学習に協力して、田植え、観察会、稲刈
り、餅つき等を行い、児童やPTA、教師など一般町民へ
農業農村の魅力を伝えています。

２）温水ため池を核とした農業振興活動
　美幌温水ため池は、昭和45年に人工的に作られた
ため池ですが、造成後、50年以上の長い年月をかけて
創り上げた独特の生態系が形成されたビオトープ空
間となって、数多くの動植物が生息し、準絶滅危惧種

のヤチウグイ・アズマツメクサなどが確認されてい
ます。
　この空間は、美幌博物館学芸員の協力を得て、平成
16年度から町内の小中学校、高校の課外授業の場とし
て活用されており、生態系保全の大切さやため池が造
成された背景、稲作の歴史などを学習する場にもなっ
ています。
　また、豊かな自然に囲まれた美幌温水ため池は、美
しい景観を創り出し、自然とふれあう場として地域住
民にも親しまれ、現在では、町民から地域の財産とし
て大切に守って行く必要があるとの多くの声が寄せ
られ、ため池保全への理解が深まっています。

田植え作業（昭和30年代）

水神社：弥都波能売神（通水式、断水式）

籾すり作業(昭和12年)水稲直播機タコ足式(昭和8年)

みずはのめのかみ

東幹線用水路（昭和20年）

水路上部の公園施設
美幌町市街地の東幹線用水路を暗渠化

親水施設

　【網走川土地改良区の概要】
令和3年5月1日現在　

　許 認 可： 昭和25年5月4日許可番号北組第１号
　地区面積：2，422ha（田1,998ha、畑424ｈa）
　組合員数：196戸
　役 員 数：理事7名、監事2名
　総 代 数：36名
　職 員 数：4名
　主要施設：頭首工：3施設、ため池1ヶ所、
　　　　　　揚水機2施設、 排水機1施設
　　　　　　幹線用水路　  4条　L=45，858ｍ
　　　　　　支線用水路　68条　L=47，011ｍ
　　　　　　排　水　路　  3条　L=12，300ｍ



ָ

ࢾ

؃

ē

　
ē

ફ

&%,

ݛ

41
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　1. 水土里ネット網走川の概要

（１） 地域の概況
　網走川土地改良区は、本道の東北部に位置し、その
区域は、美幌町、大空町の2町に跨り、オホ－ツク海に
注ぐ一級河川網走川とその支流美幌川の流域によっ
て形成されています。東部は、JR石北線を経て丘陵に
接し、西部は山岳地帯を境とし、南部は津別町に隣接
し、北部は網走湖に面し、地区の中央部を網走川が横
断北流し網走湖に貫流しています。　　
　車で15分の距離にある「女満別空港」は、道東の空
の玄関口として、東京への直行便が就航しています。
また、近くには世界遺産の「知床」や、まりもで有名な
「阿寒湖」、日本最大のカルデラ湖の「屈斜路湖」、大パ

ノラマが広がる「美幌峠」などの名勝地が多数あり、絶
景スポットとして全国的に知られている地域となっ
ています。

（２） 地域農業の歴史
　地域開発の歴史は、明治30年に鳥取県東伯郡からの
団結移住8戸25名の入植によって美幌原野及び女満別
原野の開拓から始まりました。以降、先人の弛まぬ努
力により開墾が進められ、当初は大小豆等を主要作物
として作付していましたが、畑作のみでは到底収入が
費用を償わざる状態であることから、水稲作に転換す
ることで農家経済の安定を図ろうとしました。明治38
年には、初めて水稲4畝歩の試作に成功し、その後幾多
の冷害凶作等に遭遇しながらも悪条件の中で造田が
進められました。

（３）土地改良区設立の経緯
　地域の稲作への思いは強く、相次ぐ造田と伴に安定
したかんがい用水を確保したいという強い願いによ
り大正12年には「網走川左岸土功組合」が、大正14年に
は「網走川右岸土功組合」が設立されました。その後、
昭和21年には、地区の構成形態、財政状況が類似し、常
に協力して業務の運営にあたっていた両土功組合は、
合併して「網走川土功組合」となりました。昭和24年の
土地改良法の公布により土功組合は、土地改良区に組
織改編を要することとなり、当土功組合は、他の道内
土功組合に先駆けて組織変更を申請し、昭和25年5月4
日許可番号北組第1号の「網走川土地改良区」に改称さ
れました。その後、昭和53年に隣接していた「美幌土地
改良区」を吸収合併して、新生「網走川土地改良区」が
誕生し、現在に至っています。

　２．土地改良事業実施の概要

　当区域で実施してきた農業農村整備事業は、美幌
町、大空町の水田地帯を中心に大正から昭和時代に整

備された、頭首工、用水路、ため池、排水機場、排水路等
を国営事業や道営事業等を活用して、改修・整備を
行ってきました。

 （１）道営かんがい排水事業　網走川地区
　　（道営基幹水利事業　東幹線地区）
　東幹線・西幹線用水路は、共に昭和の初期に掘削さ
れた素掘りの土水路であったため、地区内農家は漏水
による用水不足と維持管理に支障を来たし、その経営
は常に安定に欠けていました。

　このため網走川地区は、用水不足の解消と農業経営
の安定を目的に、昭和42年度から東西両幹線用水路の
整備に着手し、漏水防止と維持管理費の節減及び用水
配分の合理化を図り、昭和62年度に完了しました。
　また、平成7年度から平成16年度には、道営基幹水利
事業東幹線地区により、美幌町市街地約3kmを暗渠化
し、整備した水路上部は親水公園として地域住民の憩
いの場となっています。

　また、老朽化が進んでいる東幹線用水路の整備は、
道営水利施設等保全高度化事業（水利施設整備事業）
東幹線本郷地区の令和6年度事業着手に向け、現在、関
係機関との協議を進めています。

（２）道営温水施設事業　美幌地区
　本地区は、用水不足の解消と農家経営の安定を目的
に昭和41年度に着手しました。用水は、美幌川より取
水していますが、かんがい期間の平均水温が13．1℃
と低く、近隣市町村の平均収量より常に生産量が低
かったことから、本事業により温水ため池を設けて平
均2．5℃の水温上昇を図りました。併せて大正末期に
掘削された素掘りの土水路を整備し、漏水防止と維持
管理費の節減を図りました。本事業は、昭和45年度に
完了しましたが、施設の老朽化や畑地化が進んでいる
ことから、水田かんがいから畑地かんがいへの水利権
の変更及び施設の改修計画について、現在、関係機関
との協議を進めています。

（３）国営かんがい排水事業　網走川下流地区
　本地区は、標高0．5ｍ～3．0ｍの低地であるため、豪
雨時及び融雪期には洪水用のポンプ稼働が必要であ
り、平常時においても特に下流地帯は網走湖平均水位
に左右されやすい地帯であります。この一帯は、常に
内水排除をしなければ耕作出来ない農地であること
から、昭和39年に住吉地域一円の排水を目的として、
排水機場を造成し内水排除を行ってきました。その
後、転作に伴う耕地の沈下、排水路断面の狭小や敷高
などによる排水機能の低下が著しいため、農作物に過
湿被害を与え、営農上大きな支障となっていたことか
ら、平成3年度より本事業は豊住・住吉地区の排水改
良を目的に、豊住排水機場及び排水路3条の新設・改
修を行い、平成14年度に完了しました。
　本事業の実施により、降雨時及び融雪期のたん水被
害等が解消し、ほ場条件が改善されたことから、農作

物の単収が向上するとともに、春先や降雨後の作業が
早期に行え、大型機械での作業も可能となり、農作業
の効率化が図られています。
　また、排水改良により水田の汎用化が図られ、新た
に高収益作物が作付され安定した農業経営の確立に
寄与しています。

（４）国営かんがい排水事業　美女地区
　現況の排水施設は昭和40年代に整備されました
が、土地利用及び降雨形態の変化に伴う流出量の増加
により、排水能力の不足が生じ、周辺農地ではたん水
被害が発生して、効率的な農作業が行えない状況にあ
りました。
　このため、本事業により本郷排水機場及び東幹線排
水路外3条の排水路整備を行い、たん水被害を解消し、
土地生産性の向上及び農作業の効率化により、農業経
営の安定及び地域農業の振興を図りました。

　３．水土里ネット網走川の今後の展望 

（１）国営事業　網走川中央地区の事業推進
１）農業水利施設の維持・保全
　当改良区が管理する農業水利施設は、水田用水が主
体の施設であり、基幹水利施設（頭首工、幹支線用水路、
ため池、揚・排水機）は、地域農業を支える地域資源で
あります。
　このため、当改良区は将来の営農形態を見据えた水利
再編を進めるとともに、平成29年度より実施している
国営かんがい排水事業網走川中央地区や道営事業など
各種農業農村整備事業を活用し、農業水利施設の新設・
更新整備と併せて、農業用水の安定供給に向けて適正
な維持管理と用水管理を進めています。

２）将来の営農形態を見据えた水利再編
　地域の営農は、米の生産調整により水稲栽培から畑
作物への転作が進んでいる中、水田活用の直接支払い
交付金の見直し等によって、今後はさらに水田の畑地
化が予想されることから、組合員からは水田かんがい
から畑地かんがいへの新規地区を含めた水利再編要
望がありました。このため、東幹線・西幹線頭首工掛
かりの地域では、平成28年度に水田かんがい水利の再
編を行い、水田かんがいから汎用田（転作田）へ散水可
能な水利権への変更を行いました。
　西幹線頭首工掛かりでは、水利再編に伴う水利権
余剰水を有効に活用し、1，207haの新規畑地かんが
い水利権（美幌町）を取得して、平成29年度から国営
かんがい排水事業網走川中央地区により水田用水路
の改修及び畑地かんがい施設の新設工事が進められ
ています。
　また、美幌川頭首工の水田かんがい許可面積195．12ha
の内、約160haの水田区域は畑地化が進んだことか
ら、当改良区は平成30年に美幌川地区全組合員29名で
組織する「美幌川地区水利検討委員会」を立ち上げ、将
来の営農形態を見据えた水利再編と余剰水を有効活
用した約400haの新規畑地かんがい水利権の取得に
向け、関係機関と協議を進めています。

（２）国営地区調査「網走川豊住地区」の事業化
　近年の降水量の変化等に伴う流出量の増加により
排水能力が不足し、農地のたん水被害の解消と農業生
産性の向上及び農業経営の安定を図るため、令和2年
度より国営地区調査「網走川豊住地区」が開始され、令
和5年度の事業着手に向け、現在、調査が進められて
います。

（３）地域と連携した農業・農村発展に向けて
　当改良区は、農業水利施設が持つ農業以外の副次的
効果により地域に貢献する多面的機能の理解促進と地
域と共存できる施設利用を目指して、平成14年より21
世紀土地改良区創造運動の推進に取り組んでいます。

１）日本最東端の田んぼの学校
　美幌町、ＪＡびほろ、農業改良普及センター等の協
力を得て、平成12年度から「日本最東端の田んぼの学
校」を開催、平成15年度からは美幌町内の小学校2校が
実施する体験学習に協力して、田植え、観察会、稲刈
り、餅つき等を行い、児童やPTA、教師など一般町民へ
農業農村の魅力を伝えています。

２）温水ため池を核とした農業振興活動
　美幌温水ため池は、昭和45年に人工的に作られた
ため池ですが、造成後、50年以上の長い年月をかけて
創り上げた独特の生態系が形成されたビオトープ空
間となって、数多くの動植物が生息し、準絶滅危惧種

のヤチウグイ・アズマツメクサなどが確認されてい
ます。
　この空間は、美幌博物館学芸員の協力を得て、平成
16年度から町内の小中学校、高校の課外授業の場とし
て活用されており、生態系保全の大切さやため池が造
成された背景、稲作の歴史などを学習する場にもなっ
ています。
　また、豊かな自然に囲まれた美幌温水ため池は、美
しい景観を創り出し、自然とふれあう場として地域住
民にも親しまれ、現在では、町民から地域の財産とし
て大切に守って行く必要があるとの多くの声が寄せ
られ、ため池保全への理解が深まっています。

網走川下流地区の概要
◇関係市町：北海道網走郡大空町（旧女満別町）
◇受益面積：1,260ha（田870ha、畑390ha）
◇事業工期：平成3年度～平成14年度
◇主要工事：排水機場（改修）１箇所
　　　　　　排水路（新設・改修）３条   L=12.2km

美女地区の概要
（施設は、改修後に大空町の管理施設となる）
◇関係市町：北海道網走郡美幌町及び大空町
◇受益面積：1,728ha（田641ha、畑1,087ha）
◇事業工期：平成21年度～令和元年度
◇主要工事：排水機場（改修）１箇所
　　　　　　排水路（改修）４条L=10.9km

豊住排水機場　全景 ポンプ場内

美幌温水ため池　全景

　【網走川土地改良区の概要】
令和3年5月1日現在　

　許 認 可： 昭和25年5月4日許可番号北組第１号
　地区面積：2，422ha（田1,998ha、畑424ｈa）
　組合員数：196戸
　役 員 数：理事7名、監事2名
　総 代 数：36名
　職 員 数：4名
　主要施設：頭首工：3施設、ため池1ヶ所、
　　　　　　揚水機2施設、 排水機1施設
　　　　　　幹線用水路　  4条　L=45，858ｍ
　　　　　　支線用水路　68条　L=47，011ｍ
　　　　　　排　水　路　  3条　L=12，300ｍ
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地方だより

　1. 水土里ネット網走川の概要

（１） 地域の概況
　網走川土地改良区は、本道の東北部に位置し、その
区域は、美幌町、大空町の2町に跨り、オホ－ツク海に
注ぐ一級河川網走川とその支流美幌川の流域によっ
て形成されています。東部は、JR石北線を経て丘陵に
接し、西部は山岳地帯を境とし、南部は津別町に隣接
し、北部は網走湖に面し、地区の中央部を網走川が横
断北流し網走湖に貫流しています。　　
　車で15分の距離にある「女満別空港」は、道東の空
の玄関口として、東京への直行便が就航しています。
また、近くには世界遺産の「知床」や、まりもで有名な
「阿寒湖」、日本最大のカルデラ湖の「屈斜路湖」、大パ

ノラマが広がる「美幌峠」などの名勝地が多数あり、絶
景スポットとして全国的に知られている地域となっ
ています。

（２） 地域農業の歴史
　地域開発の歴史は、明治30年に鳥取県東伯郡からの
団結移住8戸25名の入植によって美幌原野及び女満別
原野の開拓から始まりました。以降、先人の弛まぬ努
力により開墾が進められ、当初は大小豆等を主要作物
として作付していましたが、畑作のみでは到底収入が
費用を償わざる状態であることから、水稲作に転換す
ることで農家経済の安定を図ろうとしました。明治38
年には、初めて水稲4畝歩の試作に成功し、その後幾多
の冷害凶作等に遭遇しながらも悪条件の中で造田が
進められました。

（３）土地改良区設立の経緯
　地域の稲作への思いは強く、相次ぐ造田と伴に安定
したかんがい用水を確保したいという強い願いによ
り大正12年には「網走川左岸土功組合」が、大正14年に
は「網走川右岸土功組合」が設立されました。その後、
昭和21年には、地区の構成形態、財政状況が類似し、常
に協力して業務の運営にあたっていた両土功組合は、
合併して「網走川土功組合」となりました。昭和24年の
土地改良法の公布により土功組合は、土地改良区に組
織改編を要することとなり、当土功組合は、他の道内
土功組合に先駆けて組織変更を申請し、昭和25年5月4
日許可番号北組第1号の「網走川土地改良区」に改称さ
れました。その後、昭和53年に隣接していた「美幌土地
改良区」を吸収合併して、新生「網走川土地改良区」が
誕生し、現在に至っています。

　２．土地改良事業実施の概要

　当区域で実施してきた農業農村整備事業は、美幌
町、大空町の水田地帯を中心に大正から昭和時代に整

備された、頭首工、用水路、ため池、排水機場、排水路等
を国営事業や道営事業等を活用して、改修・整備を
行ってきました。

 （１）道営かんがい排水事業　網走川地区
　　（道営基幹水利事業　東幹線地区）
　東幹線・西幹線用水路は、共に昭和の初期に掘削さ
れた素掘りの土水路であったため、地区内農家は漏水
による用水不足と維持管理に支障を来たし、その経営
は常に安定に欠けていました。

　このため網走川地区は、用水不足の解消と農業経営
の安定を目的に、昭和42年度から東西両幹線用水路の
整備に着手し、漏水防止と維持管理費の節減及び用水
配分の合理化を図り、昭和62年度に完了しました。
　また、平成7年度から平成16年度には、道営基幹水利
事業東幹線地区により、美幌町市街地約3kmを暗渠化
し、整備した水路上部は親水公園として地域住民の憩
いの場となっています。

　また、老朽化が進んでいる東幹線用水路の整備は、
道営水利施設等保全高度化事業（水利施設整備事業）
東幹線本郷地区の令和6年度事業着手に向け、現在、関
係機関との協議を進めています。

（２）道営温水施設事業　美幌地区
　本地区は、用水不足の解消と農家経営の安定を目的
に昭和41年度に着手しました。用水は、美幌川より取
水していますが、かんがい期間の平均水温が13．1℃
と低く、近隣市町村の平均収量より常に生産量が低
かったことから、本事業により温水ため池を設けて平
均2．5℃の水温上昇を図りました。併せて大正末期に
掘削された素掘りの土水路を整備し、漏水防止と維持
管理費の節減を図りました。本事業は、昭和45年度に
完了しましたが、施設の老朽化や畑地化が進んでいる
ことから、水田かんがいから畑地かんがいへの水利権
の変更及び施設の改修計画について、現在、関係機関
との協議を進めています。

（３）国営かんがい排水事業　網走川下流地区
　本地区は、標高0．5ｍ～3．0ｍの低地であるため、豪
雨時及び融雪期には洪水用のポンプ稼働が必要であ
り、平常時においても特に下流地帯は網走湖平均水位
に左右されやすい地帯であります。この一帯は、常に
内水排除をしなければ耕作出来ない農地であること
から、昭和39年に住吉地域一円の排水を目的として、
排水機場を造成し内水排除を行ってきました。その
後、転作に伴う耕地の沈下、排水路断面の狭小や敷高
などによる排水機能の低下が著しいため、農作物に過
湿被害を与え、営農上大きな支障となっていたことか
ら、平成3年度より本事業は豊住・住吉地区の排水改
良を目的に、豊住排水機場及び排水路3条の新設・改
修を行い、平成14年度に完了しました。
　本事業の実施により、降雨時及び融雪期のたん水被
害等が解消し、ほ場条件が改善されたことから、農作

物の単収が向上するとともに、春先や降雨後の作業が
早期に行え、大型機械での作業も可能となり、農作業
の効率化が図られています。
　また、排水改良により水田の汎用化が図られ、新た
に高収益作物が作付され安定した農業経営の確立に
寄与しています。

（４）国営かんがい排水事業　美女地区
　現況の排水施設は昭和40年代に整備されました
が、土地利用及び降雨形態の変化に伴う流出量の増加
により、排水能力の不足が生じ、周辺農地ではたん水
被害が発生して、効率的な農作業が行えない状況にあ
りました。
　このため、本事業により本郷排水機場及び東幹線排
水路外3条の排水路整備を行い、たん水被害を解消し、
土地生産性の向上及び農作業の効率化により、農業経
営の安定及び地域農業の振興を図りました。

　３．水土里ネット網走川の今後の展望 

（１）国営事業　網走川中央地区の事業推進
１）農業水利施設の維持・保全
　当改良区が管理する農業水利施設は、水田用水が主
体の施設であり、基幹水利施設（頭首工、幹支線用水路、
ため池、揚・排水機）は、地域農業を支える地域資源で
あります。
　このため、当改良区は将来の営農形態を見据えた水利
再編を進めるとともに、平成29年度より実施している
国営かんがい排水事業網走川中央地区や道営事業など
各種農業農村整備事業を活用し、農業水利施設の新設・
更新整備と併せて、農業用水の安定供給に向けて適正
な維持管理と用水管理を進めています。

２）将来の営農形態を見据えた水利再編
　地域の営農は、米の生産調整により水稲栽培から畑
作物への転作が進んでいる中、水田活用の直接支払い
交付金の見直し等によって、今後はさらに水田の畑地
化が予想されることから、組合員からは水田かんがい
から畑地かんがいへの新規地区を含めた水利再編要
望がありました。このため、東幹線・西幹線頭首工掛
かりの地域では、平成28年度に水田かんがい水利の再
編を行い、水田かんがいから汎用田（転作田）へ散水可
能な水利権への変更を行いました。
　西幹線頭首工掛かりでは、水利再編に伴う水利権
余剰水を有効に活用し、1，207haの新規畑地かんが
い水利権（美幌町）を取得して、平成29年度から国営
かんがい排水事業網走川中央地区により水田用水路
の改修及び畑地かんがい施設の新設工事が進められ
ています。
　また、美幌川頭首工の水田かんがい許可面積195．12ha
の内、約160haの水田区域は畑地化が進んだことか
ら、当改良区は平成30年に美幌川地区全組合員29名で
組織する「美幌川地区水利検討委員会」を立ち上げ、将
来の営農形態を見据えた水利再編と余剰水を有効活
用した約400haの新規畑地かんがい水利権の取得に
向け、関係機関と協議を進めています。

（２）国営地区調査「網走川豊住地区」の事業化
　近年の降水量の変化等に伴う流出量の増加により
排水能力が不足し、農地のたん水被害の解消と農業生
産性の向上及び農業経営の安定を図るため、令和2年
度より国営地区調査「網走川豊住地区」が開始され、令
和5年度の事業着手に向け、現在、調査が進められて
います。

（３）地域と連携した農業・農村発展に向けて
　当改良区は、農業水利施設が持つ農業以外の副次的
効果により地域に貢献する多面的機能の理解促進と地
域と共存できる施設利用を目指して、平成14年より21
世紀土地改良区創造運動の推進に取り組んでいます。

１）日本最東端の田んぼの学校
　美幌町、ＪＡびほろ、農業改良普及センター等の協
力を得て、平成12年度から「日本最東端の田んぼの学
校」を開催、平成15年度からは美幌町内の小学校2校が
実施する体験学習に協力して、田植え、観察会、稲刈
り、餅つき等を行い、児童やPTA、教師など一般町民へ
農業農村の魅力を伝えています。

２）温水ため池を核とした農業振興活動
　美幌温水ため池は、昭和45年に人工的に作られた
ため池ですが、造成後、50年以上の長い年月をかけて
創り上げた独特の生態系が形成されたビオトープ空
間となって、数多くの動植物が生息し、準絶滅危惧種

のヤチウグイ・アズマツメクサなどが確認されてい
ます。
　この空間は、美幌博物館学芸員の協力を得て、平成
16年度から町内の小中学校、高校の課外授業の場とし
て活用されており、生態系保全の大切さやため池が造
成された背景、稲作の歴史などを学習する場にもなっ
ています。
　また、豊かな自然に囲まれた美幌温水ため池は、美
しい景観を創り出し、自然とふれあう場として地域住
民にも親しまれ、現在では、町民から地域の財産とし
て大切に守って行く必要があるとの多くの声が寄せ
られ、ため池保全への理解が深まっています。

網走川中央地区の概要
◇関係市町：北海道網走郡美幌町及び大空町
◇受益面積：2,289ha（田1,082ha、畑1,207ha）
◇事業工期：平成29年度～令和10年度
◇主要工事：頭首工（改修）１箇所
　　　　　　用水路４条L=29.8km
　　　　　　  （開水路15.9km、 管水路13.9km）

　【網走川土地改良区の概要】
令和3年5月1日現在　

　許 認 可： 昭和25年5月4日許可番号北組第１号
　地区面積：2，422ha（田1,998ha、畑424ｈa）
　組合員数：196戸
　役 員 数：理事7名、監事2名
　総 代 数：36名
　職 員 数：4名
　主要施設：頭首工：3施設、ため池1ヶ所、
　　　　　　揚水機2施設、 排水機1施設
　　　　　　幹線用水路　  4条　L=45，858ｍ
　　　　　　支線用水路　68条　L=47，011ｍ
　　　　　　排　水　路　  3条　L=12，300ｍ
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地方だより

　1. 水土里ネット網走川の概要

（１） 地域の概況
　網走川土地改良区は、本道の東北部に位置し、その
区域は、美幌町、大空町の2町に跨り、オホ－ツク海に
注ぐ一級河川網走川とその支流美幌川の流域によっ
て形成されています。東部は、JR石北線を経て丘陵に
接し、西部は山岳地帯を境とし、南部は津別町に隣接
し、北部は網走湖に面し、地区の中央部を網走川が横
断北流し網走湖に貫流しています。　　
　車で15分の距離にある「女満別空港」は、道東の空
の玄関口として、東京への直行便が就航しています。
また、近くには世界遺産の「知床」や、まりもで有名な
「阿寒湖」、日本最大のカルデラ湖の「屈斜路湖」、大パ

ノラマが広がる「美幌峠」などの名勝地が多数あり、絶
景スポットとして全国的に知られている地域となっ
ています。

（２） 地域農業の歴史
　地域開発の歴史は、明治30年に鳥取県東伯郡からの
団結移住8戸25名の入植によって美幌原野及び女満別
原野の開拓から始まりました。以降、先人の弛まぬ努
力により開墾が進められ、当初は大小豆等を主要作物
として作付していましたが、畑作のみでは到底収入が
費用を償わざる状態であることから、水稲作に転換す
ることで農家経済の安定を図ろうとしました。明治38
年には、初めて水稲4畝歩の試作に成功し、その後幾多
の冷害凶作等に遭遇しながらも悪条件の中で造田が
進められました。

（３）土地改良区設立の経緯
　地域の稲作への思いは強く、相次ぐ造田と伴に安定
したかんがい用水を確保したいという強い願いによ
り大正12年には「網走川左岸土功組合」が、大正14年に
は「網走川右岸土功組合」が設立されました。その後、
昭和21年には、地区の構成形態、財政状況が類似し、常
に協力して業務の運営にあたっていた両土功組合は、
合併して「網走川土功組合」となりました。昭和24年の
土地改良法の公布により土功組合は、土地改良区に組
織改編を要することとなり、当土功組合は、他の道内
土功組合に先駆けて組織変更を申請し、昭和25年5月4
日許可番号北組第1号の「網走川土地改良区」に改称さ
れました。その後、昭和53年に隣接していた「美幌土地
改良区」を吸収合併して、新生「網走川土地改良区」が
誕生し、現在に至っています。

　２．土地改良事業実施の概要

　当区域で実施してきた農業農村整備事業は、美幌
町、大空町の水田地帯を中心に大正から昭和時代に整

備された、頭首工、用水路、ため池、排水機場、排水路等
を国営事業や道営事業等を活用して、改修・整備を
行ってきました。

 （１）道営かんがい排水事業　網走川地区
　　（道営基幹水利事業　東幹線地区）
　東幹線・西幹線用水路は、共に昭和の初期に掘削さ
れた素掘りの土水路であったため、地区内農家は漏水
による用水不足と維持管理に支障を来たし、その経営
は常に安定に欠けていました。

　このため網走川地区は、用水不足の解消と農業経営
の安定を目的に、昭和42年度から東西両幹線用水路の
整備に着手し、漏水防止と維持管理費の節減及び用水
配分の合理化を図り、昭和62年度に完了しました。
　また、平成7年度から平成16年度には、道営基幹水利
事業東幹線地区により、美幌町市街地約3kmを暗渠化
し、整備した水路上部は親水公園として地域住民の憩
いの場となっています。

　また、老朽化が進んでいる東幹線用水路の整備は、
道営水利施設等保全高度化事業（水利施設整備事業）
東幹線本郷地区の令和6年度事業着手に向け、現在、関
係機関との協議を進めています。

（２）道営温水施設事業　美幌地区
　本地区は、用水不足の解消と農家経営の安定を目的
に昭和41年度に着手しました。用水は、美幌川より取
水していますが、かんがい期間の平均水温が13．1℃
と低く、近隣市町村の平均収量より常に生産量が低
かったことから、本事業により温水ため池を設けて平
均2．5℃の水温上昇を図りました。併せて大正末期に
掘削された素掘りの土水路を整備し、漏水防止と維持
管理費の節減を図りました。本事業は、昭和45年度に
完了しましたが、施設の老朽化や畑地化が進んでいる
ことから、水田かんがいから畑地かんがいへの水利権
の変更及び施設の改修計画について、現在、関係機関
との協議を進めています。

（３）国営かんがい排水事業　網走川下流地区
　本地区は、標高0．5ｍ～3．0ｍの低地であるため、豪
雨時及び融雪期には洪水用のポンプ稼働が必要であ
り、平常時においても特に下流地帯は網走湖平均水位
に左右されやすい地帯であります。この一帯は、常に
内水排除をしなければ耕作出来ない農地であること
から、昭和39年に住吉地域一円の排水を目的として、
排水機場を造成し内水排除を行ってきました。その
後、転作に伴う耕地の沈下、排水路断面の狭小や敷高
などによる排水機能の低下が著しいため、農作物に過
湿被害を与え、営農上大きな支障となっていたことか
ら、平成3年度より本事業は豊住・住吉地区の排水改
良を目的に、豊住排水機場及び排水路3条の新設・改
修を行い、平成14年度に完了しました。
　本事業の実施により、降雨時及び融雪期のたん水被
害等が解消し、ほ場条件が改善されたことから、農作

物の単収が向上するとともに、春先や降雨後の作業が
早期に行え、大型機械での作業も可能となり、農作業
の効率化が図られています。
　また、排水改良により水田の汎用化が図られ、新た
に高収益作物が作付され安定した農業経営の確立に
寄与しています。

（４）国営かんがい排水事業　美女地区
　現況の排水施設は昭和40年代に整備されました
が、土地利用及び降雨形態の変化に伴う流出量の増加
により、排水能力の不足が生じ、周辺農地ではたん水
被害が発生して、効率的な農作業が行えない状況にあ
りました。
　このため、本事業により本郷排水機場及び東幹線排
水路外3条の排水路整備を行い、たん水被害を解消し、
土地生産性の向上及び農作業の効率化により、農業経
営の安定及び地域農業の振興を図りました。

　３．水土里ネット網走川の今後の展望 

（１）国営事業　網走川中央地区の事業推進
１）農業水利施設の維持・保全
　当改良区が管理する農業水利施設は、水田用水が主
体の施設であり、基幹水利施設（頭首工、幹支線用水路、
ため池、揚・排水機）は、地域農業を支える地域資源で
あります。
　このため、当改良区は将来の営農形態を見据えた水利
再編を進めるとともに、平成29年度より実施している
国営かんがい排水事業網走川中央地区や道営事業など
各種農業農村整備事業を活用し、農業水利施設の新設・
更新整備と併せて、農業用水の安定供給に向けて適正
な維持管理と用水管理を進めています。

２）将来の営農形態を見据えた水利再編
　地域の営農は、米の生産調整により水稲栽培から畑
作物への転作が進んでいる中、水田活用の直接支払い
交付金の見直し等によって、今後はさらに水田の畑地
化が予想されることから、組合員からは水田かんがい
から畑地かんがいへの新規地区を含めた水利再編要
望がありました。このため、東幹線・西幹線頭首工掛
かりの地域では、平成28年度に水田かんがい水利の再
編を行い、水田かんがいから汎用田（転作田）へ散水可
能な水利権への変更を行いました。
　西幹線頭首工掛かりでは、水利再編に伴う水利権
余剰水を有効に活用し、1，207haの新規畑地かんが
い水利権（美幌町）を取得して、平成29年度から国営
かんがい排水事業網走川中央地区により水田用水路
の改修及び畑地かんがい施設の新設工事が進められ
ています。
　また、美幌川頭首工の水田かんがい許可面積195．12ha
の内、約160haの水田区域は畑地化が進んだことか
ら、当改良区は平成30年に美幌川地区全組合員29名で
組織する「美幌川地区水利検討委員会」を立ち上げ、将
来の営農形態を見据えた水利再編と余剰水を有効活
用した約400haの新規畑地かんがい水利権の取得に
向け、関係機関と協議を進めています。

（２）国営地区調査「網走川豊住地区」の事業化
　近年の降水量の変化等に伴う流出量の増加により
排水能力が不足し、農地のたん水被害の解消と農業生
産性の向上及び農業経営の安定を図るため、令和2年
度より国営地区調査「網走川豊住地区」が開始され、令
和5年度の事業着手に向け、現在、調査が進められて
います。

（３）地域と連携した農業・農村発展に向けて
　当改良区は、農業水利施設が持つ農業以外の副次的
効果により地域に貢献する多面的機能の理解促進と地
域と共存できる施設利用を目指して、平成14年より21
世紀土地改良区創造運動の推進に取り組んでいます。

１）日本最東端の田んぼの学校
　美幌町、ＪＡびほろ、農業改良普及センター等の協
力を得て、平成12年度から「日本最東端の田んぼの学
校」を開催、平成15年度からは美幌町内の小学校2校が
実施する体験学習に協力して、田植え、観察会、稲刈
り、餅つき等を行い、児童やPTA、教師など一般町民へ
農業農村の魅力を伝えています。

２）温水ため池を核とした農業振興活動
　美幌温水ため池は、昭和45年に人工的に作られた
ため池ですが、造成後、50年以上の長い年月をかけて
創り上げた独特の生態系が形成されたビオトープ空
間となって、数多くの動植物が生息し、準絶滅危惧種

のヤチウグイ・アズマツメクサなどが確認されてい
ます。
　この空間は、美幌博物館学芸員の協力を得て、平成
16年度から町内の小中学校、高校の課外授業の場とし
て活用されており、生態系保全の大切さやため池が造
成された背景、稲作の歴史などを学習する場にもなっ
ています。
　また、豊かな自然に囲まれた美幌温水ため池は、美
しい景観を創り出し、自然とふれあう場として地域住
民にも親しまれ、現在では、町民から地域の財産とし
て大切に守って行く必要があるとの多くの声が寄せ
られ、ため池保全への理解が深まっています。

小麦品種「春よ恋」がもつ「小麦独特の芳醇な香り」と「ゆめちか
ら」の「高たんぱくが生み出す弾力」、それぞれの香りや風味、コ
シやのど越しにこだわった美幌産小麦100%のラーメンです。

大空町産にんじんをゆで上げて絞りました。添加物は一切使用
していない、にんじん100％の健康飲料です。また、よしもと
のネットワークと主婦のリアルな目線で選ぶ「よしもと47
シュフラン2017」にて金賞を受賞しました。

美幌産の黒毛和牛・玉ねぎ・にんじん・じゃがいも(サッシー)
をふんだんに使用し長い時間じっくり煮込んだプレミアム
カレーです。

農産物加工品の紹介

田植え 稲刈り

足踏み式脱穀 餅つき

美幌温水ため池　全景

温水ため池小学生野外授業

　【網走川土地改良区の概要】
令和3年5月1日現在　

　許 認 可： 昭和25年5月4日許可番号北組第１号
　地区面積：2，422ha（田1,998ha、畑424ｈa）
　組合員数：196戸
　役 員 数：理事7名、監事2名
　総 代 数：36名
　職 員 数：4名
　主要施設：頭首工：3施設、ため池1ヶ所、
　　　　　　揚水機2施設、 排水機1施設
　　　　　　幹線用水路　  4条　L=45，858ｍ
　　　　　　支線用水路　68条　L=47，011ｍ
　　　　　　排　水　路　  3条　L=12，300ｍ
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のヤチウグイ・アズマツメクサなどが確認されてい
ます。
　この空間は、美幌博物館学芸員の協力を得て、平成
16年度から町内の小中学校、高校の課外授業の場とし
て活用されており、生態系保全の大切さやため池が造
成された背景、稲作の歴史などを学習する場にもなっ
ています。
　また、豊かな自然に囲まれた美幌温水ため池は、美
しい景観を創り出し、自然とふれあう場として地域住
民にも親しまれ、現在では、町民から地域の財産とし
て大切に守って行く必要があるとの多くの声が寄せ
られ、ため池保全への理解が深まっています。

美幌博物館内のため池に生息する生物のブースとジオラマ展示

美幌温水ため池
スタンドアップ

パドルボード試乗体験

美幌温水ため池
白鳥飛来

　【網走川土地改良区の概要】
令和3年5月1日現在　

　許 認 可： 昭和25年5月4日許可番号北組第１号
　地区面積：2，422ha（田1,998ha、畑424ｈa）
　組合員数：196戸
　役 員 数：理事7名、監事2名
　総 代 数：36名
　職 員 数：4名
　主要施設：頭首工：3施設、ため池1ヶ所、
　　　　　　揚水機2施設、 排水機1施設
　　　　　　幹線用水路　  4条　L=45，858ｍ
　　　　　　支線用水路　68条　L=47，011ｍ
　　　　　　排　水　路　  3条　L=12，300ｍ
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第35回「豊かな農村づくり」写真展アンケート調査結果

　　  アンケート回答者の構成
①年齢　
　回答者の年代は、50才代以上で81%以上(394人)と
年配の方が多い結果となりました。
　写真展の来場者も同様な状況であり、年配の方々は
来場できる時間的余裕が多くあると思われます。

②居住地
　居住地では、札幌市内居住者が365人（74.5%）とほ
とんどを占めています。道外からは、49人(10.0%)の回
答をいただきました。
　過去の居住地結果と比較して、道外者の割合が少な
く、新型コロナ感染防止の移動自粛で観光客が減って
いることが影響していると思われます。

　　  「写真展に関するアンケート」の結果
問（1）．農業・農村の景観に興味を持って頂けましたか？
　「大いに興味を持った」、「興味を持った」と回答した
人が488人 (99.9%)となり、写真展による農業・農村
のPR効果があったものと思われます。

問（2）．写真展を何で知りましたか？
　「通り掛け」で写真展を知った割合が、72.2%とほと
んどの人が写真展の開催を知らずに立ち寄ったもの
で、次回開催に向けては、事前告知の充実が必要と判
明しました。
　このことから、「チ・カ・ホイベント一覧（Web）へ
の掲載」や「札幌駅構内に事前告知掲載の検討」などを
行ってまいります。

問（3）．写真展は観やすかったですか？
　「観やすかった」、「あまり観やすくなかった」と回答
する人が約半々の結果でした。展示の方法に工夫が必
要と思えます。次回開催では展示を「写真下に写真内
容の説明(作物名、農作業名、山・川名など)を記載」や
「振興局管内での区分」などわかりやすい展示として
まいります。

問（4）．写真展の展示数はどうでしたか？
　今回はコロナ感染対策を考慮し、展示枚数を例年よ
り少なくして、展示間隔を空けて開催いたしました。
　結果として、「少なかった」と回答する人も少数いま
したが、「ちょうど良い」と多数の回答があり、ゆっくり
鑑賞できる点が良かったのではないかと思われます。

問（5）．説明者の対応はいかがでしたか？　　　　
　「丁寧で良かった」との回答が78.6％で、説明者の対
応ぶりはおおむね良かったのではないかと思われま
す。しかし、中には販促や勧誘目的と思われた方もい
ることから、非営利の写真展であることの掲載を行
い、引き続き質問への回答は笑顔で丁寧な対応をして
まいります。

問（6）．北海道のいつの季節の写真が一番好きですか？
　今回の写真展では、春：56点、夏：42点、秋：41点、冬：
12点の写真を展示しました。
　一番好きな写真の季節は、春、夏、秋の３季が各々３
割程度で、冬のみが１割程度との回答でした。冬は撮
影題材が少ないせいか応募写真が少ないことと関係
していると思われます。
　　　

問（7）．写真展に期待する写真はどのようなものです
　　　 か？（複数回答可）
　「大自然と農地の調和」との回答が32.3%で、「広大
な農地での営農作業」と「きれいな農村」、「働く人のよ
うす」、「作物や花等」を合わせると９割を占め、北海道
の広大さ・自然の豊かさやその中で働く人の写真を
期待している結果となりました。

問（8）．農業農村整備事業のコーナーはどうでしたか？
　今回の写真展では、農業農村整備事業について理解をより深めてもらうため、コーナーを新設しました。「興味を持っ
た」と「もう少し詳しく知りたい」の回答が88.4%を占め、関心の高さを感じました。次回開催では展示する整備事業
の範囲を拡大（例えば畑地帯の整備）し、当コーナーの充実を図っていきます。

問（9）．あなたが最も好きな写真はどれですか？（１点）
　展示している写真の中より「最も好きな写真」を選んでいただきました。
　得票数の多かった上位3点は下記となりました。最も得票数が多かった写真でも21票で、展示151点のうち118点
に票が入っており、優れた写真が多く、好みの写真が分散したものと思われます。

問（10）．写真展についての意見等があればお聞かせ下さい。
　意見等は、64人の方より寄せられました。内訳は、写真展に関するもの4２件、展示写真に関するもの18件、農作物
等販売に関するものが3件、写真選考に関するものが１件でした。
　写真展に関するものは、期間（短い）、開催の告知方法、会場等の意見で、展示写真に関しては、展示数（少ない）、サイ
ズ（小さい）、コメント（付記）等の意見でした。
　次回開催では、これらの意見を参考とさせていただきます。

　　  「北海道農業に関するアンケート」の結果
問（11）．あなたにとって北海道農業のイメージはどれ
　　　  ですか？
　「大規模な畑作農業」との回答が59.2％、次に「大規
模な酪農業」、「大規模な水田農業」の順となりました。
多くの方がイメージするのは広大な大地での農業と
思われます。
　その他の回答には、「日本の食料基地」、「自然や気
候」等がありました。

問（12）．北海道農業に最も期待することは何ですか？
　「安心・安全な食料の生産」との回答が46.5%、次に「食
料の安定生産・供給」が36.0%との回答で、安全・安心
で安定した食料生産に期待する結果でありました。
　その他の回答には、「柑橘類を作ってほしい」等があ
りました。

問（13）．北海道農業と聞いたとき何を感じますか？　
　　　  （複数回答可）
　477名の方から回答をいただき、約7割の方は「美味し
い農産物」314名(65.8%)と感じ、次いで「大規模な農業」
247名(51.8%)と感じています。やはり、北海道農業は「美
味しい作物を大規模に」生産しているイメージですね。
　その他の回答には、「後継者不足」、「若い世代が頑
張っていてカッコイイ」、「食料基地」等がありました。

問（14）．北海道の農産物で一番に思い浮かべる作物等
　　　   は何ですか？
　北海道の数ある農産物の中で一番に思い浮かんで
いるのは、やはり「じゃがいも」(48.2%)となり、「お米」
(15.5%)や「生乳」(14.7%)等に2倍以上の差をつけた結
果となりました。
　その他の回答には、「玉ねぎ」、「そば」などのほか、近年
北海道でも作付されている「さつまいも」もありました。

問（15）．農産物を購入するとき、産地にこだわってい
　　　  ますか？
　農産物の産地に対するこだわりについては、「北海
道産」にこだわっている人が約半数(49.2%)、次に「国
産」(30.2%)と８割の人が日本産の農産物にこだわり
を持っている結果となりました。

問(16)．ふだん食べている米の銘柄は何ですか？
　　　  （複数回答可）
　道内の方は「ななつぼし」（37.2%）、「ゆめぴりか」
（35.3％）との回答で他を合わせると道産米が約９割
を占めており、地産地消が浸透しています。道外の方
はやはりコシヒカリが一番で28.8％、道産米を食べて
いただいている方は約５割となっています。このこと
は、農業基盤整備や農家の方の努力で食味が良くなっ
たことではないかと思われます。

問（17）．北海道で令和元年度に生産された農産物で収
　　　  穫量日本一の作物を知っていますか？
　　　  （複数回答可）
　「ばれいしょ」(27.4%)、次いで「生乳」(18.7%)、「豆
類」(15.3%)、「米」(13.0%)と続く結果となりましたが、
米は全国第2位（1位は新潟県）、メロンは全国第３位（1
位は茨木県）です。その他の回答には、「玉ねぎ」、「アス
パラガス」、「人参」、「ゆり根」、「てん菜」、「かぼちゃ」、
「そば」がありました。すべて北海道が日本一です。

問（18）．北海道で令和元年度に一番多く作られたと思
　　　  う米の銘柄を知っていますか。
　「ななつぼし」は道内の方は53.9％、道外の方は
53.5％と回答しており、正解です。「ゆめぴりか」も合
わせると各々９割となり、TVの宣伝効果の現れでは
ないかと思われます。北海道米が認知されてきてお
り、もっと消費が増えることを願っております。
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　令和３年９月２日（木）～４日（土）に「魅力ある農業・農村を広く皆さんに知っていただく」ことを目的
とした、第35回「豊かな農村づくり」写真展を開催いたしました。来場者へ写真展や北海道農業について、
どの様に思っているのか、感じているのかなどを問うアンケートにご協力していただきました。
　731名の方にアンケート用紙を配布し、490名（67%）の方から回答がありました。今回得られた回答は、
今後の開催に向けての参考にしていきます。
　第36回の写真展は、「札幌駅西口コンコースイベント広場」が新幹線工事の影響で使用できないことから、
札幌駅前通地下歩行空間の「札幌駅前通地下広場」にて令和４年９月上旬に開催を予定しております。

1

2

　　  まとめ
　今回のアンケートの結果を見ると、写真展ついては、来場したほとんどの方が次回の開催を楽しみにしており、次
回の開催にあたっては、貴重なご意見を参考に「開催告知方法・展示方法・説明方法」などについて改善して参りた
いと考えています。
　また、北海道農業、農業農村整備事業及び農業施設について来場者の関心は高かったが、認知度は低い結果となり
ましたので、次回開催は農業農村整備事業及び農業施設コーナーを拡充することとします。
　アンケートにご協力していただいた方々に感謝いたします。
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第35回「豊かな農村づくり」写真展アンケート調査結果

　　  アンケート回答者の構成
①年齢　
　回答者の年代は、50才代以上で81%以上(394人)と
年配の方が多い結果となりました。
　写真展の来場者も同様な状況であり、年配の方々は
来場できる時間的余裕が多くあると思われます。

②居住地
　居住地では、札幌市内居住者が365人（74.5%）とほ
とんどを占めています。道外からは、49人(10.0%)の回
答をいただきました。
　過去の居住地結果と比較して、道外者の割合が少な
く、新型コロナ感染防止の移動自粛で観光客が減って
いることが影響していると思われます。

　　  「写真展に関するアンケート」の結果
問（1）．農業・農村の景観に興味を持って頂けましたか？
　「大いに興味を持った」、「興味を持った」と回答した
人が488人 (99.9%)となり、写真展による農業・農村
のPR効果があったものと思われます。

問（2）．写真展を何で知りましたか？
　「通り掛け」で写真展を知った割合が、72.2%とほと
んどの人が写真展の開催を知らずに立ち寄ったもの
で、次回開催に向けては、事前告知の充実が必要と判
明しました。
　このことから、「チ・カ・ホイベント一覧（Web）へ
の掲載」や「札幌駅構内に事前告知掲載の検討」などを
行ってまいります。

問（3）．写真展は観やすかったですか？
　「観やすかった」、「あまり観やすくなかった」と回答
する人が約半々の結果でした。展示の方法に工夫が必
要と思えます。次回開催では展示を「写真下に写真内
容の説明(作物名、農作業名、山・川名など)を記載」や
「振興局管内での区分」などわかりやすい展示として
まいります。

問（4）．写真展の展示数はどうでしたか？
　今回はコロナ感染対策を考慮し、展示枚数を例年よ
り少なくして、展示間隔を空けて開催いたしました。
　結果として、「少なかった」と回答する人も少数いま
したが、「ちょうど良い」と多数の回答があり、ゆっくり
鑑賞できる点が良かったのではないかと思われます。

問（5）．説明者の対応はいかがでしたか？　　　　
　「丁寧で良かった」との回答が78.6％で、説明者の対
応ぶりはおおむね良かったのではないかと思われま
す。しかし、中には販促や勧誘目的と思われた方もい
ることから、非営利の写真展であることの掲載を行
い、引き続き質問への回答は笑顔で丁寧な対応をして
まいります。

問（6）．北海道のいつの季節の写真が一番好きですか？
　今回の写真展では、春：56点、夏：42点、秋：41点、冬：
12点の写真を展示しました。
　一番好きな写真の季節は、春、夏、秋の３季が各々３
割程度で、冬のみが１割程度との回答でした。冬は撮
影題材が少ないせいか応募写真が少ないことと関係
していると思われます。
　　　

問（7）．写真展に期待する写真はどのようなものです
　　　 か？（複数回答可）
　「大自然と農地の調和」との回答が32.3%で、「広大
な農地での営農作業」と「きれいな農村」、「働く人のよ
うす」、「作物や花等」を合わせると９割を占め、北海道
の広大さ・自然の豊かさやその中で働く人の写真を
期待している結果となりました。

問（8）．農業農村整備事業のコーナーはどうでしたか？
　今回の写真展では、農業農村整備事業について理解をより深めてもらうため、コーナーを新設しました。「興味を持っ
た」と「もう少し詳しく知りたい」の回答が88.4%を占め、関心の高さを感じました。次回開催では展示する整備事業
の範囲を拡大（例えば畑地帯の整備）し、当コーナーの充実を図っていきます。

問（9）．あなたが最も好きな写真はどれですか？（１点）
　展示している写真の中より「最も好きな写真」を選んでいただきました。
　得票数の多かった上位3点は下記となりました。最も得票数が多かった写真でも21票で、展示151点のうち118点
に票が入っており、優れた写真が多く、好みの写真が分散したものと思われます。

問（10）．写真展についての意見等があればお聞かせ下さい。
　意見等は、64人の方より寄せられました。内訳は、写真展に関するもの4２件、展示写真に関するもの18件、農作物
等販売に関するものが3件、写真選考に関するものが１件でした。
　写真展に関するものは、期間（短い）、開催の告知方法、会場等の意見で、展示写真に関しては、展示数（少ない）、サイ
ズ（小さい）、コメント（付記）等の意見でした。
　次回開催では、これらの意見を参考とさせていただきます。

　　  「北海道農業に関するアンケート」の結果
問（11）．あなたにとって北海道農業のイメージはどれ
　　　  ですか？
　「大規模な畑作農業」との回答が59.2％、次に「大規
模な酪農業」、「大規模な水田農業」の順となりました。
多くの方がイメージするのは広大な大地での農業と
思われます。
　その他の回答には、「日本の食料基地」、「自然や気
候」等がありました。

問（12）．北海道農業に最も期待することは何ですか？
　「安心・安全な食料の生産」との回答が46.5%、次に「食
料の安定生産・供給」が36.0%との回答で、安全・安心
で安定した食料生産に期待する結果でありました。
　その他の回答には、「柑橘類を作ってほしい」等があ
りました。

問（13）．北海道農業と聞いたとき何を感じますか？　
　　　  （複数回答可）
　477名の方から回答をいただき、約7割の方は「美味し
い農産物」314名(65.8%)と感じ、次いで「大規模な農業」
247名(51.8%)と感じています。やはり、北海道農業は「美
味しい作物を大規模に」生産しているイメージですね。
　その他の回答には、「後継者不足」、「若い世代が頑
張っていてカッコイイ」、「食料基地」等がありました。

問（14）．北海道の農産物で一番に思い浮かべる作物等
　　　   は何ですか？
　北海道の数ある農産物の中で一番に思い浮かんで
いるのは、やはり「じゃがいも」(48.2%)となり、「お米」
(15.5%)や「生乳」(14.7%)等に2倍以上の差をつけた結
果となりました。
　その他の回答には、「玉ねぎ」、「そば」などのほか、近年
北海道でも作付されている「さつまいも」もありました。

問（15）．農産物を購入するとき、産地にこだわってい
　　　  ますか？
　農産物の産地に対するこだわりについては、「北海
道産」にこだわっている人が約半数(49.2%)、次に「国
産」(30.2%)と８割の人が日本産の農産物にこだわり
を持っている結果となりました。

問(16)．ふだん食べている米の銘柄は何ですか？
　　　  （複数回答可）
　道内の方は「ななつぼし」（37.2%）、「ゆめぴりか」
（35.3％）との回答で他を合わせると道産米が約９割
を占めており、地産地消が浸透しています。道外の方
はやはりコシヒカリが一番で28.8％、道産米を食べて
いただいている方は約５割となっています。このこと
は、農業基盤整備や農家の方の努力で食味が良くなっ
たことではないかと思われます。

問（17）．北海道で令和元年度に生産された農産物で収
　　　  穫量日本一の作物を知っていますか？
　　　  （複数回答可）
　「ばれいしょ」(27.4%)、次いで「生乳」(18.7%)、「豆
類」(15.3%)、「米」(13.0%)と続く結果となりましたが、
米は全国第2位（1位は新潟県）、メロンは全国第３位（1
位は茨木県）です。その他の回答には、「玉ねぎ」、「アス
パラガス」、「人参」、「ゆり根」、「てん菜」、「かぼちゃ」、
「そば」がありました。すべて北海道が日本一です。

問（18）．北海道で令和元年度に一番多く作られたと思
　　　  う米の銘柄を知っていますか。
　「ななつぼし」は道内の方は53.9％、道外の方は
53.5％と回答しており、正解です。「ゆめぴりか」も合
わせると各々９割となり、TVの宣伝効果の現れでは
ないかと思われます。北海道米が認知されてきてお
り、もっと消費が増えることを願っております。

　　  まとめ
　今回のアンケートの結果を見ると、写真展ついては、来場したほとんどの方が次回の開催を楽しみにしており、次
回の開催にあたっては、貴重なご意見を参考に「開催告知方法・展示方法・説明方法」などについて改善して参りた
いと考えています。
　また、北海道農業、農業農村整備事業及び農業施設について来場者の関心は高かったが、認知度は低い結果となり
ましたので、次回開催は農業農村整備事業及び農業施設コーナーを拡充することとします。
　アンケートにご協力していただいた方々に感謝いたします。
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第35回「豊かな農村づくり」写真展アンケート調査結果

　　  アンケート回答者の構成
①年齢　
　回答者の年代は、50才代以上で81%以上(394人)と
年配の方が多い結果となりました。
　写真展の来場者も同様な状況であり、年配の方々は
来場できる時間的余裕が多くあると思われます。

②居住地
　居住地では、札幌市内居住者が365人（74.5%）とほ
とんどを占めています。道外からは、49人(10.0%)の回
答をいただきました。
　過去の居住地結果と比較して、道外者の割合が少な
く、新型コロナ感染防止の移動自粛で観光客が減って
いることが影響していると思われます。

　　  「写真展に関するアンケート」の結果
問（1）．農業・農村の景観に興味を持って頂けましたか？
　「大いに興味を持った」、「興味を持った」と回答した
人が488人 (99.9%)となり、写真展による農業・農村
のPR効果があったものと思われます。

問（2）．写真展を何で知りましたか？
　「通り掛け」で写真展を知った割合が、72.2%とほと
んどの人が写真展の開催を知らずに立ち寄ったもの
で、次回開催に向けては、事前告知の充実が必要と判
明しました。
　このことから、「チ・カ・ホイベント一覧（Web）へ
の掲載」や「札幌駅構内に事前告知掲載の検討」などを
行ってまいります。

問（3）．写真展は観やすかったですか？
　「観やすかった」、「あまり観やすくなかった」と回答
する人が約半々の結果でした。展示の方法に工夫が必
要と思えます。次回開催では展示を「写真下に写真内
容の説明(作物名、農作業名、山・川名など)を記載」や
「振興局管内での区分」などわかりやすい展示として
まいります。

問（4）．写真展の展示数はどうでしたか？
　今回はコロナ感染対策を考慮し、展示枚数を例年よ
り少なくして、展示間隔を空けて開催いたしました。
　結果として、「少なかった」と回答する人も少数いま
したが、「ちょうど良い」と多数の回答があり、ゆっくり
鑑賞できる点が良かったのではないかと思われます。

問（5）．説明者の対応はいかがでしたか？　　　　
　「丁寧で良かった」との回答が78.6％で、説明者の対
応ぶりはおおむね良かったのではないかと思われま
す。しかし、中には販促や勧誘目的と思われた方もい
ることから、非営利の写真展であることの掲載を行
い、引き続き質問への回答は笑顔で丁寧な対応をして
まいります。

問（6）．北海道のいつの季節の写真が一番好きですか？
　今回の写真展では、春：56点、夏：42点、秋：41点、冬：
12点の写真を展示しました。
　一番好きな写真の季節は、春、夏、秋の３季が各々３
割程度で、冬のみが１割程度との回答でした。冬は撮
影題材が少ないせいか応募写真が少ないことと関係
していると思われます。
　　　

問（7）．写真展に期待する写真はどのようなものです
　　　 か？（複数回答可）
　「大自然と農地の調和」との回答が32.3%で、「広大
な農地での営農作業」と「きれいな農村」、「働く人のよ
うす」、「作物や花等」を合わせると９割を占め、北海道
の広大さ・自然の豊かさやその中で働く人の写真を
期待している結果となりました。

問（8）．農業農村整備事業のコーナーはどうでしたか？
　今回の写真展では、農業農村整備事業について理解をより深めてもらうため、コーナーを新設しました。「興味を持っ
た」と「もう少し詳しく知りたい」の回答が88.4%を占め、関心の高さを感じました。次回開催では展示する整備事業
の範囲を拡大（例えば畑地帯の整備）し、当コーナーの充実を図っていきます。

問（9）．あなたが最も好きな写真はどれですか？（１点）
　展示している写真の中より「最も好きな写真」を選んでいただきました。
　得票数の多かった上位3点は下記となりました。最も得票数が多かった写真でも21票で、展示151点のうち118点
に票が入っており、優れた写真が多く、好みの写真が分散したものと思われます。

問（10）．写真展についての意見等があればお聞かせ下さい。
　意見等は、64人の方より寄せられました。内訳は、写真展に関するもの4２件、展示写真に関するもの18件、農作物
等販売に関するものが3件、写真選考に関するものが１件でした。
　写真展に関するものは、期間（短い）、開催の告知方法、会場等の意見で、展示写真に関しては、展示数（少ない）、サイ
ズ（小さい）、コメント（付記）等の意見でした。
　次回開催では、これらの意見を参考とさせていただきます。

　　  「北海道農業に関するアンケート」の結果
問（11）．あなたにとって北海道農業のイメージはどれ
　　　  ですか？
　「大規模な畑作農業」との回答が59.2％、次に「大規
模な酪農業」、「大規模な水田農業」の順となりました。
多くの方がイメージするのは広大な大地での農業と
思われます。
　その他の回答には、「日本の食料基地」、「自然や気
候」等がありました。

問（12）．北海道農業に最も期待することは何ですか？
　「安心・安全な食料の生産」との回答が46.5%、次に「食
料の安定生産・供給」が36.0%との回答で、安全・安心
で安定した食料生産に期待する結果でありました。
　その他の回答には、「柑橘類を作ってほしい」等があ
りました。

問（13）．北海道農業と聞いたとき何を感じますか？　
　　　  （複数回答可）
　477名の方から回答をいただき、約7割の方は「美味し
い農産物」314名(65.8%)と感じ、次いで「大規模な農業」
247名(51.8%)と感じています。やはり、北海道農業は「美
味しい作物を大規模に」生産しているイメージですね。
　その他の回答には、「後継者不足」、「若い世代が頑
張っていてカッコイイ」、「食料基地」等がありました。

問（14）．北海道の農産物で一番に思い浮かべる作物等
　　　   は何ですか？
　北海道の数ある農産物の中で一番に思い浮かんで
いるのは、やはり「じゃがいも」(48.2%)となり、「お米」
(15.5%)や「生乳」(14.7%)等に2倍以上の差をつけた結
果となりました。
　その他の回答には、「玉ねぎ」、「そば」などのほか、近年
北海道でも作付されている「さつまいも」もありました。

問（15）．農産物を購入するとき、産地にこだわってい
　　　  ますか？
　農産物の産地に対するこだわりについては、「北海
道産」にこだわっている人が約半数(49.2%)、次に「国
産」(30.2%)と８割の人が日本産の農産物にこだわり
を持っている結果となりました。

問(16)．ふだん食べている米の銘柄は何ですか？
　　　  （複数回答可）
　道内の方は「ななつぼし」（37.2%）、「ゆめぴりか」
（35.3％）との回答で他を合わせると道産米が約９割
を占めており、地産地消が浸透しています。道外の方
はやはりコシヒカリが一番で28.8％、道産米を食べて
いただいている方は約５割となっています。このこと
は、農業基盤整備や農家の方の努力で食味が良くなっ
たことではないかと思われます。

問（17）．北海道で令和元年度に生産された農産物で収
　　　  穫量日本一の作物を知っていますか？
　　　  （複数回答可）
　「ばれいしょ」(27.4%)、次いで「生乳」(18.7%)、「豆
類」(15.3%)、「米」(13.0%)と続く結果となりましたが、
米は全国第2位（1位は新潟県）、メロンは全国第３位（1
位は茨木県）です。その他の回答には、「玉ねぎ」、「アス
パラガス」、「人参」、「ゆり根」、「てん菜」、「かぼちゃ」、
「そば」がありました。すべて北海道が日本一です。

問（18）．北海道で令和元年度に一番多く作られたと思
　　　  う米の銘柄を知っていますか。
　「ななつぼし」は道内の方は53.9％、道外の方は
53.5％と回答しており、正解です。「ゆめぴりか」も合
わせると各々９割となり、TVの宣伝効果の現れでは
ないかと思われます。北海道米が認知されてきてお
り、もっと消費が増えることを願っております。

　　  まとめ
　今回のアンケートの結果を見ると、写真展ついては、来場したほとんどの方が次回の開催を楽しみにしており、次
回の開催にあたっては、貴重なご意見を参考に「開催告知方法・展示方法・説明方法」などについて改善して参りた
いと考えています。
　また、北海道農業、農業農村整備事業及び農業施設について来場者の関心は高かったが、認知度は低い結果となり
ましたので、次回開催は農業農村整備事業及び農業施設コーナーを拡充することとします。
　アンケートにご協力していただいた方々に感謝いたします。
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第35回「豊かな農村づくり」写真展アンケート調査結果

　　  アンケート回答者の構成
①年齢　
　回答者の年代は、50才代以上で81%以上(394人)と
年配の方が多い結果となりました。
　写真展の来場者も同様な状況であり、年配の方々は
来場できる時間的余裕が多くあると思われます。

②居住地
　居住地では、札幌市内居住者が365人（74.5%）とほ
とんどを占めています。道外からは、49人(10.0%)の回
答をいただきました。
　過去の居住地結果と比較して、道外者の割合が少な
く、新型コロナ感染防止の移動自粛で観光客が減って
いることが影響していると思われます。

　　  「写真展に関するアンケート」の結果
問（1）．農業・農村の景観に興味を持って頂けましたか？
　「大いに興味を持った」、「興味を持った」と回答した
人が488人 (99.9%)となり、写真展による農業・農村
のPR効果があったものと思われます。

問（2）．写真展を何で知りましたか？
　「通り掛け」で写真展を知った割合が、72.2%とほと
んどの人が写真展の開催を知らずに立ち寄ったもの
で、次回開催に向けては、事前告知の充実が必要と判
明しました。
　このことから、「チ・カ・ホイベント一覧（Web）へ
の掲載」や「札幌駅構内に事前告知掲載の検討」などを
行ってまいります。

問（3）．写真展は観やすかったですか？
　「観やすかった」、「あまり観やすくなかった」と回答
する人が約半々の結果でした。展示の方法に工夫が必
要と思えます。次回開催では展示を「写真下に写真内
容の説明(作物名、農作業名、山・川名など)を記載」や
「振興局管内での区分」などわかりやすい展示として
まいります。

問（4）．写真展の展示数はどうでしたか？
　今回はコロナ感染対策を考慮し、展示枚数を例年よ
り少なくして、展示間隔を空けて開催いたしました。
　結果として、「少なかった」と回答する人も少数いま
したが、「ちょうど良い」と多数の回答があり、ゆっくり
鑑賞できる点が良かったのではないかと思われます。

問（5）．説明者の対応はいかがでしたか？　　　　
　「丁寧で良かった」との回答が78.6％で、説明者の対
応ぶりはおおむね良かったのではないかと思われま
す。しかし、中には販促や勧誘目的と思われた方もい
ることから、非営利の写真展であることの掲載を行
い、引き続き質問への回答は笑顔で丁寧な対応をして
まいります。

問（6）．北海道のいつの季節の写真が一番好きですか？
　今回の写真展では、春：56点、夏：42点、秋：41点、冬：
12点の写真を展示しました。
　一番好きな写真の季節は、春、夏、秋の３季が各々３
割程度で、冬のみが１割程度との回答でした。冬は撮
影題材が少ないせいか応募写真が少ないことと関係
していると思われます。
　　　

問（7）．写真展に期待する写真はどのようなものです
　　　 か？（複数回答可）
　「大自然と農地の調和」との回答が32.3%で、「広大
な農地での営農作業」と「きれいな農村」、「働く人のよ
うす」、「作物や花等」を合わせると９割を占め、北海道
の広大さ・自然の豊かさやその中で働く人の写真を
期待している結果となりました。

問（8）．農業農村整備事業のコーナーはどうでしたか？
　今回の写真展では、農業農村整備事業について理解をより深めてもらうため、コーナーを新設しました。「興味を持っ
た」と「もう少し詳しく知りたい」の回答が88.4%を占め、関心の高さを感じました。次回開催では展示する整備事業
の範囲を拡大（例えば畑地帯の整備）し、当コーナーの充実を図っていきます。

問（9）．あなたが最も好きな写真はどれですか？（１点）
　展示している写真の中より「最も好きな写真」を選んでいただきました。
　得票数の多かった上位3点は下記となりました。最も得票数が多かった写真でも21票で、展示151点のうち118点
に票が入っており、優れた写真が多く、好みの写真が分散したものと思われます。

問（10）．写真展についての意見等があればお聞かせ下さい。
　意見等は、64人の方より寄せられました。内訳は、写真展に関するもの4２件、展示写真に関するもの18件、農作物
等販売に関するものが3件、写真選考に関するものが１件でした。
　写真展に関するものは、期間（短い）、開催の告知方法、会場等の意見で、展示写真に関しては、展示数（少ない）、サイ
ズ（小さい）、コメント（付記）等の意見でした。
　次回開催では、これらの意見を参考とさせていただきます。

　　  「北海道農業に関するアンケート」の結果
問（11）．あなたにとって北海道農業のイメージはどれ
　　　  ですか？
　「大規模な畑作農業」との回答が59.2％、次に「大規
模な酪農業」、「大規模な水田農業」の順となりました。
多くの方がイメージするのは広大な大地での農業と
思われます。
　その他の回答には、「日本の食料基地」、「自然や気
候」等がありました。

問（12）．北海道農業に最も期待することは何ですか？
　「安心・安全な食料の生産」との回答が46.5%、次に「食
料の安定生産・供給」が36.0%との回答で、安全・安心
で安定した食料生産に期待する結果でありました。
　その他の回答には、「柑橘類を作ってほしい」等があ
りました。

問（13）．北海道農業と聞いたとき何を感じますか？　
　　　  （複数回答可）
　477名の方から回答をいただき、約7割の方は「美味し
い農産物」314名(65.8%)と感じ、次いで「大規模な農業」
247名(51.8%)と感じています。やはり、北海道農業は「美
味しい作物を大規模に」生産しているイメージですね。
　その他の回答には、「後継者不足」、「若い世代が頑
張っていてカッコイイ」、「食料基地」等がありました。

問（14）．北海道の農産物で一番に思い浮かべる作物等
　　　   は何ですか？
　北海道の数ある農産物の中で一番に思い浮かんで
いるのは、やはり「じゃがいも」(48.2%)となり、「お米」
(15.5%)や「生乳」(14.7%)等に2倍以上の差をつけた結
果となりました。
　その他の回答には、「玉ねぎ」、「そば」などのほか、近年
北海道でも作付されている「さつまいも」もありました。

問（15）．農産物を購入するとき、産地にこだわってい
　　　  ますか？
　農産物の産地に対するこだわりについては、「北海
道産」にこだわっている人が約半数(49.2%)、次に「国
産」(30.2%)と８割の人が日本産の農産物にこだわり
を持っている結果となりました。

問(16)．ふだん食べている米の銘柄は何ですか？
　　　  （複数回答可）
　道内の方は「ななつぼし」（37.2%）、「ゆめぴりか」
（35.3％）との回答で他を合わせると道産米が約９割
を占めており、地産地消が浸透しています。道外の方
はやはりコシヒカリが一番で28.8％、道産米を食べて
いただいている方は約５割となっています。このこと
は、農業基盤整備や農家の方の努力で食味が良くなっ
たことではないかと思われます。

問（17）．北海道で令和元年度に生産された農産物で収
　　　  穫量日本一の作物を知っていますか？
　　　  （複数回答可）
　「ばれいしょ」(27.4%)、次いで「生乳」(18.7%)、「豆
類」(15.3%)、「米」(13.0%)と続く結果となりましたが、
米は全国第2位（1位は新潟県）、メロンは全国第３位（1
位は茨木県）です。その他の回答には、「玉ねぎ」、「アス
パラガス」、「人参」、「ゆり根」、「てん菜」、「かぼちゃ」、
「そば」がありました。すべて北海道が日本一です。

問（18）．北海道で令和元年度に一番多く作られたと思
　　　  う米の銘柄を知っていますか。
　「ななつぼし」は道内の方は53.9％、道外の方は
53.5％と回答しており、正解です。「ゆめぴりか」も合
わせると各々９割となり、TVの宣伝効果の現れでは
ないかと思われます。北海道米が認知されてきてお
り、もっと消費が増えることを願っております。

　　  まとめ
　今回のアンケートの結果を見ると、写真展ついては、来場したほとんどの方が次回の開催を楽しみにしており、次
回の開催にあたっては、貴重なご意見を参考に「開催告知方法・展示方法・説明方法」などについて改善して参りた
いと考えています。
　また、北海道農業、農業農村整備事業及び農業施設について来場者の関心は高かったが、認知度は低い結果となり
ましたので、次回開催は農業農村整備事業及び農業施設コーナーを拡充することとします。
　アンケートにご協力していただいた方々に感謝いたします。

1位：No.738（21票）
「初雪とビート」
美瑛町にて撮影

札幌市　佐々木 敦子さん

２位：No.9（17票）
「朝の挨拶」
稚内市にて撮影

幌延町　髙橋 瑞紀さん

２位：No.82（17票）
「ロール畑に天の川」
遠軽町にて撮影

湧別町　鈴木 徹さん
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第35回「豊かな農村づくり」写真展アンケート調査結果

　　  アンケート回答者の構成
①年齢　
　回答者の年代は、50才代以上で81%以上(394人)と
年配の方が多い結果となりました。
　写真展の来場者も同様な状況であり、年配の方々は
来場できる時間的余裕が多くあると思われます。

②居住地
　居住地では、札幌市内居住者が365人（74.5%）とほ
とんどを占めています。道外からは、49人(10.0%)の回
答をいただきました。
　過去の居住地結果と比較して、道外者の割合が少な
く、新型コロナ感染防止の移動自粛で観光客が減って
いることが影響していると思われます。

　　  「写真展に関するアンケート」の結果
問（1）．農業・農村の景観に興味を持って頂けましたか？
　「大いに興味を持った」、「興味を持った」と回答した
人が488人 (99.9%)となり、写真展による農業・農村
のPR効果があったものと思われます。

問（2）．写真展を何で知りましたか？
　「通り掛け」で写真展を知った割合が、72.2%とほと
んどの人が写真展の開催を知らずに立ち寄ったもの
で、次回開催に向けては、事前告知の充実が必要と判
明しました。
　このことから、「チ・カ・ホイベント一覧（Web）へ
の掲載」や「札幌駅構内に事前告知掲載の検討」などを
行ってまいります。

問（3）．写真展は観やすかったですか？
　「観やすかった」、「あまり観やすくなかった」と回答
する人が約半々の結果でした。展示の方法に工夫が必
要と思えます。次回開催では展示を「写真下に写真内
容の説明(作物名、農作業名、山・川名など)を記載」や
「振興局管内での区分」などわかりやすい展示として
まいります。

問（4）．写真展の展示数はどうでしたか？
　今回はコロナ感染対策を考慮し、展示枚数を例年よ
り少なくして、展示間隔を空けて開催いたしました。
　結果として、「少なかった」と回答する人も少数いま
したが、「ちょうど良い」と多数の回答があり、ゆっくり
鑑賞できる点が良かったのではないかと思われます。

問（5）．説明者の対応はいかがでしたか？　　　　
　「丁寧で良かった」との回答が78.6％で、説明者の対
応ぶりはおおむね良かったのではないかと思われま
す。しかし、中には販促や勧誘目的と思われた方もい
ることから、非営利の写真展であることの掲載を行
い、引き続き質問への回答は笑顔で丁寧な対応をして
まいります。

問（6）．北海道のいつの季節の写真が一番好きですか？
　今回の写真展では、春：56点、夏：42点、秋：41点、冬：
12点の写真を展示しました。
　一番好きな写真の季節は、春、夏、秋の３季が各々３
割程度で、冬のみが１割程度との回答でした。冬は撮
影題材が少ないせいか応募写真が少ないことと関係
していると思われます。
　　　

問（7）．写真展に期待する写真はどのようなものです
　　　 か？（複数回答可）
　「大自然と農地の調和」との回答が32.3%で、「広大
な農地での営農作業」と「きれいな農村」、「働く人のよ
うす」、「作物や花等」を合わせると９割を占め、北海道
の広大さ・自然の豊かさやその中で働く人の写真を
期待している結果となりました。

問（8）．農業農村整備事業のコーナーはどうでしたか？
　今回の写真展では、農業農村整備事業について理解をより深めてもらうため、コーナーを新設しました。「興味を持っ
た」と「もう少し詳しく知りたい」の回答が88.4%を占め、関心の高さを感じました。次回開催では展示する整備事業
の範囲を拡大（例えば畑地帯の整備）し、当コーナーの充実を図っていきます。

問（9）．あなたが最も好きな写真はどれですか？（１点）
　展示している写真の中より「最も好きな写真」を選んでいただきました。
　得票数の多かった上位3点は下記となりました。最も得票数が多かった写真でも21票で、展示151点のうち118点
に票が入っており、優れた写真が多く、好みの写真が分散したものと思われます。

問（10）．写真展についての意見等があればお聞かせ下さい。
　意見等は、64人の方より寄せられました。内訳は、写真展に関するもの4２件、展示写真に関するもの18件、農作物
等販売に関するものが3件、写真選考に関するものが１件でした。
　写真展に関するものは、期間（短い）、開催の告知方法、会場等の意見で、展示写真に関しては、展示数（少ない）、サイ
ズ（小さい）、コメント（付記）等の意見でした。
　次回開催では、これらの意見を参考とさせていただきます。

　　  「北海道農業に関するアンケート」の結果
問（11）．あなたにとって北海道農業のイメージはどれ
　　　  ですか？
　「大規模な畑作農業」との回答が59.2％、次に「大規
模な酪農業」、「大規模な水田農業」の順となりました。
多くの方がイメージするのは広大な大地での農業と
思われます。
　その他の回答には、「日本の食料基地」、「自然や気
候」等がありました。

問（12）．北海道農業に最も期待することは何ですか？
　「安心・安全な食料の生産」との回答が46.5%、次に「食
料の安定生産・供給」が36.0%との回答で、安全・安心
で安定した食料生産に期待する結果でありました。
　その他の回答には、「柑橘類を作ってほしい」等があ
りました。

問（13）．北海道農業と聞いたとき何を感じますか？　
　　　  （複数回答可）
　477名の方から回答をいただき、約7割の方は「美味し
い農産物」314名(65.8%)と感じ、次いで「大規模な農業」
247名(51.8%)と感じています。やはり、北海道農業は「美
味しい作物を大規模に」生産しているイメージですね。
　その他の回答には、「後継者不足」、「若い世代が頑
張っていてカッコイイ」、「食料基地」等がありました。

問（14）．北海道の農産物で一番に思い浮かべる作物等
　　　   は何ですか？
　北海道の数ある農産物の中で一番に思い浮かんで
いるのは、やはり「じゃがいも」(48.2%)となり、「お米」
(15.5%)や「生乳」(14.7%)等に2倍以上の差をつけた結
果となりました。
　その他の回答には、「玉ねぎ」、「そば」などのほか、近年
北海道でも作付されている「さつまいも」もありました。

問（15）．農産物を購入するとき、産地にこだわってい
　　　  ますか？
　農産物の産地に対するこだわりについては、「北海
道産」にこだわっている人が約半数(49.2%)、次に「国
産」(30.2%)と８割の人が日本産の農産物にこだわり
を持っている結果となりました。

問(16)．ふだん食べている米の銘柄は何ですか？
　　　  （複数回答可）
　道内の方は「ななつぼし」（37.2%）、「ゆめぴりか」
（35.3％）との回答で他を合わせると道産米が約９割
を占めており、地産地消が浸透しています。道外の方
はやはりコシヒカリが一番で28.8％、道産米を食べて
いただいている方は約５割となっています。このこと
は、農業基盤整備や農家の方の努力で食味が良くなっ
たことではないかと思われます。

問（17）．北海道で令和元年度に生産された農産物で収
　　　  穫量日本一の作物を知っていますか？
　　　  （複数回答可）
　「ばれいしょ」(27.4%)、次いで「生乳」(18.7%)、「豆
類」(15.3%)、「米」(13.0%)と続く結果となりましたが、
米は全国第2位（1位は新潟県）、メロンは全国第３位（1
位は茨木県）です。その他の回答には、「玉ねぎ」、「アス
パラガス」、「人参」、「ゆり根」、「てん菜」、「かぼちゃ」、
「そば」がありました。すべて北海道が日本一です。

問（18）．北海道で令和元年度に一番多く作られたと思
　　　  う米の銘柄を知っていますか。
　「ななつぼし」は道内の方は53.9％、道外の方は
53.5％と回答しており、正解です。「ゆめぴりか」も合
わせると各々９割となり、TVの宣伝効果の現れでは
ないかと思われます。北海道米が認知されてきてお
り、もっと消費が増えることを願っております。

3

　　  まとめ
　今回のアンケートの結果を見ると、写真展ついては、来場したほとんどの方が次回の開催を楽しみにしており、次
回の開催にあたっては、貴重なご意見を参考に「開催告知方法・展示方法・説明方法」などについて改善して参りた
いと考えています。
　また、北海道農業、農業農村整備事業及び農業施設について来場者の関心は高かったが、認知度は低い結果となり
ましたので、次回開催は農業農村整備事業及び農業施設コーナーを拡充することとします。
　アンケートにご協力していただいた方々に感謝いたします。
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第35回「豊かな農村づくり」写真展アンケート調査結果

　　  アンケート回答者の構成
①年齢　
　回答者の年代は、50才代以上で81%以上(394人)と
年配の方が多い結果となりました。
　写真展の来場者も同様な状況であり、年配の方々は
来場できる時間的余裕が多くあると思われます。

②居住地
　居住地では、札幌市内居住者が365人（74.5%）とほ
とんどを占めています。道外からは、49人(10.0%)の回
答をいただきました。
　過去の居住地結果と比較して、道外者の割合が少な
く、新型コロナ感染防止の移動自粛で観光客が減って
いることが影響していると思われます。

　　  「写真展に関するアンケート」の結果
問（1）．農業・農村の景観に興味を持って頂けましたか？
　「大いに興味を持った」、「興味を持った」と回答した
人が488人 (99.9%)となり、写真展による農業・農村
のPR効果があったものと思われます。

問（2）．写真展を何で知りましたか？
　「通り掛け」で写真展を知った割合が、72.2%とほと
んどの人が写真展の開催を知らずに立ち寄ったもの
で、次回開催に向けては、事前告知の充実が必要と判
明しました。
　このことから、「チ・カ・ホイベント一覧（Web）へ
の掲載」や「札幌駅構内に事前告知掲載の検討」などを
行ってまいります。

問（3）．写真展は観やすかったですか？
　「観やすかった」、「あまり観やすくなかった」と回答
する人が約半々の結果でした。展示の方法に工夫が必
要と思えます。次回開催では展示を「写真下に写真内
容の説明(作物名、農作業名、山・川名など)を記載」や
「振興局管内での区分」などわかりやすい展示として
まいります。

問（4）．写真展の展示数はどうでしたか？
　今回はコロナ感染対策を考慮し、展示枚数を例年よ
り少なくして、展示間隔を空けて開催いたしました。
　結果として、「少なかった」と回答する人も少数いま
したが、「ちょうど良い」と多数の回答があり、ゆっくり
鑑賞できる点が良かったのではないかと思われます。

問（5）．説明者の対応はいかがでしたか？　　　　
　「丁寧で良かった」との回答が78.6％で、説明者の対
応ぶりはおおむね良かったのではないかと思われま
す。しかし、中には販促や勧誘目的と思われた方もい
ることから、非営利の写真展であることの掲載を行
い、引き続き質問への回答は笑顔で丁寧な対応をして
まいります。

問（6）．北海道のいつの季節の写真が一番好きですか？
　今回の写真展では、春：56点、夏：42点、秋：41点、冬：
12点の写真を展示しました。
　一番好きな写真の季節は、春、夏、秋の３季が各々３
割程度で、冬のみが１割程度との回答でした。冬は撮
影題材が少ないせいか応募写真が少ないことと関係
していると思われます。
　　　

問（7）．写真展に期待する写真はどのようなものです
　　　 か？（複数回答可）
　「大自然と農地の調和」との回答が32.3%で、「広大
な農地での営農作業」と「きれいな農村」、「働く人のよ
うす」、「作物や花等」を合わせると９割を占め、北海道
の広大さ・自然の豊かさやその中で働く人の写真を
期待している結果となりました。

問（8）．農業農村整備事業のコーナーはどうでしたか？
　今回の写真展では、農業農村整備事業について理解をより深めてもらうため、コーナーを新設しました。「興味を持っ
た」と「もう少し詳しく知りたい」の回答が88.4%を占め、関心の高さを感じました。次回開催では展示する整備事業
の範囲を拡大（例えば畑地帯の整備）し、当コーナーの充実を図っていきます。

問（9）．あなたが最も好きな写真はどれですか？（１点）
　展示している写真の中より「最も好きな写真」を選んでいただきました。
　得票数の多かった上位3点は下記となりました。最も得票数が多かった写真でも21票で、展示151点のうち118点
に票が入っており、優れた写真が多く、好みの写真が分散したものと思われます。

問（10）．写真展についての意見等があればお聞かせ下さい。
　意見等は、64人の方より寄せられました。内訳は、写真展に関するもの4２件、展示写真に関するもの18件、農作物
等販売に関するものが3件、写真選考に関するものが１件でした。
　写真展に関するものは、期間（短い）、開催の告知方法、会場等の意見で、展示写真に関しては、展示数（少ない）、サイ
ズ（小さい）、コメント（付記）等の意見でした。
　次回開催では、これらの意見を参考とさせていただきます。

　　  「北海道農業に関するアンケート」の結果
問（11）．あなたにとって北海道農業のイメージはどれ
　　　  ですか？
　「大規模な畑作農業」との回答が59.2％、次に「大規
模な酪農業」、「大規模な水田農業」の順となりました。
多くの方がイメージするのは広大な大地での農業と
思われます。
　その他の回答には、「日本の食料基地」、「自然や気
候」等がありました。

問（12）．北海道農業に最も期待することは何ですか？
　「安心・安全な食料の生産」との回答が46.5%、次に「食
料の安定生産・供給」が36.0%との回答で、安全・安心
で安定した食料生産に期待する結果でありました。
　その他の回答には、「柑橘類を作ってほしい」等があ
りました。

問（13）．北海道農業と聞いたとき何を感じますか？　
　　　  （複数回答可）
　477名の方から回答をいただき、約7割の方は「美味し
い農産物」314名(65.8%)と感じ、次いで「大規模な農業」
247名(51.8%)と感じています。やはり、北海道農業は「美
味しい作物を大規模に」生産しているイメージですね。
　その他の回答には、「後継者不足」、「若い世代が頑
張っていてカッコイイ」、「食料基地」等がありました。

問（14）．北海道の農産物で一番に思い浮かべる作物等
　　　   は何ですか？
　北海道の数ある農産物の中で一番に思い浮かんで
いるのは、やはり「じゃがいも」(48.2%)となり、「お米」
(15.5%)や「生乳」(14.7%)等に2倍以上の差をつけた結
果となりました。
　その他の回答には、「玉ねぎ」、「そば」などのほか、近年
北海道でも作付されている「さつまいも」もありました。

問（15）．農産物を購入するとき、産地にこだわってい
　　　  ますか？
　農産物の産地に対するこだわりについては、「北海
道産」にこだわっている人が約半数(49.2%)、次に「国
産」(30.2%)と８割の人が日本産の農産物にこだわり
を持っている結果となりました。

問(16)．ふだん食べている米の銘柄は何ですか？
　　　  （複数回答可）
　道内の方は「ななつぼし」（37.2%）、「ゆめぴりか」
（35.3％）との回答で他を合わせると道産米が約９割
を占めており、地産地消が浸透しています。道外の方
はやはりコシヒカリが一番で28.8％、道産米を食べて
いただいている方は約５割となっています。このこと
は、農業基盤整備や農家の方の努力で食味が良くなっ
たことではないかと思われます。

問（17）．北海道で令和元年度に生産された農産物で収
　　　  穫量日本一の作物を知っていますか？
　　　  （複数回答可）
　「ばれいしょ」(27.4%)、次いで「生乳」(18.7%)、「豆
類」(15.3%)、「米」(13.0%)と続く結果となりましたが、
米は全国第2位（1位は新潟県）、メロンは全国第３位（1
位は茨木県）です。その他の回答には、「玉ねぎ」、「アス
パラガス」、「人参」、「ゆり根」、「てん菜」、「かぼちゃ」、
「そば」がありました。すべて北海道が日本一です。

問（18）．北海道で令和元年度に一番多く作られたと思
　　　  う米の銘柄を知っていますか。
　「ななつぼし」は道内の方は53.9％、道外の方は
53.5％と回答しており、正解です。「ゆめぴりか」も合
わせると各々９割となり、TVの宣伝効果の現れでは
ないかと思われます。北海道米が認知されてきてお
り、もっと消費が増えることを願っております。

４　　  まとめ
　今回のアンケートの結果を見ると、写真展ついては、来場したほとんどの方が次回の開催を楽しみにしており、次
回の開催にあたっては、貴重なご意見を参考に「開催告知方法・展示方法・説明方法」などについて改善して参りた
いと考えています。
　また、北海道農業、農業農村整備事業及び農業施設について来場者の関心は高かったが、認知度は低い結果となり
ましたので、次回開催は農業農村整備事業及び農業施設コーナーを拡充することとします。
　アンケートにご協力していただいた方々に感謝いたします。
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交流広場

はじめに
　私は旅行が趣味で、年に数回道外に出て、47都道府県
制覇を目標に全国様 な々観光地を訪問しています。最近は
鉄道を利用する旅行や、古くから残る建物に興味を持って
いて、特に現存天守を観光することが大好きです。現存天
守は全国に12箇所存在しています。今まで姫路城、松本
城、犬山城、彦根城、弘前城、丸岡城、備中松山城、丸亀
城、高知城の9箇所を訪問しています。
　本寄稿では、数年前に訪れた備中松山城、丸亀城、高
知城と、徳島県にある祖谷のかずら橋を観光したことにつ
いてご紹介させていただいます。またこの旅行は移動範囲
が広範囲（大阪、岡山県、香川県、徳島県、高知県）である
ことから、鉄道とカーシェアリングを利用しましたので移動
手段についてもご紹介させていただきます。

旅行好きになったきっかけ
　学生時代、青春18きっぷを使用した旅行に興味を持
ち、地元小樽市から長崎県佐世保市まで普通列車で旅行
をしました。途中の山形県新庄市を訪問した際、お祭りが
開催されていました。山車で有名なお祭りでしたが、金魚
の売り方に驚きました。お祭りでは定番の金魚すくいです
が、このお祭りでは何軒か連なったテントにたくさんの金
魚桶が並べられていて、種類やサイズ別に金魚を販売して
いました。北海道では見たことのない光景でしたので、今
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でも印象に残っています。長崎市では小学校の国語の教
科書に登場した眼鏡橋を訪問しました。教科書の中で眼
鏡と要石という言葉が長年印象に残っていて、直接現地
に観光して目にしたことは良い思い出です。この旅行を機
に全国様 な々観光地を訪問しています。

現存天守とは
　明治維新の時点で城は193箇所あったとされています
が、明治5年に廃城令が発せられ、政府が軍事利用を目的
として存城した城以外は廃城処分することになりました。
存城イコール保存ではなかったようですが、天守を守ろう
とした人々によって第二次世界大戦までに20城が残され
ていました。戦争で7箇所が焼失又は倒壊し、昭和24年に
松前城が火災で焼失したとのことです。
　現在では江戸時代から残る全国12箇所の天守が現存天
守と呼ばれて、姫路城、松本城、犬山城、彦根城、松江城が
国宝として、弘前城、丸岡城、備中松山城、丸亀城、松山城、
宇和島城、高知城が重要文化財として保存されています。

移動手段① ＪＲ乗車券のルールの紹介
　JRの乗車券は片道の営業キロが101キロ以上の普通
乗車券を購入した場合、ルートを後戻りしない限り何回で
も途中下車することができるルールがあります。また切符の
有効期間は乗車距離が200キロ加算されるごとに1日ず
つ期間が延びます。別途特急券を購入することで対象区
間は特急も利用することができます。
　この旅行は伊丹空港を起点にスタートしました。備中松
山城、丸亀城、高知城がルート上にありましたので、「大阪
市内の駅から高松駅」と「高松駅から高知駅」の乗車券を
購入しました。本当は１枚の乗車券で旅行を計画しました
が、香川県での宿の予約は高松市以外の候補が少なく、県
内で後戻りする区間がある為、やむを得ず2枚の乗車券を
購入することになりました。前者の乗車券は2日間利用して
岡山駅で途中下車をしました。後者は1日のみの利用でし
たが坂出駅、丸亀駅で途中下車をしました。坂出駅は後で
ご紹介する紀行地の最寄り駅ではありませんが、丸亀駅周
辺のカーシェアリングの設置箇所が同駅でしたので、祖谷
のかずら橋に向かう際に途中下車をしました。丸亀駅から
は別途特急券を購入し、特急で高知まで向かいました。

移動手段② カーシェアリングの紹介
　カーシェアリングとは一般に登録を行った会員間で自動
車を共同使用するシステムのことです。自動車を借りるとい
う面ではレンタカーと近い存在ですが、一般にレンタカー
よりもごく短い時間の利用を想定しており、利用者にとって
はレンタカーよりも便利になるように設定されています。私
が利用している会社は主要な街や駅にカーシェアリングを
設置されていることが多いです。インターネットで事前予約
を行い、無人で設置されている車にカードをかざせば24
時間自由に利用することができます。利用料はガソリン代・
保険料込みで15分単位の請求がされ、予定より早い時間
に車を返却した場合、利用した時間分だけ請求されるの
で、残り時間分を請求されることはありません。私は旅行の
度にカーシェアリングを利用することにしています。
　今回の旅行で坂出駅から祖谷のかずら橋に向かった際
は、レンタカー会社が営業時間外だった為、早朝から利用
しました。

紀行地① 備中松山城
　岡山県高梁市にある備中松山城は標高430mの日本最
高所に築かれた城で、現存天守の中では唯一の山城で
す。標高の高い山にあることから、明治の廃城令の際に放
置されたので現存していると言われています。実際、岡山駅
からレンタカーで約1時間かけて指定駐車場まで行き、専
用シャトルバスで山道を登り、更に20分の登山をしてから
到着しました。想定はしていましたがやはり遠かったです。
天守は現存する中で最も低く、迫力はありませんでしたが、
山奥で天守が現存していることが魅力的でした。また当時
の石垣も残っているので雰囲気は十分に感じました。余談
ですが、シャトルバスは大変古く、木製の床や座席の吊皮
の丸さなど懐かしく思いました。

紀行地②　祖谷のかずら橋
　日本三大奇橋のひとつにも数えられている祖谷のかずら
橋は、徳島県三好市の祖谷川に架かる長さ約45m、幅約
2mの吊り橋で、シラクチカズラという植物を編み込んで作
られたものです。構造が珍しい橋のことを奇橋と呼び、他に
山口県の錦帯橋と山梨県の猿橋が日本三大奇橋と呼ば
れているそうです。かずら橋は川辺から眺めるだけでなく、
実際に歩いて渡ることができます。水面からの高さはなん
と約14mもあり、足下に目をやれば、すき間から川面が見
えてとってもスリリングです。記念に撮影をしたい。でもスマ
ホを落としたら怖い。恐怖を感じながら観光を楽しみまし
た。昔は生活路として祖谷川各所にかけられていたそうで、
遠い昔の祖先の暮らしを感じさてくれる橋でした。坂出市
からカーシェアで2時間程かけて移動しました。エメラルド
グリーンに流れる祖谷川を眺めながらのドライブは北海道
で中 目々にすることができない新鮮な光景でした。

紀行地③ 丸亀城
　香川県丸亀市にある丸亀城は、丸亀駅から徒歩15分の
場所に鎮座し、標高66mの亀山を利用して築かれた平山
城です。高さ日本一の石垣を有するお城として知られてい
ます。石垣が高いだけあって、天守までの急こう配を登るの
は大変でした。天守は日本一小さく、立派な石垣の割には
小さい建物が置かれたような造りになっています。この城
で印象に残っていることは、「石垣に係る悲しい伝説」の看
板を読んだことです。石垣を完成させた功労者が「私に尺
余りの鉄棒を下されば、容易に登ることができます。」と
言ったことから、殿様は彼を生かしておけば来敵に通じた
場合、恐ろしいことになると考え、城内の井戸の底を彼に
探らせて、その際に石を投じて殺してしまったとのことで
す。あまりにも残酷で胸が痛みました。

図-1　紀行地の地図

紀行地④ 高知城
　高知県高知市にある高知城は現存天守の中で唯一、天
守や御殿といった本丸全体の建造物が江戸時代から現
存しています。天守には石落としや忍び返しなどの、敵襲に
備えた様々な仕掛けが施されています。天守は独立式の3
層6階建てで、本丸御殿と繋がった珍しい構造です。明治
の廃城令や空襲を免れた奇跡的なお城と言われていま
す。天守を正面から見た時、現存天守には見えず、道の駅
などに復元したモニュメントに見えましたが、本丸と御殿
が繋がっていることから他のお城とは違った雰囲気を感じ
たのかもしれません。石垣側から見える天守はお城そのも
のの雰囲気が保たれていて、小ぶりな備中松山城や丸亀
城と比べると、大変見ごたえのある造りでした。

紀行地⑤ 番外編
　高知で最も有名なものと言えば坂本龍馬の銅像ではな
いでしょうか。カーシェアリングを借りて、有名な景勝地桂
浜に向かいました。市街地から結構離れていました。桂浜
では小高い丘の上から坂本竜馬が太平洋の彼方を見つ
めていました。大きな像で高さは5.3m、台座を含めると
13.5mあるそうです。桂浜は、坂本龍馬の郷里でとりわけ
愛した地と言われています。頭岬と龍王岬の間に弓状に広
がる白砂青松の名勝と言われ、とても綺麗な海岸でした。

 
最後に
　徳島県にある祖谷のかずら橋、香川県にある丸亀城、高
知県にある高知城は何れも同日に訪れました。24時間予
約が可能なカーシェアリングを利用することで、早朝から
営業している香川名物のうどん店に立ち寄りながら祖谷の
かずら橋に向かいました。丸亀城は駅から比較的近く、高
知城は路面電車でアクセスできることから一日に3県の観
光地を訪れることが出来ました。本寄稿で、鉄道やカー
シェアリングを利用することで、行動範囲が広がることと現
存天守や祖谷のかずら橋の魅力をお伝えできていれば幸
いです。
　私は旅行で一番楽しいのは事前の準備だと思っていま
す。時刻表を読みながらワクワクし、訪れたい場所を考えて
ワクワクし、SNSの投稿を確認してワクワクし。もちろん現
地では楽しみますが、最近は帰宅後忘れた頃にテレビや
雑誌、広告などで紹介されていることに遭遇することも楽
しみの一つです。列車で色々な観光地を訪問するのも楽し
いものです。列車旅は車窓から見える景色が楽しめて、落
ち着いて考え事もできます。自動車の運転予定が無けれ
ば、飲みながらの移動もできます。カーシェアリングが設置
されている駅を渡り歩くような行程を計画すると、一日の行
動範囲を大きく広げることができます。
　コロナ禍があけるのはいつでしょうか。現存天守制覇ま
で残り3箇所、都道府県制覇まで残り3県(石川県、愛媛
県、沖縄県)あります。次の旅行は愛媛県でしょうか。松山
城と宇和島城が現存しています。時間があれば是非訪問
したいと思います。

（NTCコンサルタンツ株式会社）
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はじめに
　私は旅行が趣味で、年に数回道外に出て、47都道府県
制覇を目標に全国様 な々観光地を訪問しています。最近は
鉄道を利用する旅行や、古くから残る建物に興味を持って
いて、特に現存天守を観光することが大好きです。現存天
守は全国に12箇所存在しています。今まで姫路城、松本
城、犬山城、彦根城、弘前城、丸岡城、備中松山城、丸亀
城、高知城の9箇所を訪問しています。
　本寄稿では、数年前に訪れた備中松山城、丸亀城、高
知城と、徳島県にある祖谷のかずら橋を観光したことにつ
いてご紹介させていただいます。またこの旅行は移動範囲
が広範囲（大阪、岡山県、香川県、徳島県、高知県）である
ことから、鉄道とカーシェアリングを利用しましたので移動
手段についてもご紹介させていただきます。

旅行好きになったきっかけ
　学生時代、青春18きっぷを使用した旅行に興味を持
ち、地元小樽市から長崎県佐世保市まで普通列車で旅行
をしました。途中の山形県新庄市を訪問した際、お祭りが
開催されていました。山車で有名なお祭りでしたが、金魚
の売り方に驚きました。お祭りでは定番の金魚すくいです
が、このお祭りでは何軒か連なったテントにたくさんの金
魚桶が並べられていて、種類やサイズ別に金魚を販売して
いました。北海道では見たことのない光景でしたので、今

でも印象に残っています。長崎市では小学校の国語の教
科書に登場した眼鏡橋を訪問しました。教科書の中で眼
鏡と要石という言葉が長年印象に残っていて、直接現地
に観光して目にしたことは良い思い出です。この旅行を機
に全国様 な々観光地を訪問しています。

現存天守とは
　明治維新の時点で城は193箇所あったとされています
が、明治5年に廃城令が発せられ、政府が軍事利用を目的
として存城した城以外は廃城処分することになりました。
存城イコール保存ではなかったようですが、天守を守ろう
とした人々によって第二次世界大戦までに20城が残され
ていました。戦争で7箇所が焼失又は倒壊し、昭和24年に
松前城が火災で焼失したとのことです。
　現在では江戸時代から残る全国12箇所の天守が現存天
守と呼ばれて、姫路城、松本城、犬山城、彦根城、松江城が
国宝として、弘前城、丸岡城、備中松山城、丸亀城、松山城、
宇和島城、高知城が重要文化財として保存されています。

移動手段① ＪＲ乗車券のルールの紹介
　JRの乗車券は片道の営業キロが101キロ以上の普通
乗車券を購入した場合、ルートを後戻りしない限り何回で
も途中下車することができるルールがあります。また切符の
有効期間は乗車距離が200キロ加算されるごとに1日ず
つ期間が延びます。別途特急券を購入することで対象区
間は特急も利用することができます。
　この旅行は伊丹空港を起点にスタートしました。備中松
山城、丸亀城、高知城がルート上にありましたので、「大阪
市内の駅から高松駅」と「高松駅から高知駅」の乗車券を
購入しました。本当は１枚の乗車券で旅行を計画しました
が、香川県での宿の予約は高松市以外の候補が少なく、県
内で後戻りする区間がある為、やむを得ず2枚の乗車券を
購入することになりました。前者の乗車券は2日間利用して
岡山駅で途中下車をしました。後者は1日のみの利用でし
たが坂出駅、丸亀駅で途中下車をしました。坂出駅は後で
ご紹介する紀行地の最寄り駅ではありませんが、丸亀駅周
辺のカーシェアリングの設置箇所が同駅でしたので、祖谷
のかずら橋に向かう際に途中下車をしました。丸亀駅から
は別途特急券を購入し、特急で高知まで向かいました。

移動手段② カーシェアリングの紹介
　カーシェアリングとは一般に登録を行った会員間で自動
車を共同使用するシステムのことです。自動車を借りるとい
う面ではレンタカーと近い存在ですが、一般にレンタカー
よりもごく短い時間の利用を想定しており、利用者にとって
はレンタカーよりも便利になるように設定されています。私
が利用している会社は主要な街や駅にカーシェアリングを
設置されていることが多いです。インターネットで事前予約
を行い、無人で設置されている車にカードをかざせば24
時間自由に利用することができます。利用料はガソリン代・
保険料込みで15分単位の請求がされ、予定より早い時間
に車を返却した場合、利用した時間分だけ請求されるの
で、残り時間分を請求されることはありません。私は旅行の
度にカーシェアリングを利用することにしています。
　今回の旅行で坂出駅から祖谷のかずら橋に向かった際
は、レンタカー会社が営業時間外だった為、早朝から利用
しました。

紀行地① 備中松山城
　岡山県高梁市にある備中松山城は標高430mの日本最
高所に築かれた城で、現存天守の中では唯一の山城で
す。標高の高い山にあることから、明治の廃城令の際に放
置されたので現存していると言われています。実際、岡山駅
からレンタカーで約1時間かけて指定駐車場まで行き、専
用シャトルバスで山道を登り、更に20分の登山をしてから
到着しました。想定はしていましたがやはり遠かったです。
天守は現存する中で最も低く、迫力はありませんでしたが、
山奥で天守が現存していることが魅力的でした。また当時
の石垣も残っているので雰囲気は十分に感じました。余談
ですが、シャトルバスは大変古く、木製の床や座席の吊皮
の丸さなど懐かしく思いました。

紀行地②　祖谷のかずら橋
　日本三大奇橋のひとつにも数えられている祖谷のかずら
橋は、徳島県三好市の祖谷川に架かる長さ約45m、幅約
2mの吊り橋で、シラクチカズラという植物を編み込んで作
られたものです。構造が珍しい橋のことを奇橋と呼び、他に
山口県の錦帯橋と山梨県の猿橋が日本三大奇橋と呼ば
れているそうです。かずら橋は川辺から眺めるだけでなく、
実際に歩いて渡ることができます。水面からの高さはなん
と約14mもあり、足下に目をやれば、すき間から川面が見
えてとってもスリリングです。記念に撮影をしたい。でもスマ
ホを落としたら怖い。恐怖を感じながら観光を楽しみまし
た。昔は生活路として祖谷川各所にかけられていたそうで、
遠い昔の祖先の暮らしを感じさてくれる橋でした。坂出市
からカーシェアで2時間程かけて移動しました。エメラルド
グリーンに流れる祖谷川を眺めながらのドライブは北海道
で中 目々にすることができない新鮮な光景でした。

紀行地③ 丸亀城
　香川県丸亀市にある丸亀城は、丸亀駅から徒歩15分の
場所に鎮座し、標高66mの亀山を利用して築かれた平山
城です。高さ日本一の石垣を有するお城として知られてい
ます。石垣が高いだけあって、天守までの急こう配を登るの
は大変でした。天守は日本一小さく、立派な石垣の割には
小さい建物が置かれたような造りになっています。この城
で印象に残っていることは、「石垣に係る悲しい伝説」の看
板を読んだことです。石垣を完成させた功労者が「私に尺
余りの鉄棒を下されば、容易に登ることができます。」と
言ったことから、殿様は彼を生かしておけば来敵に通じた
場合、恐ろしいことになると考え、城内の井戸の底を彼に
探らせて、その際に石を投じて殺してしまったとのことで
す。あまりにも残酷で胸が痛みました。

紀行地④ 高知城
　高知県高知市にある高知城は現存天守の中で唯一、天
守や御殿といった本丸全体の建造物が江戸時代から現
存しています。天守には石落としや忍び返しなどの、敵襲に
備えた様々な仕掛けが施されています。天守は独立式の3
層6階建てで、本丸御殿と繋がった珍しい構造です。明治
の廃城令や空襲を免れた奇跡的なお城と言われていま
す。天守を正面から見た時、現存天守には見えず、道の駅
などに復元したモニュメントに見えましたが、本丸と御殿
が繋がっていることから他のお城とは違った雰囲気を感じ
たのかもしれません。石垣側から見える天守はお城そのも
のの雰囲気が保たれていて、小ぶりな備中松山城や丸亀
城と比べると、大変見ごたえのある造りでした。

紀行地⑤ 番外編
　高知で最も有名なものと言えば坂本龍馬の銅像ではな
いでしょうか。カーシェアリングを借りて、有名な景勝地桂
浜に向かいました。市街地から結構離れていました。桂浜
では小高い丘の上から坂本竜馬が太平洋の彼方を見つ
めていました。大きな像で高さは5.3m、台座を含めると
13.5mあるそうです。桂浜は、坂本龍馬の郷里でとりわけ
愛した地と言われています。頭岬と龍王岬の間に弓状に広
がる白砂青松の名勝と言われ、とても綺麗な海岸でした。

 
最後に
　徳島県にある祖谷のかずら橋、香川県にある丸亀城、高
知県にある高知城は何れも同日に訪れました。24時間予
約が可能なカーシェアリングを利用することで、早朝から
営業している香川名物のうどん店に立ち寄りながら祖谷の
かずら橋に向かいました。丸亀城は駅から比較的近く、高
知城は路面電車でアクセスできることから一日に3県の観
光地を訪れることが出来ました。本寄稿で、鉄道やカー
シェアリングを利用することで、行動範囲が広がることと現
存天守や祖谷のかずら橋の魅力をお伝えできていれば幸
いです。
　私は旅行で一番楽しいのは事前の準備だと思っていま
す。時刻表を読みながらワクワクし、訪れたい場所を考えて
ワクワクし、SNSの投稿を確認してワクワクし。もちろん現
地では楽しみますが、最近は帰宅後忘れた頃にテレビや
雑誌、広告などで紹介されていることに遭遇することも楽
しみの一つです。列車で色々な観光地を訪問するのも楽し
いものです。列車旅は車窓から見える景色が楽しめて、落
ち着いて考え事もできます。自動車の運転予定が無けれ
ば、飲みながらの移動もできます。カーシェアリングが設置
されている駅を渡り歩くような行程を計画すると、一日の行
動範囲を大きく広げることができます。
　コロナ禍があけるのはいつでしょうか。現存天守制覇ま
で残り3箇所、都道府県制覇まで残り3県(石川県、愛媛
県、沖縄県)あります。次の旅行は愛媛県でしょうか。松山
城と宇和島城が現存しています。時間があれば是非訪問
したいと思います。

（NTCコンサルタンツ株式会社）

写真-1　備中松山城

写真-2　祖谷のかずら橋
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はじめに
　私は旅行が趣味で、年に数回道外に出て、47都道府県
制覇を目標に全国様 な々観光地を訪問しています。最近は
鉄道を利用する旅行や、古くから残る建物に興味を持って
いて、特に現存天守を観光することが大好きです。現存天
守は全国に12箇所存在しています。今まで姫路城、松本
城、犬山城、彦根城、弘前城、丸岡城、備中松山城、丸亀
城、高知城の9箇所を訪問しています。
　本寄稿では、数年前に訪れた備中松山城、丸亀城、高
知城と、徳島県にある祖谷のかずら橋を観光したことにつ
いてご紹介させていただいます。またこの旅行は移動範囲
が広範囲（大阪、岡山県、香川県、徳島県、高知県）である
ことから、鉄道とカーシェアリングを利用しましたので移動
手段についてもご紹介させていただきます。

旅行好きになったきっかけ
　学生時代、青春18きっぷを使用した旅行に興味を持
ち、地元小樽市から長崎県佐世保市まで普通列車で旅行
をしました。途中の山形県新庄市を訪問した際、お祭りが
開催されていました。山車で有名なお祭りでしたが、金魚
の売り方に驚きました。お祭りでは定番の金魚すくいです
が、このお祭りでは何軒か連なったテントにたくさんの金
魚桶が並べられていて、種類やサイズ別に金魚を販売して
いました。北海道では見たことのない光景でしたので、今

でも印象に残っています。長崎市では小学校の国語の教
科書に登場した眼鏡橋を訪問しました。教科書の中で眼
鏡と要石という言葉が長年印象に残っていて、直接現地
に観光して目にしたことは良い思い出です。この旅行を機
に全国様 な々観光地を訪問しています。

現存天守とは
　明治維新の時点で城は193箇所あったとされています
が、明治5年に廃城令が発せられ、政府が軍事利用を目的
として存城した城以外は廃城処分することになりました。
存城イコール保存ではなかったようですが、天守を守ろう
とした人々によって第二次世界大戦までに20城が残され
ていました。戦争で7箇所が焼失又は倒壊し、昭和24年に
松前城が火災で焼失したとのことです。
　現在では江戸時代から残る全国12箇所の天守が現存天
守と呼ばれて、姫路城、松本城、犬山城、彦根城、松江城が
国宝として、弘前城、丸岡城、備中松山城、丸亀城、松山城、
宇和島城、高知城が重要文化財として保存されています。

移動手段① ＪＲ乗車券のルールの紹介
　JRの乗車券は片道の営業キロが101キロ以上の普通
乗車券を購入した場合、ルートを後戻りしない限り何回で
も途中下車することができるルールがあります。また切符の
有効期間は乗車距離が200キロ加算されるごとに1日ず
つ期間が延びます。別途特急券を購入することで対象区
間は特急も利用することができます。
　この旅行は伊丹空港を起点にスタートしました。備中松
山城、丸亀城、高知城がルート上にありましたので、「大阪
市内の駅から高松駅」と「高松駅から高知駅」の乗車券を
購入しました。本当は１枚の乗車券で旅行を計画しました
が、香川県での宿の予約は高松市以外の候補が少なく、県
内で後戻りする区間がある為、やむを得ず2枚の乗車券を
購入することになりました。前者の乗車券は2日間利用して
岡山駅で途中下車をしました。後者は1日のみの利用でし
たが坂出駅、丸亀駅で途中下車をしました。坂出駅は後で
ご紹介する紀行地の最寄り駅ではありませんが、丸亀駅周
辺のカーシェアリングの設置箇所が同駅でしたので、祖谷
のかずら橋に向かう際に途中下車をしました。丸亀駅から
は別途特急券を購入し、特急で高知まで向かいました。

移動手段② カーシェアリングの紹介
　カーシェアリングとは一般に登録を行った会員間で自動
車を共同使用するシステムのことです。自動車を借りるとい
う面ではレンタカーと近い存在ですが、一般にレンタカー
よりもごく短い時間の利用を想定しており、利用者にとって
はレンタカーよりも便利になるように設定されています。私
が利用している会社は主要な街や駅にカーシェアリングを
設置されていることが多いです。インターネットで事前予約
を行い、無人で設置されている車にカードをかざせば24
時間自由に利用することができます。利用料はガソリン代・
保険料込みで15分単位の請求がされ、予定より早い時間
に車を返却した場合、利用した時間分だけ請求されるの
で、残り時間分を請求されることはありません。私は旅行の
度にカーシェアリングを利用することにしています。
　今回の旅行で坂出駅から祖谷のかずら橋に向かった際
は、レンタカー会社が営業時間外だった為、早朝から利用
しました。

紀行地① 備中松山城
　岡山県高梁市にある備中松山城は標高430mの日本最
高所に築かれた城で、現存天守の中では唯一の山城で
す。標高の高い山にあることから、明治の廃城令の際に放
置されたので現存していると言われています。実際、岡山駅
からレンタカーで約1時間かけて指定駐車場まで行き、専
用シャトルバスで山道を登り、更に20分の登山をしてから
到着しました。想定はしていましたがやはり遠かったです。
天守は現存する中で最も低く、迫力はありませんでしたが、
山奥で天守が現存していることが魅力的でした。また当時
の石垣も残っているので雰囲気は十分に感じました。余談
ですが、シャトルバスは大変古く、木製の床や座席の吊皮
の丸さなど懐かしく思いました。

紀行地②　祖谷のかずら橋
　日本三大奇橋のひとつにも数えられている祖谷のかずら
橋は、徳島県三好市の祖谷川に架かる長さ約45m、幅約
2mの吊り橋で、シラクチカズラという植物を編み込んで作
られたものです。構造が珍しい橋のことを奇橋と呼び、他に
山口県の錦帯橋と山梨県の猿橋が日本三大奇橋と呼ば
れているそうです。かずら橋は川辺から眺めるだけでなく、
実際に歩いて渡ることができます。水面からの高さはなん
と約14mもあり、足下に目をやれば、すき間から川面が見
えてとってもスリリングです。記念に撮影をしたい。でもスマ
ホを落としたら怖い。恐怖を感じながら観光を楽しみまし
た。昔は生活路として祖谷川各所にかけられていたそうで、
遠い昔の祖先の暮らしを感じさてくれる橋でした。坂出市
からカーシェアで2時間程かけて移動しました。エメラルド
グリーンに流れる祖谷川を眺めながらのドライブは北海道
で中 目々にすることができない新鮮な光景でした。

紀行地③ 丸亀城
　香川県丸亀市にある丸亀城は、丸亀駅から徒歩15分の
場所に鎮座し、標高66mの亀山を利用して築かれた平山
城です。高さ日本一の石垣を有するお城として知られてい
ます。石垣が高いだけあって、天守までの急こう配を登るの
は大変でした。天守は日本一小さく、立派な石垣の割には
小さい建物が置かれたような造りになっています。この城
で印象に残っていることは、「石垣に係る悲しい伝説」の看
板を読んだことです。石垣を完成させた功労者が「私に尺
余りの鉄棒を下されば、容易に登ることができます。」と
言ったことから、殿様は彼を生かしておけば来敵に通じた
場合、恐ろしいことになると考え、城内の井戸の底を彼に
探らせて、その際に石を投じて殺してしまったとのことで
す。あまりにも残酷で胸が痛みました。

紀行地④ 高知城
　高知県高知市にある高知城は現存天守の中で唯一、天
守や御殿といった本丸全体の建造物が江戸時代から現
存しています。天守には石落としや忍び返しなどの、敵襲に
備えた様々な仕掛けが施されています。天守は独立式の3
層6階建てで、本丸御殿と繋がった珍しい構造です。明治
の廃城令や空襲を免れた奇跡的なお城と言われていま
す。天守を正面から見た時、現存天守には見えず、道の駅
などに復元したモニュメントに見えましたが、本丸と御殿
が繋がっていることから他のお城とは違った雰囲気を感じ
たのかもしれません。石垣側から見える天守はお城そのも
のの雰囲気が保たれていて、小ぶりな備中松山城や丸亀
城と比べると、大変見ごたえのある造りでした。

紀行地⑤ 番外編
　高知で最も有名なものと言えば坂本龍馬の銅像ではな
いでしょうか。カーシェアリングを借りて、有名な景勝地桂
浜に向かいました。市街地から結構離れていました。桂浜
では小高い丘の上から坂本竜馬が太平洋の彼方を見つ
めていました。大きな像で高さは5.3m、台座を含めると
13.5mあるそうです。桂浜は、坂本龍馬の郷里でとりわけ
愛した地と言われています。頭岬と龍王岬の間に弓状に広
がる白砂青松の名勝と言われ、とても綺麗な海岸でした。

 
最後に
　徳島県にある祖谷のかずら橋、香川県にある丸亀城、高
知県にある高知城は何れも同日に訪れました。24時間予
約が可能なカーシェアリングを利用することで、早朝から
営業している香川名物のうどん店に立ち寄りながら祖谷の
かずら橋に向かいました。丸亀城は駅から比較的近く、高
知城は路面電車でアクセスできることから一日に3県の観
光地を訪れることが出来ました。本寄稿で、鉄道やカー
シェアリングを利用することで、行動範囲が広がることと現
存天守や祖谷のかずら橋の魅力をお伝えできていれば幸
いです。
　私は旅行で一番楽しいのは事前の準備だと思っていま
す。時刻表を読みながらワクワクし、訪れたい場所を考えて
ワクワクし、SNSの投稿を確認してワクワクし。もちろん現
地では楽しみますが、最近は帰宅後忘れた頃にテレビや
雑誌、広告などで紹介されていることに遭遇することも楽
しみの一つです。列車で色々な観光地を訪問するのも楽し
いものです。列車旅は車窓から見える景色が楽しめて、落
ち着いて考え事もできます。自動車の運転予定が無けれ
ば、飲みながらの移動もできます。カーシェアリングが設置
されている駅を渡り歩くような行程を計画すると、一日の行
動範囲を大きく広げることができます。
　コロナ禍があけるのはいつでしょうか。現存天守制覇ま
で残り3箇所、都道府県制覇まで残り3県(石川県、愛媛
県、沖縄県)あります。次の旅行は愛媛県でしょうか。松山
城と宇和島城が現存しています。時間があれば是非訪問
したいと思います。

（NTCコンサルタンツ株式会社）
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写真-3　丸亀城 写真-5　桂浜の坂本龍馬像

写真-4　高知城
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１．はじめに
　私の趣味は、子供のころからやっていたサッカーです。
サッカーを始めてちょうど20年が経ち、現在も社会人サッ
カーで選手として活動しています。今回、私がサッカーを始
めたきっかけ、個人的に思うサッカーの楽しさ、コロナによ
るサッカー活動への影響について、書かせて頂きます。

２．きっかけ
　私のサッカー人生は、子供の頃（5歳頃）に親から「野球
とサッカーどっちがやりたい？」と言われたのがきっかけで
始まりました。当時の私は、運動することは好きでしたの
で、特に理由もなくサッカーを選びました。
　サッカーを始めてみたものの、試合に出る機会もほとん
どなく、自分はサッカーに向いていないのではないかと思
い、やめることを考えた時期もありました。ですが、監督に
進められてGK（ゴールキーパー）に転向してから、試合へ
の出場機会も増えていき、スタメンに定着しました。あの
時、やめずに続けていてよかったなと今でも思います。
　社会人になってからは、会社の上司からお誘いいただい
て、サッカーを続けています。

3．サッカーの楽しさ
　サッカーの楽しさについて、書かせていただく前に、簡単
にサッカーのポジションについて、説明します。
　サッカーは、ポジション毎に細かく名称がついておりま
すが、大きく分けてFP（フィールドプレイヤー）とGK（ゴー
ルキーパー）で分かれます。（図-1）
　私は、小・中学校時代はGKで、高校ではチーム人数が
少ないこともあって、FPに転向しました。現在は、学生時代
に両方のポジションを経験したこともあり、二刀流として、
その日集まるメンバーによって、出場するポジションが決ま
ります。両方を楽しめるのですが、FPとGKで着るユニ
フォームが違うので、ユニフォーム代が通常の倍かかって
しまうのは痛いところです。
　先に記したように、2つのポジションを経験させてもらっ
ているので、それぞれのポジションで、個人的にここが楽し
いと思うことを書いてみます。

サッカーを始めて20年
三木田　優太

サッカーを始めて20年
三木田　優太

　FP（フィールドプレイヤー）は、高校の時にDF（ディフェ
ンダー）、社会人になってからはMF（ミッドフィルダー）と
FW（フォワード）でプレイをしています。ポジションとしては
一通りプレイしてきましたが、やっぱり、サッカーは点を取
りあう競技ですので、ゴールを決めた時が一番楽しいです。
テレビ観戦していても、やはりゴールを決めた時が一番盛
り上がると思います。また、サッカーはチームスポーツなの
で、勝利を味方の選手と分かち合えるのも、個人スポーツ
では味わえない楽しさの一つだと思っています。

　GKの楽しさは、相手のシュートを止めた瞬間です。1試
合のうちに、GKはボールに触れる回数も一番少ないと思
いますし、私が小学生の時は、一番人気のないポジション
でもありました。それでも、私としては、シュートを決めるよ
り止める方が楽しいと感じます。点を取られない限り、負け
ることはないですし、自分がゴールを守り、味方が点を取
るという構図が個人的に好きです。
　また、GKがプレイでミスをしてしまうと、失点に直結して
しまうので、プレイ1つとってもミスが許されない緊張感も
また楽しいと思うことの1つです。
　FPとGKどちらもプレイしていて楽しいのですが、私個
人としては、このような理由でGKの方が楽しいと思ってい
る次第です。

　サッカー用品を買いそろえるのも楽しいことです。サッ
カー用品で揃えるものとしてはシューズ、レガース、ボー
ル、あとGKならGKグローブがあればいいと思います。ボー
ルとレガースはそこまで購入頻度は高くないのですが、
シューズとGKグローブは、きちんと手入れしていても、1～

2年で買替となることが多いです。購入頻度が多いことも
あり、いろんなメーカーを試して、自分のお気に入りのメー
カーを探すのも楽しみの1つです。
　今、私のお気に入りのシューズはPUMA（写真-1）、
GKグローブはウールシュポルト（写真-2）です。PUMA
は、なじみのあるメーカーだと思います。

　
４．コロナによる影響
　近年は、コロナウイルス感染症の影響で、緊急事態宣言
中の大会や会場の貸し出しが中止になったりしました。そ
の影響から、試合数が減りました。私自身の対策としては、
緊急事態宣言中でなくても、日々、札幌市のコロナウイルス
感染者数を確認して、人数が多くなってきた際は、家族の
ことを考えて大会等には参加せず、自粛するようにしていま
した。一時期は、まったくサッカーができない時期もありま
したが、それでも、日々変化する情勢の中で、大会や会場運
営してくださる関係者の方々にはとても感謝しております。

５．おわりに
　サッカーのみならず、チームスポーツはチームメイトと協
力して試合に勝利し、それを分かち合うのが何より楽しい
ことだと思います。社会人になっても、こうしてサッカーを続
けられる環境があることに感謝して、今後もサッカーを続
けていきたいと思います。

（株式会社 アルファ技研）

図-1　ポジションの名称
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１．はじめに
　私の趣味は、子供のころからやっていたサッカーです。
サッカーを始めてちょうど20年が経ち、現在も社会人サッ
カーで選手として活動しています。今回、私がサッカーを始
めたきっかけ、個人的に思うサッカーの楽しさ、コロナによ
るサッカー活動への影響について、書かせて頂きます。

２．きっかけ
　私のサッカー人生は、子供の頃（5歳頃）に親から「野球
とサッカーどっちがやりたい？」と言われたのがきっかけで
始まりました。当時の私は、運動することは好きでしたの
で、特に理由もなくサッカーを選びました。
　サッカーを始めてみたものの、試合に出る機会もほとん
どなく、自分はサッカーに向いていないのではないかと思
い、やめることを考えた時期もありました。ですが、監督に
進められてGK（ゴールキーパー）に転向してから、試合へ
の出場機会も増えていき、スタメンに定着しました。あの
時、やめずに続けていてよかったなと今でも思います。
　社会人になってからは、会社の上司からお誘いいただい
て、サッカーを続けています。

3．サッカーの楽しさ
　サッカーの楽しさについて、書かせていただく前に、簡単
にサッカーのポジションについて、説明します。
　サッカーは、ポジション毎に細かく名称がついておりま
すが、大きく分けてFP（フィールドプレイヤー）とGK（ゴー
ルキーパー）で分かれます。（図-1）
　私は、小・中学校時代はGKで、高校ではチーム人数が
少ないこともあって、FPに転向しました。現在は、学生時代
に両方のポジションを経験したこともあり、二刀流として、
その日集まるメンバーによって、出場するポジションが決ま
ります。両方を楽しめるのですが、FPとGKで着るユニ
フォームが違うので、ユニフォーム代が通常の倍かかって
しまうのは痛いところです。
　先に記したように、2つのポジションを経験させてもらっ
ているので、それぞれのポジションで、個人的にここが楽し
いと思うことを書いてみます。

　FP（フィールドプレイヤー）は、高校の時にDF（ディフェ
ンダー）、社会人になってからはMF（ミッドフィルダー）と
FW（フォワード）でプレイをしています。ポジションとしては
一通りプレイしてきましたが、やっぱり、サッカーは点を取
りあう競技ですので、ゴールを決めた時が一番楽しいです。
テレビ観戦していても、やはりゴールを決めた時が一番盛
り上がると思います。また、サッカーはチームスポーツなの
で、勝利を味方の選手と分かち合えるのも、個人スポーツ
では味わえない楽しさの一つだと思っています。

　GKの楽しさは、相手のシュートを止めた瞬間です。1試
合のうちに、GKはボールに触れる回数も一番少ないと思
いますし、私が小学生の時は、一番人気のないポジション
でもありました。それでも、私としては、シュートを決めるよ
り止める方が楽しいと感じます。点を取られない限り、負け
ることはないですし、自分がゴールを守り、味方が点を取
るという構図が個人的に好きです。
　また、GKがプレイでミスをしてしまうと、失点に直結して
しまうので、プレイ1つとってもミスが許されない緊張感も
また楽しいと思うことの1つです。
　FPとGKどちらもプレイしていて楽しいのですが、私個
人としては、このような理由でGKの方が楽しいと思ってい
る次第です。

　サッカー用品を買いそろえるのも楽しいことです。サッ
カー用品で揃えるものとしてはシューズ、レガース、ボー
ル、あとGKならGKグローブがあればいいと思います。ボー
ルとレガースはそこまで購入頻度は高くないのですが、
シューズとGKグローブは、きちんと手入れしていても、1～

2年で買替となることが多いです。購入頻度が多いことも
あり、いろんなメーカーを試して、自分のお気に入りのメー
カーを探すのも楽しみの1つです。
　今、私のお気に入りのシューズはPUMA（写真-1）、
GKグローブはウールシュポルト（写真-2）です。PUMA
は、なじみのあるメーカーだと思います。

　
４．コロナによる影響
　近年は、コロナウイルス感染症の影響で、緊急事態宣言
中の大会や会場の貸し出しが中止になったりしました。そ
の影響から、試合数が減りました。私自身の対策としては、
緊急事態宣言中でなくても、日々、札幌市のコロナウイルス
感染者数を確認して、人数が多くなってきた際は、家族の
ことを考えて大会等には参加せず、自粛するようにしていま
した。一時期は、まったくサッカーができない時期もありま
したが、それでも、日々変化する情勢の中で、大会や会場運
営してくださる関係者の方々にはとても感謝しております。

５．おわりに
　サッカーのみならず、チームスポーツはチームメイトと協
力して試合に勝利し、それを分かち合うのが何より楽しい
ことだと思います。社会人になっても、こうしてサッカーを続
けられる環境があることに感謝して、今後もサッカーを続
けていきたいと思います。

（株式会社 アルファ技研）

写真-1　サッカーシューズ（PUMA）

写真-2　GKグローブ(ウールシュポルト)

写真-3　SSAP（札幌サッカーアミューズメントパーク）
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はじめに
　令和３年１０月５～６日に開催された、(一社)北海道土地
改良設計技術協会主催の「現地研修会（後期）」に参加さ
せていただきましたので、その内容についてご報告致します。
　今回の研修は、「オホーツク管内における農業農村整備
事業内容及び施工状況等について」をテーマに見学して
きました。研修場所は、以下のとおりです。

【研修場所】
① 国営施設機能保全事業「宇遠別川地区」
② 国営農地再編整備事業「津別地区」
③ 国営かんがい排水事業「網走川中央地区」

① 国営施設機能保全事業「宇遠別川地区」
【地区の概要】
　宇遠別川地区は、斜里郡斜里町及び同郡清里町に位
置し、国営土地改良事業により整備された排水網を背景
に、小麦、馬鈴薯、てんさい等の畑作物を主体とした大規
模な土地利用型農業を展開しています。
　地区内の排水施設は、整備されてから50年以上が経過
し、施設の一部では老朽化に加え、凍害及び塩害によるコ
ンクリートの断面欠損、流水による河床洗掘に伴う護岸の
崩落などによる機能低下が生じています。
　本事業は、基幹的な排水施設の機能を保全するための
整備を行うことにより、施設の長寿命化・維持管理の費
用と労力の軽減を図り、農業生産性の維持及び農業経営
の安定に資することを目的としています。

【工事の状況及び特徴】
　本研修では、宇遠別川排水路の最下流に位置するトー
ツル沼切替排水路を見学させて頂き、排水路補修工事の
施工状況について説明を受けました。

　トーツル沼切替排水路では、腐食による軽量鋼矢板の
欠損や板厚の減耗等がみられることから、排水機能の維
持を図るため、プレキャストパネル工法（パネル系被覆工
法）を採用しています。プレキャストパネル工法は、既設の軽
量鋼矢板に溶接した接続金具を用いてプレキャストパネル
（以下、パネル）を設置し、軽量鋼矢板とパネルの隙間にコ
ンクリートを打設することで軽量鋼矢板とパネルを一体化
して腐食因子（空気、水分）の浸入を防ぐ工法です。現地で
は、既設の軽量鋼矢板に鋼製定規枠を取り付ける溶接作
業を見学することができました。従来は１本ずつ行う金具
溶接位置の調整作業に時間を要していましたが、現場で
は、金具の設置幅を一定にする鋼製枠を独自に制作し、作
業の効率化と分業化を図っているとの説明を受けました。
（写真-1）また、定規枠は一度にパネル６枚分（L=3.0m）
が設置できるように工夫されており、溶接完了後に定規を
取り外すと一定の間隔でパネルが前面に揃うようにパネル
設置位置の精度向上を図っていました。（写真-2）

萩　原　　  諒

【感想及び印象に残った点】
　本排水路は、網走国定公園区域にあり、サケ・マス定置
漁業、海岸保全区域、保安林や水路を横断する鉄道敷地
等による施工上の制約が多いため、工事実施において多
岐にわたる対策（国定公園区域内における自然環境配慮、
サケ・マスの遡上期間の阻害回避及び施工工程の検討、
河岸砂丘地帯における保全対策、鉄道敷地に対する工事
騒音・振動の影響回避、仮排水路の規模・施工方法の
工夫等）が必要とされています。
　工事関係者の方から、これらの制約条件に対して最良の
対策を検討し、現場条件等に対応した施工を進めていると
の説明があり、多様な制約条件への影響に注意を払う大
変さを感じました。このことは、今後の設計業務の遂行にお
いても、地域条件や施工条件に沿った調査・設計の重要
性を再確認する大変良い機会となりました。

② 国営農地再編整備事業「津別地区」
【地区の概要】
　津別地区は、一級河川網走川及びその支流域に拓けた
網走郡津別町に位置し、小麦、馬鈴薯、てんさい、豆類の
畑作４品目に加え、たまねぎ等の野菜類、飼料作物を作付
する畑作及び酪農が展開されています。
　受益地は、軽しょう火山灰土壌が広く分布する地帯で、
傾斜や起伏で構成されているほ場が多く、また、ほ場内の
段差やうねり等により農作業の連続性が難しく、大型機械
による作業性や生産性が低い状況にあります。
　本事業は、ほ場の大区画化及び排水不良等の解消を
行い、農作業効率の向上を目指し、農業生産性の向上と
農業経営の安定に資することを目的としています。

【工事の状況及び特徴】
　本研修では、農地の大区画化等の整備における設計施
工の課題・留意点の説明を受け、起伏修正等の整地工
の施工状況を見学させていただきました。
　現場では、スクレープドーザを用いて起伏修正の掘削、
運土作業が行われており、隣接した区画整理前のほ場と
比較すると段差やうねりが大規模に解消されていく状況
が分かりました。（写真-4）
　続いて、傾斜地の区画整理工事において、法面保護工
の施工状況を見学させて頂きました。現場では、地下水を
速やかに排除して地すべり土塊の含水比を低下させるた
めの横ボーリング工と、法面の浸食、表層の滑落・崩壊等
の防止を目的とした特殊ふとんかごの施工状況を見学す
ることができました。（写真-5）

【感想及び印象に残った点】
　スクレープドーザの採用については、設計業務で機種
選定の比較検討に用いることはありますが、全道での保有
台数は３台程度と少なく、実際に機械の作業状況を見学
することができたことは大変参考になりました。
　また、本地区のように軽しょう火山灰等の特殊土壌地帯

では、降雨時には土壌浸食等の被害発生が懸念されるこ
とから、区画整理工事の法面保護工については、地下水
対策を含めた総合的な検討が必要であるとの説明があ
り、同様な法面崩壊が懸念される他地区の設計業務にお
いても大変参考になる施工事例であると感じました。

③ 国営かんがい排水事業「網走川中央地区」
【地区の概要】
　網走川中央地区は、網走郡美幌町及び同郡大空町に
位置し、網走川本流沿いの平地に拓けた水田及び畑作地
帯であり、小麦、馬鈴薯、てんさい等の畑作物、水稲(もち
米）、たまねぎ等の野菜類が作付されています。
　本地区は、畑地かんがい用水の手当がなされていない
ため、干ばつ時には農作物の品質や収量の低下が発生し
ています。さらに、近年では用水施設の劣化が進行してお
り、更新整備が必要な状況にあります。
　本事業は、地域の用水計画見直しや畑地かんがいの新
規導入等の用水再編、水需要の変化に対応した用水施
設の整備、老朽化した施設の改修を行い、農業用水の安
定供給を図るとともに、農業生産性の向上及び農業経営
の安定化に資することを目的としています。

【施設の整備状況及び特徴】
　本研修では、地区の概要と用水再編に伴う農業水利施
設の整備における設計施工の課題・留意点の説明を受
け、美幌ファームポンド及び美幌揚水機場の施工状況を
見学させていただきました。
　美幌ファームポンド (Ⅴ＝2,700㎥）は、西幹線頭首工
から取水したかんがい用水を貯留する施設であり、貯留し
たかんがい用水は、新設する美幌揚水機場でポンプ圧送、
その後、新設のパイプラインを経由して、支線用水路へ配
水されます。

【感想及び印象に残った点】
　今回見学したファームポンドは、川から取水した水を直
接貯留することから、施設内への土砂沈殿・堆砂が懸念
されています。このため、工事実施にあたっては施設の予
定管理者との調整を進め、貯留した土砂の排出が容易に
できるような工夫が施設設計時に検討されているとの説
明があり、今後の設計業務の遂行において大変参考にな
りました。

おわりに
　今回の研修では、オホーツク管内における農業農村整
備事業の施工状況等の現地見学及び貴重な説明を受け
ることができ、今後のコンサル業務を遂行する上で大変有
意義な研修となりました。
　最後に、本研修会を主催していただいた(一社)北海道
土地改良設計技術協会、ならびに研修にご協力いただい
た網走開発建設部北見農業事務所、網走農業事務所、
工事関係者の皆様にこの場をお借りして心より感謝申し
上げます。

(アルスマエヤ株式会社)
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写真-2　プレキャストパネルの取付作業状況

写真-1　鋼製定規枠に金具の設置作業状況



　

はじめに
　令和３年１０月５～６日に開催された、(一社)北海道土地
改良設計技術協会主催の「現地研修会（後期）」に参加さ
せていただきましたので、その内容についてご報告致します。
　今回の研修は、「オホーツク管内における農業農村整備
事業内容及び施工状況等について」をテーマに見学して
きました。研修場所は、以下のとおりです。

【研修場所】
① 国営施設機能保全事業「宇遠別川地区」
② 国営農地再編整備事業「津別地区」
③ 国営かんがい排水事業「網走川中央地区」

① 国営施設機能保全事業「宇遠別川地区」
【地区の概要】
　宇遠別川地区は、斜里郡斜里町及び同郡清里町に位
置し、国営土地改良事業により整備された排水網を背景
に、小麦、馬鈴薯、てんさい等の畑作物を主体とした大規
模な土地利用型農業を展開しています。
　地区内の排水施設は、整備されてから50年以上が経過
し、施設の一部では老朽化に加え、凍害及び塩害によるコ
ンクリートの断面欠損、流水による河床洗掘に伴う護岸の
崩落などによる機能低下が生じています。
　本事業は、基幹的な排水施設の機能を保全するための
整備を行うことにより、施設の長寿命化・維持管理の費
用と労力の軽減を図り、農業生産性の維持及び農業経営
の安定に資することを目的としています。

【工事の状況及び特徴】
　本研修では、宇遠別川排水路の最下流に位置するトー
ツル沼切替排水路を見学させて頂き、排水路補修工事の
施工状況について説明を受けました。

　トーツル沼切替排水路では、腐食による軽量鋼矢板の
欠損や板厚の減耗等がみられることから、排水機能の維
持を図るため、プレキャストパネル工法（パネル系被覆工
法）を採用しています。プレキャストパネル工法は、既設の軽
量鋼矢板に溶接した接続金具を用いてプレキャストパネル
（以下、パネル）を設置し、軽量鋼矢板とパネルの隙間にコ
ンクリートを打設することで軽量鋼矢板とパネルを一体化
して腐食因子（空気、水分）の浸入を防ぐ工法です。現地で
は、既設の軽量鋼矢板に鋼製定規枠を取り付ける溶接作
業を見学することができました。従来は１本ずつ行う金具
溶接位置の調整作業に時間を要していましたが、現場で
は、金具の設置幅を一定にする鋼製枠を独自に制作し、作
業の効率化と分業化を図っているとの説明を受けました。
（写真-1）また、定規枠は一度にパネル６枚分（L=3.0m）
が設置できるように工夫されており、溶接完了後に定規を
取り外すと一定の間隔でパネルが前面に揃うようにパネル
設置位置の精度向上を図っていました。（写真-2）

ָ

ࢾ

؃

ē

　
ē

ફ

&%,

ݛ

57

現地研修会報告

【感想及び印象に残った点】
　本排水路は、網走国定公園区域にあり、サケ・マス定置
漁業、海岸保全区域、保安林や水路を横断する鉄道敷地
等による施工上の制約が多いため、工事実施において多
岐にわたる対策（国定公園区域内における自然環境配慮、
サケ・マスの遡上期間の阻害回避及び施工工程の検討、
河岸砂丘地帯における保全対策、鉄道敷地に対する工事
騒音・振動の影響回避、仮排水路の規模・施工方法の
工夫等）が必要とされています。
　工事関係者の方から、これらの制約条件に対して最良の
対策を検討し、現場条件等に対応した施工を進めていると
の説明があり、多様な制約条件への影響に注意を払う大
変さを感じました。このことは、今後の設計業務の遂行にお
いても、地域条件や施工条件に沿った調査・設計の重要
性を再確認する大変良い機会となりました。

② 国営農地再編整備事業「津別地区」
【地区の概要】
　津別地区は、一級河川網走川及びその支流域に拓けた
網走郡津別町に位置し、小麦、馬鈴薯、てんさい、豆類の
畑作４品目に加え、たまねぎ等の野菜類、飼料作物を作付
する畑作及び酪農が展開されています。
　受益地は、軽しょう火山灰土壌が広く分布する地帯で、
傾斜や起伏で構成されているほ場が多く、また、ほ場内の
段差やうねり等により農作業の連続性が難しく、大型機械
による作業性や生産性が低い状況にあります。
　本事業は、ほ場の大区画化及び排水不良等の解消を
行い、農作業効率の向上を目指し、農業生産性の向上と
農業経営の安定に資することを目的としています。

【工事の状況及び特徴】
　本研修では、農地の大区画化等の整備における設計施
工の課題・留意点の説明を受け、起伏修正等の整地工
の施工状況を見学させていただきました。
　現場では、スクレープドーザを用いて起伏修正の掘削、
運土作業が行われており、隣接した区画整理前のほ場と
比較すると段差やうねりが大規模に解消されていく状況
が分かりました。（写真-4）
　続いて、傾斜地の区画整理工事において、法面保護工
の施工状況を見学させて頂きました。現場では、地下水を
速やかに排除して地すべり土塊の含水比を低下させるた
めの横ボーリング工と、法面の浸食、表層の滑落・崩壊等
の防止を目的とした特殊ふとんかごの施工状況を見学す
ることができました。（写真-5）

【感想及び印象に残った点】
　スクレープドーザの採用については、設計業務で機種
選定の比較検討に用いることはありますが、全道での保有
台数は３台程度と少なく、実際に機械の作業状況を見学
することができたことは大変参考になりました。
　また、本地区のように軽しょう火山灰等の特殊土壌地帯

では、降雨時には土壌浸食等の被害発生が懸念されるこ
とから、区画整理工事の法面保護工については、地下水
対策を含めた総合的な検討が必要であるとの説明があ
り、同様な法面崩壊が懸念される他地区の設計業務にお
いても大変参考になる施工事例であると感じました。

③ 国営かんがい排水事業「網走川中央地区」
【地区の概要】
　網走川中央地区は、網走郡美幌町及び同郡大空町に
位置し、網走川本流沿いの平地に拓けた水田及び畑作地
帯であり、小麦、馬鈴薯、てんさい等の畑作物、水稲(もち
米）、たまねぎ等の野菜類が作付されています。
　本地区は、畑地かんがい用水の手当がなされていない
ため、干ばつ時には農作物の品質や収量の低下が発生し
ています。さらに、近年では用水施設の劣化が進行してお
り、更新整備が必要な状況にあります。
　本事業は、地域の用水計画見直しや畑地かんがいの新
規導入等の用水再編、水需要の変化に対応した用水施
設の整備、老朽化した施設の改修を行い、農業用水の安
定供給を図るとともに、農業生産性の向上及び農業経営
の安定化に資することを目的としています。

【施設の整備状況及び特徴】
　本研修では、地区の概要と用水再編に伴う農業水利施
設の整備における設計施工の課題・留意点の説明を受
け、美幌ファームポンド及び美幌揚水機場の施工状況を
見学させていただきました。
　美幌ファームポンド (Ⅴ＝2,700㎥）は、西幹線頭首工
から取水したかんがい用水を貯留する施設であり、貯留し
たかんがい用水は、新設する美幌揚水機場でポンプ圧送、
その後、新設のパイプラインを経由して、支線用水路へ配
水されます。

【感想及び印象に残った点】
　今回見学したファームポンドは、川から取水した水を直
接貯留することから、施設内への土砂沈殿・堆砂が懸念
されています。このため、工事実施にあたっては施設の予
定管理者との調整を進め、貯留した土砂の排出が容易に
できるような工夫が施設設計時に検討されているとの説
明があり、今後の設計業務の遂行において大変参考にな
りました。

おわりに
　今回の研修では、オホーツク管内における農業農村整
備事業の施工状況等の現地見学及び貴重な説明を受け
ることができ、今後のコンサル業務を遂行する上で大変有
意義な研修となりました。
　最後に、本研修会を主催していただいた(一社)北海道
土地改良設計技術協会、ならびに研修にご協力いただい
た網走開発建設部北見農業事務所、網走農業事務所、
工事関係者の皆様にこの場をお借りして心より感謝申し
上げます。

(アルスマエヤ株式会社)

写真-3　トーツル沼切替排水路の周辺環境（研修会資料より）

写真-4　スクレープドーザによる整地工の施工状況

写真-5　法面保護工の施工状況



　

はじめに
　令和３年１０月５～６日に開催された、(一社)北海道土地
改良設計技術協会主催の「現地研修会（後期）」に参加さ
せていただきましたので、その内容についてご報告致します。
　今回の研修は、「オホーツク管内における農業農村整備
事業内容及び施工状況等について」をテーマに見学して
きました。研修場所は、以下のとおりです。

【研修場所】
① 国営施設機能保全事業「宇遠別川地区」
② 国営農地再編整備事業「津別地区」
③ 国営かんがい排水事業「網走川中央地区」

① 国営施設機能保全事業「宇遠別川地区」
【地区の概要】
　宇遠別川地区は、斜里郡斜里町及び同郡清里町に位
置し、国営土地改良事業により整備された排水網を背景
に、小麦、馬鈴薯、てんさい等の畑作物を主体とした大規
模な土地利用型農業を展開しています。
　地区内の排水施設は、整備されてから50年以上が経過
し、施設の一部では老朽化に加え、凍害及び塩害によるコ
ンクリートの断面欠損、流水による河床洗掘に伴う護岸の
崩落などによる機能低下が生じています。
　本事業は、基幹的な排水施設の機能を保全するための
整備を行うことにより、施設の長寿命化・維持管理の費
用と労力の軽減を図り、農業生産性の維持及び農業経営
の安定に資することを目的としています。

【工事の状況及び特徴】
　本研修では、宇遠別川排水路の最下流に位置するトー
ツル沼切替排水路を見学させて頂き、排水路補修工事の
施工状況について説明を受けました。

　トーツル沼切替排水路では、腐食による軽量鋼矢板の
欠損や板厚の減耗等がみられることから、排水機能の維
持を図るため、プレキャストパネル工法（パネル系被覆工
法）を採用しています。プレキャストパネル工法は、既設の軽
量鋼矢板に溶接した接続金具を用いてプレキャストパネル
（以下、パネル）を設置し、軽量鋼矢板とパネルの隙間にコ
ンクリートを打設することで軽量鋼矢板とパネルを一体化
して腐食因子（空気、水分）の浸入を防ぐ工法です。現地で
は、既設の軽量鋼矢板に鋼製定規枠を取り付ける溶接作
業を見学することができました。従来は１本ずつ行う金具
溶接位置の調整作業に時間を要していましたが、現場で
は、金具の設置幅を一定にする鋼製枠を独自に制作し、作
業の効率化と分業化を図っているとの説明を受けました。
（写真-1）また、定規枠は一度にパネル６枚分（L=3.0m）
が設置できるように工夫されており、溶接完了後に定規を
取り外すと一定の間隔でパネルが前面に揃うようにパネル
設置位置の精度向上を図っていました。（写真-2）
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【感想及び印象に残った点】
　本排水路は、網走国定公園区域にあり、サケ・マス定置
漁業、海岸保全区域、保安林や水路を横断する鉄道敷地
等による施工上の制約が多いため、工事実施において多
岐にわたる対策（国定公園区域内における自然環境配慮、
サケ・マスの遡上期間の阻害回避及び施工工程の検討、
河岸砂丘地帯における保全対策、鉄道敷地に対する工事
騒音・振動の影響回避、仮排水路の規模・施工方法の
工夫等）が必要とされています。
　工事関係者の方から、これらの制約条件に対して最良の
対策を検討し、現場条件等に対応した施工を進めていると
の説明があり、多様な制約条件への影響に注意を払う大
変さを感じました。このことは、今後の設計業務の遂行にお
いても、地域条件や施工条件に沿った調査・設計の重要
性を再確認する大変良い機会となりました。

② 国営農地再編整備事業「津別地区」
【地区の概要】
　津別地区は、一級河川網走川及びその支流域に拓けた
網走郡津別町に位置し、小麦、馬鈴薯、てんさい、豆類の
畑作４品目に加え、たまねぎ等の野菜類、飼料作物を作付
する畑作及び酪農が展開されています。
　受益地は、軽しょう火山灰土壌が広く分布する地帯で、
傾斜や起伏で構成されているほ場が多く、また、ほ場内の
段差やうねり等により農作業の連続性が難しく、大型機械
による作業性や生産性が低い状況にあります。
　本事業は、ほ場の大区画化及び排水不良等の解消を
行い、農作業効率の向上を目指し、農業生産性の向上と
農業経営の安定に資することを目的としています。

【工事の状況及び特徴】
　本研修では、農地の大区画化等の整備における設計施
工の課題・留意点の説明を受け、起伏修正等の整地工
の施工状況を見学させていただきました。
　現場では、スクレープドーザを用いて起伏修正の掘削、
運土作業が行われており、隣接した区画整理前のほ場と
比較すると段差やうねりが大規模に解消されていく状況
が分かりました。（写真-4）
　続いて、傾斜地の区画整理工事において、法面保護工
の施工状況を見学させて頂きました。現場では、地下水を
速やかに排除して地すべり土塊の含水比を低下させるた
めの横ボーリング工と、法面の浸食、表層の滑落・崩壊等
の防止を目的とした特殊ふとんかごの施工状況を見学す
ることができました。（写真-5）

【感想及び印象に残った点】
　スクレープドーザの採用については、設計業務で機種
選定の比較検討に用いることはありますが、全道での保有
台数は３台程度と少なく、実際に機械の作業状況を見学
することができたことは大変参考になりました。
　また、本地区のように軽しょう火山灰等の特殊土壌地帯

では、降雨時には土壌浸食等の被害発生が懸念されるこ
とから、区画整理工事の法面保護工については、地下水
対策を含めた総合的な検討が必要であるとの説明があ
り、同様な法面崩壊が懸念される他地区の設計業務にお
いても大変参考になる施工事例であると感じました。

③ 国営かんがい排水事業「網走川中央地区」
【地区の概要】
　網走川中央地区は、網走郡美幌町及び同郡大空町に
位置し、網走川本流沿いの平地に拓けた水田及び畑作地
帯であり、小麦、馬鈴薯、てんさい等の畑作物、水稲(もち
米）、たまねぎ等の野菜類が作付されています。
　本地区は、畑地かんがい用水の手当がなされていない
ため、干ばつ時には農作物の品質や収量の低下が発生し
ています。さらに、近年では用水施設の劣化が進行してお
り、更新整備が必要な状況にあります。
　本事業は、地域の用水計画見直しや畑地かんがいの新
規導入等の用水再編、水需要の変化に対応した用水施
設の整備、老朽化した施設の改修を行い、農業用水の安
定供給を図るとともに、農業生産性の向上及び農業経営
の安定化に資することを目的としています。

【施設の整備状況及び特徴】
　本研修では、地区の概要と用水再編に伴う農業水利施
設の整備における設計施工の課題・留意点の説明を受
け、美幌ファームポンド及び美幌揚水機場の施工状況を
見学させていただきました。
　美幌ファームポンド (Ⅴ＝2,700㎥）は、西幹線頭首工
から取水したかんがい用水を貯留する施設であり、貯留し
たかんがい用水は、新設する美幌揚水機場でポンプ圧送、
その後、新設のパイプラインを経由して、支線用水路へ配
水されます。

【感想及び印象に残った点】
　今回見学したファームポンドは、川から取水した水を直
接貯留することから、施設内への土砂沈殿・堆砂が懸念
されています。このため、工事実施にあたっては施設の予
定管理者との調整を進め、貯留した土砂の排出が容易に
できるような工夫が施設設計時に検討されているとの説
明があり、今後の設計業務の遂行において大変参考にな
りました。

おわりに
　今回の研修では、オホーツク管内における農業農村整
備事業の施工状況等の現地見学及び貴重な説明を受け
ることができ、今後のコンサル業務を遂行する上で大変有
意義な研修となりました。
　最後に、本研修会を主催していただいた(一社)北海道
土地改良設計技術協会、ならびに研修にご協力いただい
た網走開発建設部北見農業事務所、網走農業事務所、
工事関係者の皆様にこの場をお借りして心より感謝申し
上げます。

(アルスマエヤ株式会社)

写真-6　美幌ファームポンドの施工状況

写真-7　美幌揚水機場の施工状況



令和３年度  道外研修（中四国）報告

はじめに
　令和3年11月8日～12日に開催された道外研修（中四
国）に参加させていただきましたので、その内容についてご
報告いたします。
　今回の道外研修は、中国四国農政局管内における農業 
農村整備事業内容及びため池の歴史と今後について学
ぶことを目的として、岡山県の十二ケ郷用水、児島湾干拓、
香川県の満濃池、香川用水、愛媛県の国営緊急農地再編
整備事業を見学してきました（工程順）。
　中国四国地域は、中国山地、四国山地を境に気候の違
いがあり、積雪の見られる日本海側、温暖で降水量の少な
い瀬戸内海沿岸、温暖多雨の太平洋側に大別され、研修
地の3県は瀬戸内海沿岸に属します。

１． 中国四国地域の農業概要
　研修先である中国四国農政局管内の農業について、北
海道との比較を交えて紹介します。
　中国・四国を合わせた耕地面積は36万haであり、北
海道の1/3です。これに対し、農家数は北海道の5倍以上
の20万戸であり、戸当たり耕地面積は極めて小さく、５ha
以上の経営規模を有する農家数の割合は、北海道の
75％に対し、中国四国地域は２％に留まっています。この
ことは、副業的農家数の割合が北海道の3倍以上である
6割に達していることや、2,600を超える集落営農の組織
数（北海道は250程度）にも関係していると思います。
　全国的な傾向に漏れず農家の高齢化は著しく、65歳
以上の割合は70％を超え、北海道の約2倍です。
　農業産出額は8,600億円余りで、北海道の7割程度で
すが、集約的な野菜や鶏の産出額が大きいため、単位面
積当たりだと北海道の2倍以上を産出しています。
　なお、研修先３県の主要農産物の産出額上位３位
（カッコは全国順位）は、岡山県：米（19）、鶏卵（4）、ぶど

う（3）、香川県：鶏卵（16）、米（38）、ブロッコリー（2）、愛
媛県：みかん（2）、米（35）、豚（18）、となっています。

２． 十二ケ郷用水（湛井堰）
　最初の見学箇所は、岡山県総社市を流れる一級河川
高梁川に設置されている湛井堰です。堤長296mの複合
堰で、約12,000haをかんがいしています。

　湛井堰及び十二ケ郷用水は、平安時代に妹尾郷を所
領とする妹尾兼康が堰と用水路を整備したのが起源とさ
れ、江戸時代までに十二ケ郷六十八ケ村（現在の総社市、
清音村、山手村、岡山市、倉敷市）に配水するに至ります。

　昭和14年に発生した高梁川流域の干ばつを機に、国営
小阪部川農業水利事業によって昭和30年に完成した小
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阪部川ダムに水源が確保され、安定的に取水できるように
なりました。
　高梁川合同堰とも言われる現在の湛井堰は、県営かん
がい排水事業「高梁川地区」（S32～S41）により下流の右
岸地域をかんがいする上原井領堰を統合したものです。そ
の後、老朽化のため、ゲート・護床工などが国営かんがい
排水事業「岡山南部地区」（H10～H27）により改修され
ています。
　合同堰が完成するまでは、船の通行や堆積土砂を流下
させるため、堰を人力で撤去・築造する作業を毎年繰り
返していたようで、先人達の長きにわたる労苦は並々なら
ぬものと想像します。
　合同堰になってから唯一ここを行き来する魚類のため
に造られた、扇形の階段式魚道による白波が印象的でし
た。扇子の要にあたる魚道の上流端に異質な白波が立っ
ているのですが、これは、鮎を捕食しようとするカワウ（川
鵜）が止まれないように、後になって設置した突起により波
立っているとのことです。
　なお、近くには十二ケ郷全域に及ぶ氏神様を祀る井神
社があり、用水と井堰の守護、五穀豊穣を祈願する初堰
祭が毎年行われているようです。

３． 児島湾干拓
　干拓前の児島湾は、現在の岡山・倉敷の市街地の大
部分まで海面下でした。長年の旭川、吉井川などによる沖
積作用によって遠浅な海になっていました。ここで本格的
な干拓が始まったのは約440年前の安土桃山時代と言わ
れており、羽柴（豊臣）秀吉による高松城水攻めの堤防造
りの技術をヒントにしたとされています。
　現在の岡山平野にある約25,000haの農地のうち、約
20,000haが干拓によって生み出されており、水稲を中心
として二条大麦のほか、なす、玉ねぎ、レタス、れんこんな
ど、多様な高収益作物が栽培されています。
　ここで「干拓」とは、海の中に堤防を作り、堤防で囲った
中の海水を堤防の外（海）に出すことで陸地に変えること
をいい、堤防の内側に土砂を入れて新しい陸地を造る「埋
立」とは区別されています。
　大規模な干拓は、明治時代に入ってから大阪の豪商
「藤田伝三郎」によって行われ、新田開発が飛躍的に進み
ました。しかし、干拓地の農業は、塩害との戦いであり、用
水の確保にも困難を来していました。また、高潮による浸水
被害も甚大でした。

　このため、終戦後に国（当時の農林省）が干拓事業を
「藤田組」から引き継いで用排水施設などを整備（児島湾
干拓建設事業）するとともに、児島湾を締め切って淡水化
（児島湾沿岸農業水利事業）し、ダム湖を除く人造湖で世
界第2位の大きさを誇る約11km２の「児島湖」が昭和38
年に誕生しました。

　この締切堤防の完成により、干拓地は安定的な用水と
優れたほ場条件を有する農地に変わることとなり、大型機
械の導入、乾田直播や航空防除の導入など、全国に先駆
けた先進的な営農が展開されるようになりました。
　その後、締切堤防樋門や用排水施設の老朽化、水質悪
化に対し、岡山海岸保全事業、児島湾周辺農業水利事
業、児島湖沿岸農地防災事業といった国営事業が実施さ
れ、施設の機能が保たれています。
　現在は、国営総合農地防災事業「児島湾沿岸地区」に
より、締切堤防の耐震化対策が進められています。

４． 満濃池
　四国の太平洋側では年間3,000mm以上の降雨がある
のに対し、瀬戸内海沿岸の香川県は1,100mm程度と少
ないうえ、唯一の一級河川土器川でも延長が32kmに過
ぎないほど河川が短いため、古くから農業用水の確保が
最大の問題であり、雨乞いの神事が行われるほどでした。
このため、乏しい河川水を補う「ため池」が数多く築造さ
れ、数では全国第3位（R3県公表値：12,269箇所）です
が、県土の総面積に対する密度（6.5箇所/km２）では、2位
の兵庫県（2.9箇所/km２）を寄せ付けません。これらのた
め池の中でも最古にして最大のため池が満濃池です。
　満濃池は、1,300年以上前の飛鳥時代に築造され、平
安時代の洪水による決壊で、弘法大師空海が延38万人
もの労働力を用いて僅か2ヶ月余りで復旧させたことが
有名です。

　その後も幾度となく決壊し、三度の嵩上げを経て、
1,540万m３の貯水容量を誇る我が国最大のかんがい用
ため池となります。
　アーチ形の土堰堤によって生み出される138.5haの雄
大な水面は、大川山から観る満濃池と瀬戸内海、堤体側
から観る満濃池と讃岐山脈など、周囲の自然と一体となっ
た美しい風景を造り上げています。
　このような歴史や風致景観をもつ満濃池は、「国の名勝
（文部科学省：R1）」「ため池百選（農林水産省：H22）」
「地域活性化に役立つ近代化産業遺産（経済産業省：
H21）」「ダム湖百選（ダム水源地環境整備センター：
H17）」「日本の音風景100選（環境庁：H8）」などに選ば
れ、平成28年には、1300年以上前のアーチ型堤体、放水
口、芝を用いた特殊な護岸、革新的な盛り土の突き固め法
などの環境面にも配慮した技術設計が評価されて「ICID
世界かんがい施設遺産」に登録されており、日本を代表す

る農業土木施設と言えます。
　池の水は、大正3年まで斜樋の多孔式ゲートを連想させ
る取水施設から取水していました。取水孔を塞いでいる筆
木を抜き上げる当時の「ゆる抜き」は、十数人がかりで豪
快に行われたようで、取水塔に変わってからも取水初めの
儀式として五穀豊穣の神事とともに引き継がれており、田
植えシーズンの到来を告げる風物詩となっています。

　香川県の農業用水に占めるため池への依存度は、後述
する香川用水の通水により52％（通水前70％）になりまし
たが、依然として「ため池」の果たす役割は大きく、歴史遺
産と自然環境を保全しながら利用していくことの大変さを
想像します。

 
５． 香川用水
　香川県では、古くから農業用水を確保するために多くの
ため池を築造し、厳しい用水慣行を行うなどの努力が続け
られてきましたが、温暖な気候を背景として成長した香川
県農業は、ため池の有効活用だけでは用水不足の解消に
限界があり、県内では解決できない状況になっていました。
　これを受け、香川県には流域をほとんど持たない吉野

川の水を導水し、山間部及び島しょ部を除く香川県のほ
ぼ全域に農業用水、水道用水、工業用水を供給する香
川用水事業が吉野川総合開発計画の一環として吉野川
水系水資源開発基本計画に追加されました（S43）。こ
れにより、吉野川の水を四国の全県で利用することにな
ります。
　水源の吉野川は、四国三郎と呼ばれる日本でも有数
の大河川で、流域面積3,750km２、幹川流路延長
194kmの一級河川です。吉野川総合開発計画により開
発した吉野川の水は、四国4県のうち香川県の占める割
合が3割であり、香川用水の目的別には農業用水が4割、
水道用水が5割、工業用水が1割となっています。農業用
水は、24,000ha弱の水田及び畑に配水されます。
　香川用水は、徳島県の北西で香川県との県境に近い吉
野川の池田ダムで水位を確保し、1.8km上流の取水工か
ら取水し、阿讃山脈を貫く8kmの導水トンネルにより香川
県に導水します。現地では、導水トンネルを抜けた後の東
西分水工を見学しました。

　昭和50年に通水を開始した用水路は、延長106kmの
うち農業・水道・工業の供用区間である上流の47km
を水資源機構が管理し、下流の農業専用区間59kmは
香川用水土地改良区が農林水産省から管理を受託して
います。
　香川用水事業の完了後は、施設の老朽化対策などを目

的とした国営造成土地改良施設整備事業（H5～H8、
H21～H25）、機構営緊急改築事業（H11～H20）が行わ
れ、現在は、老朽化対策と耐震対策を目的とした国営香川
用水二期農業水利事業（H26～R5）及び機構営緊急対
策事業（R2～R6）が進められています。
　香川用水の通水により、県内農業用水の河川への依存
度が16％から40％に上がり、ため池への依存度は70％か
ら52％に下がりましたが、依然としてため池への依存は高
い水準にあり、不安定な状況であることは否めません。しか
し、昭和48年に高松地域で起きた干ばつで、満濃池の水
を香川用水の幹線用水路を利用して融通した例のように、
非常時にも対応できる複数の水源とネットワークは、この
地域独特の貴重な水利形態であると感じました。
　なお、香川県は、毎年6月から11月にかけて県内の小学
４年生を対象に、香川用水の役割や水の大切さを考えて
もらうため、学校行事の一環として、香川用水記念会館、浄
水場、ダム、宝山湖、満濃池などを巡る「香川用水の水源
巡りの旅（小学生の旅）」事業を実施しています。私たちの
見学中にも小学生が訪れていました。苦難を克服した歴
史とその恩恵による今を、教育を通して紡いでいることに、
用水に対する格別の思いを感じます。

６． 国営緊急農地再編整備事業「道前平野地区」
　研修の最後は、北海道では農業農村整備事業予算の
半分を占める農地再編整備事業について、愛媛県東予地
方の西条市に位置する道前平野地区を見学しました。現
地では、整備が完了した久妙寺団地を前に、事業の内容
などを説明していただきました。
　道前平野地区は、農地の区画が狭小・不整形であるこ
とに加え、慢性的に湛水被害が発生していました。このた
め、区画整理によるほ場の大区画化と用排水施設の整備

湛井堰（可動部は引上ゲート、固定部に魚道が 3 箇所）

取入口（高水敷を開水路で引込んだ後に取水ゲートがある）

を一体的に行うとともに、排水改良により湛水被害を解消
するものとして実施されています。

【事業概要】
○受益面積：区画整理650ha、農業用排水320ha
○事 業 費：区画整理190億円、排水整備70億円
○事業期間：平成28年度～令和11年度
○主要工事：区画整理、幹線排水路、排水機場

　区画整理の標準区画は、1ha以上が一般的な北海道に
比べて小さく、30a又は50aです。現地で説明していただい
た久妙寺団地を例にとれば、当該団地の面積33haに対し
て50人を超える関係農家がいるとのことです。これだけ多
いと、換地の調整にかなり時間を要するようです。
　疑問でもあった小規模農家の農作業は、中国四国地域
の農業概要でも触れた集落営農組織（農業生産組合）が
大部分を担うとのことで、古くからの社会関係が基礎にあ
る共同・協同の仕組みが出来上がっているからでしょうか。
　区画整理の整備費は、260万円/10a（久妙寺団地）で
少し高めです。地形勾配が急なことや小区画であることな
どが、単位面積当たりの整備費用を高くしている原因のよ
うです。しかしながら、区画整理、特に暗渠の整備による野
菜の作付増加が期待されており、早く工事に着手してほし
いとの声が上がっているといいます。
　この外、湧水処理、埋蔵文化財対策、ホタルが生息でき
る水路の設置など、地区の特性に応じた整備が行われて

います。北海道でもお馴染みの地下水位制御システム
（FOEAS）は、管内では導入している地区もあるようです
が、道前平野地区では望まれなかったそうです。

おわりに
　農業水利施設として当たり前のように利用されている施
設も、先人達の努力があってこそ存在し得ていることを伺
い知ることができ、歴史的遺産や悲願のうえに整備された
施設を後生に引き継ぐ農業農村整備事業の役割は大きい
ものと再認識しました。
　一方で、長い歴史のうえに成り立っている農業が、技術
の進歩とともに、新しく、より効率的に、より高度に生まれ変
わることができるのも、また農業農村整備事業であることも
学びました。
　実務において数百年におよぶ歴史を紐解くことがなかっ
た私にとって貴重な研修であったと同時に、北海道との違
いを目の当たりにしたことで、目線の違った見方ができるよ
うになったのではないかと自己満足しています。
　最後に、この研修会を開催し案内していただいた北海道
土地改良設計技術協会、現地にてご説明いただいた児島
湾中央管理事務所、まんのう池コイネット、水資源機構香
川用水管理所、中国四国農政局道前平野農地整備事業
所の皆様には紙面をお借りして厚くお礼申しあげます。

（サンスイコンサルタント株式会社 北海道支社）



はじめに
　令和3年11月8日～12日に開催された道外研修（中四
国）に参加させていただきましたので、その内容についてご
報告いたします。
　今回の道外研修は、中国四国農政局管内における農業 
農村整備事業内容及びため池の歴史と今後について学
ぶことを目的として、岡山県の十二ケ郷用水、児島湾干拓、
香川県の満濃池、香川用水、愛媛県の国営緊急農地再編
整備事業を見学してきました（工程順）。
　中国四国地域は、中国山地、四国山地を境に気候の違
いがあり、積雪の見られる日本海側、温暖で降水量の少な
い瀬戸内海沿岸、温暖多雨の太平洋側に大別され、研修
地の3県は瀬戸内海沿岸に属します。

１． 中国四国地域の農業概要
　研修先である中国四国農政局管内の農業について、北
海道との比較を交えて紹介します。
　中国・四国を合わせた耕地面積は36万haであり、北
海道の1/3です。これに対し、農家数は北海道の5倍以上
の20万戸であり、戸当たり耕地面積は極めて小さく、５ha
以上の経営規模を有する農家数の割合は、北海道の
75％に対し、中国四国地域は２％に留まっています。この
ことは、副業的農家数の割合が北海道の3倍以上である
6割に達していることや、2,600を超える集落営農の組織
数（北海道は250程度）にも関係していると思います。
　全国的な傾向に漏れず農家の高齢化は著しく、65歳
以上の割合は70％を超え、北海道の約2倍です。
　農業産出額は8,600億円余りで、北海道の7割程度で
すが、集約的な野菜や鶏の産出額が大きいため、単位面
積当たりだと北海道の2倍以上を産出しています。
　なお、研修先３県の主要農産物の産出額上位３位
（カッコは全国順位）は、岡山県：米（19）、鶏卵（4）、ぶど

う（3）、香川県：鶏卵（16）、米（38）、ブロッコリー（2）、愛
媛県：みかん（2）、米（35）、豚（18）、となっています。

２． 十二ケ郷用水（湛井堰）
　最初の見学箇所は、岡山県総社市を流れる一級河川
高梁川に設置されている湛井堰です。堤長296mの複合
堰で、約12,000haをかんがいしています。

　湛井堰及び十二ケ郷用水は、平安時代に妹尾郷を所
領とする妹尾兼康が堰と用水路を整備したのが起源とさ
れ、江戸時代までに十二ケ郷六十八ケ村（現在の総社市、
清音村、山手村、岡山市、倉敷市）に配水するに至ります。

　昭和14年に発生した高梁川流域の干ばつを機に、国営
小阪部川農業水利事業によって昭和30年に完成した小
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阪部川ダムに水源が確保され、安定的に取水できるように
なりました。
　高梁川合同堰とも言われる現在の湛井堰は、県営かん
がい排水事業「高梁川地区」（S32～S41）により下流の右
岸地域をかんがいする上原井領堰を統合したものです。そ
の後、老朽化のため、ゲート・護床工などが国営かんがい
排水事業「岡山南部地区」（H10～H27）により改修され
ています。
　合同堰が完成するまでは、船の通行や堆積土砂を流下
させるため、堰を人力で撤去・築造する作業を毎年繰り
返していたようで、先人達の長きにわたる労苦は並々なら
ぬものと想像します。
　合同堰になってから唯一ここを行き来する魚類のため
に造られた、扇形の階段式魚道による白波が印象的でし
た。扇子の要にあたる魚道の上流端に異質な白波が立っ
ているのですが、これは、鮎を捕食しようとするカワウ（川
鵜）が止まれないように、後になって設置した突起により波
立っているとのことです。
　なお、近くには十二ケ郷全域に及ぶ氏神様を祀る井神
社があり、用水と井堰の守護、五穀豊穣を祈願する初堰
祭が毎年行われているようです。

３． 児島湾干拓
　干拓前の児島湾は、現在の岡山・倉敷の市街地の大
部分まで海面下でした。長年の旭川、吉井川などによる沖
積作用によって遠浅な海になっていました。ここで本格的
な干拓が始まったのは約440年前の安土桃山時代と言わ
れており、羽柴（豊臣）秀吉による高松城水攻めの堤防造
りの技術をヒントにしたとされています。
　現在の岡山平野にある約25,000haの農地のうち、約
20,000haが干拓によって生み出されており、水稲を中心
として二条大麦のほか、なす、玉ねぎ、レタス、れんこんな
ど、多様な高収益作物が栽培されています。
　ここで「干拓」とは、海の中に堤防を作り、堤防で囲った
中の海水を堤防の外（海）に出すことで陸地に変えること
をいい、堤防の内側に土砂を入れて新しい陸地を造る「埋
立」とは区別されています。
　大規模な干拓は、明治時代に入ってから大阪の豪商
「藤田伝三郎」によって行われ、新田開発が飛躍的に進み
ました。しかし、干拓地の農業は、塩害との戦いであり、用
水の確保にも困難を来していました。また、高潮による浸水
被害も甚大でした。

　このため、終戦後に国（当時の農林省）が干拓事業を
「藤田組」から引き継いで用排水施設などを整備（児島湾
干拓建設事業）するとともに、児島湾を締め切って淡水化
（児島湾沿岸農業水利事業）し、ダム湖を除く人造湖で世
界第2位の大きさを誇る約11km２の「児島湖」が昭和38
年に誕生しました。

　この締切堤防の完成により、干拓地は安定的な用水と
優れたほ場条件を有する農地に変わることとなり、大型機
械の導入、乾田直播や航空防除の導入など、全国に先駆
けた先進的な営農が展開されるようになりました。
　その後、締切堤防樋門や用排水施設の老朽化、水質悪
化に対し、岡山海岸保全事業、児島湾周辺農業水利事
業、児島湖沿岸農地防災事業といった国営事業が実施さ
れ、施設の機能が保たれています。
　現在は、国営総合農地防災事業「児島湾沿岸地区」に
より、締切堤防の耐震化対策が進められています。

４． 満濃池
　四国の太平洋側では年間3,000mm以上の降雨がある
のに対し、瀬戸内海沿岸の香川県は1,100mm程度と少
ないうえ、唯一の一級河川土器川でも延長が32kmに過
ぎないほど河川が短いため、古くから農業用水の確保が
最大の問題であり、雨乞いの神事が行われるほどでした。
このため、乏しい河川水を補う「ため池」が数多く築造さ
れ、数では全国第3位（R3県公表値：12,269箇所）です
が、県土の総面積に対する密度（6.5箇所/km２）では、2位
の兵庫県（2.9箇所/km２）を寄せ付けません。これらのた
め池の中でも最古にして最大のため池が満濃池です。
　満濃池は、1,300年以上前の飛鳥時代に築造され、平
安時代の洪水による決壊で、弘法大師空海が延38万人
もの労働力を用いて僅か2ヶ月余りで復旧させたことが
有名です。

　その後も幾度となく決壊し、三度の嵩上げを経て、
1,540万m３の貯水容量を誇る我が国最大のかんがい用
ため池となります。
　アーチ形の土堰堤によって生み出される138.5haの雄
大な水面は、大川山から観る満濃池と瀬戸内海、堤体側
から観る満濃池と讃岐山脈など、周囲の自然と一体となっ
た美しい風景を造り上げています。
　このような歴史や風致景観をもつ満濃池は、「国の名勝
（文部科学省：R1）」「ため池百選（農林水産省：H22）」
「地域活性化に役立つ近代化産業遺産（経済産業省：
H21）」「ダム湖百選（ダム水源地環境整備センター：
H17）」「日本の音風景100選（環境庁：H8）」などに選ば
れ、平成28年には、1300年以上前のアーチ型堤体、放水
口、芝を用いた特殊な護岸、革新的な盛り土の突き固め法
などの環境面にも配慮した技術設計が評価されて「ICID
世界かんがい施設遺産」に登録されており、日本を代表す

る農業土木施設と言えます。
　池の水は、大正3年まで斜樋の多孔式ゲートを連想させ
る取水施設から取水していました。取水孔を塞いでいる筆
木を抜き上げる当時の「ゆる抜き」は、十数人がかりで豪
快に行われたようで、取水塔に変わってからも取水初めの
儀式として五穀豊穣の神事とともに引き継がれており、田
植えシーズンの到来を告げる風物詩となっています。

　香川県の農業用水に占めるため池への依存度は、後述
する香川用水の通水により52％（通水前70％）になりまし
たが、依然として「ため池」の果たす役割は大きく、歴史遺
産と自然環境を保全しながら利用していくことの大変さを
想像します。

 
５． 香川用水
　香川県では、古くから農業用水を確保するために多くの
ため池を築造し、厳しい用水慣行を行うなどの努力が続け
られてきましたが、温暖な気候を背景として成長した香川
県農業は、ため池の有効活用だけでは用水不足の解消に
限界があり、県内では解決できない状況になっていました。
　これを受け、香川県には流域をほとんど持たない吉野

川の水を導水し、山間部及び島しょ部を除く香川県のほ
ぼ全域に農業用水、水道用水、工業用水を供給する香
川用水事業が吉野川総合開発計画の一環として吉野川
水系水資源開発基本計画に追加されました（S43）。こ
れにより、吉野川の水を四国の全県で利用することにな
ります。
　水源の吉野川は、四国三郎と呼ばれる日本でも有数
の大河川で、流域面積3,750km２、幹川流路延長
194kmの一級河川です。吉野川総合開発計画により開
発した吉野川の水は、四国4県のうち香川県の占める割
合が3割であり、香川用水の目的別には農業用水が4割、
水道用水が5割、工業用水が1割となっています。農業用
水は、24,000ha弱の水田及び畑に配水されます。
　香川用水は、徳島県の北西で香川県との県境に近い吉
野川の池田ダムで水位を確保し、1.8km上流の取水工か
ら取水し、阿讃山脈を貫く8kmの導水トンネルにより香川
県に導水します。現地では、導水トンネルを抜けた後の東
西分水工を見学しました。

　昭和50年に通水を開始した用水路は、延長106kmの
うち農業・水道・工業の供用区間である上流の47km
を水資源機構が管理し、下流の農業専用区間59kmは
香川用水土地改良区が農林水産省から管理を受託して
います。
　香川用水事業の完了後は、施設の老朽化対策などを目

的とした国営造成土地改良施設整備事業（H5～H8、
H21～H25）、機構営緊急改築事業（H11～H20）が行わ
れ、現在は、老朽化対策と耐震対策を目的とした国営香川
用水二期農業水利事業（H26～R5）及び機構営緊急対
策事業（R2～R6）が進められています。
　香川用水の通水により、県内農業用水の河川への依存
度が16％から40％に上がり、ため池への依存度は70％か
ら52％に下がりましたが、依然としてため池への依存は高
い水準にあり、不安定な状況であることは否めません。しか
し、昭和48年に高松地域で起きた干ばつで、満濃池の水
を香川用水の幹線用水路を利用して融通した例のように、
非常時にも対応できる複数の水源とネットワークは、この
地域独特の貴重な水利形態であると感じました。
　なお、香川県は、毎年6月から11月にかけて県内の小学
４年生を対象に、香川用水の役割や水の大切さを考えて
もらうため、学校行事の一環として、香川用水記念会館、浄
水場、ダム、宝山湖、満濃池などを巡る「香川用水の水源
巡りの旅（小学生の旅）」事業を実施しています。私たちの
見学中にも小学生が訪れていました。苦難を克服した歴
史とその恩恵による今を、教育を通して紡いでいることに、
用水に対する格別の思いを感じます。

６． 国営緊急農地再編整備事業「道前平野地区」
　研修の最後は、北海道では農業農村整備事業予算の
半分を占める農地再編整備事業について、愛媛県東予地
方の西条市に位置する道前平野地区を見学しました。現
地では、整備が完了した久妙寺団地を前に、事業の内容
などを説明していただきました。
　道前平野地区は、農地の区画が狭小・不整形であるこ
とに加え、慢性的に湛水被害が発生していました。このた
め、区画整理によるほ場の大区画化と用排水施設の整備

児島湾中央管理事務所2Fから見た締切堤防（堤防の左が児島湖）

児島湾中央管理事務所 1F資料室での説明

を一体的に行うとともに、排水改良により湛水被害を解消
するものとして実施されています。

【事業概要】
○受益面積：区画整理650ha、農業用排水320ha
○事 業 費：区画整理190億円、排水整備70億円
○事業期間：平成28年度～令和11年度
○主要工事：区画整理、幹線排水路、排水機場

　区画整理の標準区画は、1ha以上が一般的な北海道に
比べて小さく、30a又は50aです。現地で説明していただい
た久妙寺団地を例にとれば、当該団地の面積33haに対し
て50人を超える関係農家がいるとのことです。これだけ多
いと、換地の調整にかなり時間を要するようです。
　疑問でもあった小規模農家の農作業は、中国四国地域
の農業概要でも触れた集落営農組織（農業生産組合）が
大部分を担うとのことで、古くからの社会関係が基礎にあ
る共同・協同の仕組みが出来上がっているからでしょうか。
　区画整理の整備費は、260万円/10a（久妙寺団地）で
少し高めです。地形勾配が急なことや小区画であることな
どが、単位面積当たりの整備費用を高くしている原因のよ
うです。しかしながら、区画整理、特に暗渠の整備による野
菜の作付増加が期待されており、早く工事に着手してほし
いとの声が上がっているといいます。
　この外、湧水処理、埋蔵文化財対策、ホタルが生息でき
る水路の設置など、地区の特性に応じた整備が行われて

います。北海道でもお馴染みの地下水位制御システム
（FOEAS）は、管内では導入している地区もあるようです
が、道前平野地区では望まれなかったそうです。

おわりに
　農業水利施設として当たり前のように利用されている施
設も、先人達の努力があってこそ存在し得ていることを伺
い知ることができ、歴史的遺産や悲願のうえに整備された
施設を後生に引き継ぐ農業農村整備事業の役割は大きい
ものと再認識しました。
　一方で、長い歴史のうえに成り立っている農業が、技術
の進歩とともに、新しく、より効率的に、より高度に生まれ変
わることができるのも、また農業農村整備事業であることも
学びました。
　実務において数百年におよぶ歴史を紐解くことがなかっ
た私にとって貴重な研修であったと同時に、北海道との違
いを目の当たりにしたことで、目線の違った見方ができるよ
うになったのではないかと自己満足しています。
　最後に、この研修会を開催し案内していただいた北海道
土地改良設計技術協会、現地にてご説明いただいた児島
湾中央管理事務所、まんのう池コイネット、水資源機構香
川用水管理所、中国四国農政局道前平野農地整備事業
所の皆様には紙面をお借りして厚くお礼申しあげます。

（サンスイコンサルタント株式会社 北海道支社）



はじめに
　令和3年11月8日～12日に開催された道外研修（中四
国）に参加させていただきましたので、その内容についてご
報告いたします。
　今回の道外研修は、中国四国農政局管内における農業 
農村整備事業内容及びため池の歴史と今後について学
ぶことを目的として、岡山県の十二ケ郷用水、児島湾干拓、
香川県の満濃池、香川用水、愛媛県の国営緊急農地再編
整備事業を見学してきました（工程順）。
　中国四国地域は、中国山地、四国山地を境に気候の違
いがあり、積雪の見られる日本海側、温暖で降水量の少な
い瀬戸内海沿岸、温暖多雨の太平洋側に大別され、研修
地の3県は瀬戸内海沿岸に属します。

１． 中国四国地域の農業概要
　研修先である中国四国農政局管内の農業について、北
海道との比較を交えて紹介します。
　中国・四国を合わせた耕地面積は36万haであり、北
海道の1/3です。これに対し、農家数は北海道の5倍以上
の20万戸であり、戸当たり耕地面積は極めて小さく、５ha
以上の経営規模を有する農家数の割合は、北海道の
75％に対し、中国四国地域は２％に留まっています。この
ことは、副業的農家数の割合が北海道の3倍以上である
6割に達していることや、2,600を超える集落営農の組織
数（北海道は250程度）にも関係していると思います。
　全国的な傾向に漏れず農家の高齢化は著しく、65歳
以上の割合は70％を超え、北海道の約2倍です。
　農業産出額は8,600億円余りで、北海道の7割程度で
すが、集約的な野菜や鶏の産出額が大きいため、単位面
積当たりだと北海道の2倍以上を産出しています。
　なお、研修先３県の主要農産物の産出額上位３位
（カッコは全国順位）は、岡山県：米（19）、鶏卵（4）、ぶど

う（3）、香川県：鶏卵（16）、米（38）、ブロッコリー（2）、愛
媛県：みかん（2）、米（35）、豚（18）、となっています。

２． 十二ケ郷用水（湛井堰）
　最初の見学箇所は、岡山県総社市を流れる一級河川
高梁川に設置されている湛井堰です。堤長296mの複合
堰で、約12,000haをかんがいしています。

　湛井堰及び十二ケ郷用水は、平安時代に妹尾郷を所
領とする妹尾兼康が堰と用水路を整備したのが起源とさ
れ、江戸時代までに十二ケ郷六十八ケ村（現在の総社市、
清音村、山手村、岡山市、倉敷市）に配水するに至ります。

　昭和14年に発生した高梁川流域の干ばつを機に、国営
小阪部川農業水利事業によって昭和30年に完成した小

道外研修報告

阪部川ダムに水源が確保され、安定的に取水できるように
なりました。
　高梁川合同堰とも言われる現在の湛井堰は、県営かん
がい排水事業「高梁川地区」（S32～S41）により下流の右
岸地域をかんがいする上原井領堰を統合したものです。そ
の後、老朽化のため、ゲート・護床工などが国営かんがい
排水事業「岡山南部地区」（H10～H27）により改修され
ています。
　合同堰が完成するまでは、船の通行や堆積土砂を流下
させるため、堰を人力で撤去・築造する作業を毎年繰り
返していたようで、先人達の長きにわたる労苦は並々なら
ぬものと想像します。
　合同堰になってから唯一ここを行き来する魚類のため
に造られた、扇形の階段式魚道による白波が印象的でし
た。扇子の要にあたる魚道の上流端に異質な白波が立っ
ているのですが、これは、鮎を捕食しようとするカワウ（川
鵜）が止まれないように、後になって設置した突起により波
立っているとのことです。
　なお、近くには十二ケ郷全域に及ぶ氏神様を祀る井神
社があり、用水と井堰の守護、五穀豊穣を祈願する初堰
祭が毎年行われているようです。

３． 児島湾干拓
　干拓前の児島湾は、現在の岡山・倉敷の市街地の大
部分まで海面下でした。長年の旭川、吉井川などによる沖
積作用によって遠浅な海になっていました。ここで本格的
な干拓が始まったのは約440年前の安土桃山時代と言わ
れており、羽柴（豊臣）秀吉による高松城水攻めの堤防造
りの技術をヒントにしたとされています。
　現在の岡山平野にある約25,000haの農地のうち、約
20,000haが干拓によって生み出されており、水稲を中心
として二条大麦のほか、なす、玉ねぎ、レタス、れんこんな
ど、多様な高収益作物が栽培されています。
　ここで「干拓」とは、海の中に堤防を作り、堤防で囲った
中の海水を堤防の外（海）に出すことで陸地に変えること
をいい、堤防の内側に土砂を入れて新しい陸地を造る「埋
立」とは区別されています。
　大規模な干拓は、明治時代に入ってから大阪の豪商
「藤田伝三郎」によって行われ、新田開発が飛躍的に進み
ました。しかし、干拓地の農業は、塩害との戦いであり、用
水の確保にも困難を来していました。また、高潮による浸水
被害も甚大でした。

　このため、終戦後に国（当時の農林省）が干拓事業を
「藤田組」から引き継いで用排水施設などを整備（児島湾
干拓建設事業）するとともに、児島湾を締め切って淡水化
（児島湾沿岸農業水利事業）し、ダム湖を除く人造湖で世
界第2位の大きさを誇る約11km２の「児島湖」が昭和38
年に誕生しました。

　この締切堤防の完成により、干拓地は安定的な用水と
優れたほ場条件を有する農地に変わることとなり、大型機
械の導入、乾田直播や航空防除の導入など、全国に先駆
けた先進的な営農が展開されるようになりました。
　その後、締切堤防樋門や用排水施設の老朽化、水質悪
化に対し、岡山海岸保全事業、児島湾周辺農業水利事
業、児島湖沿岸農地防災事業といった国営事業が実施さ
れ、施設の機能が保たれています。
　現在は、国営総合農地防災事業「児島湾沿岸地区」に
より、締切堤防の耐震化対策が進められています。

４． 満濃池
　四国の太平洋側では年間3,000mm以上の降雨がある
のに対し、瀬戸内海沿岸の香川県は1,100mm程度と少
ないうえ、唯一の一級河川土器川でも延長が32kmに過
ぎないほど河川が短いため、古くから農業用水の確保が
最大の問題であり、雨乞いの神事が行われるほどでした。
このため、乏しい河川水を補う「ため池」が数多く築造さ
れ、数では全国第3位（R3県公表値：12,269箇所）です
が、県土の総面積に対する密度（6.5箇所/km２）では、2位
の兵庫県（2.9箇所/km２）を寄せ付けません。これらのた
め池の中でも最古にして最大のため池が満濃池です。
　満濃池は、1,300年以上前の飛鳥時代に築造され、平
安時代の洪水による決壊で、弘法大師空海が延38万人
もの労働力を用いて僅か2ヶ月余りで復旧させたことが
有名です。

　その後も幾度となく決壊し、三度の嵩上げを経て、
1,540万m３の貯水容量を誇る我が国最大のかんがい用
ため池となります。
　アーチ形の土堰堤によって生み出される138.5haの雄
大な水面は、大川山から観る満濃池と瀬戸内海、堤体側
から観る満濃池と讃岐山脈など、周囲の自然と一体となっ
た美しい風景を造り上げています。
　このような歴史や風致景観をもつ満濃池は、「国の名勝
（文部科学省：R1）」「ため池百選（農林水産省：H22）」
「地域活性化に役立つ近代化産業遺産（経済産業省：
H21）」「ダム湖百選（ダム水源地環境整備センター：
H17）」「日本の音風景100選（環境庁：H8）」などに選ば
れ、平成28年には、1300年以上前のアーチ型堤体、放水
口、芝を用いた特殊な護岸、革新的な盛り土の突き固め法
などの環境面にも配慮した技術設計が評価されて「ICID
世界かんがい施設遺産」に登録されており、日本を代表す

る農業土木施設と言えます。
　池の水は、大正3年まで斜樋の多孔式ゲートを連想させ
る取水施設から取水していました。取水孔を塞いでいる筆
木を抜き上げる当時の「ゆる抜き」は、十数人がかりで豪
快に行われたようで、取水塔に変わってからも取水初めの
儀式として五穀豊穣の神事とともに引き継がれており、田
植えシーズンの到来を告げる風物詩となっています。

　香川県の農業用水に占めるため池への依存度は、後述
する香川用水の通水により52％（通水前70％）になりまし
たが、依然として「ため池」の果たす役割は大きく、歴史遺
産と自然環境を保全しながら利用していくことの大変さを
想像します。

 
５． 香川用水
　香川県では、古くから農業用水を確保するために多くの
ため池を築造し、厳しい用水慣行を行うなどの努力が続け
られてきましたが、温暖な気候を背景として成長した香川
県農業は、ため池の有効活用だけでは用水不足の解消に
限界があり、県内では解決できない状況になっていました。
　これを受け、香川県には流域をほとんど持たない吉野
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川の水を導水し、山間部及び島しょ部を除く香川県のほ
ぼ全域に農業用水、水道用水、工業用水を供給する香
川用水事業が吉野川総合開発計画の一環として吉野川
水系水資源開発基本計画に追加されました（S43）。こ
れにより、吉野川の水を四国の全県で利用することにな
ります。
　水源の吉野川は、四国三郎と呼ばれる日本でも有数
の大河川で、流域面積3,750km２、幹川流路延長
194kmの一級河川です。吉野川総合開発計画により開
発した吉野川の水は、四国4県のうち香川県の占める割
合が3割であり、香川用水の目的別には農業用水が4割、
水道用水が5割、工業用水が1割となっています。農業用
水は、24,000ha弱の水田及び畑に配水されます。
　香川用水は、徳島県の北西で香川県との県境に近い吉
野川の池田ダムで水位を確保し、1.8km上流の取水工か
ら取水し、阿讃山脈を貫く8kmの導水トンネルにより香川
県に導水します。現地では、導水トンネルを抜けた後の東
西分水工を見学しました。

　昭和50年に通水を開始した用水路は、延長106kmの
うち農業・水道・工業の供用区間である上流の47km
を水資源機構が管理し、下流の農業専用区間59kmは
香川用水土地改良区が農林水産省から管理を受託して
います。
　香川用水事業の完了後は、施設の老朽化対策などを目

的とした国営造成土地改良施設整備事業（H5～H8、
H21～H25）、機構営緊急改築事業（H11～H20）が行わ
れ、現在は、老朽化対策と耐震対策を目的とした国営香川
用水二期農業水利事業（H26～R5）及び機構営緊急対
策事業（R2～R6）が進められています。
　香川用水の通水により、県内農業用水の河川への依存
度が16％から40％に上がり、ため池への依存度は70％か
ら52％に下がりましたが、依然としてため池への依存は高
い水準にあり、不安定な状況であることは否めません。しか
し、昭和48年に高松地域で起きた干ばつで、満濃池の水
を香川用水の幹線用水路を利用して融通した例のように、
非常時にも対応できる複数の水源とネットワークは、この
地域独特の貴重な水利形態であると感じました。
　なお、香川県は、毎年6月から11月にかけて県内の小学
４年生を対象に、香川用水の役割や水の大切さを考えて
もらうため、学校行事の一環として、香川用水記念会館、浄
水場、ダム、宝山湖、満濃池などを巡る「香川用水の水源
巡りの旅（小学生の旅）」事業を実施しています。私たちの
見学中にも小学生が訪れていました。苦難を克服した歴
史とその恩恵による今を、教育を通して紡いでいることに、
用水に対する格別の思いを感じます。

６． 国営緊急農地再編整備事業「道前平野地区」
　研修の最後は、北海道では農業農村整備事業予算の
半分を占める農地再編整備事業について、愛媛県東予地
方の西条市に位置する道前平野地区を見学しました。現
地では、整備が完了した久妙寺団地を前に、事業の内容
などを説明していただきました。
　道前平野地区は、農地の区画が狭小・不整形であるこ
とに加え、慢性的に湛水被害が発生していました。このた
め、区画整理によるほ場の大区画化と用排水施設の整備

空海が工事の無事を祈願した護摩壇岩（右奥は取水塔）

当時の堤体断面模型 （手前が取水施設で「ゆる」が5段ある）

満濃池の堤体での説明

を一体的に行うとともに、排水改良により湛水被害を解消
するものとして実施されています。

【事業概要】
○受益面積：区画整理650ha、農業用排水320ha
○事 業 費：区画整理190億円、排水整備70億円
○事業期間：平成28年度～令和11年度
○主要工事：区画整理、幹線排水路、排水機場

　区画整理の標準区画は、1ha以上が一般的な北海道に
比べて小さく、30a又は50aです。現地で説明していただい
た久妙寺団地を例にとれば、当該団地の面積33haに対し
て50人を超える関係農家がいるとのことです。これだけ多
いと、換地の調整にかなり時間を要するようです。
　疑問でもあった小規模農家の農作業は、中国四国地域
の農業概要でも触れた集落営農組織（農業生産組合）が
大部分を担うとのことで、古くからの社会関係が基礎にあ
る共同・協同の仕組みが出来上がっているからでしょうか。
　区画整理の整備費は、260万円/10a（久妙寺団地）で
少し高めです。地形勾配が急なことや小区画であることな
どが、単位面積当たりの整備費用を高くしている原因のよ
うです。しかしながら、区画整理、特に暗渠の整備による野
菜の作付増加が期待されており、早く工事に着手してほし
いとの声が上がっているといいます。
　この外、湧水処理、埋蔵文化財対策、ホタルが生息でき
る水路の設置など、地区の特性に応じた整備が行われて

います。北海道でもお馴染みの地下水位制御システム
（FOEAS）は、管内では導入している地区もあるようです
が、道前平野地区では望まれなかったそうです。

おわりに
　農業水利施設として当たり前のように利用されている施
設も、先人達の努力があってこそ存在し得ていることを伺
い知ることができ、歴史的遺産や悲願のうえに整備された
施設を後生に引き継ぐ農業農村整備事業の役割は大きい
ものと再認識しました。
　一方で、長い歴史のうえに成り立っている農業が、技術
の進歩とともに、新しく、より効率的に、より高度に生まれ変
わることができるのも、また農業農村整備事業であることも
学びました。
　実務において数百年におよぶ歴史を紐解くことがなかっ
た私にとって貴重な研修であったと同時に、北海道との違
いを目の当たりにしたことで、目線の違った見方ができるよ
うになったのではないかと自己満足しています。
　最後に、この研修会を開催し案内していただいた北海道
土地改良設計技術協会、現地にてご説明いただいた児島
湾中央管理事務所、まんのう池コイネット、水資源機構香
川用水管理所、中国四国農政局道前平野農地整備事業
所の皆様には紙面をお借りして厚くお礼申しあげます。

（サンスイコンサルタント株式会社 北海道支社）



はじめに
　令和3年11月8日～12日に開催された道外研修（中四
国）に参加させていただきましたので、その内容についてご
報告いたします。
　今回の道外研修は、中国四国農政局管内における農業 
農村整備事業内容及びため池の歴史と今後について学
ぶことを目的として、岡山県の十二ケ郷用水、児島湾干拓、
香川県の満濃池、香川用水、愛媛県の国営緊急農地再編
整備事業を見学してきました（工程順）。
　中国四国地域は、中国山地、四国山地を境に気候の違
いがあり、積雪の見られる日本海側、温暖で降水量の少な
い瀬戸内海沿岸、温暖多雨の太平洋側に大別され、研修
地の3県は瀬戸内海沿岸に属します。

１． 中国四国地域の農業概要
　研修先である中国四国農政局管内の農業について、北
海道との比較を交えて紹介します。
　中国・四国を合わせた耕地面積は36万haであり、北
海道の1/3です。これに対し、農家数は北海道の5倍以上
の20万戸であり、戸当たり耕地面積は極めて小さく、５ha
以上の経営規模を有する農家数の割合は、北海道の
75％に対し、中国四国地域は２％に留まっています。この
ことは、副業的農家数の割合が北海道の3倍以上である
6割に達していることや、2,600を超える集落営農の組織
数（北海道は250程度）にも関係していると思います。
　全国的な傾向に漏れず農家の高齢化は著しく、65歳
以上の割合は70％を超え、北海道の約2倍です。
　農業産出額は8,600億円余りで、北海道の7割程度で
すが、集約的な野菜や鶏の産出額が大きいため、単位面
積当たりだと北海道の2倍以上を産出しています。
　なお、研修先３県の主要農産物の産出額上位３位
（カッコは全国順位）は、岡山県：米（19）、鶏卵（4）、ぶど

う（3）、香川県：鶏卵（16）、米（38）、ブロッコリー（2）、愛
媛県：みかん（2）、米（35）、豚（18）、となっています。

２． 十二ケ郷用水（湛井堰）
　最初の見学箇所は、岡山県総社市を流れる一級河川
高梁川に設置されている湛井堰です。堤長296mの複合
堰で、約12,000haをかんがいしています。

　湛井堰及び十二ケ郷用水は、平安時代に妹尾郷を所
領とする妹尾兼康が堰と用水路を整備したのが起源とさ
れ、江戸時代までに十二ケ郷六十八ケ村（現在の総社市、
清音村、山手村、岡山市、倉敷市）に配水するに至ります。

　昭和14年に発生した高梁川流域の干ばつを機に、国営
小阪部川農業水利事業によって昭和30年に完成した小

阪部川ダムに水源が確保され、安定的に取水できるように
なりました。
　高梁川合同堰とも言われる現在の湛井堰は、県営かん
がい排水事業「高梁川地区」（S32～S41）により下流の右
岸地域をかんがいする上原井領堰を統合したものです。そ
の後、老朽化のため、ゲート・護床工などが国営かんがい
排水事業「岡山南部地区」（H10～H27）により改修され
ています。
　合同堰が完成するまでは、船の通行や堆積土砂を流下
させるため、堰を人力で撤去・築造する作業を毎年繰り
返していたようで、先人達の長きにわたる労苦は並々なら
ぬものと想像します。
　合同堰になってから唯一ここを行き来する魚類のため
に造られた、扇形の階段式魚道による白波が印象的でし
た。扇子の要にあたる魚道の上流端に異質な白波が立っ
ているのですが、これは、鮎を捕食しようとするカワウ（川
鵜）が止まれないように、後になって設置した突起により波
立っているとのことです。
　なお、近くには十二ケ郷全域に及ぶ氏神様を祀る井神
社があり、用水と井堰の守護、五穀豊穣を祈願する初堰
祭が毎年行われているようです。

３． 児島湾干拓
　干拓前の児島湾は、現在の岡山・倉敷の市街地の大
部分まで海面下でした。長年の旭川、吉井川などによる沖
積作用によって遠浅な海になっていました。ここで本格的
な干拓が始まったのは約440年前の安土桃山時代と言わ
れており、羽柴（豊臣）秀吉による高松城水攻めの堤防造
りの技術をヒントにしたとされています。
　現在の岡山平野にある約25,000haの農地のうち、約
20,000haが干拓によって生み出されており、水稲を中心
として二条大麦のほか、なす、玉ねぎ、レタス、れんこんな
ど、多様な高収益作物が栽培されています。
　ここで「干拓」とは、海の中に堤防を作り、堤防で囲った
中の海水を堤防の外（海）に出すことで陸地に変えること
をいい、堤防の内側に土砂を入れて新しい陸地を造る「埋
立」とは区別されています。
　大規模な干拓は、明治時代に入ってから大阪の豪商
「藤田伝三郎」によって行われ、新田開発が飛躍的に進み
ました。しかし、干拓地の農業は、塩害との戦いであり、用
水の確保にも困難を来していました。また、高潮による浸水
被害も甚大でした。

　このため、終戦後に国（当時の農林省）が干拓事業を
「藤田組」から引き継いで用排水施設などを整備（児島湾
干拓建設事業）するとともに、児島湾を締め切って淡水化
（児島湾沿岸農業水利事業）し、ダム湖を除く人造湖で世
界第2位の大きさを誇る約11km２の「児島湖」が昭和38
年に誕生しました。

　この締切堤防の完成により、干拓地は安定的な用水と
優れたほ場条件を有する農地に変わることとなり、大型機
械の導入、乾田直播や航空防除の導入など、全国に先駆
けた先進的な営農が展開されるようになりました。
　その後、締切堤防樋門や用排水施設の老朽化、水質悪
化に対し、岡山海岸保全事業、児島湾周辺農業水利事
業、児島湖沿岸農地防災事業といった国営事業が実施さ
れ、施設の機能が保たれています。
　現在は、国営総合農地防災事業「児島湾沿岸地区」に
より、締切堤防の耐震化対策が進められています。

４． 満濃池
　四国の太平洋側では年間3,000mm以上の降雨がある
のに対し、瀬戸内海沿岸の香川県は1,100mm程度と少
ないうえ、唯一の一級河川土器川でも延長が32kmに過
ぎないほど河川が短いため、古くから農業用水の確保が
最大の問題であり、雨乞いの神事が行われるほどでした。
このため、乏しい河川水を補う「ため池」が数多く築造さ
れ、数では全国第3位（R3県公表値：12,269箇所）です
が、県土の総面積に対する密度（6.5箇所/km２）では、2位
の兵庫県（2.9箇所/km２）を寄せ付けません。これらのた
め池の中でも最古にして最大のため池が満濃池です。
　満濃池は、1,300年以上前の飛鳥時代に築造され、平
安時代の洪水による決壊で、弘法大師空海が延38万人
もの労働力を用いて僅か2ヶ月余りで復旧させたことが
有名です。

　その後も幾度となく決壊し、三度の嵩上げを経て、
1,540万m３の貯水容量を誇る我が国最大のかんがい用
ため池となります。
　アーチ形の土堰堤によって生み出される138.5haの雄
大な水面は、大川山から観る満濃池と瀬戸内海、堤体側
から観る満濃池と讃岐山脈など、周囲の自然と一体となっ
た美しい風景を造り上げています。
　このような歴史や風致景観をもつ満濃池は、「国の名勝
（文部科学省：R1）」「ため池百選（農林水産省：H22）」
「地域活性化に役立つ近代化産業遺産（経済産業省：
H21）」「ダム湖百選（ダム水源地環境整備センター：
H17）」「日本の音風景100選（環境庁：H8）」などに選ば
れ、平成28年には、1300年以上前のアーチ型堤体、放水
口、芝を用いた特殊な護岸、革新的な盛り土の突き固め法
などの環境面にも配慮した技術設計が評価されて「ICID
世界かんがい施設遺産」に登録されており、日本を代表す

る農業土木施設と言えます。
　池の水は、大正3年まで斜樋の多孔式ゲートを連想させ
る取水施設から取水していました。取水孔を塞いでいる筆
木を抜き上げる当時の「ゆる抜き」は、十数人がかりで豪
快に行われたようで、取水塔に変わってからも取水初めの
儀式として五穀豊穣の神事とともに引き継がれており、田
植えシーズンの到来を告げる風物詩となっています。

　香川県の農業用水に占めるため池への依存度は、後述
する香川用水の通水により52％（通水前70％）になりまし
たが、依然として「ため池」の果たす役割は大きく、歴史遺
産と自然環境を保全しながら利用していくことの大変さを
想像します。

 
５． 香川用水
　香川県では、古くから農業用水を確保するために多くの
ため池を築造し、厳しい用水慣行を行うなどの努力が続け
られてきましたが、温暖な気候を背景として成長した香川
県農業は、ため池の有効活用だけでは用水不足の解消に
限界があり、県内では解決できない状況になっていました。
　これを受け、香川県には流域をほとんど持たない吉野
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川の水を導水し、山間部及び島しょ部を除く香川県のほ
ぼ全域に農業用水、水道用水、工業用水を供給する香
川用水事業が吉野川総合開発計画の一環として吉野川
水系水資源開発基本計画に追加されました（S43）。こ
れにより、吉野川の水を四国の全県で利用することにな
ります。
　水源の吉野川は、四国三郎と呼ばれる日本でも有数
の大河川で、流域面積3,750km２、幹川流路延長
194kmの一級河川です。吉野川総合開発計画により開
発した吉野川の水は、四国4県のうち香川県の占める割
合が3割であり、香川用水の目的別には農業用水が4割、
水道用水が5割、工業用水が1割となっています。農業用
水は、24,000ha弱の水田及び畑に配水されます。
　香川用水は、徳島県の北西で香川県との県境に近い吉
野川の池田ダムで水位を確保し、1.8km上流の取水工か
ら取水し、阿讃山脈を貫く8kmの導水トンネルにより香川
県に導水します。現地では、導水トンネルを抜けた後の東
西分水工を見学しました。

　昭和50年に通水を開始した用水路は、延長106kmの
うち農業・水道・工業の供用区間である上流の47km
を水資源機構が管理し、下流の農業専用区間59kmは
香川用水土地改良区が農林水産省から管理を受託して
います。
　香川用水事業の完了後は、施設の老朽化対策などを目

的とした国営造成土地改良施設整備事業（H5～H8、
H21～H25）、機構営緊急改築事業（H11～H20）が行わ
れ、現在は、老朽化対策と耐震対策を目的とした国営香川
用水二期農業水利事業（H26～R5）及び機構営緊急対
策事業（R2～R6）が進められています。
　香川用水の通水により、県内農業用水の河川への依存
度が16％から40％に上がり、ため池への依存度は70％か
ら52％に下がりましたが、依然としてため池への依存は高
い水準にあり、不安定な状況であることは否めません。しか
し、昭和48年に高松地域で起きた干ばつで、満濃池の水
を香川用水の幹線用水路を利用して融通した例のように、
非常時にも対応できる複数の水源とネットワークは、この
地域独特の貴重な水利形態であると感じました。
　なお、香川県は、毎年6月から11月にかけて県内の小学
４年生を対象に、香川用水の役割や水の大切さを考えて
もらうため、学校行事の一環として、香川用水記念会館、浄
水場、ダム、宝山湖、満濃池などを巡る「香川用水の水源
巡りの旅（小学生の旅）」事業を実施しています。私たちの
見学中にも小学生が訪れていました。苦難を克服した歴
史とその恩恵による今を、教育を通して紡いでいることに、
用水に対する格別の思いを感じます。

６． 国営緊急農地再編整備事業「道前平野地区」
　研修の最後は、北海道では農業農村整備事業予算の
半分を占める農地再編整備事業について、愛媛県東予地
方の西条市に位置する道前平野地区を見学しました。現
地では、整備が完了した久妙寺団地を前に、事業の内容
などを説明していただきました。
　道前平野地区は、農地の区画が狭小・不整形であるこ
とに加え、慢性的に湛水被害が発生していました。このた
め、区画整理によるほ場の大区画化と用排水施設の整備

東西分水工（沈砂池）

東西分水工（写真左）、水の資料館（写真右）での説明

水の資料館を見学する小学生（香川用水記念公園内）

を一体的に行うとともに、排水改良により湛水被害を解消
するものとして実施されています。

【事業概要】
○受益面積：区画整理650ha、農業用排水320ha
○事 業 費：区画整理190億円、排水整備70億円
○事業期間：平成28年度～令和11年度
○主要工事：区画整理、幹線排水路、排水機場

　区画整理の標準区画は、1ha以上が一般的な北海道に
比べて小さく、30a又は50aです。現地で説明していただい
た久妙寺団地を例にとれば、当該団地の面積33haに対し
て50人を超える関係農家がいるとのことです。これだけ多
いと、換地の調整にかなり時間を要するようです。
　疑問でもあった小規模農家の農作業は、中国四国地域
の農業概要でも触れた集落営農組織（農業生産組合）が
大部分を担うとのことで、古くからの社会関係が基礎にあ
る共同・協同の仕組みが出来上がっているからでしょうか。
　区画整理の整備費は、260万円/10a（久妙寺団地）で
少し高めです。地形勾配が急なことや小区画であることな
どが、単位面積当たりの整備費用を高くしている原因のよ
うです。しかしながら、区画整理、特に暗渠の整備による野
菜の作付増加が期待されており、早く工事に着手してほし
いとの声が上がっているといいます。
　この外、湧水処理、埋蔵文化財対策、ホタルが生息でき
る水路の設置など、地区の特性に応じた整備が行われて

います。北海道でもお馴染みの地下水位制御システム
（FOEAS）は、管内では導入している地区もあるようです
が、道前平野地区では望まれなかったそうです。

おわりに
　農業水利施設として当たり前のように利用されている施
設も、先人達の努力があってこそ存在し得ていることを伺
い知ることができ、歴史的遺産や悲願のうえに整備された
施設を後生に引き継ぐ農業農村整備事業の役割は大きい
ものと再認識しました。
　一方で、長い歴史のうえに成り立っている農業が、技術
の進歩とともに、新しく、より効率的に、より高度に生まれ変
わることができるのも、また農業農村整備事業であることも
学びました。
　実務において数百年におよぶ歴史を紐解くことがなかっ
た私にとって貴重な研修であったと同時に、北海道との違
いを目の当たりにしたことで、目線の違った見方ができるよ
うになったのではないかと自己満足しています。
　最後に、この研修会を開催し案内していただいた北海道
土地改良設計技術協会、現地にてご説明いただいた児島
湾中央管理事務所、まんのう池コイネット、水資源機構香
川用水管理所、中国四国農政局道前平野農地整備事業
所の皆様には紙面をお借りして厚くお礼申しあげます。

（サンスイコンサルタント株式会社 北海道支社）



はじめに
　令和3年11月8日～12日に開催された道外研修（中四
国）に参加させていただきましたので、その内容についてご
報告いたします。
　今回の道外研修は、中国四国農政局管内における農業 
農村整備事業内容及びため池の歴史と今後について学
ぶことを目的として、岡山県の十二ケ郷用水、児島湾干拓、
香川県の満濃池、香川用水、愛媛県の国営緊急農地再編
整備事業を見学してきました（工程順）。
　中国四国地域は、中国山地、四国山地を境に気候の違
いがあり、積雪の見られる日本海側、温暖で降水量の少な
い瀬戸内海沿岸、温暖多雨の太平洋側に大別され、研修
地の3県は瀬戸内海沿岸に属します。

１． 中国四国地域の農業概要
　研修先である中国四国農政局管内の農業について、北
海道との比較を交えて紹介します。
　中国・四国を合わせた耕地面積は36万haであり、北
海道の1/3です。これに対し、農家数は北海道の5倍以上
の20万戸であり、戸当たり耕地面積は極めて小さく、５ha
以上の経営規模を有する農家数の割合は、北海道の
75％に対し、中国四国地域は２％に留まっています。この
ことは、副業的農家数の割合が北海道の3倍以上である
6割に達していることや、2,600を超える集落営農の組織
数（北海道は250程度）にも関係していると思います。
　全国的な傾向に漏れず農家の高齢化は著しく、65歳
以上の割合は70％を超え、北海道の約2倍です。
　農業産出額は8,600億円余りで、北海道の7割程度で
すが、集約的な野菜や鶏の産出額が大きいため、単位面
積当たりだと北海道の2倍以上を産出しています。
　なお、研修先３県の主要農産物の産出額上位３位
（カッコは全国順位）は、岡山県：米（19）、鶏卵（4）、ぶど

う（3）、香川県：鶏卵（16）、米（38）、ブロッコリー（2）、愛
媛県：みかん（2）、米（35）、豚（18）、となっています。

２． 十二ケ郷用水（湛井堰）
　最初の見学箇所は、岡山県総社市を流れる一級河川
高梁川に設置されている湛井堰です。堤長296mの複合
堰で、約12,000haをかんがいしています。

　湛井堰及び十二ケ郷用水は、平安時代に妹尾郷を所
領とする妹尾兼康が堰と用水路を整備したのが起源とさ
れ、江戸時代までに十二ケ郷六十八ケ村（現在の総社市、
清音村、山手村、岡山市、倉敷市）に配水するに至ります。

　昭和14年に発生した高梁川流域の干ばつを機に、国営
小阪部川農業水利事業によって昭和30年に完成した小

阪部川ダムに水源が確保され、安定的に取水できるように
なりました。
　高梁川合同堰とも言われる現在の湛井堰は、県営かん
がい排水事業「高梁川地区」（S32～S41）により下流の右
岸地域をかんがいする上原井領堰を統合したものです。そ
の後、老朽化のため、ゲート・護床工などが国営かんがい
排水事業「岡山南部地区」（H10～H27）により改修され
ています。
　合同堰が完成するまでは、船の通行や堆積土砂を流下
させるため、堰を人力で撤去・築造する作業を毎年繰り
返していたようで、先人達の長きにわたる労苦は並々なら
ぬものと想像します。
　合同堰になってから唯一ここを行き来する魚類のため
に造られた、扇形の階段式魚道による白波が印象的でし
た。扇子の要にあたる魚道の上流端に異質な白波が立っ
ているのですが、これは、鮎を捕食しようとするカワウ（川
鵜）が止まれないように、後になって設置した突起により波
立っているとのことです。
　なお、近くには十二ケ郷全域に及ぶ氏神様を祀る井神
社があり、用水と井堰の守護、五穀豊穣を祈願する初堰
祭が毎年行われているようです。

３． 児島湾干拓
　干拓前の児島湾は、現在の岡山・倉敷の市街地の大
部分まで海面下でした。長年の旭川、吉井川などによる沖
積作用によって遠浅な海になっていました。ここで本格的
な干拓が始まったのは約440年前の安土桃山時代と言わ
れており、羽柴（豊臣）秀吉による高松城水攻めの堤防造
りの技術をヒントにしたとされています。
　現在の岡山平野にある約25,000haの農地のうち、約
20,000haが干拓によって生み出されており、水稲を中心
として二条大麦のほか、なす、玉ねぎ、レタス、れんこんな
ど、多様な高収益作物が栽培されています。
　ここで「干拓」とは、海の中に堤防を作り、堤防で囲った
中の海水を堤防の外（海）に出すことで陸地に変えること
をいい、堤防の内側に土砂を入れて新しい陸地を造る「埋
立」とは区別されています。
　大規模な干拓は、明治時代に入ってから大阪の豪商
「藤田伝三郎」によって行われ、新田開発が飛躍的に進み
ました。しかし、干拓地の農業は、塩害との戦いであり、用
水の確保にも困難を来していました。また、高潮による浸水
被害も甚大でした。

　このため、終戦後に国（当時の農林省）が干拓事業を
「藤田組」から引き継いで用排水施設などを整備（児島湾
干拓建設事業）するとともに、児島湾を締め切って淡水化
（児島湾沿岸農業水利事業）し、ダム湖を除く人造湖で世
界第2位の大きさを誇る約11km２の「児島湖」が昭和38
年に誕生しました。

　この締切堤防の完成により、干拓地は安定的な用水と
優れたほ場条件を有する農地に変わることとなり、大型機
械の導入、乾田直播や航空防除の導入など、全国に先駆
けた先進的な営農が展開されるようになりました。
　その後、締切堤防樋門や用排水施設の老朽化、水質悪
化に対し、岡山海岸保全事業、児島湾周辺農業水利事
業、児島湖沿岸農地防災事業といった国営事業が実施さ
れ、施設の機能が保たれています。
　現在は、国営総合農地防災事業「児島湾沿岸地区」に
より、締切堤防の耐震化対策が進められています。

４． 満濃池
　四国の太平洋側では年間3,000mm以上の降雨がある
のに対し、瀬戸内海沿岸の香川県は1,100mm程度と少
ないうえ、唯一の一級河川土器川でも延長が32kmに過
ぎないほど河川が短いため、古くから農業用水の確保が
最大の問題であり、雨乞いの神事が行われるほどでした。
このため、乏しい河川水を補う「ため池」が数多く築造さ
れ、数では全国第3位（R3県公表値：12,269箇所）です
が、県土の総面積に対する密度（6.5箇所/km２）では、2位
の兵庫県（2.9箇所/km２）を寄せ付けません。これらのた
め池の中でも最古にして最大のため池が満濃池です。
　満濃池は、1,300年以上前の飛鳥時代に築造され、平
安時代の洪水による決壊で、弘法大師空海が延38万人
もの労働力を用いて僅か2ヶ月余りで復旧させたことが
有名です。

　その後も幾度となく決壊し、三度の嵩上げを経て、
1,540万m３の貯水容量を誇る我が国最大のかんがい用
ため池となります。
　アーチ形の土堰堤によって生み出される138.5haの雄
大な水面は、大川山から観る満濃池と瀬戸内海、堤体側
から観る満濃池と讃岐山脈など、周囲の自然と一体となっ
た美しい風景を造り上げています。
　このような歴史や風致景観をもつ満濃池は、「国の名勝
（文部科学省：R1）」「ため池百選（農林水産省：H22）」
「地域活性化に役立つ近代化産業遺産（経済産業省：
H21）」「ダム湖百選（ダム水源地環境整備センター：
H17）」「日本の音風景100選（環境庁：H8）」などに選ば
れ、平成28年には、1300年以上前のアーチ型堤体、放水
口、芝を用いた特殊な護岸、革新的な盛り土の突き固め法
などの環境面にも配慮した技術設計が評価されて「ICID
世界かんがい施設遺産」に登録されており、日本を代表す

る農業土木施設と言えます。
　池の水は、大正3年まで斜樋の多孔式ゲートを連想させ
る取水施設から取水していました。取水孔を塞いでいる筆
木を抜き上げる当時の「ゆる抜き」は、十数人がかりで豪
快に行われたようで、取水塔に変わってからも取水初めの
儀式として五穀豊穣の神事とともに引き継がれており、田
植えシーズンの到来を告げる風物詩となっています。

　香川県の農業用水に占めるため池への依存度は、後述
する香川用水の通水により52％（通水前70％）になりまし
たが、依然として「ため池」の果たす役割は大きく、歴史遺
産と自然環境を保全しながら利用していくことの大変さを
想像します。

 
５． 香川用水
　香川県では、古くから農業用水を確保するために多くの
ため池を築造し、厳しい用水慣行を行うなどの努力が続け
られてきましたが、温暖な気候を背景として成長した香川
県農業は、ため池の有効活用だけでは用水不足の解消に
限界があり、県内では解決できない状況になっていました。
　これを受け、香川県には流域をほとんど持たない吉野
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川の水を導水し、山間部及び島しょ部を除く香川県のほ
ぼ全域に農業用水、水道用水、工業用水を供給する香
川用水事業が吉野川総合開発計画の一環として吉野川
水系水資源開発基本計画に追加されました（S43）。こ
れにより、吉野川の水を四国の全県で利用することにな
ります。
　水源の吉野川は、四国三郎と呼ばれる日本でも有数
の大河川で、流域面積3,750km２、幹川流路延長
194kmの一級河川です。吉野川総合開発計画により開
発した吉野川の水は、四国4県のうち香川県の占める割
合が3割であり、香川用水の目的別には農業用水が4割、
水道用水が5割、工業用水が1割となっています。農業用
水は、24,000ha弱の水田及び畑に配水されます。
　香川用水は、徳島県の北西で香川県との県境に近い吉
野川の池田ダムで水位を確保し、1.8km上流の取水工か
ら取水し、阿讃山脈を貫く8kmの導水トンネルにより香川
県に導水します。現地では、導水トンネルを抜けた後の東
西分水工を見学しました。

　昭和50年に通水を開始した用水路は、延長106kmの
うち農業・水道・工業の供用区間である上流の47km
を水資源機構が管理し、下流の農業専用区間59kmは
香川用水土地改良区が農林水産省から管理を受託して
います。
　香川用水事業の完了後は、施設の老朽化対策などを目

的とした国営造成土地改良施設整備事業（H5～H8、
H21～H25）、機構営緊急改築事業（H11～H20）が行わ
れ、現在は、老朽化対策と耐震対策を目的とした国営香川
用水二期農業水利事業（H26～R5）及び機構営緊急対
策事業（R2～R6）が進められています。
　香川用水の通水により、県内農業用水の河川への依存
度が16％から40％に上がり、ため池への依存度は70％か
ら52％に下がりましたが、依然としてため池への依存は高
い水準にあり、不安定な状況であることは否めません。しか
し、昭和48年に高松地域で起きた干ばつで、満濃池の水
を香川用水の幹線用水路を利用して融通した例のように、
非常時にも対応できる複数の水源とネットワークは、この
地域独特の貴重な水利形態であると感じました。
　なお、香川県は、毎年6月から11月にかけて県内の小学
４年生を対象に、香川用水の役割や水の大切さを考えて
もらうため、学校行事の一環として、香川用水記念会館、浄
水場、ダム、宝山湖、満濃池などを巡る「香川用水の水源
巡りの旅（小学生の旅）」事業を実施しています。私たちの
見学中にも小学生が訪れていました。苦難を克服した歴
史とその恩恵による今を、教育を通して紡いでいることに、
用水に対する格別の思いを感じます。

６． 国営緊急農地再編整備事業「道前平野地区」
　研修の最後は、北海道では農業農村整備事業予算の
半分を占める農地再編整備事業について、愛媛県東予地
方の西条市に位置する道前平野地区を見学しました。現
地では、整備が完了した久妙寺団地を前に、事業の内容
などを説明していただきました。
　道前平野地区は、農地の区画が狭小・不整形であるこ
とに加え、慢性的に湛水被害が発生していました。このた
め、区画整理によるほ場の大区画化と用排水施設の整備

受益地（久妙寺団地）の前での説明

を一体的に行うとともに、排水改良により湛水被害を解消
するものとして実施されています。

【事業概要】
○受益面積：区画整理650ha、農業用排水320ha
○事 業 費：区画整理190億円、排水整備70億円
○事業期間：平成28年度～令和11年度
○主要工事：区画整理、幹線排水路、排水機場

　区画整理の標準区画は、1ha以上が一般的な北海道に
比べて小さく、30a又は50aです。現地で説明していただい
た久妙寺団地を例にとれば、当該団地の面積33haに対し
て50人を超える関係農家がいるとのことです。これだけ多
いと、換地の調整にかなり時間を要するようです。
　疑問でもあった小規模農家の農作業は、中国四国地域
の農業概要でも触れた集落営農組織（農業生産組合）が
大部分を担うとのことで、古くからの社会関係が基礎にあ
る共同・協同の仕組みが出来上がっているからでしょうか。
　区画整理の整備費は、260万円/10a（久妙寺団地）で
少し高めです。地形勾配が急なことや小区画であることな
どが、単位面積当たりの整備費用を高くしている原因のよ
うです。しかしながら、区画整理、特に暗渠の整備による野
菜の作付増加が期待されており、早く工事に着手してほし
いとの声が上がっているといいます。
　この外、湧水処理、埋蔵文化財対策、ホタルが生息でき
る水路の設置など、地区の特性に応じた整備が行われて

います。北海道でもお馴染みの地下水位制御システム
（FOEAS）は、管内では導入している地区もあるようです
が、道前平野地区では望まれなかったそうです。

おわりに
　農業水利施設として当たり前のように利用されている施
設も、先人達の努力があってこそ存在し得ていることを伺
い知ることができ、歴史的遺産や悲願のうえに整備された
施設を後生に引き継ぐ農業農村整備事業の役割は大きい
ものと再認識しました。
　一方で、長い歴史のうえに成り立っている農業が、技術
の進歩とともに、新しく、より効率的に、より高度に生まれ変
わることができるのも、また農業農村整備事業であることも
学びました。
　実務において数百年におよぶ歴史を紐解くことがなかっ
た私にとって貴重な研修であったと同時に、北海道との違
いを目の当たりにしたことで、目線の違った見方ができるよ
うになったのではないかと自己満足しています。
　最後に、この研修会を開催し案内していただいた北海道
土地改良設計技術協会、現地にてご説明いただいた児島
湾中央管理事務所、まんのう池コイネット、水資源機構香
川用水管理所、中国四国農政局道前平野農地整備事業
所の皆様には紙面をお借りして厚くお礼申しあげます。

（サンスイコンサルタント株式会社 北海道支社）

道前平野農地整備事業所前で研修参加者揃っての撮影
（前列中央は、当日現地案内と説明をして頂いた西村工事第1課長）
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はじめに
　令和3年11月18日～20日に開催されました（一社）北
海道土地改良設計技術協会主催の｢道外研修（近畿）｣に
参加させていただきましたので、その内容についてご報告
いたします。
　今回の研修では、奈良県から和歌山県にまたがる紀の
川の上流に位置する大迫ダム（近畿農政局管理）、日本の
新田開発の基礎となった小田井用水路（小田井土地改良
区）、琵琶湖の水を京都へ運ぶために建設された琵琶湖
疎水を視察させていただきました。視察場所は、以下のと
おりです。

【研修場所】
1. 大迫ダム：近畿農政局（施設説明および現地視察）
2. 小田井用水路：小田井土地改良区
　（施設説明および現地視察）
3. 琵琶湖疎水
　（現地視察および琵琶湖疎水記念館）

十津川・紀の川総合開発事業の概要
　奈良県の大和平野（奈良盆地）と和歌山県の紀伊平野
（紀の川沿岸）は、古くから稲作が盛んな穀倉地帯です。
　しかし、総合開発事業が実施される以前は、日照りが続
くと農業用水や水道用水に困ることが度々あり、水不足に
悩まされていたという背景から、昭和22年（1947年）に農
林水産省の事業として、農業用水の安定供給のための調
査をはじめ、水道用水を確保するための総合的な開発計
画を取りまとめました。
　その計画は、吉野川の一部を大和平野に補給し、替わり
に十津川の一部を吉野川下流の紀の川に補給するという
ものでした。
　補給を行うための水源として大迫ダム、津風呂ダム、猿

谷ダムが築造され、大和平野への取り入れ口である下渕
頭首工をはじめとした、周辺地域へ用水を供給するための
取水施設の新設とあわせて発電施設の整備も行われてい
ます。
　貯水している水は、新設された農業用水路等により
大和平野（水田7,400ha、畑690ha）、紀伊平野（水田
4,750ha、畑1,640ha）へ補給されています。
　この事業により、両平野にとって農業面だけでなく多く
の恩恵を受けられることになり、経済発展の礎となってい
ます。

大迫ダムの概要
　大迫ダムは、紀の川（吉野川）の最上流に位置しており、
昭和48年（1973年）に完成しました。
　ダム形式は、利水を目的とするダムでは非常に珍しい越
流型不等厚ドーム型アーチ式コンクリートダムであり、ダム
サイトが固い基礎岩盤に恵まれていたことから、両側面の
岩盤で水圧を支えるアーチ形のダムとなっています。
　このダムは日本有数の多雨地帯・大台ヶ原の雨が流れ
こみますが、洪水調整機能がないため流れ込んだ水は、通

猪　野　　雅　史

常そのままダム下流に放流されます。即ち治水目的を有し
ておらず、かんがい用水や水力発電用水（最大7,400kw
発電）などの多目的なダムとなっています。また、直下流に
は国土交通省により洪水調節を目的とした大滝ダムが建
設されています。このため、大迫ダムの管理にあたっては国
土交通省との連携が必要となっています。

小田井用水路の概略
　小田井用水路は、世界かんがい
施設遺産登録を受けた歴史ある
用水路です。始まりは、江戸時代
宝永4年（1707年）頃に、河川（紀
の川）より標高が高い河岸段丘沿
に直接水を引くために「紀州流」と
呼ばれる強固で連続的な堤を構
築することで蛇行する河川の流域
を制御し、できた干拓地を耕作地
にしました。そして河道を固定した
河川から安定的な取水が行える
用水路を建設したことでさらに遠
く、多くのエリアに水を届けていま
す（全長32.5㎞）。また、河川を横
断するため当時の先端技術である
伏越（サイフォン）や「渡井（通水
橋）」の導入が評価されています。
　紀の川の水をはるか上流から引
いて高位部に配水するためには、
用水路の勾配をできるだけ水平に
近づける必要があり、そこで用いら
れたのが、大畑才蔵が考案した「水盛台」という測量器具で
した。この測量器具を用い、正確な測量ができたことから、
3000分の1から5000分の1という水路が完成しました。現
在の小田井用水が潤す水田は、約600haとなっています。

大畑才蔵とは
　才蔵の持つ技術によって、小田井用水路を開削し、紀の
川流域を豊かな実りの地へ変貌させました。紀の川を水
源とする小田井用水路や藤崎井や六箇井などのかんがい
用水路の開削工事を計画し、実現させてきた人物です。こ
れらの用水施設は、没後300年の時がたっても改修を重
ねながら、現在も利用されており、彼の知識と献身の恩恵
を受け続けています。

　才蔵の工法の特徴は、現在でいう工区毎の工事を一括
で管理（綿密な工事の指示書(設計図)と計算により、必要
な資材や作業量、必要な人足を割り当て）し、各工区を一
斉に着工することで、施工期間を著しく短縮しました。また、
工事で最も重要な役割を果たした測量において、竹筒と木
で作った簡単な「水盛台」という測量器具の考案により、き
わめて緩い水路勾配の精密測量に威力を発揮しました。

　水盛台は、水平をはかる道具であり、現在の水準器と
同様の役割をします。竹筒をくみあわせ両端が同じ高さで
真ん中の竹が少し高く造られています。真ん中の竹に水を
注ぐと左右の竹筒の低い方から水が溢れ出るようになっ
ており、これにより、くさびで高さを調節し左右同時に溢れ
るようにすることで左右の水平が求められます。ここから
左右の竹筒に取り付けられた見当を目印に先の間竿を見
通し、高低差を測ります。距離は60間（約109m）を一区
切りとして測量したそうです。

龍之渡井（たつのとい）
　小田井用水路の代表的施設「龍之渡井」は、国の登録
有形文化財に登録されています。小田井用水路と四十八
瀬川（現・穴伏川）と交差する地点で、水路と川底に高低
差があり、両岸が固い岩盤であったため、河川の上を掛樋
で通す水路橋です。
　現在は、改修工事によりレンガ造りとなっていますが、当
時は、木製であり、川の中に1本の支柱も使わず（橋脚が無
い）、方丈の柱で21mの掛樋を渡しており、この水路工事
では最も難工事であったとされます。
　この架設が実現できたのも測量水準技術が高かったた

めであり、1期工事約21㎞を25工区に分割して施工しても
連続した機能が確保されて短期間で通水できたことは、当
時の高い精度と施工管理の証です。
　大正8年（1919年）にレンガ・石張の単アーチ水路橋
（橋長20.5m、橋幅5.8m、水路幅3.7m）に改修されまし
た。他にこのような通水橋が11ヵ所、10ヵ所のサイフォン
があります。

　今回の研修では、小田井土地改良区の理事長及び事
務局長からご説明を頂きましたが、先人達の偉業や価値
ある農業施設を次世代の多くの人たちに伝えていこうとい
う思いを強く感じるとともに江戸時代の最先端技術が現

在まで残り、利用されていることに感慨と感動を覚えまし
た。またこちらに来る機会があれば、登録有形文化財の中
谷川水門（伏越（サイフォン））や小庭谷川渡井、小積川渡
井も是非見学したいと思います。

琵琶湖疎水の概要
　琵琶湖疎水は、明治23年（1890年）に竣功し、明治期
の京都のまちを再生と飛躍に導き現在もまちと暮らしを潤
し、様 な々都市生活を支えています。
　琵琶湖疎水の建設目的は、1.水の力を利用して電気を
起こし機械を動かし新しい産業を起こすこと、2.琵琶湖と
大阪の間に船と通すことで輸送を便利にすること、3.田畑
の灌漑により農作物の収量を増やすこと、4.精米水車を
増やすこと、5.防水用水を整備し、火事からまちを守るこ
と、6.飲料用として井戸が枯れても困らないようにするこ
と、7.きれいな水を流し、まちを清潔に保つこと、これらの7
つの目的を掲げ、京都の衰退を脱し再び繁栄することを目
標に、欧米の先進的な土木技術を取り入れることで琵琶
湖から京都へ水を引き込むという一大プロジェクトは実
行されました。その後、明治23年（1890年）の第1疎水完
成後、水力発電や舟運、観光など、京都のまちは活力を取
り戻しました。それから20年後に、更に豊かな水を求めて
第2琵琶湖疎水が建設され、同時に水道と市営電車が建
設されたことで、今日の京都のまちづくりの礎ができあが
りました。
　琵琶湖疎水記念館はこれらの資料を収蔵、展示してい
ます。令和元年3月にリニューアルオープンし、ミニチュア模
型やジオラマ、ストーリー性のある分かりやすい展示など
琵琶湖疎水の歴史を振り返る空間となっています。記念館
のホームページでは、展示室の所蔵物の一部が公開され
ているので、興味がある方は、是非ご覧ください。
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水路閣の概要
　琵琶湖疏水の分線にある水路橋で1888年（明治21）
完成しました。全長93.2m（幅4 m、高9 m）レンガ、花崗
岩造りです。
　南禅寺の境内にある水路閣は、当初トンネルルートで検
討されていましたが、皇室の遺跡を避けるため南禅寺を説
得し、地上ルートを採用しています。建設時は、桟橋と呼ば
れていましたが、ローマの水路橋を連想することから、評判
となり、水路閣と呼ばれるようになったとのことです。
　今回初めて水路閣を見ましたが、確かにローマの水道
橋を連想し、レンガ造りによる水路の装飾は美しく間近
で見る価値のある素晴らしい史跡でした。また、このよう
に京都の町中には琵琶湖疎水の史跡や現在も使用され
ている施設が数多くあり、近代京都の礎を垣間見ること
ができます。今後、行く機会があれば、歴史散策をしたい
と思います。

おわりに
　今回視察した大迫ダム、小田井用水路、琵琶湖疎水で
は、綿密な計画立案、技術の開発により、後世まで恩恵を
受けることのできる偉大な事業を成し遂げてきた施設を見
学し、多くのことを学ぶことができました。当時の苦労の一
端が感じられ、今なお、利用されている施設が長い歴史の
中で生活に溶け込んでいることを改めて感じ、今後のコン
サル業務を遂行する上で大変有意義な研修となりました。
　最後に現地研修会を実施していただいた、(一社)北海
道土地改良設計技術協会、ならびに現地で講話・説明を
いただきました農林水産省近畿農政局大迫ダム管理所、
小田井土地改良区の皆様に心より感謝申し上げます。

（サン技術コンサルタント株式会社）

大迫ダムの全景

大迫ダム管理棟での説明状況



はじめに
　令和3年11月18日～20日に開催されました（一社）北
海道土地改良設計技術協会主催の｢道外研修（近畿）｣に
参加させていただきましたので、その内容についてご報告
いたします。
　今回の研修では、奈良県から和歌山県にまたがる紀の
川の上流に位置する大迫ダム（近畿農政局管理）、日本の
新田開発の基礎となった小田井用水路（小田井土地改良
区）、琵琶湖の水を京都へ運ぶために建設された琵琶湖
疎水を視察させていただきました。視察場所は、以下のと
おりです。

【研修場所】
1. 大迫ダム：近畿農政局（施設説明および現地視察）
2. 小田井用水路：小田井土地改良区
　（施設説明および現地視察）
3. 琵琶湖疎水
　（現地視察および琵琶湖疎水記念館）

十津川・紀の川総合開発事業の概要
　奈良県の大和平野（奈良盆地）と和歌山県の紀伊平野
（紀の川沿岸）は、古くから稲作が盛んな穀倉地帯です。
　しかし、総合開発事業が実施される以前は、日照りが続
くと農業用水や水道用水に困ることが度々あり、水不足に
悩まされていたという背景から、昭和22年（1947年）に農
林水産省の事業として、農業用水の安定供給のための調
査をはじめ、水道用水を確保するための総合的な開発計
画を取りまとめました。
　その計画は、吉野川の一部を大和平野に補給し、替わり
に十津川の一部を吉野川下流の紀の川に補給するという
ものでした。
　補給を行うための水源として大迫ダム、津風呂ダム、猿

谷ダムが築造され、大和平野への取り入れ口である下渕
頭首工をはじめとした、周辺地域へ用水を供給するための
取水施設の新設とあわせて発電施設の整備も行われてい
ます。
　貯水している水は、新設された農業用水路等により
大和平野（水田7,400ha、畑690ha）、紀伊平野（水田
4,750ha、畑1,640ha）へ補給されています。
　この事業により、両平野にとって農業面だけでなく多く
の恩恵を受けられることになり、経済発展の礎となってい
ます。

大迫ダムの概要
　大迫ダムは、紀の川（吉野川）の最上流に位置しており、
昭和48年（1973年）に完成しました。
　ダム形式は、利水を目的とするダムでは非常に珍しい越
流型不等厚ドーム型アーチ式コンクリートダムであり、ダム
サイトが固い基礎岩盤に恵まれていたことから、両側面の
岩盤で水圧を支えるアーチ形のダムとなっています。
　このダムは日本有数の多雨地帯・大台ヶ原の雨が流れ
こみますが、洪水調整機能がないため流れ込んだ水は、通
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常そのままダム下流に放流されます。即ち治水目的を有し
ておらず、かんがい用水や水力発電用水（最大7,400kw
発電）などの多目的なダムとなっています。また、直下流に
は国土交通省により洪水調節を目的とした大滝ダムが建
設されています。このため、大迫ダムの管理にあたっては国
土交通省との連携が必要となっています。

小田井用水路の概略
　小田井用水路は、世界かんがい
施設遺産登録を受けた歴史ある
用水路です。始まりは、江戸時代
宝永4年（1707年）頃に、河川（紀
の川）より標高が高い河岸段丘沿
に直接水を引くために「紀州流」と
呼ばれる強固で連続的な堤を構
築することで蛇行する河川の流域
を制御し、できた干拓地を耕作地
にしました。そして河道を固定した
河川から安定的な取水が行える
用水路を建設したことでさらに遠
く、多くのエリアに水を届けていま
す（全長32.5㎞）。また、河川を横
断するため当時の先端技術である
伏越（サイフォン）や「渡井（通水
橋）」の導入が評価されています。
　紀の川の水をはるか上流から引
いて高位部に配水するためには、
用水路の勾配をできるだけ水平に
近づける必要があり、そこで用いら
れたのが、大畑才蔵が考案した「水盛台」という測量器具で
した。この測量器具を用い、正確な測量ができたことから、
3000分の1から5000分の1という水路が完成しました。現
在の小田井用水が潤す水田は、約600haとなっています。

大畑才蔵とは
　才蔵の持つ技術によって、小田井用水路を開削し、紀の
川流域を豊かな実りの地へ変貌させました。紀の川を水
源とする小田井用水路や藤崎井や六箇井などのかんがい
用水路の開削工事を計画し、実現させてきた人物です。こ
れらの用水施設は、没後300年の時がたっても改修を重
ねながら、現在も利用されており、彼の知識と献身の恩恵
を受け続けています。

　才蔵の工法の特徴は、現在でいう工区毎の工事を一括
で管理（綿密な工事の指示書(設計図)と計算により、必要
な資材や作業量、必要な人足を割り当て）し、各工区を一
斉に着工することで、施工期間を著しく短縮しました。また、
工事で最も重要な役割を果たした測量において、竹筒と木
で作った簡単な「水盛台」という測量器具の考案により、き
わめて緩い水路勾配の精密測量に威力を発揮しました。

　水盛台は、水平をはかる道具であり、現在の水準器と
同様の役割をします。竹筒をくみあわせ両端が同じ高さで
真ん中の竹が少し高く造られています。真ん中の竹に水を
注ぐと左右の竹筒の低い方から水が溢れ出るようになっ
ており、これにより、くさびで高さを調節し左右同時に溢れ
るようにすることで左右の水平が求められます。ここから
左右の竹筒に取り付けられた見当を目印に先の間竿を見
通し、高低差を測ります。距離は60間（約109m）を一区
切りとして測量したそうです。

龍之渡井（たつのとい）
　小田井用水路の代表的施設「龍之渡井」は、国の登録
有形文化財に登録されています。小田井用水路と四十八
瀬川（現・穴伏川）と交差する地点で、水路と川底に高低
差があり、両岸が固い岩盤であったため、河川の上を掛樋
で通す水路橋です。
　現在は、改修工事によりレンガ造りとなっていますが、当
時は、木製であり、川の中に1本の支柱も使わず（橋脚が無
い）、方丈の柱で21mの掛樋を渡しており、この水路工事
では最も難工事であったとされます。
　この架設が実現できたのも測量水準技術が高かったた

めであり、1期工事約21㎞を25工区に分割して施工しても
連続した機能が確保されて短期間で通水できたことは、当
時の高い精度と施工管理の証です。
　大正8年（1919年）にレンガ・石張の単アーチ水路橋
（橋長20.5m、橋幅5.8m、水路幅3.7m）に改修されまし
た。他にこのような通水橋が11ヵ所、10ヵ所のサイフォン
があります。

　今回の研修では、小田井土地改良区の理事長及び事
務局長からご説明を頂きましたが、先人達の偉業や価値
ある農業施設を次世代の多くの人たちに伝えていこうとい
う思いを強く感じるとともに江戸時代の最先端技術が現

在まで残り、利用されていることに感慨と感動を覚えまし
た。またこちらに来る機会があれば、登録有形文化財の中
谷川水門（伏越（サイフォン））や小庭谷川渡井、小積川渡
井も是非見学したいと思います。

琵琶湖疎水の概要
　琵琶湖疎水は、明治23年（1890年）に竣功し、明治期
の京都のまちを再生と飛躍に導き現在もまちと暮らしを潤
し、様 な々都市生活を支えています。
　琵琶湖疎水の建設目的は、1.水の力を利用して電気を
起こし機械を動かし新しい産業を起こすこと、2.琵琶湖と
大阪の間に船と通すことで輸送を便利にすること、3.田畑
の灌漑により農作物の収量を増やすこと、4.精米水車を
増やすこと、5.防水用水を整備し、火事からまちを守るこ
と、6.飲料用として井戸が枯れても困らないようにするこ
と、7.きれいな水を流し、まちを清潔に保つこと、これらの7
つの目的を掲げ、京都の衰退を脱し再び繁栄することを目
標に、欧米の先進的な土木技術を取り入れることで琵琶
湖から京都へ水を引き込むという一大プロジェクトは実
行されました。その後、明治23年（1890年）の第1疎水完
成後、水力発電や舟運、観光など、京都のまちは活力を取
り戻しました。それから20年後に、更に豊かな水を求めて
第2琵琶湖疎水が建設され、同時に水道と市営電車が建
設されたことで、今日の京都のまちづくりの礎ができあが
りました。
　琵琶湖疎水記念館はこれらの資料を収蔵、展示してい
ます。令和元年3月にリニューアルオープンし、ミニチュア模
型やジオラマ、ストーリー性のある分かりやすい展示など
琵琶湖疎水の歴史を振り返る空間となっています。記念館
のホームページでは、展示室の所蔵物の一部が公開され
ているので、興味がある方は、是非ご覧ください。

水路閣の概要
　琵琶湖疏水の分線にある水路橋で1888年（明治21）
完成しました。全長93.2m（幅4 m、高9 m）レンガ、花崗
岩造りです。
　南禅寺の境内にある水路閣は、当初トンネルルートで検
討されていましたが、皇室の遺跡を避けるため南禅寺を説
得し、地上ルートを採用しています。建設時は、桟橋と呼ば
れていましたが、ローマの水路橋を連想することから、評判
となり、水路閣と呼ばれるようになったとのことです。
　今回初めて水路閣を見ましたが、確かにローマの水道
橋を連想し、レンガ造りによる水路の装飾は美しく間近
で見る価値のある素晴らしい史跡でした。また、このよう
に京都の町中には琵琶湖疎水の史跡や現在も使用され
ている施設が数多くあり、近代京都の礎を垣間見ること
ができます。今後、行く機会があれば、歴史散策をしたい
と思います。

おわりに
　今回視察した大迫ダム、小田井用水路、琵琶湖疎水で
は、綿密な計画立案、技術の開発により、後世まで恩恵を
受けることのできる偉大な事業を成し遂げてきた施設を見
学し、多くのことを学ぶことができました。当時の苦労の一
端が感じられ、今なお、利用されている施設が長い歴史の
中で生活に溶け込んでいることを改めて感じ、今後のコン
サル業務を遂行する上で大変有意義な研修となりました。
　最後に現地研修会を実施していただいた、(一社)北海
道土地改良設計技術協会、ならびに現地で講話・説明を
いただきました農林水産省近畿農政局大迫ダム管理所、
小田井土地改良区の皆様に心より感謝申し上げます。

（サン技術コンサルタント株式会社）

「水盛台」の仕組み（研修会資料より）



はじめに
　令和3年11月18日～20日に開催されました（一社）北
海道土地改良設計技術協会主催の｢道外研修（近畿）｣に
参加させていただきましたので、その内容についてご報告
いたします。
　今回の研修では、奈良県から和歌山県にまたがる紀の
川の上流に位置する大迫ダム（近畿農政局管理）、日本の
新田開発の基礎となった小田井用水路（小田井土地改良
区）、琵琶湖の水を京都へ運ぶために建設された琵琶湖
疎水を視察させていただきました。視察場所は、以下のと
おりです。

【研修場所】
1. 大迫ダム：近畿農政局（施設説明および現地視察）
2. 小田井用水路：小田井土地改良区
　（施設説明および現地視察）
3. 琵琶湖疎水
　（現地視察および琵琶湖疎水記念館）

十津川・紀の川総合開発事業の概要
　奈良県の大和平野（奈良盆地）と和歌山県の紀伊平野
（紀の川沿岸）は、古くから稲作が盛んな穀倉地帯です。
　しかし、総合開発事業が実施される以前は、日照りが続
くと農業用水や水道用水に困ることが度々あり、水不足に
悩まされていたという背景から、昭和22年（1947年）に農
林水産省の事業として、農業用水の安定供給のための調
査をはじめ、水道用水を確保するための総合的な開発計
画を取りまとめました。
　その計画は、吉野川の一部を大和平野に補給し、替わり
に十津川の一部を吉野川下流の紀の川に補給するという
ものでした。
　補給を行うための水源として大迫ダム、津風呂ダム、猿

谷ダムが築造され、大和平野への取り入れ口である下渕
頭首工をはじめとした、周辺地域へ用水を供給するための
取水施設の新設とあわせて発電施設の整備も行われてい
ます。
　貯水している水は、新設された農業用水路等により
大和平野（水田7,400ha、畑690ha）、紀伊平野（水田
4,750ha、畑1,640ha）へ補給されています。
　この事業により、両平野にとって農業面だけでなく多く
の恩恵を受けられることになり、経済発展の礎となってい
ます。

大迫ダムの概要
　大迫ダムは、紀の川（吉野川）の最上流に位置しており、
昭和48年（1973年）に完成しました。
　ダム形式は、利水を目的とするダムでは非常に珍しい越
流型不等厚ドーム型アーチ式コンクリートダムであり、ダム
サイトが固い基礎岩盤に恵まれていたことから、両側面の
岩盤で水圧を支えるアーチ形のダムとなっています。
　このダムは日本有数の多雨地帯・大台ヶ原の雨が流れ
こみますが、洪水調整機能がないため流れ込んだ水は、通
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常そのままダム下流に放流されます。即ち治水目的を有し
ておらず、かんがい用水や水力発電用水（最大7,400kw
発電）などの多目的なダムとなっています。また、直下流に
は国土交通省により洪水調節を目的とした大滝ダムが建
設されています。このため、大迫ダムの管理にあたっては国
土交通省との連携が必要となっています。

小田井用水路の概略
　小田井用水路は、世界かんがい
施設遺産登録を受けた歴史ある
用水路です。始まりは、江戸時代
宝永4年（1707年）頃に、河川（紀
の川）より標高が高い河岸段丘沿
に直接水を引くために「紀州流」と
呼ばれる強固で連続的な堤を構
築することで蛇行する河川の流域
を制御し、できた干拓地を耕作地
にしました。そして河道を固定した
河川から安定的な取水が行える
用水路を建設したことでさらに遠
く、多くのエリアに水を届けていま
す（全長32.5㎞）。また、河川を横
断するため当時の先端技術である
伏越（サイフォン）や「渡井（通水
橋）」の導入が評価されています。
　紀の川の水をはるか上流から引
いて高位部に配水するためには、
用水路の勾配をできるだけ水平に
近づける必要があり、そこで用いら
れたのが、大畑才蔵が考案した「水盛台」という測量器具で
した。この測量器具を用い、正確な測量ができたことから、
3000分の1から5000分の1という水路が完成しました。現
在の小田井用水が潤す水田は、約600haとなっています。

大畑才蔵とは
　才蔵の持つ技術によって、小田井用水路を開削し、紀の
川流域を豊かな実りの地へ変貌させました。紀の川を水
源とする小田井用水路や藤崎井や六箇井などのかんがい
用水路の開削工事を計画し、実現させてきた人物です。こ
れらの用水施設は、没後300年の時がたっても改修を重
ねながら、現在も利用されており、彼の知識と献身の恩恵
を受け続けています。

　才蔵の工法の特徴は、現在でいう工区毎の工事を一括
で管理（綿密な工事の指示書(設計図)と計算により、必要
な資材や作業量、必要な人足を割り当て）し、各工区を一
斉に着工することで、施工期間を著しく短縮しました。また、
工事で最も重要な役割を果たした測量において、竹筒と木
で作った簡単な「水盛台」という測量器具の考案により、き
わめて緩い水路勾配の精密測量に威力を発揮しました。

　水盛台は、水平をはかる道具であり、現在の水準器と
同様の役割をします。竹筒をくみあわせ両端が同じ高さで
真ん中の竹が少し高く造られています。真ん中の竹に水を
注ぐと左右の竹筒の低い方から水が溢れ出るようになっ
ており、これにより、くさびで高さを調節し左右同時に溢れ
るようにすることで左右の水平が求められます。ここから
左右の竹筒に取り付けられた見当を目印に先の間竿を見
通し、高低差を測ります。距離は60間（約109m）を一区
切りとして測量したそうです。

龍之渡井（たつのとい）
　小田井用水路の代表的施設「龍之渡井」は、国の登録
有形文化財に登録されています。小田井用水路と四十八
瀬川（現・穴伏川）と交差する地点で、水路と川底に高低
差があり、両岸が固い岩盤であったため、河川の上を掛樋
で通す水路橋です。
　現在は、改修工事によりレンガ造りとなっていますが、当
時は、木製であり、川の中に1本の支柱も使わず（橋脚が無
い）、方丈の柱で21mの掛樋を渡しており、この水路工事
では最も難工事であったとされます。
　この架設が実現できたのも測量水準技術が高かったた

めであり、1期工事約21㎞を25工区に分割して施工しても
連続した機能が確保されて短期間で通水できたことは、当
時の高い精度と施工管理の証です。
　大正8年（1919年）にレンガ・石張の単アーチ水路橋
（橋長20.5m、橋幅5.8m、水路幅3.7m）に改修されまし
た。他にこのような通水橋が11ヵ所、10ヵ所のサイフォン
があります。

　今回の研修では、小田井土地改良区の理事長及び事
務局長からご説明を頂きましたが、先人達の偉業や価値
ある農業施設を次世代の多くの人たちに伝えていこうとい
う思いを強く感じるとともに江戸時代の最先端技術が現

在まで残り、利用されていることに感慨と感動を覚えまし
た。またこちらに来る機会があれば、登録有形文化財の中
谷川水門（伏越（サイフォン））や小庭谷川渡井、小積川渡
井も是非見学したいと思います。

琵琶湖疎水の概要
　琵琶湖疎水は、明治23年（1890年）に竣功し、明治期
の京都のまちを再生と飛躍に導き現在もまちと暮らしを潤
し、様 な々都市生活を支えています。
　琵琶湖疎水の建設目的は、1.水の力を利用して電気を
起こし機械を動かし新しい産業を起こすこと、2.琵琶湖と
大阪の間に船と通すことで輸送を便利にすること、3.田畑
の灌漑により農作物の収量を増やすこと、4.精米水車を
増やすこと、5.防水用水を整備し、火事からまちを守るこ
と、6.飲料用として井戸が枯れても困らないようにするこ
と、7.きれいな水を流し、まちを清潔に保つこと、これらの7
つの目的を掲げ、京都の衰退を脱し再び繁栄することを目
標に、欧米の先進的な土木技術を取り入れることで琵琶
湖から京都へ水を引き込むという一大プロジェクトは実
行されました。その後、明治23年（1890年）の第1疎水完
成後、水力発電や舟運、観光など、京都のまちは活力を取
り戻しました。それから20年後に、更に豊かな水を求めて
第2琵琶湖疎水が建設され、同時に水道と市営電車が建
設されたことで、今日の京都のまちづくりの礎ができあが
りました。
　琵琶湖疎水記念館はこれらの資料を収蔵、展示してい
ます。令和元年3月にリニューアルオープンし、ミニチュア模
型やジオラマ、ストーリー性のある分かりやすい展示など
琵琶湖疎水の歴史を振り返る空間となっています。記念館
のホームページでは、展示室の所蔵物の一部が公開され
ているので、興味がある方は、是非ご覧ください。

水路閣の概要
　琵琶湖疏水の分線にある水路橋で1888年（明治21）
完成しました。全長93.2m（幅4 m、高9 m）レンガ、花崗
岩造りです。
　南禅寺の境内にある水路閣は、当初トンネルルートで検
討されていましたが、皇室の遺跡を避けるため南禅寺を説
得し、地上ルートを採用しています。建設時は、桟橋と呼ば
れていましたが、ローマの水路橋を連想することから、評判
となり、水路閣と呼ばれるようになったとのことです。
　今回初めて水路閣を見ましたが、確かにローマの水道
橋を連想し、レンガ造りによる水路の装飾は美しく間近
で見る価値のある素晴らしい史跡でした。また、このよう
に京都の町中には琵琶湖疎水の史跡や現在も使用され
ている施設が数多くあり、近代京都の礎を垣間見ること
ができます。今後、行く機会があれば、歴史散策をしたい
と思います。

おわりに
　今回視察した大迫ダム、小田井用水路、琵琶湖疎水で
は、綿密な計画立案、技術の開発により、後世まで恩恵を
受けることのできる偉大な事業を成し遂げてきた施設を見
学し、多くのことを学ぶことができました。当時の苦労の一
端が感じられ、今なお、利用されている施設が長い歴史の
中で生活に溶け込んでいることを改めて感じ、今後のコン
サル業務を遂行する上で大変有意義な研修となりました。
　最後に現地研修会を実施していただいた、(一社)北海
道土地改良設計技術協会、ならびに現地で講話・説明を
いただきました農林水産省近畿農政局大迫ダム管理所、
小田井土地改良区の皆様に心より感謝申し上げます。

（サン技術コンサルタント株式会社）

木製当時の龍之渡井（大正7年撮影）（研修会資料より）

龍之渡井　上部の水路を望む。

改修された現在の龍之渡井（レンガ・石張り造りのアーチ橋）

龍之渡井前での説明状況



はじめに
　令和3年11月18日～20日に開催されました（一社）北
海道土地改良設計技術協会主催の｢道外研修（近畿）｣に
参加させていただきましたので、その内容についてご報告
いたします。
　今回の研修では、奈良県から和歌山県にまたがる紀の
川の上流に位置する大迫ダム（近畿農政局管理）、日本の
新田開発の基礎となった小田井用水路（小田井土地改良
区）、琵琶湖の水を京都へ運ぶために建設された琵琶湖
疎水を視察させていただきました。視察場所は、以下のと
おりです。

【研修場所】
1. 大迫ダム：近畿農政局（施設説明および現地視察）
2. 小田井用水路：小田井土地改良区
　（施設説明および現地視察）
3. 琵琶湖疎水
　（現地視察および琵琶湖疎水記念館）

十津川・紀の川総合開発事業の概要
　奈良県の大和平野（奈良盆地）と和歌山県の紀伊平野
（紀の川沿岸）は、古くから稲作が盛んな穀倉地帯です。
　しかし、総合開発事業が実施される以前は、日照りが続
くと農業用水や水道用水に困ることが度々あり、水不足に
悩まされていたという背景から、昭和22年（1947年）に農
林水産省の事業として、農業用水の安定供給のための調
査をはじめ、水道用水を確保するための総合的な開発計
画を取りまとめました。
　その計画は、吉野川の一部を大和平野に補給し、替わり
に十津川の一部を吉野川下流の紀の川に補給するという
ものでした。
　補給を行うための水源として大迫ダム、津風呂ダム、猿

谷ダムが築造され、大和平野への取り入れ口である下渕
頭首工をはじめとした、周辺地域へ用水を供給するための
取水施設の新設とあわせて発電施設の整備も行われてい
ます。
　貯水している水は、新設された農業用水路等により
大和平野（水田7,400ha、畑690ha）、紀伊平野（水田
4,750ha、畑1,640ha）へ補給されています。
　この事業により、両平野にとって農業面だけでなく多く
の恩恵を受けられることになり、経済発展の礎となってい
ます。

大迫ダムの概要
　大迫ダムは、紀の川（吉野川）の最上流に位置しており、
昭和48年（1973年）に完成しました。
　ダム形式は、利水を目的とするダムでは非常に珍しい越
流型不等厚ドーム型アーチ式コンクリートダムであり、ダム
サイトが固い基礎岩盤に恵まれていたことから、両側面の
岩盤で水圧を支えるアーチ形のダムとなっています。
　このダムは日本有数の多雨地帯・大台ヶ原の雨が流れ
こみますが、洪水調整機能がないため流れ込んだ水は、通
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常そのままダム下流に放流されます。即ち治水目的を有し
ておらず、かんがい用水や水力発電用水（最大7,400kw
発電）などの多目的なダムとなっています。また、直下流に
は国土交通省により洪水調節を目的とした大滝ダムが建
設されています。このため、大迫ダムの管理にあたっては国
土交通省との連携が必要となっています。

小田井用水路の概略
　小田井用水路は、世界かんがい
施設遺産登録を受けた歴史ある
用水路です。始まりは、江戸時代
宝永4年（1707年）頃に、河川（紀
の川）より標高が高い河岸段丘沿
に直接水を引くために「紀州流」と
呼ばれる強固で連続的な堤を構
築することで蛇行する河川の流域
を制御し、できた干拓地を耕作地
にしました。そして河道を固定した
河川から安定的な取水が行える
用水路を建設したことでさらに遠
く、多くのエリアに水を届けていま
す（全長32.5㎞）。また、河川を横
断するため当時の先端技術である
伏越（サイフォン）や「渡井（通水
橋）」の導入が評価されています。
　紀の川の水をはるか上流から引
いて高位部に配水するためには、
用水路の勾配をできるだけ水平に
近づける必要があり、そこで用いら
れたのが、大畑才蔵が考案した「水盛台」という測量器具で
した。この測量器具を用い、正確な測量ができたことから、
3000分の1から5000分の1という水路が完成しました。現
在の小田井用水が潤す水田は、約600haとなっています。

大畑才蔵とは
　才蔵の持つ技術によって、小田井用水路を開削し、紀の
川流域を豊かな実りの地へ変貌させました。紀の川を水
源とする小田井用水路や藤崎井や六箇井などのかんがい
用水路の開削工事を計画し、実現させてきた人物です。こ
れらの用水施設は、没後300年の時がたっても改修を重
ねながら、現在も利用されており、彼の知識と献身の恩恵
を受け続けています。

　才蔵の工法の特徴は、現在でいう工区毎の工事を一括
で管理（綿密な工事の指示書(設計図)と計算により、必要
な資材や作業量、必要な人足を割り当て）し、各工区を一
斉に着工することで、施工期間を著しく短縮しました。また、
工事で最も重要な役割を果たした測量において、竹筒と木
で作った簡単な「水盛台」という測量器具の考案により、き
わめて緩い水路勾配の精密測量に威力を発揮しました。

　水盛台は、水平をはかる道具であり、現在の水準器と
同様の役割をします。竹筒をくみあわせ両端が同じ高さで
真ん中の竹が少し高く造られています。真ん中の竹に水を
注ぐと左右の竹筒の低い方から水が溢れ出るようになっ
ており、これにより、くさびで高さを調節し左右同時に溢れ
るようにすることで左右の水平が求められます。ここから
左右の竹筒に取り付けられた見当を目印に先の間竿を見
通し、高低差を測ります。距離は60間（約109m）を一区
切りとして測量したそうです。

龍之渡井（たつのとい）
　小田井用水路の代表的施設「龍之渡井」は、国の登録
有形文化財に登録されています。小田井用水路と四十八
瀬川（現・穴伏川）と交差する地点で、水路と川底に高低
差があり、両岸が固い岩盤であったため、河川の上を掛樋
で通す水路橋です。
　現在は、改修工事によりレンガ造りとなっていますが、当
時は、木製であり、川の中に1本の支柱も使わず（橋脚が無
い）、方丈の柱で21mの掛樋を渡しており、この水路工事
では最も難工事であったとされます。
　この架設が実現できたのも測量水準技術が高かったた

めであり、1期工事約21㎞を25工区に分割して施工しても
連続した機能が確保されて短期間で通水できたことは、当
時の高い精度と施工管理の証です。
　大正8年（1919年）にレンガ・石張の単アーチ水路橋
（橋長20.5m、橋幅5.8m、水路幅3.7m）に改修されまし
た。他にこのような通水橋が11ヵ所、10ヵ所のサイフォン
があります。

　今回の研修では、小田井土地改良区の理事長及び事
務局長からご説明を頂きましたが、先人達の偉業や価値
ある農業施設を次世代の多くの人たちに伝えていこうとい
う思いを強く感じるとともに江戸時代の最先端技術が現

在まで残り、利用されていることに感慨と感動を覚えまし
た。またこちらに来る機会があれば、登録有形文化財の中
谷川水門（伏越（サイフォン））や小庭谷川渡井、小積川渡
井も是非見学したいと思います。

琵琶湖疎水の概要
　琵琶湖疎水は、明治23年（1890年）に竣功し、明治期
の京都のまちを再生と飛躍に導き現在もまちと暮らしを潤
し、様 な々都市生活を支えています。
　琵琶湖疎水の建設目的は、1.水の力を利用して電気を
起こし機械を動かし新しい産業を起こすこと、2.琵琶湖と
大阪の間に船と通すことで輸送を便利にすること、3.田畑
の灌漑により農作物の収量を増やすこと、4.精米水車を
増やすこと、5.防水用水を整備し、火事からまちを守るこ
と、6.飲料用として井戸が枯れても困らないようにするこ
と、7.きれいな水を流し、まちを清潔に保つこと、これらの7
つの目的を掲げ、京都の衰退を脱し再び繁栄することを目
標に、欧米の先進的な土木技術を取り入れることで琵琶
湖から京都へ水を引き込むという一大プロジェクトは実
行されました。その後、明治23年（1890年）の第1疎水完
成後、水力発電や舟運、観光など、京都のまちは活力を取
り戻しました。それから20年後に、更に豊かな水を求めて
第2琵琶湖疎水が建設され、同時に水道と市営電車が建
設されたことで、今日の京都のまちづくりの礎ができあが
りました。
　琵琶湖疎水記念館はこれらの資料を収蔵、展示してい
ます。令和元年3月にリニューアルオープンし、ミニチュア模
型やジオラマ、ストーリー性のある分かりやすい展示など
琵琶湖疎水の歴史を振り返る空間となっています。記念館
のホームページでは、展示室の所蔵物の一部が公開され
ているので、興味がある方は、是非ご覧ください。
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水路閣の概要
　琵琶湖疏水の分線にある水路橋で1888年（明治21）
完成しました。全長93.2m（幅4 m、高9 m）レンガ、花崗
岩造りです。
　南禅寺の境内にある水路閣は、当初トンネルルートで検
討されていましたが、皇室の遺跡を避けるため南禅寺を説
得し、地上ルートを採用しています。建設時は、桟橋と呼ば
れていましたが、ローマの水路橋を連想することから、評判
となり、水路閣と呼ばれるようになったとのことです。
　今回初めて水路閣を見ましたが、確かにローマの水道
橋を連想し、レンガ造りによる水路の装飾は美しく間近
で見る価値のある素晴らしい史跡でした。また、このよう
に京都の町中には琵琶湖疎水の史跡や現在も使用され
ている施設が数多くあり、近代京都の礎を垣間見ること
ができます。今後、行く機会があれば、歴史散策をしたい
と思います。

おわりに
　今回視察した大迫ダム、小田井用水路、琵琶湖疎水で
は、綿密な計画立案、技術の開発により、後世まで恩恵を
受けることのできる偉大な事業を成し遂げてきた施設を見
学し、多くのことを学ぶことができました。当時の苦労の一
端が感じられ、今なお、利用されている施設が長い歴史の
中で生活に溶け込んでいることを改めて感じ、今後のコン
サル業務を遂行する上で大変有意義な研修となりました。
　最後に現地研修会を実施していただいた、(一社)北海
道土地改良設計技術協会、ならびに現地で講話・説明を
いただきました農林水産省近畿農政局大迫ダム管理所、
小田井土地改良区の皆様に心より感謝申し上げます。

（サン技術コンサルタント株式会社）

上記の写真と同じ鴨東運河を琵琶湖疎水記念館の窓から
　望んだ光景

水路閣上部の水路を望む

明治28年　琵琶湖疎水が出来て5年の鴨東運河を望んだ光景 南禅寺境内の水路閣にて集合写真
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前　広報委員会委員　　　　　小笠原　武（12年）

前　研修委員会委員　　　　　山崎　隆一（10年）

前　技術検討委員会委員　　　船木　　誠（９年）

受賞された方々
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第31回　技術協会表彰

　令和３年度（第31回）表彰式は、新型コロナ感染症の拡大に伴い当初予定の５月に開催出来ませんで
したが、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言が９月30日で全面解除となり、10月22日に京王プラザホ
テル札幌にて開催されました。
　この表彰は、協会の事業推進と発展に顕著な功績のあったものについて贈られるもので、今回は「特別
功労賞（①協会の役員として、引き続き6年以上運営に参画して、10年以上コンサルタント事業の振興と発
展に貢献し、一般の模範とするに足るもの。②その他特に表彰することを相当と認められるもの。）」の内
②に該当し、長年にわたり協会各委員会委員として貢献された３名の方に贈られました。
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資格試験カレンダー

●資格試験年間スケジュール

注）農業土木技術者継続教育機構 CPD基準を参考に作成。
注）特記「◯、△」は、農業土木発注業務等における配置技術者等の資格要件の対象となる主なもの。
注）各試験の日程等の詳細については実施機関に問い合わせてください。
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資格試験カレンダー

2022/01現在  (公表欄○は公表に基づき日程を記載、■については未公表で最近年（コロナ延期は含まず）の日程を記載)
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技術情報資料

【新しい土地改良技術情報の内、定期刊行物にみる最近の技術資料】
発 刊 物 誌 名

水土の知

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

農村振興

〃

〃

〃

〃

〃

ＡＲＩＣ情報

〃

〃

〃

土地改良の測量と設計

開発こうほう

寒地土木技術研究

〃

〃

ダム技術

〃

コンクリート工学

ダム日本

土木技術資料

〃

発行年月

２０２１．　８

２０２１．　８

２０２１．　９

２０２１．１０

２０２１．１０

２０２１．１０

２０２１．１１

２０２１．１１

２０２１．１２

２０２１．１２

２０２２．　１

２０２２．　１

２０２１．　８

２０２１．　９

２０２１．１１

２０２１．１１

２０２１．１２

２０２２．　１

２０２１．１０

２０２１．１０

２０２２．　１

２０２２．　１

２０２１．１２

２０２１．１２

２０２１．　８

２０２１．　９

２０２１．１２

２０２１．　８

２０２１．１１

２０２１．１０

２０２１．　８

２０２１．　８

２０２１．１２

巻　　号

Ｖｏｌ.８９／№０８

Ｖｏｌ.８９／№０８

Ｖｏｌ.８９／№０９

Ｖｏｌ.８９／№１０

Ｖｏｌ.８９／№１０

Ｖｏｌ.８９／№１０

Ｖｏｌ.８９／№１１

Ｖｏｌ.８９／№１１

Ｖｏｌ.８９／№１２

Ｖｏｌ.８９／№１２

Ｖｏｌ.９０／№０１

Ｖｏｌ.９０／№０１

vol.８６０

vol.８６１

vol.８６３

vol.８６３

vol.８６４

vol.８６５

第１４３号

第１４３号

第１４４号

第１４４号

Ｖｏｌ.９３

No.７００

No.８２１

No.８２２

No.８２５

No.４１９

No.４２２

Ｖｏｌ.５９／№１０

No.９２２

No.　８

No.１２

　　　　　　　　報　　文　　・　　論　　文　　名
国営農地再編整備事業「南長沼地区」の営農変化と事業効果

地震時の空気弁内における圧力破壊現象の再現

推進工法における曲線計画事例

管渠ＵＡＶ技術の農業インフラへの活用

熊本地震において空気弁が破損に至る空気弁内圧力の推定

地中レーダーを用いた畑地における礫含有状況の推定

パイプライン用水路を活用した小水力発電施設の整備

国営環境保全型かんがい排水事業による水質浄化の検証

揚水機場における浮遊土砂抑制対策の事例

放流管の既設PC管老朽化対策と改修工法検討事例

画像診断による補修工を施した鋼矢板水路の再劣化実態の検出

大規模排水機場における耐震性能照査

プレキャスト製底樋管の活用について

大変位吸収鋼管を使用した管水路改修の施工事例

ICT技術を活用した水路等施設管理支援システム

新たな土地改良長期計画について～スマート農業の推進と農村の持続的発展

農業農村整備に関する技術開発計画の策定

３次元デジタル技術を利用した現況測量

コンクリート水路の無機系被覆工法の摩耗測定手法

高炉スラグ系材料及び機械化施工による超高耐久性断面修復・表面被覆技術の開発

北海道農業のこれから　　－スマート農業の導入に向けて－

国営かんがい排水事業「共栄近文二期地区」の概要について

豊川用水・初立池における耐震補強工事の設計・施工

豊かな食生活を支える北海道における水田農業の展開

肥培灌漑施設の曝気時間と調整槽液温の変化

土砂流出モデルWEPPを用いた土層改良による農地の土壌侵食抑制効果の予測

畑作農家YouTuberとスマート農業

連動型大規模地震に対するロックフィルダムの地震時挙動及び耐震性能照査手法の検討

平取ダムにおける工事中の魚類保全対策について

既設コンクリート構造物の予防保全を目的とした維持管理の現状と提案

利水ダムに洪水調節機能を付加することについての考え方

北海道胆振東部地震後の大規模河道閉塞(天然ダム）への対応

新たなトンネル補修工の耐荷力特性と劣化特性
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技術情報資料

　　 著　者　名
菅　彩音外２名

石橋　正匡外４名

坂東　和典

石川　健司外１名

白濱富久男外４名

平野　良治外１名

高橋　愛外１名

高橋　幸志外２名

山崎　喜則外２名

宮崎　誉士

鈴木　哲也外２名

鈴木　康弘

古谷　義弘

森　　　洋

寺澤　明人

松本　勉

北川　陽介

津曲　信吾

川邉　翔平外３名

南　真樹外７名

細井　俊宏

大矢　有二

吉久　寧外１名

黒崎　宏

中山　博敬外２名

鵜木　啓二外１名

川口　清美

安田　成夫外２名

小田島大祐

竹田宣典外４名

今村　瑞穂

三道義己外１名

森本　智外３名

　　  コ　ー　ド
農 地 保 全 整 備

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 地 保 全 整 備

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 農 村 整 備

農 業 農 村 整 備

農 業 農 村 整 備

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 農 村 整 備

農 業 水 利 施 設

農 業 水 利 施 設

農 業 農 村 整 備

農 業 水 利 施 設

農 地 保 全 整 備

農 業 農 村 整 備

土 木 構 造 物

土 木 構 造 物

土 木 構 造 物

土 木 構 造 物

土 砂 災 害

土 木 構 造 物

　　  キーワード①
大 区 画 水 田

振 動 台 実 験

曲 線 推 進

農 業 用 排 水 路

空 気 弁 案 内

含 礫 調 査

インライン式チューブラ水車

肥 培 か ん が い 施 設

流 入 抑 制 対 策

老 朽 化 対 策

鋼 矢 板 水 路

排 水 機 場

品 質 向 上

液 状 化 対 策

情 報 把 握

農 業 生 産 性

土 地 改 良 長 期 計 画

３Dレーザースキャナー

表 面 形 状 測 定

開 水 路 補 修 工 法

農 家 戸 数 減 少

水 需 要 変 化

耐 震 照 査

北 海 道 農 業

微 生 物 活 動

土 砂 流 出 モ デ ル

担 い 手 農 家

耐 震 性 能 照 査

自 然 環 境

維 持 管 理

洪 水 調 節 機 能

緊 急 対 策 工

長 期 耐 久 性

　　  キーワード②
事 業 効 果

内 外 差 圧

急 曲 線 部

ド ロ ー ン

荷 重 負 荷 試 験

地 中 レ ー ダ ー

バ イ パ ス 管

浄 化 型 排 水 施 設

沈 砂 池

反 転 工 法

補 修 工

耐 震 対 策 工 法

工 期 短 縮

流 動 浮 上

省 力 化

Ｉ Ｃ Ｔ 水 管 理

技 術 開 発 テ ー マ

点 群 デ ー タ

摩 耗 モ ニ タ リ ン グ

耐 凍 害 性 評 価

土 地 利 用 型 農 業

用 水 管 理 合 理 化

液 状 化

北 海 道 米 の 歴 史

腐 熟

土層改良効果予測計算

規 模 拡 大

ロ ッ ク フ ィ ル ダ ム

保 全 ・ 共 生

予 防 保 全

洪 水 時 防 災 操 作

決 壊 流 量 規 模

室 内 促 進 劣 化 試 験

　　  キーワード③
地 域 営 農

水 撃 圧

泥 酔 式 推 進 工 法

機 能 診 断

内 外 差 圧

誘 電 率

発 電 用 水 利 権

水 質 浄 化

堆 砂 効 果

熱 硬 化 性 樹 脂

画 像 解 析

三 次 元 解 析 モ デ ル

技 能 者 不 足

高 密 度 表 面 波 探 査

汎 用 性

自 動 運 転 農 機

政 策 課 題

座 標 値

耐 久 性 評 価

表 面 改 質 剤

ス マ ー ト 技 術

耐 震 化 対 策

補 強 盛 土 工 法

農 業 基 盤 整 備

至 適 温 度

有 効 透 水 係 数

Ｉ Ｃ Ｔ 導 入 ・ 活 用

地 震 応 答 解 析

階 段 式 魚 道

ライフサイクルコスト

限 界 放 流 方 式

監 視 体 制

屋 外 暴 露 試 験

（R3年8月～R4年1月）



協会事業メモ
年月日 行　事　名 内　　　　　　　　　　容

令和３年　
9.30

10.5～6

10.12～15

10.14

10.20

10.20

10.29

11.8～12

11.18～20

12.6～21

12.10

令和４年　
1.12

1.13

1.19

3.上

3.下

3.下

「報文集」第33号、「技術協」第106号発行

令和３年度　現地研修会（後期）

令和３年度　経営者研修会

現地ミニ講習会(幌加内地区)

第１回土地改良研修会

第２回研修委員会

現地ミニ講習会(網走川中央地区)

道外研修（中四国）

道外研修（近畿）

積算研究会

第5回広報委員会

技術講習会

令和３年度　第５回理事会

現地ミニ講習会(芽室川西地区)

第２回土地改良研修会（予定）

令和3年度　第６回理事会（予定）

令和３年度　第２回定期総会（予定）

北見網走地域：網走（事業地区名：網走川中央、宇遠別、津別）
　（参加者：１６名）

福島・新潟：安積疎水、国営かんがい排水事業佐渡地区の視察
　（参加者：１６名）

国営かんがい排水事業「幌加内地区」
　（開水路のプレキャスト工法の施工状況等）　
　（参加者：11名）

講演テーマ
　・「地球温暖化と北海道の気候変動」
　　　　　　　　札幌管区気象台　地球温暖化情報官 　上澤　大作 氏
外、「報文集33号」から３報文の講演
　・「パイプラインの環境配慮設計事例」 　　　　　　　 　野倉　士敬 氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・「国営かんがい排水事業芽室川西地区の水管理制御設備設計」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金津麻里子 氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・「地域環境に配慮した暗渠排水工設計事例」　　      　辻      輝樹 氏　 
　（会場：京王プラザホテル札幌　　参加者：９２名）

第２回土地改良研修会について

国営かんがい排水事業「網走川中央地区」
　（プレボーリング根固め工法によるフルーム水路基礎工の施工状況等）　
　（参加者：11名）

十二ケ郷用水、児島湾干拓、香川用水、国営緊急農地再編整備事業
　「道前平野地区」の視察（参加者：２０名）

国営第二十津川紀の川土地改良事業の視察（参加者：１７名）

稚内（12.06）、旭川（12.07）、室蘭（12.08）、札幌（12.09）、小樽（12.10）、
網走（12.13）、　留萌（12.13）、函館（12.15）、帯広（12.20）、釧路（12.21）

技術協第107号の発行について

講演テーマ
　・「より良き調査・設計業務の視点について」
　　　　　                                            工学博士　秀島　好昭　氏
   （会場：京王プラザホテル札幌　　参加者：９９名）

協会を巡る諸情勢について（Ｒ３補正予算（案）、Ｒ４当初予算（案）について、
総合評価落札方式における賃上げを実施する企業に対する加点措置について）

国営かんがい排水事業「芽室川西地区」
　（河川横断工の泥水式推進工の施工状況等）　
　（参加者：１０名）

講演テーマ
　（予定） ・ 「最近の農業農村整備を巡る諸情勢について」
　　　　　　　　　　  北海道開発局　農業水産部長　細井　俊宏　氏 
　（予定） ・ 「140年を超える原料へのこだわり」
　　　　　　　　-サッポロビール株式会社の挑戦-
　　　 サッポロビール株式会社　原料開発研究所　
　　　   原料育種開発グループ兼購買部フィールドマン　時園　佳明　氏

令和４年度事業計画（案）及び収支予算（案）

令和４年度事業計画（案）及び収支予算（案）
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編集後記

　令和4年度予算も全容が明らかとなり、令和3年度の補正予算と合わせると、

ほぼ昨年度と同様になる見込みとなっています。来年度も今年度と同様に道内

の農業農村整備が着実に推進されていく見通しを得て、協会会員の皆さまに

おかれましては、今年度の業務成果を振り返り、それを踏まえて来年度の業務にお

ける改善点を把握すべくご努力されていると思われますが、その際、本誌が少し

でもお役に立てれば幸いです。

　毎年好評をいただいている「豊かな農村づくり」写真展はＪＲ札幌駅西口コン

コースイベント広場で今年度も開催されましたが、新幹線が札幌駅まで延伸され

る工事の関係で、来年度は札幌駅前通地下広場にて開催される予定となります。

まだ先のことと感じていた新幹線の札幌駅乗り入れは、新型コロナウイルスに負

けることなく着実に近づいているようです。本号には、先の写真展における来場

者のアンケート調査結果が掲載されていますので、ご一読いただき何かお気づ

きの点がございましたらご示唆いただきたく存じます。

　本号の執筆および編集にあたりご尽力を賜りました皆さまに心より感謝申し

上げます。

広報委員長（2022年2月　記）



「技術協」　　第107号
令和4年3月1日発行 非売品

発　行 一般社団法人
　　北海道土地改良設計技術協会
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制作（有）エイシーアイ

広報委員会委員　　山岡俊彦・菊地　誠・福田正信・下谷隆一
　　　　　　　　　辻　雅範・福山正弘・羽原信也・高野　尚
　　　　　　　　　大友秀文・横川仁伸・川口　宏



第35回 「豊かな農村づくり」 写真展
北の農村フォトコンテスト  応募作品

「春の構図」
-北斗市にて撮影-
西村　公孝 氏 作品


